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１１．．概概要要

１１ 基基本本理理念念・・行行動動指指針針

【【基基本本理理念念】】

大阪の地で生まれた私たちの研究所は、総合的な技術支援を通じて企業を

支え、地域産業の発展に貢献します。

【【行行動動指指針針】】

・幅広い産業分野に対応する中核的な公設試験研究機関として、産業界の将

来を見据えた多様な技術シーズを開発するとともに、企業ニーズに即した

技術的支援を常に提供します。

・高度な技術的支援の提供のために、自らの研究力・技術力・専門性の向

上に努めます。

・信頼される研究所として、法およびその精神を遵守し、高い倫理観を持

って公平公正に業務を行います。

・安全で働きやすい職場環境を築くとともに、自らの仕事に誇りを持ち、

互いに協力し合う組織をつくります。
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２２ 設設立立目目的的及及びび事事業業内内容容

地方独立行政法人大阪産業技術研究所（以下「大阪技術研」という。）は、産業技術に関する試験、研究その他の支

援を行うとともに、これらの成果の普及及び実用化を促進することにより、産業技術とものづくりを支える知と技術

の支援拠点として、中小企業の振興等を図り、大阪経済及び産業の発展並びに住民生活の向上に寄与することを目的

とし、次に掲げる業務を行っています。

① 産業技術に関する試験、研究、相談その他の支援を行うこと。

② 前号の業務に係る成果の普及及び実用化を促進すること。

③ 大阪技術研の施設及び設備の提供に関すること。

④ 産業技術に関する情報を収集し、及び提供すること。

⑤ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。
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２２ 業業務務

・経営企画部
経営上の理念・戦略・方針、法人経営の企画・運営、理事会、経営会議及び経営諮問会議の運営、中期計画・年

度計画、大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所評価委員会、和泉センターの運営会議の運営、規程・規約

等の制定・改廃の総合調整、職員の採用計画、職員研修の企画及び総合調整、設立団体及び外部機関との連携及び

調整（他部・研究部分掌のものを除く。）、監査対応（監事監査及び内部監査に限る。）、報道対応の統括（経営企画

部長が統括する。）、広聴及び情報公開、視察対応（海外及び行政等に関するものに限る。）、外部機関等との連携協

定の統括、新規事業開拓、関西広域連合の所内総合調整、設備の共同利用等並びに人材交流、職員表彰に関するこ

と、その他経営企画に関すること。

・総務管理部
総務、公印及び文書の管理、組織・人事、職員の採用事務、給与、福利厚生、労働組合、兼業・兼職事務、総務

システムの運用・管理、コンプライアンス、危機管理、調査照会（他部署専管分野のものを除く）、財務運営・資金

管理、予算・決算、出納、入札・契約事務、監査対応（他部分掌のものを除く。）、依頼試験手数料等の収入、物品

の購入等、労働安全衛生、食堂、財産・物品の管理、契約物品の履行確認、施設・設備の管理・改修、省エネルギ

ー対策、その他他部・研究部、技術サポートセンターに属さないこと。

・業務推進部
研究業務、競争的資金研究、共同研究、高度受託研究、研究ノ－トの管理、公募型共同開発事業、秘密保持契約、

無償貸与物品（研究業務に関するもの）、特許出願、特許の維持管理、知的財産会議、発明委員会、海外留学制度、

業務実績の把握（他部分掌のものを除く。）、その他業務推進に関すること。

・顧客サービス部
依頼試験・簡易受託研究・装置使用・施設使用（料金設定、報告書発行など。）、総合的な相談窓口、利用者登録

ならびに来所受付、設備機器整備計画（購入・修理・保守・廃棄を含む。）、機器の利用促進、インキュベーション

施設、マーケティングリサーチ、現地相談、技術移転や実用化、中小企業の支援機関との連携、技術審査、図書室

の運用・管理、広報業務の推進、所内システム等の運用・管理（情報セキュリティを含む。）、業務実績の把握（他

部分掌のものを除く。）、刊行物の発行、Ｗｅｂ等を活用した情報発信、関西広域連合の情報の共有・活用・発信、

企業マッチング等の技術コーディネート、技術講習会等技術普及、技術者育成、学生受入、視察対応（他部分掌の

ものを除く。）、講師派遣、業界団体の登録、その他顧客サービスに関すること。

・加工成形研究部
特殊加工、積層造形、精密加工、塑性加工、プラスチック成形加工、その他加工成形に関すること。

・金属材料研究部
鋳造、金属熱処理、トライボロジー、材料の微細構造評価、金属加工プロセス、その他金属材料に関すること。

・金属表面処理研究部
金属分析、表面改質、めっき、腐食･防食、電池、その他金属表面処理に関すること。

・電子・機械システム研究部
電子デバイス開発、微細加工、センサ・センシング技術、メカトロニクス、電子システム、その他電子・機械シ

ステムに関すること。

・製品信頼性研究部
電子計測・ 、電気計測・静電気・電気絶縁材料、応用光学、生活科学、輸送包装、その他製品信頼性に関する

こと。

・応用材料化学研究部
環境化学、バイオ、セラミックス、エネルギー、その他応用材料化学に関すること。

・高分子機能材料研究部
機能性有機・高分子材料、生活関連材料、環境関連材料、繊維・皮革製品の評価・分析、その他高分子機能材料

に関すること。
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・技術サポートセンター
依頼試験・設備機器開放に関すること（他研究部分掌のものを除く。）。人材育成に関すること（他研究部分掌の

ものを除く。）。

・企画部
森之宮センターの業務に係る計画及び調整並びに推進、森之宮センターの運営会議の運営、研究成果の普及及び

特許等の活用、外部研究資金、大学及び他の研究機関との連携、産業技術に係る情報の収集及び調査分析、業務に

係る統計及び資料の整備、通信ネットワーク及び端末機器の整備、広報に関すること。

・総務部
職員の人事、給与、福利厚生、安全衛生、森之宮センターの業務の進行管理及び業務改善、組織及び職制、文書

及び公印並びに規程の制定改廃、情報公開、予算、決算及び物品、資金管理、現金の出納管理、使用料、手数料等

の収納、契約の締結並びに業務委託の入札、所管施設等の管理及び整備、大阪市との連絡調整、他の部の主管に属

しないこと。

・有機材料研究部
化学品の創製およびプロセス開発、太陽電池材料・有機半導体材料の開発、機能性ネットワークポリマーの創製、
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とし、ナノテクノロジー、原子・分子レベルのプロセス制御技術による材料特性の飛躍的向上を目指した電子材料

の開発に関すること。

 
・物質・材料研究部

プラスチック材料、金属材料、および複合材料を対象とした新素材の開発ならびに加工技術の高度化を通じた、

関連業界の技術支援に関すること。強度試験や耐久性試験、材料分析、 解析による設計支援に関すること。

 
・環境技術研究部

高機能炭素材料・バイオマス由来工業材料・高機能プラスチック・分離膜・環境配慮型無機材料・環境浄化技術・

微量分析技術・画像処理技術といった素材や技術を活用した企業支援に関すること。
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３３ 研研究究業業務務

大阪技術研では府内の中小企業が強みを持つ産業分野において、更なる基盤技術力高度化を目指して研究開発

を行うとともに、得られた成果は、研究発表会、各種学会・研究会での発表、各学協会への報文投稿等を行って

いる。また、国や各種財団等の提案公募型の研究開発事業に積極的に応募し、外部資金の獲得を目指すとともに、

研究員のレベルアップを図っている。

研究業務はそのステージを明確にするため、基盤研究、発展研究、プロジェクト研究、特別研究、共同研究、

高度受託研究の６種類に分類して以下のとおり実施した。

（（１１））基基盤盤研研究究（（   件件））

企業への技術移転及び産業界の課題の解決に繋がる基盤技術力や技術シーズの創出、向上を目的とし、併せて大

阪技術研の技術力を向上・維持していくために実施する研究

題題目目 期期間間 担担当当者者

合金による 合金の鋳ぐるみ接合技術の開発 金属材料研究部 柴田顕弘

熱化学反応を利用した焼結ダイヤモンド工具の機

上ツルーイング技術の開発
加工成形研究部 渡邊幸司、柳田大祐

窒化処理した金型用鋼の超精密切削加工におけ

るダイヤモンド工具の長寿命化
加工成形研究部 本田索郎、足立和俊

シートのプレス成形技術の高度化 加工成形研究部
奥村俊彦、四宮徳章、

坪井瑞記

電子ビーム積層造形により作製した 合

金の高強度化
加工成形研究部 藤原昂太、木村貴広

安価元素を利用したチタン合金の表面熱処理技術

の開発
金属材料研究部 道山泰宏

マルチマテリアルの高品位化に資する新規異種金

属摩擦攪拌接合技術の開発
金属材料研究部 田中 努

電気 合金めっき皮膜のクラック低減化 金属表面処理研究部 長瀧敬行

難分解性炭素材料中の微量金属分析 金属表面処理研究部 森 隆志

新規固相樹脂による分離分析手法に関する研究 金属表面処理研究部 塚原秀和

基材成分による鉄アルミニウム炉中ろう付の高強度

化に関する研究
金属表面処理研究部 岡本 明

真空アーク蒸着法による 膜合成条件のプラズ

マ発光分光法を用いた検討
金属表面処理研究部 上田侑正

微細構造制御による金属空気二次電池用正極触

媒の高活性化
金属表面処理研究部 西村 崇

気相不動態化処理方法の高度化 金属表面処理研究部 佐谷真那実
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題題目目 期期間間 担担当当者者

系酸化物の高温ひずみ抵抗薄膜への応

用
電子・機械システム研究部 筧 芳治、佐藤和郎

磁歪材料探索のハイスループット評価手法の検討 電子・機械システム研究部 山田義春

を用いた汎用ロボットシステムの開発 電子・機械システム研究部 赤井亮太、宮島 健

トポロジー最適化を用いた電子デバイスの設計手

法の構築
電子・機械システム研究部

宮島 健、佐藤和郎、

村上修一

導電性繊維の静電気放電特性に関する評価技術

の開発
製品信頼性研究部 平井 学

正弦半波衝撃による 試料での製品衝撃強さ試験

方法の開発
製品信頼性研究部

堀口翔伍、津田和城、

細山 亮

高圧合成用圧力セル作製技術の確立
製品信頼性研空部

電子・機械システム研究部

平井 学

金岡祐介

実在物体の実時間遠隔立体表示システムの開発
製品信頼性研究部

電子・機械システム研究部

山東悠介

金岡祐介

部分放電波形解析による絶縁劣化診断の高度化 製品信頼性研究部 岩田晋弥、木谷亮太

会話明瞭度に係る指標の構築とこれを用いた音声

明瞭マスクの創出
製品信頼性研究部 片桐真子、袖岡孝好

直流電気設備の診断基盤技術の構築 製品信頼性研究部 木谷亮太、岩田晋弥

マイクロ構造の制御によるセラミックスの高機能化 応用材料化学研究部
尾崎友厚、長谷川泰則、

園村浩介、陶山 剛

特異な反応場を有するヒドリド系還元触媒の開発 応用材料化学研究部 林 寛一

簡便な 固相抽出法に向けたイミタゾリウム修

飾担体の開発
応用材料化学研究部 柿倉泰明

粒子内部構造の観察手法の確立 応用材料化学研究部 陶山 剛

フィチン酸を活用した機能性多孔質材料の合成と

プロトン伝導材料への応用
高分子機能材料研究部 前田和紀

スポーツ用フィラメント糸の力学特性の引張り速度、

温度依存性評価
高分子機能材料研究部 堀口結以、西村正樹

ガス吸着法による比表面積測定を応用した新規表

面粗さ測定手法の確立
高分子機能材料研究部 青戸義希

クレーズ形成による糸の多孔化プロセスにおける各

種条件の関係性調査
高分子機能材料研究部 堀口結以、西村正樹

新規ポルフィリノイド系有機半導体の開発 有機材料研究部 高尾優子、森脇和之
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題題目目 期期間間 担担当当者者

炭素ナノ材料の可溶化を指向した新規光化学修飾

反応の開発
有機材料研究部

高尾優子、森脇和之、

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深

ヘッドスペース法を用いた放出物質の定量方法の

改良と製品等評価への展開
有機材料研究部 三原正稔、中井猛夫

有機材料の効率的設計法の開発 有機材料研究部
伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平

二酸化炭素とアンモニアからのカーバメート類の合

成
有機材料研究部 三原正稔、中井猛夫

生理活性物質の修飾と機能性評価に関する研究 生物・生活材料研究部 木曽太郎、桐生高明

様々な溶液でゲル化・増粘可能な機能性界面活性

剤の開発
生物・生活材料研究部

懸橋理枝、東海直治、

中川 充

エーテル脂質の応用に関する研究 生物・生活材料研究部

靜間基博、渡辺 嘉、

佐藤博文、川野真太郎、

田中重光

タンパク質を素材に用いた食品加工用添加剤の開

発
生物・生活材料研究部

渡辺 嘉、山内朝夫、

吉井未貴、畠中芳郎

アルドン酸生産効率化のための糖酸化活性の誘導

法の開発
生物・生活材料研究部 桐生高明、木曽太郎

ホスト ゲスト化学に基づく分子認識架橋を利用した

機能性ソフトマテリアル創製
生物・生活材料研究部

靜間基博、佐藤博文、

川野真太郎

界面活性剤型低分子ゲル化剤のゲルエマルション

への応用
生物・生活材料研究部

懸橋理枝、東海直治、

中川 充

抗菌・抗バイオフィルム活性を示す機能性脂質の

探索
生物・生活材料研究部 永尾寿浩、田中重光

センシング機能を組み込んだ高分子ハイブリッド薄

膜材料の創製
電子材料研究部

渡瀬星児、御田村紘志、

中村優志

環境負荷の少ないマンガンシリサイド系熱電材料の

開発
電子材料研究部 谷 淳一、石川弘通

磁性半導体ナノ粒子の物性測定 電子材料研究部
渡瀬星児、柏木行康、

斉藤大志

機能分子を活用した機能性ハイブリッド材料の創出 電子材料研究部

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、中村優志、

玉井聡行、千金正也

葉っぱ状ジルコニウム化合物膜を足場とするユウロ

ピウム蛍光体膜の湿式創製
電子材料研究部

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、中村優志、

玉井聡行、千金正也

キラルなナノ拘束空間での湿式合成によるらせん状

金属ナノ構造体の創出と応用検討
電子材料研究部

小林靖之、品川 勉、

池田慎吾、中谷真大

フレキシブルな繊維強化プラスチックの変形挙動の

数値解析による評価
物質・材料研究部

田中基博、水内 潔、

山田信司

非接地型力覚呈示デバイスの高性能化を目指した

制御系と機構の最適化
物質・材料研究部

武内 孝、長岡 亨、

木元慶久
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題題目目 期期間間 担担当当者者

粒子配向を制御した高分子複合材料の開発 物質・材料研究部
平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

２点バルブゲート金型を用いた射出成形品の外観

不良改善
物質・材料研究部

山田浩二、東 青史、

垰 幸作

熱処理によるスチレン系樹脂成形品の耐熱性向上 物質・材料研究部
山田浩二、東 青史、

垰 幸作

エポキシ樹脂の硬化挙動と硬化物の接着性に関す

る研究
物質・材料研究部

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

フレキシブルな繊維強化プラスチックの特性に及ぼ

す超弾性合金線材の表面処理の影響

物質・材料研究部

有機材料研究部

田中基博、山田信司、

水内 潔

木村 肇

の光酸化劣化深さと材料特性との相関検討 物質・材料研究部
山田浩二、東 青史、

籠  恵太郎、垰 幸作

β 超弾性合金の高延性化 物質・材料研究部
岩崎真也、渡辺博行、

水内 潔、田中基博

環境適応型の新規な耐食性・耐硫化性皮膜の開

発
環境技術研究部

大本貴士、野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

官能評価の自動化に関する研究 環境技術研究部
齋藤 守、北口勝久、

西崎陽平

蓄電池の電極における充放電反応分布の解析に

関する開発
環境技術研究部

福原知子、丸山 純、

丸山翔平、岩﨑 訓、

長谷川貴洋

高度浄水処理用粒状活性炭の新たな性状評価に

関する研究
環境技術研究部

福原知子、丸山 純、

丸山翔平、岩﨑 訓、

長谷川貴洋

化学処理による籾殻活性炭の製造と機能性賦与 環境技術研究部

岩﨑 訓、長谷川貴洋、

福原知子、丸山 純、

丸山翔平

塩類を援用した湿度制御ハイドロゲルの機能向上

と実用化に向けた研究
環境技術研究部

岩﨑 訓、長谷川貴洋、

福原知子、丸山 純、

丸山翔平

熱感受性の高いアミラーゼの開発 環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之、野呂美智雄

芳香族化合物の実生産に向けた基盤技術の構築 環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之、野呂美智雄

芳香族化合物の生産における耐熱性酵素の利用 環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之、野呂美智雄

ポリビニルアルコール分解酵素の異種発現技術の

開発
環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之、野呂美智雄

バイオプロセスによる高収率配糖体生成技術の開

発
環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之、野呂美智雄

画像センシングによる化学プロセスの可視化・定量

化
環境技術研究部

齋藤 守、北口勝久、

西崎陽平

15



16 

（（２２））発発展展研研究究（（ 件件））

新材料、新製品の開発に繋がる研究、企業技術の高度化に資する研究又は産業において有用かつ重要と思われ

る研究

題題目目 期期間間 担担当当者者

電着 を用いた長時間滞空型無人機用モー

フィング翼の基礎技術の開発

加工成形研究部

電子・機械システム研究部

応用材料化学研究部

片桐一彰

朴 忠植

山口真平

酵素を用いる畜肉軟化手法の開発 生物・生活材料研究部
畠中芳郎、渡辺 嘉、

山内朝夫、吉井未貴

機能性食品としての を強化した甘酒風飲料

の開発
生物・生活材料研究部

畠中芳郎、渡辺 嘉、

山内朝夫、吉井未貴

ナノカーボン材料が局在化した複合樹脂製造のス

ケールアップ
物質・材料研究部

山田浩二、東 青史、

籠 恵太郎、垰 幸作

放電プラズマ焼結技術を用いる金属系放熱材料の

プロセシング
物質・材料研究部

田中基博、水内 潔、

山田信司

（（３３））ププロロジジェェククトト研研究究（（   件件））

府内企業の技術力の高度化や新分野への進出に繋がる研究で、大阪技術研の技術開発力や支援力の高度化にも

つながる研究

題題目目 期期間間 担担当当者者

金属積層造形 技術の高度化

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

応用材料化学研究部

顧客サ－ビス部

中本貴之、木村貴広、

藤原昂太、三木隆生、

四宮徳章、柳田大祐、

渡邊幸司、萩野秀樹

平田智丈、内田壮平

岡本 明

尾﨑友厚

南 久

人材育成プロジェクト

電子・機械システム研究部

加工成形研究部

金属材料研究部

顧客サ－ビス部

赤井亮太、喜多俊輔、

宮島 健、朴 忠植、

金岡祐介、佐藤和郎、

北川貴弘

安木誠一

濱田真行、横山雄二郎、

平田智丈

木下敏夫

においの官能評価を機器分析で代替する方法の

検討
高分子機能材料研究部 喜多幸司、山下怜子

木質リグニン由来次世代マテリアルの製造・利用技

術等の開発
有機材料研究部

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子

５Ｇ移動通信システムの実現に向けた低誘電率樹

脂の直接接合技術の開発

電子材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大、品川 勉

千金正也

16
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（（２２））発発展展研研究究（（ 件件））

新材料、新製品の開発に繋がる研究、企業技術の高度化に資する研究又は産業において有用かつ重要と思われ

る研究
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府内企業の技術力の高度化や新分野への進出に繋がる研究で、大阪技術研の技術開発力や支援力の高度化にも
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題題目目 期期間間 担担当当者者

金属積層造形 技術の高度化

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

応用材料化学研究部

顧客サ－ビス部

中本貴之、木村貴広、

藤原昂太、三木隆生、

四宮徳章、柳田大祐、

渡邊幸司、萩野秀樹

平田智丈、内田壮平

岡本 明

尾﨑友厚

南 久

人材育成プロジェクト

電子・機械システム研究部

加工成形研究部

金属材料研究部

顧客サ－ビス部

赤井亮太、喜多俊輔、

宮島 健、朴 忠植、

金岡祐介、佐藤和郎、

北川貴弘

安木誠一

濱田真行、横山雄二郎、

平田智丈

木下敏夫

においの官能評価を機器分析で代替する方法の

検討
高分子機能材料研究部 喜多幸司、山下怜子

木質リグニン由来次世代マテリアルの製造・利用技

術等の開発
有機材料研究部

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子

５Ｇ移動通信システムの実現に向けた低誘電率樹

脂の直接接合技術の開発

電子材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大、品川 勉

千金正也

17 

題題目目 期期間間 担担当当者者

実用性と安全性が大幅に改良された無機ナノハイ

ブリッド光触媒塗料の開発

電子材料研究部

生物・生活材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大

靜間基博

千金正也

全固体電池向け積層・バインダー除去装置および

量産技術に関する研究開発
電子材料研究部

渡瀬星児、山本真理、

高橋雅也、加藤敦隆

電極活物質複合体の膜化・シート化技術の開発 電子材料研究部
渡瀬星児、高橋雅也、

山本真理、加藤敦隆

強ひずみ加工を利用した および 系水素吸蔵

合金の高性能化
物質・材料研究部

武内 孝、長岡 亨、

木元慶久、水内 潔

海洋生分解性に係る評価手法の確立

環境技術研究部

物質・材料研究部

大本貴士、野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

低濃度ＶＯＣ除去能を有する電子部品製造クリーン

ルーム用のケミカルフィルタの開発
環境技術研究部

福原知子、岩崎 訓、

長谷川貴洋

（（４４））特特別別研研究究（（科科学学研研究究費費助助成成事事業業    件件＋＋競競争争的的研研究究費費研研究究    件件））

企業又は大阪技術研の技術力向上に極めて重要であると思われる研究で、国、独立行政法人、特別法により設

立された特殊法人、公益法人等の補助事業又は委託事業の指定を受けた研究及び理事長が特に必要と定める研究

日本学術振興会 科学研究費助成事業 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者

偏微分方程式による一元的幾何学的特徴評価を

基軸とした一気通貫型最適設計製造法

加工成形研究部

製品信頼性研究部

三木隆生

木谷亮太

電着樹脂含浸法を用いた のラティス構造の

製造法とその応用基盤技術の開発

加工成形研究部

応用材料化学研究部

片桐一彰、奥村俊彦

陶山 剛、山口真平

革新的な樹脂含浸法による先端複合材料の作製と

振動最適化
加工成形研究部 片桐一彰

積層造形における製造要件を考慮した一気通貫型

の高速最適設計法の構築
加工成形研究部 三木隆生

はんだ接合部の接合信頼性に及ぼすはんだのクリ

ープ変形機構と累乗則崩壊応力の影響
金属材料研究部 濱田真行

アルミニウム合金の時効処理による強度と剛性の同

時強化
金属材料研究部 岩岡秀明

環境負荷軽減に寄与するプラスチック容器内で実

現可能な超高速浸炭技術の確立

金属材料研究部

加工成形研究部

平田智丈、横山雄二郎、

星野英光

山口拓人

粗大結晶粒金属材と機械学習を用いた新規アプロ

ーチ法による結晶塑性解析の高精度化
金属材料研究部

内田壮平、根津将之、

田中 努、平田智丈

17
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題題目目 期期間間 担担当当者者

セラミックス複合積層造形物への低温プラズマ処理

による 相の研究

金属表面処理研究部

加工成形研究部

技術サポートセンター

足立振一郎

山口拓人

上田順弘

希ガス原子ナノクラスターが分散した微細組織を持

つ非晶質合金膜の構造解析と物性評価
金属表面処理研究部 小畠淳平

さび層安定化による鉄筋腐食抑制方法の開発 金属表面処理研究部
左藤眞市、佐谷真那実、

岩田孝二

フッ化物イオンのインターカレーション反応を利用し

た新規二次電池活物質の創成
金属表面処理研究部 斉藤 誠

低温プラズマ処理による二相ステンレス鋼複合造形

物の高機能化

金属表面処理研究部

加工成形研究部

足立振一郎

山口拓人

歪みエンジニアリングによるフォノンダイナミクス制御

とデバイス展開
電子・機械システム研究部 佐藤和郎、村上修一

非周期・超多層構造によるオールカーボン赤外フィ

ルターの設計指針提示と作製
電子・機械システム研究部 近藤裕佑

構造物内部の音源位置推定手法に関する研究 電子・機械システム研究部 喜多俊輔

低強度超音波薬学：微小トランスデューサアレイに

よる疾患モデル動物での治療効果検証
電子・機械システム研究部 村上修一、佐藤和郎

概日リズムを取り入れた生活環境下で聞こえるサイ

ン音に対する新評価方法の開発
製品信頼性研究部 片桐真子

絶縁劣化現象のマルチケールでの解明 製品信頼性研究部 岩田晋弥、木谷亮太

メタマテリアル測定空間からなる高周波電磁気特性

測定系の実現
製品信頼性研究部 伊藤盛通

実輸送反映高精度試験のための と を用い

た輸送振動の特徴量自動抽出法の開発
製品信頼性研究部

津田和城、細山 亮、

堀口翔伍

実物大立体像の空中浮遊化と超高臨場感を実現

するホログラフィック ディスプレイ

製品信頼性研究部

電子・機械システム研究部

山東悠介

佐藤和郎、宮島 健

高出力化に対応できる全固体 電池用負極材の

開発
応用材料化学研究部 園村浩介

接合の原理を活用した 系 向けの拡

散接合技術の開発
応用材料化学研究部 尾﨑友厚

酸化・還元耐性に優れた固体酸化物形燃料電池

の開発
応用材料化学研究部

山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

コアシェル型微粒子の創製機構と構造制御による

物質高選択的吸着能の発現

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

吉岡弥生

永廣卓哉

加熱で組み換え可能な共有結合から成る架橋樹

脂の使用後光分解
応用材料化学研究部 林 寛一
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加工成形研究部

足立振一郎

山口拓人

歪みエンジニアリングによるフォノンダイナミクス制御

とデバイス展開
電子・機械システム研究部 佐藤和郎、村上修一

非周期・超多層構造によるオールカーボン赤外フィ

ルターの設計指針提示と作製
電子・機械システム研究部 近藤裕佑

構造物内部の音源位置推定手法に関する研究 電子・機械システム研究部 喜多俊輔

低強度超音波薬学：微小トランスデューサアレイに

よる疾患モデル動物での治療効果検証
電子・機械システム研究部 村上修一、佐藤和郎
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製品信頼性研究部 片桐真子

絶縁劣化現象のマルチケールでの解明 製品信頼性研究部 岩田晋弥、木谷亮太

メタマテリアル測定空間からなる高周波電磁気特性

測定系の実現
製品信頼性研究部 伊藤盛通

実輸送反映高精度試験のための と を用い

た輸送振動の特徴量自動抽出法の開発
製品信頼性研究部

津田和城、細山 亮、

堀口翔伍

実物大立体像の空中浮遊化と超高臨場感を実現

するホログラフィック ディスプレイ

製品信頼性研究部

電子・機械システム研究部

山東悠介

佐藤和郎、宮島 健

高出力化に対応できる全固体 電池用負極材の

開発
応用材料化学研究部 園村浩介

接合の原理を活用した 系 向けの拡

散接合技術の開発
応用材料化学研究部 尾﨑友厚

酸化・還元耐性に優れた固体酸化物形燃料電池

の開発
応用材料化学研究部

山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

コアシェル型微粒子の創製機構と構造制御による

物質高選択的吸着能の発現

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

吉岡弥生

永廣卓哉

加熱で組み換え可能な共有結合から成る架橋樹

脂の使用後光分解
応用材料化学研究部 林 寛一
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題題目目 期期間間 担担当当者者

固液界面での高分子重合反応制御による 次元

微細構造上の均一薄膜の作製

高分子機能材料研究部

統合型研究開発チーム

二谷真司、前田和紀

宇野真由美

複数回の接着と解体が実現できる解体性接着技術

の創製
高分子機能材料研究部 舘 秀樹

未利用海洋バイオマスの高度利用に資する高機能

熱硬化性樹脂の創製
高分子機能材料研究部 井上陽太郎

ペプチド 末端アミド化酵素が 変異を伴う悪

性腫瘍に及ぼす影響
高分子機能材料研究部 田中 剛

ポリロタキサンを用いた強靭性・高耐熱性ネットワー

クポリマーの開発
有機材料研究部

大塚恵子、木村 肇、

米川盛生

有機薄膜太陽電池の高効率化を指向した新規有

機二置換フラーレン誘導体の開発
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平

炭素繊維強化複合材料用新規熱硬化性マトリック

ス樹脂の創製およびその分子設計
有機材料研究部

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子

環状オリゴマー構造を基盤とした新規ネットワークポ

リマーの創製
有機材料研究部

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子

有機 無機ハイブリッド化による植物由来超高耐熱

材料の創製
有機材料研究部 木村 肇

光ラジカル触媒を用いる位置選択的 － 結合の

官能基化反応
有機材料研究部 隅野修平

高度反応制御技術の開発によるフラーレン誘導体

の選択的合成
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平

低環境負荷型の皮革の加工技術の開発 有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛

照明による色ズレを抑制する色材の分光反射

率曲線の研究
有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛

光マイクロリアクターによる有機薄膜太陽電池用半

導体材料の高選択的合成法の開発
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平

合成と精製の一貫プロセスによるフラーレン誘導体

の連続フロー合成
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平

ポリロタキサンの相構造制御による強靭かつ高耐熱

な低誘電材料の開発

有機材料研究部

電子材料研究部

製品信頼性研究部

大塚恵子

渡瀬星児、中村優志

伊藤盛通

食油中に発生する有害懸念物質の吸収動態推定 生物・生活材料研究部 渡辺 嘉、佐藤博文

増粘効果を有する化学分解性ジェミニ型両親媒性

化合物の創製とその機能に関する研究
生物・生活材料研究部 小野大助、川野真太郎

環境応答性高分子界面活性剤と水系ラテックス間

の分子認識架橋によるタフフィルム創製
生物・生活材料研究部 川野真太郎
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題題目目 期期間間 担担当当者者

黄色ブドウ球菌感染時に活性化し皮膚菌叢を健全

化する脂質の酵素・微生物生産法の検討
生物・生活材料研究部 永尾寿浩

分子鋳型法によるキラルプラズモニック材料の創製 生物・生活材料研究部 中川 充

フレシブルな鎖状キラルホストによるキラルカチオン

認識とその円偏光発光挙動
生物・生活材料研究部

小野大助、靜間基博、

佐藤博文、川野真太郎

分子鋳型法による金属ナノ粒子の構造設計および

機能開拓
生物・生活材料研究部

懸橋理枝、東海直治、

中川 充

ヘキソースの ６位酸化活性を示す糖酸化菌を用

いた新規酸性糖の創製
生物・生活材料研究部 桐生高明、木曽太郎

ナノ構造に起因する殺菌原理解明にむけた単一細

胞とナノ構造界面の相互作用解析
生物・生活材料研究部 永尾寿浩、田中重光

電解析出を利用した有機無機ハイブリッドダイオー

ドの開発

電子材料研究部

研究管理監

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、中村優志、

玉井聡行

千金正也

光を用いた高分子反応の制御による新しい材料設

計概念の構築

電子材料研究部

研究管理監

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、中村優志、

玉井聡行

千金正也

精密合成プロセスによる層状 相半導体の微細

組織制御と熱電特性の解明
電子材料研究部 谷 淳一、石川弘通

湿式プロセスによる環境型太陽電池の開発 電子材料研究部
小林靖之、品川 勉、

池田慎吾、中谷真大

遷移金属硫化物の電析およびエネルギーデバイス

に向けた構造制御
電子材料研究部

小林靖之、品川 勉、

池田慎吾、中谷真大

ナノインクから作製した金属電極の仕事関数評価と

金属－半導体のコンタクト制御
電子材料研究部

渡瀬星児、柏木行康、

斉藤大志

シリコンナノ構造制御による全固体電池への応用 電子材料研究部
渡瀬星児、山本真理、

加藤敦隆、高橋雅也

表面改質とビルドアップ表面修飾を経るフレキシブ

ル基板の無電解めっき

電子材料研究部

生物・生活材料研究部

金属表面処理研究部

玉井聡行、渡辺 充

懸橋理枝

小畠淳平

真空紫外光アシストプラズマ表面改質によるフッ素

樹脂と金属の直接接合
電子材料研究部

小林靖之、品川 勉、

池田慎吾、中谷真大

格子欠陥エンジニアリングによる 系ジントル相熱

電材料の半導体特性制御
電子材料研究部 谷 淳一

低温焼結可能な酸化物固体電解質の創成とシート

電池のための界面構築
電子材料研究部

渡瀬星児、高橋雅也、

山本真理、加藤敦隆

柔軟な構造を有するリチウムイオン伝導性硫化物

材料の創製
電子材料研究部

渡瀬星児、山本真理、

加藤敦隆、高橋雅也
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題題目目 期期間間 担担当当者者
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玉井聡行、渡辺 充

懸橋理枝

小畠淳平

真空紫外光アシストプラズマ表面改質によるフッ素

樹脂と金属の直接接合
電子材料研究部

小林靖之、品川 勉、

池田慎吾、中谷真大
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題題目目 期期間間 担担当当者者

ラマン分光法によるインプラント埋入周囲組織の骨

質解析
電子材料研究部 小林靖之

大気圧プラズマジェット表面改質技術を用いたテキ

スタイルの濡れ制御
電子材料研究部 小林靖之

摩擦攪拌緻密化プロセスによるダイヤモンド分散

基合金の創製と界面構造の解明
物質・材料研究部 長岡 亨、水内 潔

精密ブロック共重合法による高伸張ポリ乳酸系プラ

スチック新素材の開発
物質・材料研究部

門多丈治、平野 寛、

岡田哲周

骨修復を促進する貯蔵機能型マグネシウム生体材

料の創製
物質・材料研究部 渡辺博行

原子レベルで高分散規則配列した金属を含有する

炭素系電極触媒の活性・汎用性向上

環境技術研究部

有機材料研究部

丸山 純

高尾優子

窒素固定能を付与した大腸菌による窒素源添加が

不要な発酵生産プロセスの基盤構築
環境技術研究部

大本貴士、野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

情報フォトニクスにおける撮像技術に関する研究 環境技術研究部 西﨑陽平

らせん状に配列したナノ細孔とキラル空間を有する

炭素材料の創製と応用
環境技術研究部 丸山 純

競争的研究費研究（ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名

雰囲気制御を利用した 超硬

合金のレーザメタルデポジション技術

の開発

加工成形研究部 山口拓人、萩野秀樹
天田財団

研究開発助成

レーザ積層造形法による金属間化合

物分散型耐熱アルミニウム合金の創

製

加工成形研究部

応用材料化学研究部

木村貴広、藤原昂太、

中本貴之、三木隆生

尾﨑友厚

軽金属奨学会

課題研究

プレス機自らが考えて動く機械学習

を活用した知能化成形技術の構築

加工成形研究部

電子・機械システム研究

部

四宮徳章、坪井瑞記、

安木誠一

喜多俊輔

天田財団

研究開発助成

高周波およびレーザを用いた部分的

な組織制御による強度とプレス成形

性の両立

加工成形研究部
坪井瑞記、四宮徳章、

山口拓人

天田財団

研究開発助成

金属積層造形のための幾何学形状

制約付大規模トポロジー最適化シス

テムの開発

加工成形研究部 三木隆生 官民による若手研

究者発掘支援事業

ガラスレンズ成形用 金型の

高能率研削加工技術の開発

加工成形研究部

顧客サービス部

渡邊幸司、柳田大祐

南 久

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

モーフィング翼と高効率電力制御技

術を用いた長時間飛行可能な小型

ソーラー無人機の開発

加工成形研究部

電子・機械システム研究

部

応用材料化学研究部

片桐一彰

朴 忠植

山口真平

和泉市

ものづくり技術・商品

開発事業
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題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名

水性樹脂を用いた環境適合型ＣＮＦ

複合樹脂の製法開発とＣＦＲＰへの

応用

加工成形研究部

応用材料化学研究部

片桐一彰、奥村俊彦

陶山 剛
課題設定型産業技

術開発費助成事業

指向性エネルギー堆積法 法

における高熱伝導性 系材料の造

形技術の開発

加工成形研究部

金属材料研究部

中本貴之、古川雄規、

三木隆生

内田壮平

先端加工機械技術

振興協会

研究助成

レーザクラッディングにより作製された

包丁の基礎調査

加工成形研究部

金属材料研究部

技術サポートセンター

山口拓人、萩野秀樹、

田中慶吾

田中 努

小栗泰造

堺市

ものづくり新事業チ

ャレンジ事業

結晶粒を微細化した鉄中の水素濃

度分布とその時間変化の測定
金属材料研究部 岩岡秀明

日本鉄鋼協会

鉄鋼研究振興助成

’
金属材料研究部 平田智丈

天田財団

国際交流助成

３次元的表面形状制御を利用した革

新的マルチマテリアル化技術の構築

金属材料研究部

加工成形研究部

田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之

中本貴之、木村貴広、

四宮徳章、三木隆生

天田財団

研究開発助成

極細糸半田の断線抑制を目指した

加工プロセスの開発
金属材料研究部

濱田真行、根津将之、

内田壮平、田中 努、

平田智丈、柴田顕弘、

松室光昭、武村 守

天田財団

研究開発助成

舶用ディーゼルエンジン向けホワイト

メタル軸受の耐久性向上に資する高

強度ホワイトメタルの開発

金属材料研究部 濱田真行
研究成果最適展開

支援プログラム

トライアウト

電子顕微鏡と機械学習を活用した金

属ミクロ組織解析に関する研究
金属材料研究部

平田智丈、田中 努、

濱田真行、内田壮平、

根津将之

自転車等機械振興

事業に関する補助

金

リチウムイオン電池用無機バインダに

関する研究
金属表面処理研究部 斉藤 誠

大阪府

新エネルギー産業

（電池関連）創出事

業補助金

手術用ロボットに使われる操作用ワイ

ヤロープの機能性向上のための研究

開発

金属表面処理研究部

佐谷真那実、

左藤眞市、岩田孝二、

小畠淳平

和泉市

ものづくり技術・商品

開発事業

レアメタルフリー透明遮熱・断熱エコ

シートの開発

電子・機械システム研究

部

高分子機能材料研究部

近藤裕佑、筧 芳治、

佐藤和郎

日置亜也子

研究成果最適展開

支援プログラム

（ ）産学共同

（本格型）

共鳴トンネルダイオードを用いたテラ

ヘルツ無線通信と映像伝送に関する

研究開発

電子・機械システム研究

部

村上修一、山田義春、

近藤裕佑

情報通信研究機構

シーズ創

出型プログラム

伝導電流が心臓ペースメーカーに及

ぼす影響の評価方法の開発
製品信頼性研究部

田中健一郎、

松本元一

和泉市

ものづくり技術・商品

開発事業

貫通多孔体シートを用いた固体電解

質層の自立化・薄層化技術の開発

応用材料化学研究部

研究管理監

電子・機械システム研究

部

長谷川泰則、

園村浩介

櫻井芳昭

佐藤和郎、村上修一、

田村智子

先進・革新蓄電池

材料評価技術開発

第 期

22



22 

題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名
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題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名

ポリアミドを基軸とする新規海洋生分
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応用材料化学研究部

物質・材料研究部

増井昭彦、井川 聡、

柿倉泰明

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

先導研究プログラム

／エネルギー・環境

新技術先導研究プ

ログラム

光スイッチ型海洋分解性の可食プラ

スチックの開発研究
応用材料化学研究部

増井昭彦、

井川 聡、柿倉泰明、

豊島有瑞子

ムーンショット型研究

開発事業

セラミックス板のレーザ突合せ溶接技

術の開発

応用材料化学研究部

加工成形研究部

金属材料研究部

園村浩介、尾﨑友厚、

長谷川泰則、垣辻 篤

片桐一彰、山口拓人

田中 努

天田財団

研究開発助成

高性能高分子で被覆した無機微粒

子の作製と機能付与

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

吉岡弥生

永廣卓哉

日本板硝子材料工

学助成会

研究助成

楕円状ポリイミド微粒子の紫外線防

御剤への応用
高分子機能材料研究部 中橋明子

コーセーコスメトロジ

ー研究財団

研究助成

用イオン液体含侵型

高活性・高耐久カソード触媒合成技

術の研究開発

高分子機能材料研究部 井上陽太郎

燃料電池等利用の

飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型

産学官連携研究開

発事業

チタン単糸ペロブスカイト型太陽電池

の研究開発
高分子機能材料研究部 田中 剛、中川雅美

研究成果最適展開

支援プログラム

トライアウト

ディーゼル微粒子状物質の高効率

な捕集と燃焼を実現する革新的な触

媒フィルターの提案

高分子機能材料研究部 道志 智

住友電工グループ

社会貢献基金

学術 ・ 研究助成

繊維加工技術を活用した繊維センシ

ング材の新技術開発

経営企画部 統合型研

究開発チーム

電子・機械システム研究

部

製品信頼性研究部

宇野真由美、

小森真梨子

金岡祐介

平井 学

石川県産業創出支

援機構

新たな需要を取り込

む新技術・新製品

開発支援事業

高強度・高耐久な電気剥離粘着技

術の開発

高分子機能材料研究部

金属表面処理研究部

製品信頼性研究部

舘 秀樹、

井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛、

二谷真司

西村 崇

長瀧敬行、岩田晋弥

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

木質リグニン由来次世代マテリアル

の製造・利用技術等の開発
有機材料研究部

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子

農林水産省

農林水産研究推進

事業委託プロジェク

ト研究

給食施設での調理時の小麦アレル

ゲンの混入リスクに関する研究
生物・生活材料研究部 山内朝夫

ニッポンハム食の未

来財団

共同研究助成

認知機能維持効果を強化した介護

食品素材開発
生物・生活材料研究部

渡辺 嘉、山内朝夫、

佐藤博文

研究成果最適展開

支援プログラム

（ ）トライアウ

ト
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題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名

アトピー性皮膚炎や肌荒れを緩和す

る機能性脂肪酸のスマート酵母を用

いた生産・精製法の開発

生物・生活材料研究部
永尾寿浩、田中重光、

吉井未貴

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

希少機能性脂肪酸を利用した新規

認知症治療薬の開発
生物・生活材料研究部 永尾寿浩

橋渡し研究戦略的

推進プログラム シ

ーズ

アスペクト比の制御された金ナノらせ

んの合成および光学特性評価
生物・生活材料研究部 中川 充

化学関連分野の深

化・連携を基軸とす

る先端・学際グロー

バル研究拠点（京大

化研）

分野選択型研究

分子認識を活用した質量分析による

光学異性分析
生物・生活材料研究部 靜間基博

物質・デバイス領域

共同研究拠点（阪

大産研）

基盤共同研究

バインダーフリー全固体 の開発 電子材料研究部
渡瀬星児、山本真理、

加藤敦隆、高橋雅也

先進・革新蓄電池

材料評価技術開発

（第 期）

通電塑性加工によりナノ・ミクロ組織

制御された高性能 系熱電材料の

創製

電子材料研究部 谷 淳一
天田財団

研究開発助成

全固体電池向け積層・バインダー除

去装置および量産技術に関する研

究開発

電子材料研究部
渡瀬星児、山本真理、

高橋雅也、加藤敦隆

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

実用性と安全性が大幅に改良された

無機ナノハイブリッド光触媒塗料の開

発

電子材料研究部

生物・生活材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大

靜間基博

千金正也

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

５Ｇ移動通信システムの実現に向け

た低誘電率樹脂の直接接合技術の

開発

電子材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大、品川 勉

千金正也

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

ハードメタル部材の創製に向けた高

エントロピー合金の高速超塑性化
物質・材料研究部 渡辺博行

天田財団

研究開発助成

と金属材料の摩擦攪拌接合 物質・材料研究部

長岡 亨、武内 孝、

木元慶久、山田浩二、

平野 寛、門多丈治
未来社会創造事業

物質・材料研究部 長岡 亨
天田財団

研究開発助成

格子欠陥制御された水素吸蔵合金

の量産化技術開発
物質・材料研究部 木元慶久

トヨタ・モビリティ基金

水素社会構築に向

けた革新研究助成

蓄電デバイスの高性能化に資するア

ルミ・銅ハイブリッドバスバーの開発
物質・材料研究部 長岡 亨

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）
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題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名
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開発

電子材料研究部

研究管理監

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大、品川 勉

千金正也

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

ハードメタル部材の創製に向けた高

エントロピー合金の高速超塑性化
物質・材料研究部 渡辺博行

天田財団

研究開発助成

と金属材料の摩擦攪拌接合 物質・材料研究部

長岡 亨、武内 孝、

木元慶久、山田浩二、

平野 寛、門多丈治
未来社会創造事業

物質・材料研究部 長岡 亨
天田財団

研究開発助成

格子欠陥制御された水素吸蔵合金

の量産化技術開発
物質・材料研究部 木元慶久

トヨタ・モビリティ基金

水素社会構築に向

けた革新研究助成

蓄電デバイスの高性能化に資するア

ルミ・銅ハイブリッドバスバーの開発
物質・材料研究部 長岡 亨

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）
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題題目目 期期間間 担担当当者者 事事業業名名

アルミ・銅バイメタルシート作製技術

の確立と変形メカニズムの解明
物質・材料研究部 長岡 亨

研究成果最適展開
支援プログラム
（ ）産学共同
（育成）

３Ｄカーボン構造体合成法の拡張お

よび一般化
環境技術研究部 丸山 純 戦略的創造研究推

進事業（ ）

環境技術研究部 丸山 純

日本板硝子材料工

学助成会

研究成果普及助成

海洋生分解性に係る評価手法の確

立

環境技術研究部

物質・材料研究部

大本貴士、

野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

海洋生分解プラスチ

ックの社会実装に向

けた技術開発事業

低濃度ＶＯＣ除去能を有する電子部

品製造クリーンルーム用のケミカルフ

ィルタの開発

環境技術研究部
福原知子、岩﨑 訓、

長谷川貴洋

経済産業省

戦略的基盤技術高

度化支援事業

（サポイン事業）

有機化学・高分子化学を基盤とする

構造規則性炭素材料の合成とその

物性解明

環境技術研究部 丸山 純、丸山翔平

物質・デバイス領域

共同研究拠点（九

大先導研）

展開共同研究

環境制御機能材料の開発とその応

用に関する研究

高効率電解窒素固定化実現のため

の陽極触媒と新規電解セル開発

（代替再生可能燃料としてのアンモ

ニアの新合成ルートと新触媒）

環境技術研究部 丸山 純、丸山翔平
戦略的国際共同研

究プログラム

（ ）

広範な用途に利用できる無色透明な

ヒドロキシチロソールを安価に製造す

るための発酵生産基盤技術の高度

化

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、大橋博之、

森芳邦彦

研究成果最適展開

支援プログラム

（ ）トライアウ

ト

バイオベースポリマーの機能と物性

評価に関する研究
物質・材料研究部

平野 寛、門多丈治、

東 青史、峠 幸作
戦略的創造研究推
進事業（ ）

国立研究開発法人科学技術振興機構

：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

：国立研究開発法人日本医療研究開発機構
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26 

（（５５））共共同同研研究究

大阪技術研の技術シーズ等を含むリソースと研究開発に意欲のある企業又は大学等と、課題を分担して実施す

る研究

【大学等】 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

金属積層造形技術の高度化を目指

したトポロジー最適化に関する研究
加工成形研究部

三木隆生、中本貴之、

木村貴広
京都大学

セルロースナノファイバー分散層を有

する の衝撃解析
加工成形研究部 片桐一彰、奥村俊彦 摂南大学

チタン粉末の積層造形および組織制

御による高性能化
加工成形研究部

木村貴広、中本貴之、

藤原昂太
鳥取大学

電着樹脂含浸法により成形された

製トラス構造式モーフィング翼

の最適設計

加工成形研究部 片桐一彰
東京都立産業技術

研究センター

レーザ表面処理による高機能化

基金属間化合物合金層の作製と特

性評価

加工成形研究部

金属材料研究部

山口拓人、田中慶吾

道山泰宏
公立大学法人大阪

基金属間化合物合金を用いた熱

間鍛造金型の実証試験
加工成形研究部 四宮徳章、坪井瑞記 公立大学法人大阪

ティグ溶接中における金属蒸気によ

る電極汚染と電極表面状態の関係
加工成形研究部 田中慶吾

大阪大学 接合科

学研究所

セルロースナノファイバー分散層を有

する の衝撃解析 ２
加工成形研究部 片桐一彰、奥村俊彦 摂南大学

を活用した破断面解析技術の開

発

金属材料研究部

電子・機械システム研究

部

濱田真行、平田智丈

喜多俊輔 公立大学法人大阪

新規チタン合金粉末の開発と特性評

価

金属材料研究部

応用材料化学研究部

平野満大、平田智丈

陶山 剛
近畿大学

革新的二次電池に対する分析技術

高度化に関する研究
金属表面処理研究部 斉藤 誠、西村 崇

産業技術総合研究

所

電析法を用いたパラジウムナノ粒子

の作製とその特性評価に関する研究
金属表面処理研究部 西村 崇、斉藤 誠 東京電機大学

ナノインデンターによる高純度 合

金の変形機構の解明
金属表面処理研究部 小畠淳平 公立大学法人大阪

第 回分析技術共同研究（リチウム

電池正極材料・ナノ粒子の粒子径

の分析）

金属表面処理研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

塚原秀和、山内尚彦、

森 隆志

陶山 剛

前田和紀

産業技術連携推進

会議知的基盤部会

分析分科会

架橋グラフェン超格子デバイスの作

製と評価

電子・機械システム研究

部
佐藤和郎、村上修一 大阪府立大学

音響時系列データを用いた耳介個

人認証に関する検討

電子・機械システム研究

部
喜多俊輔 関西大学

強化学習によるアクチュエータ制御と

転移に関する研究

電子・機械システム研究

部
赤井亮太、宮島 健 公立大学法人大阪

26



26 

（（５５））共共同同研研究究

大阪技術研の技術シーズ等を含むリソースと研究開発に意欲のある企業又は大学等と、課題を分担して実施す

る研究

【大学等】 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

金属積層造形技術の高度化を目指

したトポロジー最適化に関する研究
加工成形研究部

三木隆生、中本貴之、

木村貴広
京都大学

セルロースナノファイバー分散層を有

する の衝撃解析
加工成形研究部 片桐一彰、奥村俊彦 摂南大学

チタン粉末の積層造形および組織制

御による高性能化
加工成形研究部

木村貴広、中本貴之、

藤原昂太
鳥取大学

電着樹脂含浸法により成形された

製トラス構造式モーフィング翼

の最適設計

加工成形研究部 片桐一彰
東京都立産業技術

研究センター

レーザ表面処理による高機能化

基金属間化合物合金層の作製と特

性評価

加工成形研究部

金属材料研究部

山口拓人、田中慶吾

道山泰宏
公立大学法人大阪

基金属間化合物合金を用いた熱

間鍛造金型の実証試験
加工成形研究部 四宮徳章、坪井瑞記 公立大学法人大阪

ティグ溶接中における金属蒸気によ

る電極汚染と電極表面状態の関係
加工成形研究部 田中慶吾

大阪大学 接合科

学研究所

セルロースナノファイバー分散層を有

する の衝撃解析 ２
加工成形研究部 片桐一彰、奥村俊彦 摂南大学

を活用した破断面解析技術の開

発

金属材料研究部

電子・機械システム研究

部

濱田真行、平田智丈

喜多俊輔 公立大学法人大阪

新規チタン合金粉末の開発と特性評

価

金属材料研究部

応用材料化学研究部

平野満大、平田智丈

陶山 剛
近畿大学

革新的二次電池に対する分析技術

高度化に関する研究
金属表面処理研究部 斉藤 誠、西村 崇

産業技術総合研究

所

電析法を用いたパラジウムナノ粒子

の作製とその特性評価に関する研究
金属表面処理研究部 西村 崇、斉藤 誠 東京電機大学

ナノインデンターによる高純度 合

金の変形機構の解明
金属表面処理研究部 小畠淳平 公立大学法人大阪

第 回分析技術共同研究（リチウム

電池正極材料・ナノ粒子の粒子径

の分析）

金属表面処理研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

塚原秀和、山内尚彦、

森 隆志

陶山 剛

前田和紀

産業技術連携推進

会議知的基盤部会

分析分科会

架橋グラフェン超格子デバイスの作

製と評価

電子・機械システム研究

部
佐藤和郎、村上修一 大阪府立大学

音響時系列データを用いた耳介個

人認証に関する検討

電子・機械システム研究

部
喜多俊輔 関西大学

強化学習によるアクチュエータ制御と

転移に関する研究

電子・機械システム研究

部
赤井亮太、宮島 健 公立大学法人大阪
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

エリプソメトリーによる非晶性高分子

の異方性評価

電子・機械システム研究

部
佐藤和郎、金岡祐介 公立大学法人大阪

生体リズムの同期現象の解明と環境

システムへの応用
製品信頼性研究部 片桐真子 公立大学法人大阪

循環型社会を目指したスマートイン

テリジェントマテリアルの探索２

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

林 寛一

舘 秀樹
公立大学法人大阪

木質ガス化ガスによる固体酸化物形

燃料電池の発電技術開発
応用材料化学研究部 山口真平 京都大学

活性酸素窒素種を活用した新規殺

菌技術の開発
応用材料化学研究部

井川 聡、増井昭彦、

中島陽一
大阪大学大学院

梅花皮焼きの器に注いだ飲料の香

気分析
高分子機能材料研究部 喜多幸司 大阪産業大学

特殊環境下における材料分析手法

に関する研究
高分子機能材料研究部

道志 智、前田和紀、

永廣卓哉

産業技術総合研究

所

高性能 ナノインプリント材料の開

発・評価および応用
高分子機能材料研究部

舘 秀樹、

井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛

公立大学法人大阪

機能性材料の創製に関する研究 高分子機能材料研究部
道志 智、前田和紀、

青戸義希
公立大学法人大阪

ヒト嗅覚受容情報と機器分析情報と

の連携可能性の検討
高分子機能材料研究部 喜多幸司

大阪大学 産業科

学研究所

高分子微粒子の形状制御に関する

検討２
高分子機能材料研究部 中橋明子、舘 秀樹 神戸大学

光機能性材料の開発（太陽電池・光

触媒）
高分子機能材料研究部 道志 智 大阪工業大学

高分子機能材料研究部 道志 智

光ラジカル触媒を用いる位置選択的

ー 結合の官能基化反応
有機材料研究部 隅野修平 大阪府立大学

エポキシ樹脂に関する研究 有機材料研究部 木村 肇、米川盛生 近畿大学

有機薄膜太陽電池の高効率化に関

する研究
有機材料研究部

伊藤貴敏、森脇和之、

岩井利之、松元 深、

隅野修平

龍谷大学

グリーンケミストリーを指向した有機合

成
有機材料研究部

伊藤貴敏、三原正稔、

中井猛夫、中尾秀一
近畿大学

フローマイクロ法を利用したポリエー

テル系天然有機化合物の合成とそ

の構造確認に関する研究

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

岩井利之

靜間基博

大阪市立大学大学

院

新規芳香族ジアミンの開発 有機材料研究部
伊藤貴敏、三原正稔、

中井猛夫
大阪府立大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

有機薄膜太陽電池材料の合成及び

物性評価
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平
大阪工業大学

糸構造や編構造がポリエステル編物

の光透過性に及ぼす影響
有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛 京都工芸繊維大学

均一輝度光源の開発 有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛 琉球大学

アミドアミンオキシド型低分子ゲル化

剤を用いたゲルエマルションの調製
生物・生活材料研究部

懸橋理枝、東海直治、

中川 充
関西大学

複数の環状オリゴ糖を有する分子認

識材料創成
生物・生活材料研究部 靜間基博 大阪工業大学

質量分析法を活用した有機金属錯

体への光学活性物質のエナンチオ

選択的錯形成定量評価

生物・生活材料研究部 靜間基博、佐藤博文
大阪市立大学大学

院

分子認識を活用した質量分析による

光学異性分析
生物・生活材料研究部 靜間基博 大阪大学

分子認識を活用した新材料の開発

研究
生物・生活材料研究部

靜間基博、

川野真太郎
大阪工業大学

円偏光発光による高感度キラルカチ

オン認識
生物・生活材料研究部 靜間基博 近畿大学

アスペクト比の制御された金ナノらせ

んの合成および光学特性評価
生物・生活材料研究部 中川 充 京都大学

貴金属ナノ粒子の光学特性評価 生物・生活材料研究部 中川 充 東京理科大学

エマルションの物性評価 生物・生活材料研究部 懸橋理枝 大阪市立大学

ハイブリッド発光材料の光物理挙動

の解析
電子材料研究部

渡瀬星児、

御田村紘志、

中村優志

大阪大学大学院

高分子電解質多層膜によるポリマー

フィルムの表面修飾技術の開発
電子材料研究部 玉井聡行、渡辺 充 和歌山大学

金属酸化物の電子物性評価 電子材料研究部 玉井聡行、渡辺 充 大阪府立大学

らせん状金属ナノ構造体の作製とそ

の応用検討に関する研究
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
京都大学

室温で固体発光する有機ヒ素配位

子含有金属錯体の開発
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志

京都工芸繊維大学

大学院

元素―π共役系の相互作用を利用

した元素ブロック材料の創製と機能

の開拓

電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 広島大学大学院

ハイブリッド型電荷注入発光素子の

作製
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 京都大学大学院

ハイブリッド薄膜ダイオードの作製と

特性評価
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 東京工業大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

有機薄膜太陽電池材料の合成及び

物性評価
有機材料研究部

伊藤貴敏、岩井利之、

松元 深、隅野修平
大阪工業大学

糸構造や編構造がポリエステル編物

の光透過性に及ぼす影響
有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛 京都工芸繊維大学

均一輝度光源の開発 有機材料研究部 吉村由利香、大江 猛 琉球大学

アミドアミンオキシド型低分子ゲル化

剤を用いたゲルエマルションの調製
生物・生活材料研究部

懸橋理枝、東海直治、

中川 充
関西大学

複数の環状オリゴ糖を有する分子認

識材料創成
生物・生活材料研究部 靜間基博 大阪工業大学

質量分析法を活用した有機金属錯

体への光学活性物質のエナンチオ

選択的錯形成定量評価

生物・生活材料研究部 靜間基博、佐藤博文
大阪市立大学大学

院

分子認識を活用した質量分析による

光学異性分析
生物・生活材料研究部 靜間基博 大阪大学

分子認識を活用した新材料の開発

研究
生物・生活材料研究部

靜間基博、

川野真太郎
大阪工業大学

円偏光発光による高感度キラルカチ

オン認識
生物・生活材料研究部 靜間基博 近畿大学

アスペクト比の制御された金ナノらせ

んの合成および光学特性評価
生物・生活材料研究部 中川 充 京都大学

貴金属ナノ粒子の光学特性評価 生物・生活材料研究部 中川 充 東京理科大学

エマルションの物性評価 生物・生活材料研究部 懸橋理枝 大阪市立大学

ハイブリッド発光材料の光物理挙動

の解析
電子材料研究部

渡瀬星児、

御田村紘志、

中村優志

大阪大学大学院

高分子電解質多層膜によるポリマー

フィルムの表面修飾技術の開発
電子材料研究部 玉井聡行、渡辺 充 和歌山大学

金属酸化物の電子物性評価 電子材料研究部 玉井聡行、渡辺 充 大阪府立大学

らせん状金属ナノ構造体の作製とそ

の応用検討に関する研究
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
京都大学

室温で固体発光する有機ヒ素配位

子含有金属錯体の開発
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志

京都工芸繊維大学

大学院

元素―π共役系の相互作用を利用

した元素ブロック材料の創製と機能

の開拓

電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 広島大学大学院

ハイブリッド型電荷注入発光素子の

作製
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 京都大学大学院

ハイブリッド薄膜ダイオードの作製と

特性評価
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 東京工業大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

チタニアハイブリッドによる屈折率制

御材料の創製
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 早稲田大学

元素ブロックをハイブリッド化した固

体りん光薄膜の光物性評価
電子材料研究部 渡瀬星児、中村優志 北海道大学大学院

半導体ハイブリッド薄膜の作製と特

性評価
電子材料研究部

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、

中村優志

京都工芸繊維大学

ハイブリッド高分子微粒子の分光学

的構造解析
電子材料研究部

渡瀬星児、

御田村紘志
大阪工業大学

有機無機ハイブリッド材料の作製と

機能発現ならびに物性評価
電子材料研究部

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、

中村優志

大阪電気通信大学

酸化物センサーの開発 電子材料研究部 渡瀬星児、品川 勉 豊橋技術科学大学

有機無機ハイブリッドの分光分析な

らびに構造解析
電子材料研究部

渡瀬星児、

御田村紘志、

中村優志

京都工芸繊維大学

有機無機ハイブリッド型りん光発光

材料の作製と物性評価
電子材料研究部

渡瀬星児、渡辺 充、

御田村紘志、

中村優志

大阪工業大学

含金属有機機能材料の構造解析お

よび光学的機能評価

電子材料研究部

生物・生活材料研究部

渡瀬星児、中村優志

靜間基博

兵庫県工業技術セ

ンター

金属触媒担持ポリマーの作製と反応

性
電子材料研究部 品川 勉 大阪工業大学

希薄磁性半導体ナノ粒子の磁気特

性評価
電子材料研究部 柏木行康 大阪工業大学

印刷形成した金属電極－半導体界

面の界面顕微光応答法による解析
電子材料研究部 柏木行康 福井大学

光機能性錯体を利用した超分子セ

ンサーの開発
電子材料研究部 柏木行康 大阪教育大学

有機系電子材料の開発 電子材料研究部 柏木行康
関西大学

岡山大学

デバイス用発光性分子の開発 電子材料研究部 柏木行康 大阪教育大学

合金の溶解挙動に関する研究 電子材料研究部
小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
関西大学

電子線グラフトによる繊維表面の撥

水・撥油化
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
京都工芸繊維大学

ラマン分光法によるインプラント埋入

周囲組織の骨質解析
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
大阪歯科大学

大気圧プラズマジェット表面改質技

術を用いたテキスタイルの濡れ制御
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大

奈良工業高等専門

学校

京都ノートルダム女

子大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

金属薄膜形成処理を施したフッ素樹

脂に関する微細加工特性評価
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
兵庫県立大学

歯科材料の熱的挙動に関する研究 電子材料研究部 小林靖之、池田慎吾 大阪歯科大学

法による単粒子膜形成と評価 電子材料研究部 柏木行康 大阪市立大学

異種材料の突合せ摩擦攪拌接合に

おける材料流動挙動の解明
物質･材料研究部 長岡 亨

大阪大学 接合科

学研究所

高性能触媒による精密共重合体の

物性に関する研究
物質･材料研究部

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周
東京都立大学

摩擦攪拌プロセスによる軽金属材料

の改質
物質･材料研究部 木元慶久

大阪大学 接合科

学研究所

酸化開始温度 測定による高分子

材料の劣化評価）
物質･材料研究部 平野 寛

産業技術総合研究

所

福島県ハイテクプラ

ザ

宮城県産業技術総

合センター

ポリマーアロイ複合材料に関する研

究
物質･材料研究部

桑城志帆、平野 寛

籠 恵太郎、

東 青史、垰 幸作

兵庫県立大学

ポリマーの物性・機能評価 と構造解

析に関する研究
物質･材料研究部

平野 寛、門多丈治、

東 青史、垰 幸作
滋賀県立大学

情報フォトニクスにおける撮像技術に

関する研究
環境技術研究部 齋藤 守、西﨑陽平 大阪大学

文化財修復に使用した接着剤の除

去方法についての研究
環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之

国立文化財機構東

京文化財研究所

海洋生分解性に係る評価手法の確

立

環境技術研究部

物質・材料研究部

大本貴士、

野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

産業技術総合研究

所

有用物質生産やエネルギー創出に

関わる微生物の育種とその利用に関

する研究

環境技術研究部

大本貴士、山中勇人、

森芳邦彦、駒 大輔、

大橋博之

公立大学法人大阪

病原体の生活環を阻害する有用物

質の探索と構造調査
環境技術研究部

大本貴士、駒 大輔、

大橋博之
大阪大学

キラル孔を有する機能性炭素材料の

開発
環境技術研究部 丸山 純

熊本県農業技術セ

ンター

モノリス炭素物に関する研究 環境技術研究部 丸山 純、丸山翔平 大阪大学

接着剤等に使用される合成樹脂の

微生物分解
環境技術研究部

大本貴士、山中勇人、

森芳邦彦、駒 大輔、

大橋博之

摂南大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

金属薄膜形成処理を施したフッ素樹

脂に関する微細加工特性評価
電子材料研究部

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
兵庫県立大学

歯科材料の熱的挙動に関する研究 電子材料研究部 小林靖之、池田慎吾 大阪歯科大学

法による単粒子膜形成と評価 電子材料研究部 柏木行康 大阪市立大学

異種材料の突合せ摩擦攪拌接合に

おける材料流動挙動の解明
物質･材料研究部 長岡 亨

大阪大学 接合科

学研究所

高性能触媒による精密共重合体の

物性に関する研究
物質･材料研究部

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周
東京都立大学

摩擦攪拌プロセスによる軽金属材料

の改質
物質･材料研究部 木元慶久

大阪大学 接合科

学研究所

酸化開始温度 測定による高分子

材料の劣化評価）
物質･材料研究部 平野 寛

産業技術総合研究

所

福島県ハイテクプラ

ザ

宮城県産業技術総

合センター

ポリマーアロイ複合材料に関する研

究
物質･材料研究部

桑城志帆、平野 寛

籠 恵太郎、

東 青史、垰 幸作

兵庫県立大学

ポリマーの物性・機能評価 と構造解

析に関する研究
物質･材料研究部

平野 寛、門多丈治、

東 青史、垰 幸作
滋賀県立大学

情報フォトニクスにおける撮像技術に

関する研究
環境技術研究部 齋藤 守、西﨑陽平 大阪大学

文化財修復に使用した接着剤の除

去方法についての研究
環境技術研究部

大本貴士、森芳邦彦、

山中勇人、駒 大輔、

大橋博之

国立文化財機構東

京文化財研究所

海洋生分解性に係る評価手法の確

立

環境技術研究部

物質・材料研究部

大本貴士、

野呂美智雄、

森芳邦彦、山中勇人、

駒 大輔、大橋博之

平野 寛、門多丈治、

岡田哲周

産業技術総合研究

所

有用物質生産やエネルギー創出に

関わる微生物の育種とその利用に関

する研究

環境技術研究部

大本貴士、山中勇人、

森芳邦彦、駒 大輔、

大橋博之

公立大学法人大阪

病原体の生活環を阻害する有用物

質の探索と構造調査
環境技術研究部

大本貴士、駒 大輔、

大橋博之
大阪大学

キラル孔を有する機能性炭素材料の

開発
環境技術研究部 丸山 純

熊本県農業技術セ

ンター

モノリス炭素物に関する研究 環境技術研究部 丸山 純、丸山翔平 大阪大学

接着剤等に使用される合成樹脂の

微生物分解
環境技術研究部

大本貴士、山中勇人、

森芳邦彦、駒 大輔、

大橋博之

摂南大学
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題題目目 期期間間 担担当当者者 共共同同研研究究機機関関

産業用酵素の実用化研究 環境技術研究部

大本貴士、山中勇人、

森芳邦彦、駒 大輔、

大橋博之

産業技術総合研究

所

フェニルアラニンからのチロソール類

の生産
環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

北海道大学

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

代謝改変大腸菌による芳香族化合

物の大量生産
環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

大阪工業大学

ギ酸を用いた水素発生システムの構

築に関する研究
環境技術研究部 福原知子 富山高等専門学校

植物糖質関連酵素の機能解析 環境技術研究部

大橋博之、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

駒 大輔

摂南大学

ハイエントロピー材料の電気化学特

性に関する研究
環境技術研究部 丸山 純 大阪大学

らせん状に配列したナノ細孔で修飾

されたカーボンナノチューブの真空

紫外光円二色性スペクトルの再現性

確認

環境技術研究部
丸山 純、品川 勉、

丸山翔平
広島大学

カーボンナノチューブの分散に関す

る研究
環境技術研究部 丸山 純 京都工芸繊維大学

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

異種遺伝子を安定発現させるための

大腸菌染色体への遺伝子導入の研

究

環境技術研究部

駒 大輔、大本貴士、

山中勇人、森芳邦彦、

大橋博之

早稲田大学

【特別共同研究】 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者
事事業業名名

共共同同研研究究機機関関

高効率非鉛圧電薄膜発電システムの

実証展開

電子・機械システム研究

部

応用材料化学研究部

村上修一、佐藤和郎

尾﨑友厚

戦略的創造研究推

進事業（ ）

大阪府立大学
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【民間企業等】 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者

ハイブリッドレーザを用いたレーザ加工技術の

高度化
加工成形研究部

山口拓人、萩野秀樹、

柳田大祐

混合紛を用いた 用新規合金の調査研究

加工成形研究部

金属材料研究部

山口拓人、萩野秀樹

武村 守、田中 努、

根津将之

アルミニウム合金粉末の金属積層造形に関す

る研究

加工成形研究部

応用材料化学研究部

木村貴広、中本貴之、

藤原昂太、三木隆生

尾﨑友厚

電子ビーム積層造形装置の高度化検討 加工成形研究部
木村貴広、中本貴之、

藤原昂太

新規高温対応 合金の実用化に関する研究

開発
加工成形研究部

木村貴広、中本貴之、

三木隆生、藤原昂太

フェライト相を利用した鉄基耐熱材料の開発

金属材料研究部

金属表面処理研究部

加工成形研究部

武村 守、松室光昭、

横山雄二郎、柴田顕弘

山内尚彦、岡本 明

四宮徳章

フェライト相を利用した鉄基耐熱材料の開発

金属材料研究部

金属表面処理研究部

加工成形研究部

武村 守、松室光昭、

横山雄二郎、柴田顕弘

山内尚彦、岡本 明

四宮徳章

異種金属の接合 金属材料研究部 田中 努、平田智丈

音響実験システムを用いた快適性技術の研究 製品信頼性研究部 片桐真子

新規殺菌技術の研究開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

井川 聡、増井昭彦

中島陽一

新規殺菌技術の研究開発

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

井川 聡、増井昭彦、

柿倉泰明

中島陽一

スピネル酸化物再生触媒の実用化研究 応用材料化学研究部
山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

機能性塗料の開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

陶山 剛

舘 秀樹

硫化物系固体電解質を用いたリチウムイオン

二次電池用電極コンポジット製造に関する研

究（ ）

応用材料化学研究部

研究管理監

長谷川泰則、園村浩介

櫻井芳昭

全固体リチウム電池用新規炭素系負極材料の

開発
応用材料化学研究部 園村浩介、長谷川泰則

アモルファス軟磁性材料の研究 応用材料化学研究部 尾﨑友厚

熱分解炉の評価 応用材料化学研究部
山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

機能性塗料の実用化開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

陶山 剛

舘 秀樹

機能性接着剤の開発 高分子機能材料研究部
舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛
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【民間企業等】 （ 件）

題題目目 期期間間 担担当当者者

ハイブリッドレーザを用いたレーザ加工技術の

高度化
加工成形研究部

山口拓人、萩野秀樹、

柳田大祐

混合紛を用いた 用新規合金の調査研究

加工成形研究部

金属材料研究部

山口拓人、萩野秀樹

武村 守、田中 努、

根津将之

アルミニウム合金粉末の金属積層造形に関す

る研究

加工成形研究部

応用材料化学研究部

木村貴広、中本貴之、

藤原昂太、三木隆生

尾﨑友厚

電子ビーム積層造形装置の高度化検討 加工成形研究部
木村貴広、中本貴之、

藤原昂太

新規高温対応 合金の実用化に関する研究

開発
加工成形研究部

木村貴広、中本貴之、

三木隆生、藤原昂太

フェライト相を利用した鉄基耐熱材料の開発

金属材料研究部

金属表面処理研究部

加工成形研究部

武村 守、松室光昭、

横山雄二郎、柴田顕弘

山内尚彦、岡本 明

四宮徳章

フェライト相を利用した鉄基耐熱材料の開発

金属材料研究部

金属表面処理研究部

加工成形研究部

武村 守、松室光昭、

横山雄二郎、柴田顕弘

山内尚彦、岡本 明

四宮徳章

異種金属の接合 金属材料研究部 田中 努、平田智丈

音響実験システムを用いた快適性技術の研究 製品信頼性研究部 片桐真子

新規殺菌技術の研究開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

井川 聡、増井昭彦

中島陽一

新規殺菌技術の研究開発

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

井川 聡、増井昭彦、

柿倉泰明

中島陽一

スピネル酸化物再生触媒の実用化研究 応用材料化学研究部
山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

機能性塗料の開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

陶山 剛

舘 秀樹

硫化物系固体電解質を用いたリチウムイオン

二次電池用電極コンポジット製造に関する研

究（ ）

応用材料化学研究部

研究管理監

長谷川泰則、園村浩介

櫻井芳昭

全固体リチウム電池用新規炭素系負極材料の

開発
応用材料化学研究部 園村浩介、長谷川泰則

アモルファス軟磁性材料の研究 応用材料化学研究部 尾﨑友厚

熱分解炉の評価 応用材料化学研究部
山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛

機能性塗料の実用化開発
応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

陶山 剛

舘 秀樹

機能性接着剤の開発 高分子機能材料研究部
舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛
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題題目目 期期間間 担担当当者者

車用消臭・芳香製品の開発（７） 高分子機能材料研究部 喜多幸司

車用消臭・芳香製品の開発（ ） 高分子機能材料研究部 喜多幸司

テキスタイルを活用した繊維資材の開発
統合型研究チーム

電子・機械システム研究部

宇野真由美、小森真梨子

金岡祐介

テキスタイルを活用した繊維資材の開発

統合型研究チーム

電子・機械システム研究部

電子材料研究部

宇野真由美、小森真梨子

金岡祐介

小林靖之、池田慎吾

テキスタイルを活用した繊維資材の開発

統合型研究チーム

電子・機械システム研究部

電子材料研究部

宇野真由美、小森真梨子

金岡祐介

小林靖之、池田慎吾

（（６６））高高度度受受託託研研究究（（2266  件件））

企業等における新技術・製品開発または製造における技術課題の解決、改善またはその方法の研究

題題目目 期期間間 担担当当者者

日本鉄鋼認証標準物質認証値決定分析 金属表面処理研究部 塚原秀和、森 隆志

センサの開発
電子・機械システム研究部

統合型研究開発チーム

山田義春、村上修一

宇野真由美

デバイスの試作 電子・機械システム研究部

村上修一、佐藤和郎、

田中恒久、筧 芳治、

山田義春

センサの開発（２）
電子・機械システム研究部

統合型研究開発チーム

山田義春、村上修一

宇野真由美

微小構造体の試作 電子・機械システム研究部 村上修一

微小特殊構造体の試作 電子・機械システム研究部 村上修一、近藤裕佑

センサ研究 電子・機械システム研究部
村上修一、田中恒久、

山田義春、佐藤和郎

デバイスの試作

電子・機械システム研究部

応用材料化学研究部

村上修一、田中恒久、

山田義春、佐藤和郎

尾﨑友厚

デバイスの試作 電子・機械システム研究部

村上修一、佐藤和郎、

田中恒久、筧 芳治、

山田義春

コロナウィルス感染症対策用の音声が聞き取り

やすい新しいパーティションの開発と評価
製品信頼性研究部 片桐真子、袖岡孝好

（非公開）

製品信頼性研究部

電子・機械システム研究部

山東悠介

佐藤和郎、村上修一、

金岡祐介

次期型輻射パネルの性能評価及び、外気処

理システムの評価

製品信頼性研究部

技術サポートセンター

木谷亮太、山本貴則

出水 敬
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題題目目 期期間間 担担当当者者

チラノヘックスの繊維境界部および内部の

透過型電子顕微鏡による解析２
応用材料化学研究部 尾﨑友厚

粘着テープの性能評価および開発に関する研

究

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛

小河 宏

タイルカーペットおよび長尺シートから放散する

エチル ヘキサノールの測定（５）
高分子機能材料研究部 喜多幸司

イオン液体利用の有機ＥＬ化学材料の精製実

験及び精製物の評価

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

田中 剛

林 寛一

樹脂材料の複素屈折率測定 高分子機能材料研究部 日置亜也子、永廣卓哉

綿の 臭気物質に対する消臭性能評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

フィルムのガス透過性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

特殊活性炭入り生地の脱臭持続性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

次亜塩素酸水の 臭気物質に対する消臭性

能評価
高分子機能材料研究部 喜多幸司

アンモニアガスに対する触媒性能評価 高分子機能材料研究部
道志 智、前田和紀、

青戸義希

粘着テープの機能性評価

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛、

二谷真司

小河 宏

樹脂材料の複素屈折率測定
高分子機能材料研究部

製品信頼性研究部

日置亜也子、永廣卓哉

山東悠介

特殊活性炭入り生地の脱臭持続性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

「高信頼性フレキシブルプリント配線板（ＦＰＣ）

の折り畳み試験方法に関する標準化」における

開発に関わる検証試験

統合型研究開発チーム

金属材料研究部

宇野真由美、小森真梨子

田中 努、根津将之、

平田智丈
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題題目目 期期間間 担担当当者者

チラノヘックスの繊維境界部および内部の

透過型電子顕微鏡による解析２
応用材料化学研究部 尾﨑友厚

粘着テープの性能評価および開発に関する研

究

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛

小河 宏

タイルカーペットおよび長尺シートから放散する

エチル ヘキサノールの測定（５）
高分子機能材料研究部 喜多幸司

イオン液体利用の有機ＥＬ化学材料の精製実

験及び精製物の評価

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

田中 剛

林 寛一

樹脂材料の複素屈折率測定 高分子機能材料研究部 日置亜也子、永廣卓哉

綿の 臭気物質に対する消臭性能評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

フィルムのガス透過性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

特殊活性炭入り生地の脱臭持続性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

次亜塩素酸水の 臭気物質に対する消臭性

能評価
高分子機能材料研究部 喜多幸司

アンモニアガスに対する触媒性能評価 高分子機能材料研究部
道志 智、前田和紀、

青戸義希

粘着テープの機能性評価

高分子機能材料研究部

応用材料化学研究部

舘 秀樹、井上陽太郎、

中橋明子、田中 剛、

二谷真司

小河 宏

樹脂材料の複素屈折率測定
高分子機能材料研究部

製品信頼性研究部

日置亜也子、永廣卓哉

山東悠介

特殊活性炭入り生地の脱臭持続性評価 高分子機能材料研究部 喜多幸司

「高信頼性フレキシブルプリント配線板（ＦＰＣ）

の折り畳み試験方法に関する標準化」における

開発に関わる検証試験

統合型研究開発チーム

金属材料研究部

宇野真由美、小森真梨子

田中 努、根津将之、

平田智丈
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（（７７））研研究究発発表表

大阪技術研が行った試験、研究について、その成果を各種学会・研究会等で論文発表、口頭発表等により公表

し、普及を図った。（主発表者にアンダーラインを付記した。）

（Ａ）論文発表（ 件）

【加工成形研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

片桐一彰、木村貴広、

川北園美、武村 守、

山口真平、園村浩介、

尾﨑友厚、他

木村貴広、中本貴之、

尾﨑友厚、三木隆生

片桐一彰、奥村俊彦、

山口真平、川北園美、他

田中慶吾、他

片桐一彰、奥村俊彦、

川北園美、園村浩介、他

片桐一彰、奥村俊彦、

川北園美、他

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、山口真平、他

三木隆生、他

レーザ積層造形により作製した

合金の機械的性質に及ぼす熱処理の影響

藤原昂太、木村貴広、

中本貴之、三木隆生、

尾﨑友厚

粉体および粉末冶金

木村貴広、中本貴之、

尾﨑友厚、三木隆生、他

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、他

金属積層造形 電極による放電加工―

放電加工特性と深溝加工への適用 ―

柳田大祐、中本貴之、

南 久、三木隆生、

内田壮平、木村貴広、

渡邊幸司

電気加工学会誌
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

発光分光分析を用いたティグ溶接中のタング

ステン電極周囲における発光元素の同定
田中慶吾、他 溶接学会論文集

交流ティグ溶接における電極飛散を支配する

因子の実験的検討
田中慶吾、他 溶接学会論文集

ガスメタルアーク溶接における溶滴温度を決

定する支配的因子の特定
田中慶吾、他 溶接学会論文集

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、他

片桐一彰、奥村俊彦、

川北園美、他

非圧縮性 法を用いたマグ溶接時のスラグ

輸送・定着の支配因子の調査
田中慶吾、他 溶接学会論文集

片桐一彰、他

片桐一彰、他

【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

道山泰宏、他

平田智丈、他

柴田顕弘、武村 守、

松室光昭、他

柴田顕弘、武村 守、

松室光昭、他

道山泰宏、他
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

発光分光分析を用いたティグ溶接中のタング

ステン電極周囲における発光元素の同定
田中慶吾、他 溶接学会論文集

交流ティグ溶接における電極飛散を支配する

因子の実験的検討
田中慶吾、他 溶接学会論文集

ガスメタルアーク溶接における溶滴温度を決

定する支配的因子の特定
田中慶吾、他 溶接学会論文集

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、他

片桐一彰、奥村俊彦、

川北園美、他

非圧縮性 法を用いたマグ溶接時のスラグ

輸送・定着の支配因子の調査
田中慶吾、他 溶接学会論文集

片桐一彰、他

片桐一彰、他

【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

道山泰宏、他

平田智丈、他

柴田顕弘、武村 守、

松室光昭、他

柴田顕弘、武村 守、

松室光昭、他

道山泰宏、他

37 

【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

左藤眞市、他

足立振一郎、山口拓人、

上田順弘

による高純度鉄中微量元素の同時

定量における鉄高選択性固相抽出樹脂の応

用

塚原秀和、中島陽一 鉄と鋼

【電子・機械システム研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

空中超音波マイクロアレイセンサの開

発

田中恒久、村上修一、

中山健吾
電気学会論文誌

筧 芳治、山田義春、

近藤裕佑、小栗泰造、

佐藤和郎

喜多俊輔、他

田中恒久、村上修一、

中山健吾

佐藤和郎、村上修一、他

喜多俊輔、他

【製品信頼性研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

岩田晋弥、木谷亮太

岩田晋弥、他

山東悠介、他

37



38 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

細山 亮、津田和城、

堀口翔伍
日本包装学会誌

後藤佑太朗、他

岩田晋弥、他

木谷亮太、岩田晋弥、他

細山 亮、津田和城、

堀口翔伍

日常生活の安全・安心を支えるサイン音の特

性に関する研究

―健康な成人被験者の加齢に伴う聴力変

化と主観評価―

片桐真子

山東悠介、佐藤和郎、他

山東悠介、佐藤和郎、他

【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

β 園村浩介

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

永廣卓哉

前田和紀、柏木行康、

宇野真由美

道志 智、他

管理型廃棄物海面処分場に用いられた

製遮水シートの現地耐久性調査
堀口結以、西村正樹、他

ジオシンセティックス論文集

38



38 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

細山 亮、津田和城、

堀口翔伍
日本包装学会誌

後藤佑太朗、他

岩田晋弥、他

木谷亮太、岩田晋弥、他

細山 亮、津田和城、

堀口翔伍

日常生活の安全・安心を支えるサイン音の特

性に関する研究

―健康な成人被験者の加齢に伴う聴力変

化と主観評価―

片桐真子

山東悠介、佐藤和郎、他

山東悠介、佐藤和郎、他

【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

β 園村浩介

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

永廣卓哉

前田和紀、柏木行康、

宇野真由美

道志 智、他

管理型廃棄物海面処分場に用いられた

製遮水シートの現地耐久性調査
堀口結以、西村正樹、他

ジオシンセティックス論文集

39 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

田中 剛、井川  聡、他

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

木村 肇、大塚恵子、

米川盛生

隅野修平、松元 深、

岩井利之、伊藤貴敏

松元 深、隅野修平、

岩井利之、伊藤貴敏

グルコース酸化物による羊毛の着色における

媒染処理の影響
大江 猛、吉村由利香 科学と工業

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

靜間基博、他

π 靜間基博、他

靜間基博、小野大助、

佐藤博文、他

川野真太郎、靜間基博、

他

畠中芳郎、永尾寿浩、

懸橋理枝、他

畠中芳郎、懸橋理枝、

中川 充、永尾寿浩、

吉井未貴、他

桐生高明、靜間基博、

木曽太郎、他

39



40 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

β

永尾寿浩、他

ブリーチ毛の機械的特性を改善するためのポ

リフェノールによるキノン架橋反応
山内朝夫、他

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

渡辺 充、玉井聡行、

小林靖之、他

柏木行康、他

柏木行康、他

小林靖之、他

小林靖之、他

小林靖之、他

谷 淳一、石川弘通

高橋雅也、他

高橋雅也、他

高橋雅也、他

山本真理、加藤敦隆、

高橋雅也、他

40



40 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

β

永尾寿浩、他

ブリーチ毛の機械的特性を改善するためのポ

リフェノールによるキノン架橋反応
山内朝夫、他

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

渡辺 充、玉井聡行、

小林靖之、他

柏木行康、他

柏木行康、他

小林靖之、他

小林靖之、他

小林靖之、他

谷 淳一、石川弘通

高橋雅也、他

高橋雅也、他

高橋雅也、他

山本真理、加藤敦隆、

高橋雅也、他

41 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

御田村紘志、渡瀬星児、

他

品川 勉、他

品川 勉、他

【物質・材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他

門多丈治、平野 寛、他

桑城志帆、他

渡辺博行、他

渡辺博行、他

渡辺博行、他

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

丸山 純、他

岩﨑 訓、長谷川貴洋、

丸山 純、丸山翔平、他

41



42 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

丸山 純、丸山翔平、

柏木行康、渡辺 充、

品川 勉、長岡 亨、

玉井聡行、他

齋藤 守、他

西﨑陽平、他

ｔ
森芳邦彦、大本貴士、他

42



42 

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

丸山 純、丸山翔平、

柏木行康、渡辺 充、

品川 勉、長岡 亨、

玉井聡行、他

齋藤 守、他

西﨑陽平、他

ｔ
森芳邦彦、大本貴士、他

43 

Ｂ 口頭発表（学会、協会、研究会等）（ 件）

【研究管理監】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

技術革新で劇的に進化する二次電池 櫻井芳昭
日本電機工業会 第 回技術委員会

（オンライン開催）（ ）

化合物膜の電析 浸漬作製と発光

特性

千金正也、渡瀬星児、

中村優志、御田村紘志、

玉井聡行、渡辺 充

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）

【加工成形研究部】 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

レーザ積層造形法により作製したアルミニウム

遷移金属合金の時効挙動と高温強度

木村貴広、尾﨑友厚、

中本貴之、三木隆生

軽金属学会第 回春期大会

（オンライン開催）（ ）

大阪産業技術研究所ものづくり計算センター

での 技術の活用について
四宮徳章

第 回計算工学講演会

（オンライン開催）（ ）

– –
木村貴広、中本貴之、

尾﨑友厚、他 （オンライン開催）（ ）

局所加熱による高周波誘導加熱を利用した

高速温間絞り工法の開発
四宮徳章、白川信彦、他

日本塑性加工学会 年度塑性加工

春季講演会（オンライン開催）（ ）

航空機の技術革新と経済への展開 第 報 片桐一彰
日本機械学会関西支部機械技術フィロソ

フィ懇話会（オンライン開催）（ ）

基金属間化合物合金を金型に用いた高強

度材の革新的熱間鍛造技術に関する研究開

発

四宮徳章、坪井瑞記、他
日本塑性加工学会 年度塑性加工

春季講演会（オンライン開催）（ ）

金属積層造形 電極による放電加工

深リブ溝加工用電極の噴流穴形状の検討

柳田大祐、中本貴之、

渡邊幸司、南 久
型技術者会議 （東京都）（ ）

田中慶吾、他
（オンライン開

催）（ ）

電着樹脂含浸法により作製した複合材の減

衰推定と曲線状繊維配向最適化
片桐一彰、他

日本航空宇宙学会第 回構造強度に

関する講演会（オンライン開催）（ ）

超硬合金のレーザ肉盛における雰囲気中の

酸素濃度の影響

山口拓人、萩野秀樹、

田中慶吾

レーザ加工学会第 回講演会

（オンライン開催）（ ）

43



44 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

最適化によ

る最適設計と評価
片桐一彰、他

日本機械学会

（オンライン開催）（ ）

レーザーメタルデポジション法によって作製し

た炭化物粒子分散型 合金肉盛層

の熱処理による組織変化

山口拓人、萩野秀樹、他
日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

微量酸化物を添加したチタンの積層造形と機

械的性質
木村貴広、中本貴之、他

日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

メタルコアアーク溶接における金属移動挙動

に及ぼすアルカリ元素の影響
田中慶吾、他

溶接学会 年度秋季全国大会

（オンライン開催）（ ）

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、山口真平、他 （オンライン開催）（ ）

金属積層造形 電極による放電加工
柳田大祐、渡邊幸司、

南 久

特殊穴加工技術展

（大阪市）（ ）

耐熱合金粉末を用いたレーザ積層

造形体の高温強度特性

木村貴広、中本貴之、

尾﨑友厚、三木隆生、他

粉体粉末冶金協会 年度秋季大会

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの機械的性質に及

ぼす酸化物添加の影響
木村貴広、中本貴之、他

粉体粉末冶金協会 年度秋季大会

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形法により作製した

合金の組織形成過程と時効挙動

木村貴広、尾﨑友厚、

中本貴之、三木隆生、他

軽金属学会第 回秋期大会

（オンライン開催）（ ）

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、他
韓国済州島 （ ）

金属積層造形 電極による放電加工

― 純水による放電加工特性 ―

柳田大祐、南 久、

渡邊幸司

電気加工学会全国大会

（オンライン開催）（ ）

ウミネコ剥製の風洞実験 片桐一彰、他
第 回飛行機シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの機械的性質に及

ぼす微量酸化物の影響
木村貴広、中本貴之、他

日本金属学会・日本鉄鋼協会 中国四国

支部第 回「若手フォーラム」

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの組織に及ぼす酸

化物添加の効果
木村貴広、中本貴之、他

日本塑性加工学会 中国・四国支部

第 回学生研究発表会

（オンライン開催）（ ）

ティグ溶接におけるアークプラズマ中の金属

蒸気輸送メカニズムの解明
田中慶吾

溶接学会 若手会員の会 令和 年度

第 回研究会（オンライン開催）（ ）
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44 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

最適化によ

る最適設計と評価
片桐一彰、他

日本機械学会

（オンライン開催）（ ）

レーザーメタルデポジション法によって作製し

た炭化物粒子分散型 合金肉盛層

の熱処理による組織変化

山口拓人、萩野秀樹、他
日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

微量酸化物を添加したチタンの積層造形と機

械的性質
木村貴広、中本貴之、他

日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

メタルコアアーク溶接における金属移動挙動

に及ぼすアルカリ元素の影響
田中慶吾、他

溶接学会 年度秋季全国大会

（オンライン開催）（ ）

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、山口真平、他 （オンライン開催）（ ）

金属積層造形 電極による放電加工
柳田大祐、渡邊幸司、

南 久

特殊穴加工技術展

（大阪市）（ ）

耐熱合金粉末を用いたレーザ積層

造形体の高温強度特性

木村貴広、中本貴之、

尾﨑友厚、三木隆生、他

粉体粉末冶金協会 年度秋季大会

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの機械的性質に及

ぼす酸化物添加の影響
木村貴広、中本貴之、他

粉体粉末冶金協会 年度秋季大会

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形法により作製した

合金の組織形成過程と時効挙動

木村貴広、尾﨑友厚、

中本貴之、三木隆生、他

軽金属学会第 回秋期大会

（オンライン開催）（ ）

片桐一彰、朴 忠植、

川北園美、他
韓国済州島 （ ）

金属積層造形 電極による放電加工

― 純水による放電加工特性 ―

柳田大祐、南 久、

渡邊幸司

電気加工学会全国大会

（オンライン開催）（ ）

ウミネコ剥製の風洞実験 片桐一彰、他
第 回飛行機シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの機械的性質に及

ぼす微量酸化物の影響
木村貴広、中本貴之、他

日本金属学会・日本鉄鋼協会 中国四国

支部第 回「若手フォーラム」

（オンライン開催）（ ）

レーザ積層造形したチタンの組織に及ぼす酸

化物添加の効果
木村貴広、中本貴之、他

日本塑性加工学会 中国・四国支部

第 回学生研究発表会

（オンライン開催）（ ）

ティグ溶接におけるアークプラズマ中の金属

蒸気輸送メカニズムの解明
田中慶吾

溶接学会 若手会員の会 令和 年度

第 回研究会（オンライン開催）（ ）

45 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

固相蓄熱材料を用いた蓄熱性 の開発 片桐一彰
日本冷凍空調学会調査研究プロジェクト

第 回委員会（和泉市）（ ）

片桐一彰、他

（オンライン開催）（ ）

固相 固相の相転移をする高分子系蓄熱材

の転移温度に及ぼす分子量の効果
片桐一彰、他

日本機械学会北海道学生会

第 回学生員卒業研究発表講演会

（オンライン開催）（ ）

片桐一彰、他
第 回日本複合材料会議

（オンライン開催）（ ）

石英ガラスを用いた焼結ダイヤモンド工具の

高精度ツルーイング

渡邊幸司、柳田大祐、

南 久

年度精密工学会春季大会学術

講演会（オンライン開催）（ ）

レーザメタルデポジション法により作製した

添加 基金属間化合物肉盛層の熱処理特

性

山口拓人、田中慶吾、他
日本金属学会 年春期講演大会

（オンライン開催）（ ）

【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

平田智丈、中本貴之、

木村貴広 （オンライン開催）（ ）

耐摩耗性評価の測定機と実験での注意点 道山泰宏
日本熱処理技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

を含むハイエントロピー合金の偏析現象
柴田顕弘、松室光昭、

武村 守、他

日本金属学会 状態図・計算熱力学研究

会 （オンライン開催）（ ）

プラスチック容器で超高速浸炭を実現
平田智丈、山口拓人、

横山雄二郎、星野英光

産学連携オフィス テーマ別合同

シーズ発表会（大阪市）（ ）

等原子組成比

合金の構成相と凝固組織

柴田顕弘、松室光昭、

武村 守、他

日本銅学会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

鉄鋼とアルミニウムの異種金属摩擦攪拌接合

材の接合品質に及ぼすツール形状の影響

田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之

摩擦接合技術協会 年度第 回

研究会 （オンライン開催）（ ）

鋳鉄溶湯と超硬合金の界面反応に及ぼすク

ロムの影響

柴田顕弘、武村 守、

松室光昭、他

鋳造工学会関西支部令和 年度秋季

支部講演大会 （大阪市）（ ）

β型チタン合金及びその製造方法 道山泰宏
知財マッチング企画展

（東大阪市）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

摩擦攪拌接合で革新的なモノづくりを
田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之、他

知財マッチング企画展

（東大阪市）（ ）

付加製造法に注目した次世代の革新的マル

チマテリアル化技術

田中 努、平田智丈、

内田壮平、中本貴之、

木村貴広、四宮徳章、

三木隆生、根津将之

新機能性材料展

（東京都江東区）（ ）

合金の高温変形挙動 濱田真行

スマートプロセス学会 エレクトロニクス生産

科学部会第 回「エレクトロニクスにおけ

るマイクロ接合・実装技術」シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

摩擦攪拌接合による異種金属接合
田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之

軽金属学会 第 回シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

新抗菌めっき技術により形成した特殊構造銀

めっき皮膜の抗カビ機能評価
平野満大、他

日本金属学会 年春期講演大会

（東京都目黒区）（ ）

陽極酸化を施したインプラント用 合

金の機械的性質
道山泰宏、他

日本金属学会 年春期講演大会

（東京都目黒区）（ ）

– – – 松室光昭、武村 守、他
日本金属学会 年春期講演大会

（オンライン開催）（ ）

【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

燃焼フラスコ法を用いたカーボンナノチューブ

中の微量金属分析
森 隆志、中島陽一

日本分析化学会第 回分析化学討論

会

（オンライン開催）（ ）

レーザクラッド ステンレス鋼層への低温プ

ラズマ窒化処理

足立振一郎、山口拓人、

上田順弘

日本溶射学会第 回全国講演大会

（オンライン開催）（ ）

電池の仕組みと始まり ―電気はどこから生ま

れるのだろう ―
斉藤 誠

青少年のための科学の祭典 大阪大会

サイエンス・フェスタ

（ での動画配信）（ ）

電気 合金めっき皮膜の高性能化
長瀧敬行、林 彰平、

中出卓男

年関西表面技術シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

スパッタ法により作製した金属ガラス膜

に内在する の 線吸収微細構造解析
小畠淳平

日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

スパッタ法で形成した金属ガラス膜に存

在する 原子の軟 線解析
小畠淳平

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

イオンビーム照射した高分子材料のトライボロ

ジー特性評価
小畠淳平、三浦健一、他

トライボロジー会議 秋 松江

（オンライン開催）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

摩擦攪拌接合で革新的なモノづくりを
田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之、他

知財マッチング企画展

（東大阪市）（ ）

付加製造法に注目した次世代の革新的マル

チマテリアル化技術

田中 努、平田智丈、

内田壮平、中本貴之、

木村貴広、四宮徳章、

三木隆生、根津将之

新機能性材料展

（東京都江東区）（ ）

合金の高温変形挙動 濱田真行

スマートプロセス学会 エレクトロニクス生産

科学部会第 回「エレクトロニクスにおけ

るマイクロ接合・実装技術」シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

摩擦攪拌接合による異種金属接合
田中 努、平田智丈、

内田壮平、根津将之

軽金属学会 第 回シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

新抗菌めっき技術により形成した特殊構造銀

めっき皮膜の抗カビ機能評価
平野満大、他

日本金属学会 年春期講演大会

（東京都目黒区）（ ）

陽極酸化を施したインプラント用 合

金の機械的性質
道山泰宏、他

日本金属学会 年春期講演大会

（東京都目黒区）（ ）

– – – 松室光昭、武村 守、他
日本金属学会 年春期講演大会

（オンライン開催）（ ）

【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

燃焼フラスコ法を用いたカーボンナノチューブ

中の微量金属分析
森 隆志、中島陽一

日本分析化学会第 回分析化学討論

会

（オンライン開催）（ ）

レーザクラッド ステンレス鋼層への低温プ

ラズマ窒化処理

足立振一郎、山口拓人、

上田順弘

日本溶射学会第 回全国講演大会

（オンライン開催）（ ）

電池の仕組みと始まり ―電気はどこから生ま

れるのだろう ―
斉藤 誠

青少年のための科学の祭典 大阪大会

サイエンス・フェスタ

（ での動画配信）（ ）

電気 合金めっき皮膜の高性能化
長瀧敬行、林 彰平、

中出卓男

年関西表面技術シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

スパッタ法により作製した金属ガラス膜

に内在する の 線吸収微細構造解析
小畠淳平

日本金属学会 年秋期講演大会

（オンライン開催）（ ）

スパッタ法で形成した金属ガラス膜に存

在する 原子の軟 線解析
小畠淳平

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

イオンビーム照射した高分子材料のトライボロ

ジー特性評価
小畠淳平、三浦健一、他

トライボロジー会議 秋 松江

（オンライン開催）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

レーザクラッド ステンレス鋼層への低温プ

ラズマ浸炭処理

足立振一郎、山口拓人、

上田順弘

日本溶射学会第 回全国講演大会

（オンライン開催）（ ）

ノーシアン銅めっきの密着性評価 長瀧敬行、中出卓男、他
第 回関西表面技術フォーラム

（オンライン開催）（ ）

転動流動層による無機ケイ酸塩コート 系正

極材の電極特性
斉藤 誠、他

第 回電池討論会

（横浜市）（ ）

合金めっき皮膜のクラック発生に及ぼ

す熱処理の影響
長瀧敬行

第 回関西金属表面処理若手研究者

連絡会議（オンライン開催）（ ）

電解技術による金属空気二次電池用正極触

媒の作製
西村 崇

第 回関西金属表面処理若手研究者

連絡会議（オンライン開催）（ ）

無機バインダを用いた高機能 負極の開発 斉藤 誠、他
電気化学会第 回電池技術委員会

（京都市）（ ）

電解法による および 系金属酸化

物触媒の作製と金属空気二次電池への適用

西村 崇、斉藤 誠、

左藤眞市

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

電気 合金めっき皮膜の耐クラック性

改善
長瀧敬行、中出卓男

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

イオンクラスター含有金属ガラス膜の局所

構造と微細組織の関係
小畠淳平

表面技術協会第 回講演大会

（オンライン開催）（ ）

モリブデン系シアノ架橋金属錯体における電

気化学的フッ化物イオンインターカレーション

反応

斉藤 誠、西村 崇
電気化学会第 回大会

（オンライン開催）（ ）

イオンビーム照射した高分子材料のトライボロ

ジー特性に及ぼす照射条件の影響
小畠淳平、三浦健一、他

日本機械学会関西支部第 期定時総

会

講演会（オンライン開催）（ ）

【電子・機械システム研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

近藤裕佑、筧 芳治、

佐藤和郎、松村直巳、他 （オンライン開催）（

）

大阪技術研における を用いたアームロボ

ットの活用事例の紹介
宮島 健

日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス

部門ロボティクス・メカトロニクス 講演会

（オンライン開催）（ ）

村上修一、佐藤和郎、

金岡祐介、他 （奈良市）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

村上修一、他
応用物理学会第 回秋季学術講演会

（オンライン開催）（ ）

スパッタ カーボン混合膜による の検

討

近藤裕佑、松村直巳、

筧 芳治、佐藤和郎

応用物理学会第 回秋季学術講演会

（オンライン開催）（ ）

有効エネルギーの考え方に基づいたトポロジ

ー最適化によるコンプライアントメカニズムの最

適設計

宮島 健、他
日本機械学会 第 回計算力学講演会

（オンライン開催）（ ）

技術を活用したセンサと環境発電

社会到来、医工連携に向けて
村上修一

精密工学会 年度秋季大会学術講

演

会（オンライン開催）（ ）

「 薄膜を用いた高周波型

超音波センサ」等の研究シーズを発表

田中恒久、村上修一、

宇野真由美

センサエキスポジャパン

（東京都）（ ）

喜多俊輔、他

（オンライン開催）（ ）

人工知能入門と圧力ゲージを対象とした異常

検知までの事例紹介
喜多俊輔

日本電機工業会セミナー

（オンライン開催）（ ）

実現に向けて注目される

デバイス

～センシング・環境発電・医工連携など～

村上修一
産業技術連携推進会議 製造プロセス部

会（甲府市）（ ）

微小結晶用熱伝導率測定プローブの開発と

磁性体の熱伝導率
村上修一、佐藤和郎、他

第 回低温工学・超伝導若手合同講演

会（大阪市）（ ）

時系列データを用いた耳個人認証システムに

関する検討
喜多俊輔、他

第 回バイオメトリクスと認識・認証シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

実現に向けた センサ、環境

発電デバイスの開発
村上修一

令和 年電気関係学会関西連合大会

（オンライン開催）（ ）

社会実現に向けて期待される 村上修一

大阪府立大学産官学共同研究会

第 回テクノラボツアー

（オンライン開催）（ ）

地方独立行政法人大阪産業技術研究所

マイクロデバイス開発支援センターの

デバイスの研究開発、技術支援

村上修一
第 回集積化 技術研究ワーク

ショップ（オンライン開催）（ ）

スペクトログラムを用いた耳介個人認証システ

ムに関する検討
喜多俊輔、他

電子情報通信学会バイオメトリクス研究会

（オンライン開催）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

村上修一、他
応用物理学会第 回秋季学術講演会

（オンライン開催）（ ）

スパッタ カーボン混合膜による の検

討

近藤裕佑、松村直巳、

筧 芳治、佐藤和郎

応用物理学会第 回秋季学術講演会

（オンライン開催）（ ）

有効エネルギーの考え方に基づいたトポロジ

ー最適化によるコンプライアントメカニズムの最

適設計

宮島 健、他
日本機械学会 第 回計算力学講演会

（オンライン開催）（ ）

技術を活用したセンサと環境発電

社会到来、医工連携に向けて
村上修一

精密工学会 年度秋季大会学術講

演

会（オンライン開催）（ ）

「 薄膜を用いた高周波型

超音波センサ」等の研究シーズを発表

田中恒久、村上修一、

宇野真由美

センサエキスポジャパン

（東京都）（ ）

喜多俊輔、他

（オンライン開催）（ ）

人工知能入門と圧力ゲージを対象とした異常

検知までの事例紹介
喜多俊輔

日本電機工業会セミナー

（オンライン開催）（ ）

実現に向けて注目される

デバイス

～センシング・環境発電・医工連携など～

村上修一
産業技術連携推進会議 製造プロセス部

会（甲府市）（ ）

微小結晶用熱伝導率測定プローブの開発と

磁性体の熱伝導率
村上修一、佐藤和郎、他

第 回低温工学・超伝導若手合同講演

会（大阪市）（ ）

時系列データを用いた耳個人認証システムに

関する検討
喜多俊輔、他

第 回バイオメトリクスと認識・認証シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

実現に向けた センサ、環境

発電デバイスの開発
村上修一

令和 年電気関係学会関西連合大会

（オンライン開催）（ ）

社会実現に向けて期待される 村上修一

大阪府立大学産官学共同研究会

第 回テクノラボツアー

（オンライン開催）（ ）

地方独立行政法人大阪産業技術研究所

マイクロデバイス開発支援センターの

デバイスの研究開発、技術支援

村上修一
第 回集積化 技術研究ワーク

ショップ（オンライン開催）（ ）

スペクトログラムを用いた耳介個人認証システ

ムに関する検討
喜多俊輔、他

電子情報通信学会バイオメトリクス研究会

（オンライン開催）（ ）
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【製品信頼性研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

緩衝材材料による衝撃波形形状の違いが

自由度ばねマス系における加速度応答に与

える影響

堀口翔伍、津田和城、

細山 亮、他

日本包装学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

実輸送データから得られるガウス型ランダム振

動の尖度応答スペクトル

細山 亮、津田和城、

堀口翔伍

日本包装学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

道路の種類が荷台の並進方向および回転方

向の振動に及ぼす影響

津田和城、細山 亮、

堀口翔伍、他

日本包装学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

ホログラフィック ディスプレイの広視域化に

向けた円錐形
山東悠介、他

応用物理学会第 回秋季学術講演会

（オンライン開催）（ ）

福祉機器 車椅子 における柔軟素材の力学

的な物性値の推定

山本貴則、片桐一彰、

木谷亮太、他 （オンライン開催）（ ）

製品の信頼性から求められる帯電性の評価 平井 学

静電気学会 静電気・高電圧・放電・プラ

ズマ若手研究委員会

（オンライン開催）（ ）

・ミリ波を支える電磁波制御材の開発 伊藤盛通
第 回 通信展

（千葉市）（ ）

ディスプレイホログラフィの今と実用化への期

待
山東悠介

日本法科学技術学会第 回学術集会

（オンライン開催）（ ）

輸送振動の加速度 を取得するための簡

易加速度計測ロガーの提案

堀口翔伍、津田和城、

細山 亮、他

第 回全日本包装技術研究大会

（福岡市）（ ）

アセトフェノンおよび水が高分子絶縁劣化に

与える影響

～分子動力学計算による評価～

岩田晋弥、他
令和 年電気関係学会関西連合大会

（オンライン開催）（ ）

岩田晋弥、他

（オンライン開催）（ ）

メタルバックを用いないミリ波帯域向け薄型電

波吸収体の開発
伊藤盛通、他

実装フェスタ関西

（オンライン開催）（ ）

山東悠介、佐藤和郎、他
（オンライン開催）（ ）

導電糸を用いた除電器の性能評価 平井 学
日本物理学会第 回年次大会

（岡山市）（ ）

脳波による照明とコミュニケーションの関係 片桐真子、他
令和 年電気学会全国大会

（オンライン開催）（岡山市）（ ）
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【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

摩擦攪拌スポット溶接を用いたアルミナセラミ

ックスのメタライズ

園村浩介、尾﨑友厚、

片桐一彰、山口拓人、

長谷川泰則、田中 努、

垣辻 篤

溶接学会 年度春季全国大会

（オンライン開催）（ ）

抗菌技術の基礎

～『抗菌』とはなにか ～
井川 聡

日本接着学会セミナー

（オンライン開催）（ ）

光触媒複合化ポリアミド系樹脂の光スイッチン

グによる海洋生分解性制御
増井昭彦、他

産総研・産技連 合同研究発表会

（オンライン開催）（ ）

耐熱性多孔質高分子における架橋構造の導

入と熱特性
吉岡弥生

高分子学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

林 寛一、舘 秀樹、他

（オンライン開催）（ ）

過硝酸によるアミロイドβタンパク質の凝集お

よび細胞毒性抑制
井川 聡、他

日本蛋白質科学会第 回年会

（オンライン開催）（ ）

光で分解が可能なポリフタルアルデヒドの合成

とそのフィルムの機械的特性
林 寛一、舘 秀樹、他

日本接着学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

酸化物被覆黒鉛の作製と電池特性の評価 園村浩介
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

繊維結合セラミックスにおける繊維境界緻

密化の による調査
尾﨑友厚、他

日本セラミックス協会 第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

実環境浸漬試験による生分解性プラスチック

の生分解
増井昭彦、他

日本水産学会令和 年度秋季大会

（函館市）（ ）

架橋型芳香族ポリアミドで被覆したシリカ微粒

子の作製および評価
吉岡弥生、永廣卓哉

第 回コロイドおよび界面化学討論会

（オンライン開催）（ ）

生分解性プラスチックの海水生分解時におけ

る無機栄養源の効果
増井昭彦、他

日本農芸化学会 年度西日本・中四

国・関西支部合同大会

（オンライン開催）（ ）

陶山 剛、道志 智、

舘 秀樹、山口真平、

尾﨑友厚、他
（大阪市）（ ）

吉岡弥生、永廣卓哉

（オンライン開催）（ ）

山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛、他
（オンライン開催）（ ）
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50 

【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

摩擦攪拌スポット溶接を用いたアルミナセラミ

ックスのメタライズ

園村浩介、尾﨑友厚、

片桐一彰、山口拓人、

長谷川泰則、田中 努、

垣辻 篤

溶接学会 年度春季全国大会

（オンライン開催）（ ）

抗菌技術の基礎

～『抗菌』とはなにか ～
井川 聡

日本接着学会セミナー

（オンライン開催）（ ）

光触媒複合化ポリアミド系樹脂の光スイッチン

グによる海洋生分解性制御
増井昭彦、他

産総研・産技連 合同研究発表会

（オンライン開催）（ ）

耐熱性多孔質高分子における架橋構造の導

入と熱特性
吉岡弥生

高分子学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

林 寛一、舘 秀樹、他

（オンライン開催）（ ）

過硝酸によるアミロイドβタンパク質の凝集お

よび細胞毒性抑制
井川 聡、他

日本蛋白質科学会第 回年会

（オンライン開催）（ ）

光で分解が可能なポリフタルアルデヒドの合成

とそのフィルムの機械的特性
林 寛一、舘 秀樹、他

日本接着学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

酸化物被覆黒鉛の作製と電池特性の評価 園村浩介
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

繊維結合セラミックスにおける繊維境界緻

密化の による調査
尾﨑友厚、他

日本セラミックス協会 第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）（ ）

実環境浸漬試験による生分解性プラスチック

の生分解
増井昭彦、他

日本水産学会令和 年度秋季大会

（函館市）（ ）

架橋型芳香族ポリアミドで被覆したシリカ微粒

子の作製および評価
吉岡弥生、永廣卓哉

第 回コロイドおよび界面化学討論会

（オンライン開催）（ ）

生分解性プラスチックの海水生分解時におけ

る無機栄養源の効果
増井昭彦、他

日本農芸化学会 年度西日本・中四

国・関西支部合同大会

（オンライン開催）（ ）

陶山 剛、道志 智、

舘 秀樹、山口真平、

尾﨑友厚、他
（大阪市）（ ）

吉岡弥生、永廣卓哉

（オンライン開催）（ ）

山口真平、尾﨑友厚、

陶山 剛、他
（オンライン開催）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

尾﨑友厚、他

（オンライン開催）（ ）

過硝酸溶液を用いた安全・確実な世界初の

殺菌手法
井川 聡、他

バイオ・メディカル・フォーラム

（堺市）（ ）

光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチック

の開発研究
増井昭彦

ムーンショット型研究開発事業

目標 成果報告会

（オンライン開催）（ ）

被覆黒鉛の作製と電池特性の評価 園村浩介
日本セラミックス協会 年年会

（オンライン開催）（ ）

窒化ホウ素フィラを用いた樹脂放熱シートの

造粒法による粒子配向性制御
尾﨑友厚、陶山 剛

日本セラミックス協会 年年会

（オンライン開催）（ ）

イミダゾリウム修飾担体の 吸着特性と核

酸増幅法への適用
柿倉泰明

日本化学会 第 春季年会

（オンライン開催）（ ）

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

扁平なポリイミド微粒子の調製 中橋明子、舘 秀樹
高分子学会第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

土木用不織布の圧縮クリープ変形に伴う空隙

率変化の推定
西村正樹、他

日本繊維機械学会 第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

太径フィラメント糸の引張り特性の速度依存性

評価
堀口結以、西村正樹

日本繊維機械学会 第 回年次大会

（オンライン開催）（ ）

サンプリングバッグを用いる消臭・脱臭製品の

性能評価方法、小型ステンレスチャンバーを

用いる消臭・脱臭・芳香製品の性能評価方

法、大型ステンレスチャンバーを用いる消臭・

脱臭製品の性能評価方法、バッグおよびチャ

ンバーを用いる特殊な性能評価方法、災害用

簡易トイレセット 凝固剤 処理袋 の性能評価

方法

喜多幸司
香りの技術・原料展

（大阪市）（ ）

簡易型通気試験機を用いた微差圧下での通

気性評価
西村正樹、堀口結以

機能性繊維フェア

（大阪市）（ ）

サンプリングバッグを用いる消臭繊維の性能

評価方法
喜多幸司

機能性繊維フェア

（大阪市）（ ）

太径フィラメント糸の引張り特性の速度依存性 堀口結以、西村正樹
機能性繊維フェア

（大阪市）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ポリイミド微粒子の調製とその応用 中橋明子
日本接着学会関西接着ワークショップ

第 回研究会（オンライン開催）（ ）

ぶどうジュースの官能特性に及ぼす梅花皮の

焼成温度の影響
喜多幸司、他

日本機械学会 年度 年次大会

（オンライン開催）（ ）

粘り強い河川堤防に向けた透気防水シートの

施工について
西村正樹、他

土木学会第 回年次学術講演会

（オンライン開催）（ ）

タンニン酸とアミノシランを用いた高耐熱性を

有する超薄シリカ被覆酸化チタン微粒子の調

製

青戸義希、前田和紀、

道志 智

触媒学会第 回触媒討論会

（オンライン開催）（ ）

超薄銀フレークと銀粒子を含むフレキシブル

銀印刷配線の電気的特性と連続屈曲特性

前田和紀、柏木行康、

宇野真由美

第 回マイクロエレクトロニクスシンポジウ

ム（オンライン開催）（ ）

サンプリングバッグを用いる消臭・脱臭製品の

性能評価方法、小型ステンレスチャンバーを

用いる消臭・脱臭・芳香製品の性能評価方

法、大型ステンレスチャンバーを用いる消臭・

脱臭製品の性能評価方法、バッグおよびチャ

ンバーを用いる特殊な性能評価方法、災害用

簡易トイレセット 凝固剤 処理袋 の性能評価

方法

喜多幸司
衛生・感染症対策技術展

（大阪市）（ ）

光分解性架橋剤を用いる光重合と光分解の

制御
舘 秀樹、他

ネットワークポリマー講演討論会

（吹田市）（ ）

楕円体状ポリイミド微粒子 中橋明子、舘 秀樹
第 回ポリマー材料フォーラム

（オンライン開催）（ ）

超薄銀フレークと銀マイクロ粒子を含む印刷

配線の連続屈曲耐久性評価および基材破断

検知技術への応用

前田和紀

日本機械学会 新時代の電子デバイスと

電子機器における信頼性評価と熱設計に

関する研究分科会

（オンライン開催）（ ）

不織布上への高精細印刷により作製したフレ

キシブル配線
二谷真司

新機能性材料展

（東京都江東区）（ ）

デ ィ ッ プ コ ー テ ィ ン グ に よ り 得 ら れ る

膜を用いたペロブスカイト

太陽電池の作製

田中 剛、中川雅美
応用物理学会第 回春季学術講演会

（相模原市）（ ）

フィチン酸カルシウムを原料とした各種リン酸

カルシウムの合成

前田和紀、道志 智、

青戸義希

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）（ ）

【技術サポートセンター】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ショットピーニング面の残留応力深さ分布推定

― 線応力測定と加工条件に基づく残留応

力分布解析―

小栗泰造、田中 努、他
線材料強度に関するシンポジウム

（京都市）（ ）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ポリイミド微粒子の調製とその応用 中橋明子
日本接着学会関西接着ワークショップ

第 回研究会（オンライン開催）（ ）

ぶどうジュースの官能特性に及ぼす梅花皮の

焼成温度の影響
喜多幸司、他

日本機械学会 年度 年次大会

（オンライン開催）（ ）

粘り強い河川堤防に向けた透気防水シートの

施工について
西村正樹、他

土木学会第 回年次学術講演会

（オンライン開催）（ ）

タンニン酸とアミノシランを用いた高耐熱性を

有する超薄シリカ被覆酸化チタン微粒子の調

製

青戸義希、前田和紀、

道志 智

触媒学会第 回触媒討論会

（オンライン開催）（ ）

超薄銀フレークと銀粒子を含むフレキシブル

銀印刷配線の電気的特性と連続屈曲特性

前田和紀、柏木行康、

宇野真由美

第 回マイクロエレクトロニクスシンポジウ

ム（オンライン開催）（ ）

サンプリングバッグを用いる消臭・脱臭製品の

性能評価方法、小型ステンレスチャンバーを

用いる消臭・脱臭・芳香製品の性能評価方

法、大型ステンレスチャンバーを用いる消臭・

脱臭製品の性能評価方法、バッグおよびチャ

ンバーを用いる特殊な性能評価方法、災害用

簡易トイレセット 凝固剤 処理袋 の性能評価

方法

喜多幸司
衛生・感染症対策技術展

（大阪市）（ ）

光分解性架橋剤を用いる光重合と光分解の

制御
舘 秀樹、他

ネットワークポリマー講演討論会

（吹田市）（ ）

楕円体状ポリイミド微粒子 中橋明子、舘 秀樹
第 回ポリマー材料フォーラム

（オンライン開催）（ ）

超薄銀フレークと銀マイクロ粒子を含む印刷

配線の連続屈曲耐久性評価および基材破断

検知技術への応用

前田和紀

日本機械学会 新時代の電子デバイスと

電子機器における信頼性評価と熱設計に

関する研究分科会

（オンライン開催）（ ）

不織布上への高精細印刷により作製したフレ

キシブル配線
二谷真司

新機能性材料展

（東京都江東区）（ ）

デ ィ ッ プ コ ー テ ィ ン グ に よ り 得 ら れ る

膜を用いたペロブスカイト

太陽電池の作製

田中 剛、中川雅美
応用物理学会第 回春季学術講演会

（相模原市）（ ）

フィチン酸カルシウムを原料とした各種リン酸

カルシウムの合成

前田和紀、道志 智、

青戸義希

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）（ ）

【技術サポートセンター】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ショットピーニング面の残留応力深さ分布推定

― 線応力測定と加工条件に基づく残留応

力分布解析―

小栗泰造、田中 努、他
線材料強度に関するシンポジウム

（京都市）（ ）
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【統合型研究開発チーム】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

諸撚糸構造を用いた荷重センシング糸とスマ

ートテキスタイルへの応用

宇野真由美、小森真梨子、

他

第 回「センサ・マイクロマシンと応用シス

テム」シンポジウム

（オンライン開催）（ ）

芯鞘構造を用いた荷重センシング諸撚糸の

開発とスマートテキスタイルへの応用

宇野真由美、小森真梨子、

他

実装フェスタ関西

（オンライン開催）（ ）

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

新しいプロセスによる高耐熱性エポキシ樹脂

の開発

木村 肇、大塚恵子、

米川盛生

第 回高分子年次大会

（オンライン開催）

グリコール改質リグニンを用いたフェノール樹

脂の開発

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子、他

第 回高分子年次大会

（オンライン開催）

還元糖の酸化物を利用したクロムなめし革の

濃色着色
大江 猛、吉村由利香

年度繊維学会年次大会

（オンライン開催）

高尾優子、森脇和之、他 （オンライ
ン開催）

イノシトールの酸化物を利用した羊毛の濃色

着色
大江 猛

繊維・高分子機能加工第 委員会第

回合同分科会

（オンライン開催）

ブチルカリックス アレーンとビスオキ

サゾリンの熱反応により形成されるネットワーク

ポリマーの物性評価

米川盛生、木村 肇、

大塚恵子

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

グリコール改質リグニンの加熱処理及び樹脂

化による物性変化
木村 肇、米川盛生、他

第 回リグニン討論会

（オンライン開催）

カリックスアレーン類とビスオキサゾリンの熱反

応により形成されるネットワークポリマーの物性

評価

米川盛生、木村 肇、

大塚恵子

第 回ネットワークポリマー講演討論会

（オンライン開催）

グリコール改質リグニンを用いたフェノール樹

脂の開発

木村 肇、米川盛生、

大塚恵子、他

第 回ポリマー材料フォーラム

（オンライン開催）

照明光源の分光分布と染⾊物の⾊彩の関係 吉村由利香、大江 猛

年度繊維学会秋季研究発表会染色

化学討論会

（オンライン開催）

球状太陽電池を挿入したポリエステル編物の

糸光沢が開放電圧に及ぼす影響
吉村由利香、他

年度繊維学会秋季研究発表会

（オンライン開催）

グルコース酸化物で反応させたクロム鞣し革

の着色と機械強度の関係
大江 猛、吉村由利香

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

ニッケル 触媒と シアノピリジンを用いるス

チレングリコールと二酸化炭素からのスチレン

カーボネートの合成

三原正稔、中尾秀一、

中井猛夫、伊藤貴敏、他

第 回春季年会

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

フラーレン誘導体 合成における光フロ

ー化への展開

隅野修平、松元 深、

岩井利之、伊藤貴敏

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

ブチルカリックス アレーンとビスオキ

サゾリンの熱反応により形成されるネットワーク

ポリマーの構造と物性

米川盛生、木村 肇、

大塚恵子

第 回春季年会

（オンライン開催）

フラーレン有機二付加体を利用した官能基変

換による誘導体化

伊藤貴敏、隅野修平、

松元 深、岩井利之

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

渡辺 嘉、佐藤博文、他
（オンライン開催）

川野真太郎、靜間基博、

他

第 回ホスト ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

酸 塩基応答型ロタキサンの分子シャトル運動

における分子構造解析
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

ロタキサン合成におけるホスト ゲスト相互作用

の役割
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

酸に応答してアニオン認識を発現するロタキ

サンの開発
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

シクロデキストリンを有する刺激応答性コポリマ

ーの脂溶性色素包接による会合形成

川野真太郎、靜間基博、

他

第 回シクロデキストリンシンポジウム

（オンライン開催）

固相法による乳児用調製乳からの脂質抽出 渡辺 嘉、佐藤博文、他
日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

中川 充、懸橋理枝、

東海直治、他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

川野真太郎、靜間基博、

他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

ロタキサン合成における輪分子の置換基によ

る影響
靜間基博、他

日本油化学会第 回年会（オンライン開

催）

フェナントロリン誘導体を軸成分に有するロタ

キサンの分子シャトル性能の評価
靜間基博、他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

フラーレン誘導体 合成における光フロ

ー化への展開

隅野修平、松元 深、

岩井利之、伊藤貴敏

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

ブチルカリックス アレーンとビスオキ

サゾリンの熱反応により形成されるネットワーク

ポリマーの構造と物性

米川盛生、木村 肇、

大塚恵子

第 回春季年会

（オンライン開催）

フラーレン有機二付加体を利用した官能基変

換による誘導体化

伊藤貴敏、隅野修平、

松元 深、岩井利之

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

渡辺 嘉、佐藤博文、他
（オンライン開催）

川野真太郎、靜間基博、

他

第 回ホスト ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

酸 塩基応答型ロタキサンの分子シャトル運動

における分子構造解析
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

ロタキサン合成におけるホスト ゲスト相互作用

の役割
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

酸に応答してアニオン認識を発現するロタキ

サンの開発
靜間基博、他

第 回ホスト－ゲスト・超分子化学シンポ

ジウム

（オンライン開催）

シクロデキストリンを有する刺激応答性コポリマ

ーの脂溶性色素包接による会合形成

川野真太郎、靜間基博、

他

第 回シクロデキストリンシンポジウム

（オンライン開催）

固相法による乳児用調製乳からの脂質抽出 渡辺 嘉、佐藤博文、他
日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

中川 充、懸橋理枝、

東海直治、他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

川野真太郎、靜間基博、

他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

ロタキサン合成における輪分子の置換基によ

る影響
靜間基博、他

日本油化学会第 回年会（オンライン開

催）

フェナントロリン誘導体を軸成分に有するロタ

キサンの分子シャトル性能の評価
靜間基博、他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ジオキソラン環を有する酒石酸由来の新

規化学分解性非イオン界面活性剤の合成と

物性

川野真太郎、佐藤博文、

小野大助、他

日本油化学会第 回年会

（オンライン開催）

ベイポジション効果によるπ共役光学活性ペリ

レン発光体からの円偏光発光（ ）
靜間基博、他

年度色材研究発表会

（オンライン開催）

アキラルなピレン発光体による磁気円偏光発

光（ ）
靜間基博、他

第 回基礎有機化学討論会

（オンライン開催）

規則的ナノ構造の抗バイオフィルム評価 田中重光、永尾寿浩、他
第 回応用物理学会秋季学術講演会

（オンライン開催）

バイアリール発光体からの円偏光発光

および磁気円偏光発光
靜間基博、他

第 回基礎有機化学討論会

（オンライン開催）

ベイポジション効果によるπ共役光学活性ペリ

レン発光体からの円偏光発光 特性
靜間基博、他

第 回基礎有機化学討論会

（オンライン開催）

イオンドライヤーが毛髪に与える効果の評価 中川 充、懸橋理枝、他
日本分析化学会第 年会

（オンライン開催）

ミコナゾールを封入した抗菌ペプチド 乳酸・

グリコール酸共重合体コンジュゲートのミセル

の調製および抗真菌活性評価

吉井未貴、永尾寿浩、

畠中芳郎、中川 充、

懸橋理枝、他

第 回日本薬学会関西支部総会・大会

（オンライン開催）

アミドアミンオキシド型界面活性剤水溶液の粘

度挙動－アミド基間のスペーサーの効果

懸橋理枝、東海直治、

中川 充

第 回洗浄に関するシンポジウム

（オンライン開催）

アミドアミンオキシド型低分子ゲル化剤を用い

たゲルエマルションの調製

懸橋理枝、東海直治、

中川 充、他

第 回洗浄に関するシンポジウム

（オンライン開催）

水素結合をテンプレートに用いるπ共役ロタキ

サンの合成と物性評価
靜間基博、他

第 回 化学フェスタ

（オンライン開催）

中川 充、東海直治、

懸橋理枝、他
（オンライン開催）

アルドース 位酸化菌によるトレハロース二

酸化物の合成経路の解明

桐生高明、木曽太郎、

靜間基博、他

日本農芸化学会 年度大会

（オンライン開催）

種類の異なるステーションを有する酸応答型

ロタキサンの分子シャトル挙動
靜間基博、他

日本化学会 第 春季年会

（オンライン開催）

二分子ゲスト包接型超分子架橋剤を用いた

水中 重合による光応答性ネットワーク

ポリマーの創製

川野真太郎、佐藤博文、

靜間基博、他

日本化学会 第 春季年会

（オンライン開催）

55



56 

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

サリチルヒドラゾン系蛍光アニオンプローブの

結晶化による精製と高感度化
柏木行康、他

第 回分析化学討論会

（オンライン開催）

ケイ素系高分子にハイブリッド化したイリジウム

錯体の発光特性

中村優志、御田村紘志、

渡辺 充、渡瀬星児、他

第 回高分子学会年次大会

（オンライン開催）

フレキシブル基板のプラズマおよび 処理に

より形成される表面改質層の特性解明とその

無電解めっきへの応用

玉井聡行、渡辺 充、

小林靖之、小畠淳平、他

第 回高分子学会年次大会

（オンライン開催）

フッ素系撥水撥油加工剤処理におけるアルキ

ル基含有ビニルモノマー添加の影響
小林靖之、他

年繊維学会年次大会

（オンライン開催）

低温焼結可能な酸化物系固体電解質の創製

と全固体電池のための界面構築

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

日本セラミックス関西支部

（オンライン開催）

硫化物系全固体電池負極としての多孔質シリ

コンナノファイバーの作製

山本真理、加藤敦隆、

高橋雅也、他

日本セラミックス関西支部

（オンライン開催）

遷移金属硫化物の電析とエネルギーデバイス

への応用
池田慎吾、小林靖之

年 関西表面技術シンポジウム

（オンライン開催）

マグネトロンスパッタ法による 半導体

薄膜の作製
谷 淳一、石川弘通

日本セラミックス協会第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）

光照射による窒素含有カーボンカプセル材料

の創出

御田村紘志、渡瀬星児、

他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

ジルコニアナノ粒子単層薄膜の作製と機能
御田村紘志、渡辺 充、

渡瀬星児、他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

品川 勉、他
（オンライン開催）

ハイブリッド化した高分子材料がイリジウム錯

体の発光に及ぼす影響

渡瀬星児、中村優志、

御田村紘志、渡辺 充、

他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

配向水酸化マグネシウムの加熱分解によるナ

ノポーラス酸化マグネシウムの形成と 吸

着特性

品川 勉、千金正也、他
第１４４回講演大会

（オンライン開催）

ナノ粒子と犠牲鋳型から室温融合により作

製した多孔性 構造体の触媒性能の評価
渡辺 充、玉井聡行、他

第 回日本分析化学会年次大会

（オンライン開催）

品川 勉、他

（オンライン開催）
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【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

サリチルヒドラゾン系蛍光アニオンプローブの

結晶化による精製と高感度化
柏木行康、他

第 回分析化学討論会

（オンライン開催）

ケイ素系高分子にハイブリッド化したイリジウム

錯体の発光特性

中村優志、御田村紘志、

渡辺 充、渡瀬星児、他

第 回高分子学会年次大会

（オンライン開催）

フレキシブル基板のプラズマおよび 処理に

より形成される表面改質層の特性解明とその

無電解めっきへの応用

玉井聡行、渡辺 充、

小林靖之、小畠淳平、他

第 回高分子学会年次大会

（オンライン開催）

フッ素系撥水撥油加工剤処理におけるアルキ

ル基含有ビニルモノマー添加の影響
小林靖之、他

年繊維学会年次大会

（オンライン開催）

低温焼結可能な酸化物系固体電解質の創製

と全固体電池のための界面構築

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

日本セラミックス関西支部

（オンライン開催）

硫化物系全固体電池負極としての多孔質シリ

コンナノファイバーの作製

山本真理、加藤敦隆、

高橋雅也、他

日本セラミックス関西支部

（オンライン開催）

遷移金属硫化物の電析とエネルギーデバイス

への応用
池田慎吾、小林靖之

年 関西表面技術シンポジウム

（オンライン開催）

マグネトロンスパッタ法による 半導体

薄膜の作製
谷 淳一、石川弘通

日本セラミックス協会第 回秋季シンポ

ジウム（オンライン開催）

光照射による窒素含有カーボンカプセル材料

の創出

御田村紘志、渡瀬星児、

他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

ジルコニアナノ粒子単層薄膜の作製と機能
御田村紘志、渡辺 充、

渡瀬星児、他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

品川 勉、他
（オンライン開催）

ハイブリッド化した高分子材料がイリジウム錯

体の発光に及ぼす影響

渡瀬星児、中村優志、

御田村紘志、渡辺 充、

他

第 回高分子討論会

（オンライン開催）

配向水酸化マグネシウムの加熱分解によるナ

ノポーラス酸化マグネシウムの形成と 吸

着特性

品川 勉、千金正也、他
第１４４回講演大会

（オンライン開催）

ナノ粒子と犠牲鋳型から室温融合により作

製した多孔性 構造体の触媒性能の評価
渡辺 充、玉井聡行、他

第 回日本分析化学会年次大会

（オンライン開催）

品川 勉、他

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

酸化インジウムナノ粒子を修飾したグラフェン

のガスセンシング
柏木行康、玉井聡行、他

半導体エレクトロニクス部門第 回研究会

（オンライン開催）

プラズマ表面改質を利用するフッ素樹脂と銅

箔の直接接着

池田慎吾、中谷真大、

小林靖之

第 回関西表面技術フォーラム

（オンライン開催）

電子線グラフト重合を用いたポリエステル布の

撥水撥油化
小林靖之、他

第 回関西表面技術フォーラム

（オンライン開催）

酸化チタンの電解析出における表面粗さの制

御

渡辺 充、玉井聡行、

渡瀬星児、他

第 回関西表面技術フォーラム

（オンライン開催）

層状水酸化物を前駆体としたナノポーラス酸

化コバルト配向膜の形成
品川 勉、他

第２３回関西表面技術フォーラム

（オンライン開催）

低温焼結可能な酸化物系固体電解質の創製

と全固体電池のための界面構築

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

第 回関西電気化学研究会

（オンライン開催）

プラズマ表面改質によるフッ素樹脂と銅の直

接接着

池田慎吾、中谷真大、

小林靖之

関西金属表面処理若手研究者連絡会議

（ＫＹＭＦＥＳ）第 回例会

（オンライン開催）

酸化物ナノ粒子を用いた高撥水表面の構築

と耐久性
小林靖之

関西金属表面処理若手研究者連絡会議

（ＫＹＭＦＥＳ）第 回例会

（オンライン開催）

中谷真大、他
（横浜市）

プラズマ表面改質による銅とフッ素樹脂フィル

ムの直接接着

池田慎吾、中谷真大、

小林靖之

実装フェスタ関西

（オンライン開催）

電気化学的手法による酸化鉄膜の形成と磁

気的特性
品川 勉、他

第 回日本 年次大会

（横浜市）

集 光 し た放 射 光 線 ビ ーム を使 っ た

半導体複合層における局所フォト

ルミネッセンスマッピング

品川 勉、他
第 回日本 年次大会

（横浜市）

渡辺 充、玉井聡行、

小林靖之、他 （オンライン開催）

パルス を用いた硫化物系全固体電池用

スラリーの分散評価

山本真理、加藤敦隆、

高橋雅也、他

日本セラミックス協会 年年会

（オンライン開催）

垂直配向 ナノウォールの電気化学的合

成と 吸着特性
品川 勉、他

電気化学会第 回大会

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

液相法による硫化物固体電解質の多量体化

とシート電池用バインダへの応用

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

電気化学会第 回大会

（オンライン開催）

インジウム 二核錯体型蛍光プローブにお

けるアニオン応答
柏木行康、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

発光性イリジウム錯体のケイ素系高分子への

ハイブリッド化とその影響

中村優志、御田村紘志、

渡辺 充、渡瀬星児、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

トリ オクチルホスフィンオキシドとの配位子

交換に続く焼結促進剤を含む有機溶媒への

浸漬による金属ナノ粒子の室温融合

渡辺 充、玉井聡行、

小林靖之、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

【物質・材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

長岡 亨、他
（オンライン開催）

木元慶久、他

（オンライン開催）

フィジカルエージングにおけるポリスチレン射

出成形品の分子配向緩和過程の解析（ポスタ

ー発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

フィジカルエージングにおけるポリスチレン射

出成形品の分子配向緩和過程の解析（口頭

発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

樹脂ブレンド中でのカーボンナノチューブの分

散状態と導電性の関係

籠 恵太郎、東 青史、

垰 幸作、山田浩二

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

鋳鉄の制振特性に及ぼすアルミニウムの影響 渡辺博行、岩崎真也、他
日本機械学会 年度年次大会

（オンライン開催）

粒子分散マグネシウム合金の制振特性 渡辺博行、岩崎真也、他
日本機械学会 年度年次大会

（オンライン開催）

高 速 せ ん 断 変 形 お よ び 熱 処 理 に よ る

高エントロピー合金の結晶粒

微細化

渡辺博行、他

公益社団法人日本金属学会 年秋

期講演（第 回）大会

（オンライン開催）

冷間加工された(CrMnFeCoNi)100−xAlx 合

金の熱処理にともなう相変化
渡辺博行、他

公益社団法人日本金属学会 年秋

期講演（第 回）大会

（オンライン開催）

非晶性高分子のガラス転移温度以下での熱

処理における緩和挙動
垰 幸作、他

第 回レオロジー討論会

（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

液相法による硫化物固体電解質の多量体化

とシート電池用バインダへの応用

加藤敦隆、山本真理、

高橋雅也、他

電気化学会第 回大会

（オンライン開催）

インジウム 二核錯体型蛍光プローブにお

けるアニオン応答
柏木行康、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

発光性イリジウム錯体のケイ素系高分子への

ハイブリッド化とその影響

中村優志、御田村紘志、

渡辺 充、渡瀬星児、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

トリ オクチルホスフィンオキシドとの配位子

交換に続く焼結促進剤を含む有機溶媒への

浸漬による金属ナノ粒子の室温融合

渡辺 充、玉井聡行、

小林靖之、他

日本化学会第 春季年会

（オンライン開催）

【物質・材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

長岡 亨、他
（オンライン開催）

木元慶久、他

（オンライン開催）

フィジカルエージングにおけるポリスチレン射

出成形品の分子配向緩和過程の解析（ポスタ

ー発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

フィジカルエージングにおけるポリスチレン射

出成形品の分子配向緩和過程の解析（口頭

発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

樹脂ブレンド中でのカーボンナノチューブの分

散状態と導電性の関係

籠 恵太郎、東 青史、

垰 幸作、山田浩二

プラスチック成形加工学会第 回年次大

会 （オンライン開催）

鋳鉄の制振特性に及ぼすアルミニウムの影響 渡辺博行、岩崎真也、他
日本機械学会 年度年次大会

（オンライン開催）

粒子分散マグネシウム合金の制振特性 渡辺博行、岩崎真也、他
日本機械学会 年度年次大会

（オンライン開催）

高 速 せ ん 断 変 形 お よ び 熱 処 理 に よ る

高エントロピー合金の結晶粒

微細化

渡辺博行、他

公益社団法人日本金属学会 年秋

期講演（第 回）大会

（オンライン開催）

冷間加工された(CrMnFeCoNi)100−xAlx 合

金の熱処理にともなう相変化
渡辺博行、他

公益社団法人日本金属学会 年秋

期講演（第 回）大会

（オンライン開催）

非晶性高分子のガラス転移温度以下での熱

処理における緩和挙動
垰 幸作、他

第 回レオロジー討論会

（オンライン開催）

59 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ポリスチレン射出成形品のエンタルピー緩和

に伴う非晶構造変化と動的粘弾性の関係

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、

桑城志帆、平野 寛、他

第 回レオロジー討論会

（オンライン開催）

粒子を用いたエポキシ樹脂複合材料の熱

伝導率と粒子配向度

岡田哲周、門多丈治、

平野 寛、他

第 回日本熱物性シンポジウム

（オンライン開催）

木元慶久、他

国産 装置により作製した 合

金積層造形体の凝固組織
水内 潔、他

日本鋳造工学会大 回全国講演大会

（北海道室蘭市）

ポリカーボネートの構造と力学物性に及ぼす

熱処理の影響
垰 幸作、他

年繊維学会秋季研究発表会

（オンライン開催）

ガラス転移温度以下での非晶性高分子の熱

処理が緩和挙動と力学物性に与える効果
垰 幸作、他

プラスチック成形加工学会第 回秋季大

会 （オンライン開催）

ポリスチレン射出成形品の耐熱性に及ぼすエ

ンタルピー緩和と分子配向緩和の影響（ポス

ター発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、

桑城志帆、平野 寛、他

プラスチック成形加工学会第 回秋季大

会 （オンライン開催）

ポリスチレン射出成形品の耐熱性に及ぼすエ

ンタルピー緩和と分子配向緩和の影響（口頭

発表）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、

桑城志帆、平野 寛、他

プラスチック成形加工学会第 回秋季大

会 （オンライン開催）

– –
岩崎真也、渡辺博行、他

（オンライン開催）

イオン架橋メタクリル樹脂をマトリックスとした 桑城志帆、籠 恵太郎、

他

日本接着学会第 回関西支部若手の

会 （オンライン開催）

垰 幸作、山田浩二、

東 青史、籠 恵太郎、他 （オンライン開催）

非晶性高分子の構造と力学物性に及ぼす熱

処理の効果
垰 幸作、他

プラスチック成形加工学会関西支部

年度若手セミナー（京都市）

非晶性高分子のガラス転移温度以下での熱

処理による緩和挙動と力学物性
垰 幸作、他

第 回高分子材料セミナー

（オンライン開催）

摩擦攪拌接合による 突合せ接

合材の界面構造に及ぼす圧延の影響
長岡 亨、他

第 回摩擦接合技術協会研究会

（オンライン開催）

(CrMnFeCoNi)100−xAlx 合金の熱間加工後

の組織
渡辺博行、他

公益社団法人日本金属学会 年春

期講演（第 回）大会

（オンライン開催）
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60 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

高エントロピー合金の微細組

織形成に及ぼす高速せん断および熱処理の

効果

渡辺博行、他
第 回超塑性研究会

（神奈川県相模原市）

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

糖脱アセチル化酵素 の構造・機能

解析
森芳邦彦、大本貴士、他

第 回産総研・産技連 合同研究

発表会 （オンライン開催）

丸山 純、品川 勉、

渡辺 充、柏木行康、

丸山翔平、長岡 亨、他 （オンライン開催）

丸山 純、品川 勉、

渡辺 充、柏木行康、

丸山翔平、長岡 亨、他 （オンライン開催）

西﨑陽平、北口勝久、

齋藤 守、他
（オンライン開催）

由来アセチルキシランエス
テラーゼの構造決定と反応性評価

森芳邦彦、大本貴士、他
第 回日本蛋白質科学会年会

（オンライン開催）

酸化セルロースナノファイバー由来の

油水分離可能なハニカム多孔質カーボンモノ

リスの作製

丸山 純、他
第 回 シンポジウム

（オンライン開催）

西﨑陽平、他
年第 回応用物理学会秋季学術

講演会 （オンライン開催）

遺伝子改変による大腸菌燃料電池の出力改
善と細胞からメディエーターへの電子供与の
簡易評価

駒 大輔、大本貴士、他
化学工学会第 回秋季大会

（オンライン開催）

大腸菌によるグルコースからのヒドロキシチロソ

ールの発酵生産

駒 大輔、大橋博之、

山中勇人、森芳邦彦、

大本貴士、他

第 回日本生物工学会大会

（オンライン開催）

らせん状に規則配列した細孔を有する円柱状

炭素材料
丸山 純

モレキュラーキラリティシンポジウム

（オンライン開催）

活性点を付与した種々のナノ構造を

有する黒鉛質炭素材料の空気極触媒として

の特性

丸山 純、丸山翔平、他
第 回炭素材料学会年会

（オンライン開催）

第 回例会以降の現状（コロナ禍を過ごし

て）
野呂美智雄

関西金属表面処理若手研究者連絡会議

第 回総会および例会

（オンライン開催）

石炭原料の水処理用粒状活性炭の粒子表

面性状
福原知子

化学工学会関西大会

（オンライン開催）

丸山 純、他
環太平洋国際化学会議

（オンライン開催）
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60 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

高エントロピー合金の微細組

織形成に及ぼす高速せん断および熱処理の

効果

渡辺博行、他
第 回超塑性研究会

（神奈川県相模原市）

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

糖脱アセチル化酵素 の構造・機能

解析
森芳邦彦、大本貴士、他

第 回産総研・産技連 合同研究

発表会 （オンライン開催）

丸山 純、品川 勉、

渡辺 充、柏木行康、

丸山翔平、長岡 亨、他 （オンライン開催）

丸山 純、品川 勉、

渡辺 充、柏木行康、

丸山翔平、長岡 亨、他 （オンライン開催）

西﨑陽平、北口勝久、

齋藤 守、他
（オンライン開催）

由来アセチルキシランエス
テラーゼの構造決定と反応性評価

森芳邦彦、大本貴士、他
第 回日本蛋白質科学会年会

（オンライン開催）

酸化セルロースナノファイバー由来の

油水分離可能なハニカム多孔質カーボンモノ

リスの作製

丸山 純、他
第 回 シンポジウム

（オンライン開催）

西﨑陽平、他
年第 回応用物理学会秋季学術

講演会 （オンライン開催）

遺伝子改変による大腸菌燃料電池の出力改
善と細胞からメディエーターへの電子供与の
簡易評価

駒 大輔、大本貴士、他
化学工学会第 回秋季大会

（オンライン開催）

大腸菌によるグルコースからのヒドロキシチロソ

ールの発酵生産

駒 大輔、大橋博之、

山中勇人、森芳邦彦、

大本貴士、他

第 回日本生物工学会大会

（オンライン開催）

らせん状に規則配列した細孔を有する円柱状

炭素材料
丸山 純

モレキュラーキラリティシンポジウム

（オンライン開催）

活性点を付与した種々のナノ構造を

有する黒鉛質炭素材料の空気極触媒として

の特性

丸山 純、丸山翔平、他
第 回炭素材料学会年会

（オンライン開催）

第 回例会以降の現状（コロナ禍を過ごし

て）
野呂美智雄

関西金属表面処理若手研究者連絡会議

第 回総会および例会

（オンライン開催）

石炭原料の水処理用粒状活性炭の粒子表

面性状
福原知子

化学工学会関西大会

（オンライン開催）

丸山 純、他
環太平洋国際化学会議

（オンライン開催）

61 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名（（年年月月日日））

ポータブル・マイクロ流路システムを用いた冷
却塔水中のレジオネラの迅速 モニタリ
ング

齋藤 守、他
第 回建築物環境衛生管理全国大会

（東京都千代田区）

酢酸セルロース分解酵素の構造・機能解析 森芳邦彦、大本貴士、他
ＳＡＴテクノロジー・ショーケース ２０２２

（オンライン開催）
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62 

（Ｃ 著書・総説・解説・その他（ 件）

【理事長】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

二酸化炭素排出ゼロへの期待が高まる中で 小林哲彦 水素エネルギーシステム

ニューノーマルとカーボンニュートラル 小林哲彦

【加工成形研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

積層造形用高強度 合金粉末

の開発と造形物の特性
木村貴広、中本貴之、他 粉体および粉末冶金

金属積層造形 法の電極製作への適用と

これによる高能率放電加工

柳田大祐、中本貴之、

内田壮平、渡邊幸司、

南 久

型技術

多層樹脂フィルムを用いて作製した シ

ートのプレス成形

奥村俊彦、四宮徳章、

白川信彦
型技術

金属系 プリンターを活用した公設試の取組

み 全国の状況をまとめて

中本貴之、木村貴広、

三木隆生、南 久
スマートプロセス学会誌

レーザクラッディング法の基礎知識～これだけ

は知っておきたいレーザクラッディングの原理

と応用～

山口拓人 溶接ニュース

非モルテンプール型レーザクラッディングによ

る超耐熱玉軸受 ボールベアリング の開発
山口拓人、他 レーザ加工学会誌

高周波誘導による局所加熱を利用した高速温

間絞り工法の開発
四宮徳章、他 金属

【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

関西支部 初のオンラインイベント「

勉強会～いまさら聞けない加工の基本～」
柴田顕弘 鋳造工学

β型チタン合金のトライボロジーに視点をおい

た熱処理技術の開発
道山泰宏 チタン

極細糸はんだの製造歩留まりの向上 濱田真行 成果集

【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

腐食生成物の環境依存性に着目した維持管

理
左藤眞市、他 コンクリート工学
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（Ｃ 著書・総説・解説・その他（ 件）

【理事長】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

二酸化炭素排出ゼロへの期待が高まる中で 小林哲彦 水素エネルギーシステム

ニューノーマルとカーボンニュートラル 小林哲彦

【加工成形研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

積層造形用高強度 合金粉末

の開発と造形物の特性
木村貴広、中本貴之、他 粉体および粉末冶金

金属積層造形 法の電極製作への適用と

これによる高能率放電加工

柳田大祐、中本貴之、

内田壮平、渡邊幸司、

南 久

型技術

多層樹脂フィルムを用いて作製した シ

ートのプレス成形

奥村俊彦、四宮徳章、

白川信彦
型技術

金属系 プリンターを活用した公設試の取組

み 全国の状況をまとめて

中本貴之、木村貴広、

三木隆生、南 久
スマートプロセス学会誌

レーザクラッディング法の基礎知識～これだけ

は知っておきたいレーザクラッディングの原理

と応用～

山口拓人 溶接ニュース

非モルテンプール型レーザクラッディングによ

る超耐熱玉軸受 ボールベアリング の開発
山口拓人、他 レーザ加工学会誌

高周波誘導による局所加熱を利用した高速温

間絞り工法の開発
四宮徳章、他 金属

【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

関西支部 初のオンラインイベント「

勉強会～いまさら聞けない加工の基本～」
柴田顕弘 鋳造工学

β型チタン合金のトライボロジーに視点をおい

た熱処理技術の開発
道山泰宏 チタン

極細糸はんだの製造歩留まりの向上 濱田真行 成果集

【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

腐食生成物の環境依存性に着目した維持管

理
左藤眞市、他 コンクリート工学
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

次世代リチウムイオン二次電池の創生に向け

た無機バインダの開発
斉藤 誠、他 近畿化学工業界

車載用電池の開発動向と粉体技術 斉藤 誠、他 粉体技術

金属の腐食防食の臨床医として、大阪産業技

術研究所
左藤眞市 コンクリート工学

【電子・機械システム研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

と を用いた構造物内部の音源探査

手法
喜多俊輔、他

振動談話会第 回記念大会記念誌

技術による デバイスの開発 村上修一、櫻井芳昭
センサイト

【製品信頼性研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

めっきと印刷によるメタマテリアル反射

透過制御素子
伊藤盛通 表面技術

音を見る 「身近になりはじめた、音の可

視化技術」
袖岡孝好、片桐真子

大阪府技術協会 事務局通信

【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

光スイッチ型海洋生分解性プラスチック開発

の取り組み
増井昭彦、他 マテリアルステージ

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

道志 智、前田和紀、他

太径フィラメント糸の引張り特性の速度依存性 堀口結以、西村正樹 繊維加工技術の歩み

報告記 日本繊維学会第 回年次大会

「産業用繊維資材および不織布」
堀口結以

繊維機械学会誌「せんい」

超薄銀フレークを用いた銀ペーストの印刷とフ

レキシブル配線への応用

前田和紀、宇野真由美、

柏木行康

導電性材料の設計 導電性制御および

最新応用展開 第 章 第 節

（技術情報協会）
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

においセンサアレイの活用事例 喜多幸司
センサイト

消臭試験の種類と概要・おおまかなコストと

は？
喜多幸司

におい分析評価・対策事例と頻出Ｑ＆Ａ

集 第 章 情報機構

高分子クレーズに対する界面自由エネルギー

の寄与と応用
堀口結以 繊維学会誌

テラヘルツ分光による非破壊分析 日置亜也子 科学と工業

【統合型研究開発チーム】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

宇野真由美

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

フロー法を用いたフラーレン誘導体の合成 岩井利之、伊藤貴敏
フローマイクロ合成の最新動向 （シ

ーエムシー出版）

靭性に優れた高耐熱ビスマレイミド樹脂の開

発と応用
大塚恵子

封止・バリア・シーリングに関する材料、

成形製膜、応用の最新技術 （技術

情報協会）

靭性に優れたビスマレイミド樹脂の開発とパワ

ー半導体実装材料への応用
大塚恵子 機能材料

有機合成への 利用：最近のトレンド 隅野修平、他
触媒（ ）

隅野修平、他

米川盛生、他

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

エレクトロスプレーイオン化質量分析による溶

液中の有機金属錯体のエナンチオ選択的配

位子交換平衡反応評価

靜間基博、佐藤博文、他

様々な液体をゲル化する界面活性剤型低分

子ゲル化剤の開発
東海直治、懸橋理枝 科学と工業
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

においセンサアレイの活用事例 喜多幸司
センサイト

消臭試験の種類と概要・おおまかなコストと

は？
喜多幸司

におい分析評価・対策事例と頻出Ｑ＆Ａ

集 第 章 情報機構

高分子クレーズに対する界面自由エネルギー

の寄与と応用
堀口結以 繊維学会誌

テラヘルツ分光による非破壊分析 日置亜也子 科学と工業

【統合型研究開発チーム】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

宇野真由美

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

フロー法を用いたフラーレン誘導体の合成 岩井利之、伊藤貴敏
フローマイクロ合成の最新動向 （シ

ーエムシー出版）

靭性に優れた高耐熱ビスマレイミド樹脂の開

発と応用
大塚恵子

封止・バリア・シーリングに関する材料、

成形製膜、応用の最新技術 （技術

情報協会）

靭性に優れたビスマレイミド樹脂の開発とパワ

ー半導体実装材料への応用
大塚恵子 機能材料

有機合成への 利用：最近のトレンド 隅野修平、他
触媒（ ）

隅野修平、他

米川盛生、他

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

エレクトロスプレーイオン化質量分析による溶

液中の有機金属錯体のエナンチオ選択的配

位子交換平衡反応評価

靜間基博、佐藤博文、他

様々な液体をゲル化する界面活性剤型低分

子ゲル化剤の開発
東海直治、懸橋理枝 科学と工業
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

分子集合体を鋳型としたキラルな金ナノ構造

体の合成および形態制御
中川 充

東京理科大学坊っちゃん講座第 回石けんか

らはじまるナノテクノロジー

～私の研究の脱線と発展～

中川 充 理数教育フォーラム

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

学位論文紹介 ヘテロ原子置換型炭素材料

の電子状態とインターカレーションの関連研究
石川弘通 炭素材料学会誌

ニードル式ディスペンサを活用した極少量導

電インクのプリンテッドエレクトロニクス
柏木行康 科学と工業

超薄銀フレークを用いた銀ペーストの印刷とフ

レキシブル配線への応用

柏木行康、宇野真由美、

他

導電性材料の設計、導電性制御および

最新応用展開 （技術情報協会）

銅 スズめっき三次元構造体の形成とリチウム

二次電池負極特性
小林靖之

めっき技術の最新動向

（シーエムシー出版）

プラズマ表面改質によるフッ素樹脂と銅の直

接接着
小林靖之、池田慎吾 表面技術

—

品川 勉、他

ジントル相 系熱電変換材料の高性能

化と課題
谷 淳一 ニューセラミックスレター

リアルタイム 法による架橋反応追跡 御田村紘志 硬化剤・架橋剤 （技術情報協会）

発光性ハイブリッドコーティング 渡瀬星児
機能性コーティングの最新動向 （シ

ーエムシー出版）

フレキシブル基板の表面修飾技術と無電解め

っき技術：高分子／金属界面の微細構造制

御

玉井聡行 表面技術

【物質・材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

摩擦攪拌処理による軽金属の組織微細化お

よび複合材料創製
木元慶久 科学と工業

樹脂硬化過程中の体積変化率と応力の連続

測定
平野 寛

重合開始剤、硬化剤 架橋剤の選び方、

使い方とその事例 （技術情報協

会）
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

セッション報告 射出成形 山田浩二 成形加工

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

公設試験研究機関で働き始めて思うこと 大橋博之 生産と技術
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題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

セッション報告 射出成形 山田浩二 成形加工

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 掲掲載載誌誌名名

公設試験研究機関で働き始めて思うこと 大橋博之 生産と技術
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（Ｄ）講演・講習会・セミナー等（ 件）

【役員】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

びわ湖せっけんエコクリーンの開発

～石けんと合成洗剤の違い～
小野大助

地域デビューリーダー講座

（滋賀県近江八幡市）（ ）

【加工成形研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

フィルムの成形加工とその評価 奥村俊彦
関西ゴム技術研修所見学会

（和泉市）（ ）

レーザ加工入門編

～レーザによる切断・溶接・表面改質～
山口拓人

ものづくりセミナー

（八尾市）（ ）

金属 プリンティングの特徴と研究開発動向

について
中本貴之

ナノインク懇話会 第 回例会

（オンライン開催）（ ）

造形技術イノベーションセンターの紹介 中本貴之

西部金属熱処理工業協同組合

令和 年度 第 回技術講習会

（和泉市）（ ）

金属 プリンタの特徴と 造形技術イノベー

ションセンターの紹介
中本貴之

技術セミナー Mobio Café

（オンライン開催）（ ）

金属粉末積層造形技術の概論と応用展開 中本貴之
日本機械学会 関西支部 第 回

講習会（オンライン開催）（ ）

溶接技術 山口拓人
東大阪市モノづくり開発研究会

（東大阪市）（ ）

アーク溶接 田中慶吾
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

レーザ溶接 山口拓人
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

射出成形金型と製品設計の基礎 吉川忠作
令和 年度プラスチックスクール

（大阪市）（ ）

金属積層造形 電極による放電加工

柳田大祐、南 久、

中本貴之、渡邊幸司、

木村貴広、四宮徳章

技術セミナー プロジェクト研究

報告会

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）

深層学習による切削工具摩耗判定システムの

開発

安木誠一、金岡祐介、

宮島 健

技術セミナー プロジェクト研究

報告会

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）

５軸加工事例と高精度加工のポイント 川村 誠
技術セミナー

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）
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【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

金属破断面解析への人工知能の活用に向けた

取り組み

濱田真行、喜多俊輔、

平田智丈、他

技術セミナー・ビジネスマッチング

ブログ第 回勉強会

（オンライン開催）（ ）

熱処理 岩岡秀明、他

日本アルミニウム協会アルミニウム産業

中核人材育成講座

（オンライン開催）（ ）

鋼の熱処理

～組織と特性～
横山雄二郎

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

軽金属 柴田顕弘

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

金属の破壊とその対策 平田智丈

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（オンライン開催）（ ）

レーザを利用したプラスチック容器内で実現可

能な超高速浸炭技術

平田智丈、山口拓人、

横山雄二郎、星野英光

西部金属熱処理工業協同組合

令和 年度 第 回技術講習会

（和泉市）（ ）

写真を活用した 技術の開発

～破断面解析への応用～
濱田真行

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

和泉センターの電子顕微鏡と新規導

の紹介
平田智丈

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

金属破断面解析の高度化に向けた取り組み

～深層学習や画像処理技術を活用した解析

技術の開発～

濱田真行
産業技術セミナー

（堺市）（ ）

金属の破壊とその対策 平田智丈

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（オンライン開催）（ ）

はんだ付 濱田真行
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

摩擦攪拌接合 田中 努
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

和泉センターの金属系分析機器と新規材料組

織評価装置の紹介
平田智丈

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

とそれのリモート装置使用 平田智丈、田中 努
技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

アルミ鋳造の基礎および先端技術紹介 柴田顕弘
品質で差別化を図るセミナー

（オンライン開催）（ ）

金属 用高機能銅合金の開発
内田壮平、木村貴広、

中本貴之、岡本 明

技術セミナー プロジェクト研究

報告会

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）
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【金属材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

金属破断面解析への人工知能の活用に向けた

取り組み

濱田真行、喜多俊輔、

平田智丈、他

技術セミナー・ビジネスマッチング

ブログ第 回勉強会

（オンライン開催）（ ）

熱処理 岩岡秀明、他

日本アルミニウム協会アルミニウム産業

中核人材育成講座

（オンライン開催）（ ）

鋼の熱処理

～組織と特性～
横山雄二郎

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

軽金属 柴田顕弘

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

金属の破壊とその対策 平田智丈

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（オンライン開催）（ ）

レーザを利用したプラスチック容器内で実現可

能な超高速浸炭技術

平田智丈、山口拓人、

横山雄二郎、星野英光

西部金属熱処理工業協同組合

令和 年度 第 回技術講習会

（和泉市）（ ）

写真を活用した 技術の開発

～破断面解析への応用～
濱田真行

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

和泉センターの電子顕微鏡と新規導

の紹介
平田智丈

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

金属破断面解析の高度化に向けた取り組み

～深層学習や画像処理技術を活用した解析

技術の開発～

濱田真行
産業技術セミナー

（堺市）（ ）

金属の破壊とその対策 平田智丈

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（オンライン開催）（ ）

はんだ付 濱田真行
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

摩擦攪拌接合 田中 努
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

和泉センターの金属系分析機器と新規材料組

織評価装置の紹介
平田智丈

技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

とそれのリモート装置使用 平田智丈、田中 努
技術セミナー 補助事業

（オンライン開催）（ ）

アルミ鋳造の基礎および先端技術紹介 柴田顕弘
品質で差別化を図るセミナー

（オンライン開催）（ ）

金属 用高機能銅合金の開発
内田壮平、木村貴広、

中本貴之、岡本 明

技術セミナー プロジェクト研究

報告会

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）
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【金属表面処理研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

次世代型リチウムイオン二次電池に向けた材料

開発
斉藤 誠

技術セミナー

（大阪市）（ ）

鋼の表面処理 小畠淳平

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

鉄鋼の品質管理 小畠淳平
今宮工科高校依頼講演

（和泉市）（ ）

ドライコーティング技術の基礎と応用 小畠淳平
生産技術研究会第 回研究会

（和泉市）（ ）

ドライコーティング技術 小畠淳平
日本鋳造工学会関西支部 勉強

会（和泉市）（ ）

ろう付 岡本 明
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

【電子・機械システム研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

社会到来に向けて

～ （微小電気機械システム）とセンサ・環

境発電～

村上修一
ものづくりセミナー

（八尾市）（ ）

圧力ゲージを対象とした異常検知までの事例紹

介

喜多俊輔、朴 忠植、

木下敏夫

技術セミナー・ビジネスマッチング

ブログ第 回勉強会

（オンライン開催）（ ）

圧力ゲージを対象とした異常検知までの事例紹

介

を利用した異常検知・故障予測・原

因解析のご紹介

朴 忠植、喜多俊輔、

木下敏夫

技術セミナー・ビジネスマッチング

ブログ第 回勉強会

（オンライン開催）（ ）

を用いたロボットシステム構築事例の紹介 宮島 健、赤井亮太
技術セミナー Mobio Café

（オンライン開催）（ ）

現場の自動化に向けたロボットシステム開発技

術

～大阪技術研における を活用した

システム開発事例の紹介～

赤井亮太、宮島 健
技術セミナー Mobio Café

（オンライン開催）（ ）

圧電材料の基礎と最新動向

～ 実現に向けて～
村上修一

応用物理学会関西支部 リフレッシュ

理科教室 現代テクノロジー講座

（京都市）（ ）

圧力ゲージを対象とした深層学習・機械学習に

よる異常検知の事例紹介

喜多俊輔、朴 忠植、

木下敏夫

技術セミナー プロジェクト研究

報告会

（和泉市、ハイブリッド開催）（ ）

【製品信頼性研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

技術開発支援センターにおける海外展開

支援
松本元一

年第 回海外展開支援セミナー

（大阪市）（ ）
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【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

脱炭素に不可欠な固体酸化物形燃料電池 山口真平
技術セミナー

（大阪市）（ ）

抗菌・抗ウイルス技術

～基礎から最新技術まで～
井川 聡

産業技術セミナー

（オンライン開催）（ ）

金属間化合物とセラミックス 垣辻 篤

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

ガス化と燃料電池を利用したバイオマスガス化

発電技術
山口真平

技術研修会

（オンライン開催）（ ）

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

においに関する基礎知識 喜多幸司、山下怜子
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

【技術サポートセンター】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

高等めっき講座で学ぶ第一歩

～めっきの基礎～
中出卓男

大阪高等めっき技術訓練校

人材養成講座（大阪市）（ ）

装飾用クロムめっき 中出卓男
大阪高等めっき技術訓練校

人材養成講座（大阪市）（ ）

めっき皮膜の物性評価 中出卓男
めっき技術中核人材育成講座

（福岡市）（ ）

覚えておきたい装飾めっき技術 中出卓男
めっき技術短期講習会

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～めっきの基礎 ～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～めっきの基礎 ～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～湿式めっき以外の表面処理、腐食の基礎～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

靭性に優れた高耐熱ビスマレイミド樹脂の材料

設計と応用
大塚恵子

高分子学会 ポリマーフロンティア

（オンライン開催）

熱硬化性プラスチックの種類と性質 木村 肇

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）
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【応用材料化学研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

脱炭素に不可欠な固体酸化物形燃料電池 山口真平
技術セミナー

（大阪市）（ ）

抗菌・抗ウイルス技術

～基礎から最新技術まで～
井川 聡

産業技術セミナー

（オンライン開催）（ ）

金属間化合物とセラミックス 垣辻 篤

東大阪市モノづくり開発研究会

金属中堅人材育成コース

（東大阪市）（ ）

ガス化と燃料電池を利用したバイオマスガス化

発電技術
山口真平

技術研修会

（オンライン開催）（ ）

【高分子機能材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

においに関する基礎知識 喜多幸司、山下怜子
産創館テクニカルセミナー

（大阪市）（ ）

【技術サポートセンター】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

高等めっき講座で学ぶ第一歩

～めっきの基礎～
中出卓男

大阪高等めっき技術訓練校

人材養成講座（大阪市）（ ）

装飾用クロムめっき 中出卓男
大阪高等めっき技術訓練校

人材養成講座（大阪市）（ ）

めっき皮膜の物性評価 中出卓男
めっき技術中核人材育成講座

（福岡市）（ ）

覚えておきたい装飾めっき技術 中出卓男
めっき技術短期講習会

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～めっきの基礎 ～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～めっきの基礎 ～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

『表面処理技術』

～湿式めっき以外の表面処理、腐食の基礎～
中出卓男

大阪府工業技術大学講座

（大阪市）（ ）

【有機材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

靭性に優れた高耐熱ビスマレイミド樹脂の材料

設計と応用
大塚恵子

高分子学会 ポリマーフロンティア

（オンライン開催）

熱硬化性プラスチックの種類と性質 木村 肇

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

71 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

熱硬化性プラスチックの成形 木村 肇

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

橋かけ構造の導入による樹脂の耐熱性向上 木村 肇
日本化学会秋季事業第 回 化学

フェスタ （オンライン開催）

ベンゾオキサジン樹脂を用いた高性能熱硬化

性樹脂
木村 肇

技術情報協会セミナー（オンライン開催）

有機分析の種類と概要 高尾優子
初心者のための有機分析実習セミナー

（大阪市）

二酸化炭素とグリセロールからの機能性材料へ

の変換

三原正稔、中尾秀一、

中井猛夫

新機能性材料展 東京都江東

区

衝撃に強く耐熱性にも優れたポリロタキサン変

性材料
大塚恵子

新機能性材料展 東京都江東

区

カリックスアレーン構造を利用した高機能性の

熱硬化性樹脂開発
米川盛生

第 回分析展と講演・技術発表会（大

阪市）

衝撃に強く耐熱性にも優れたポリロタキサン変

性材料
大塚恵子

第 回グリーンナノフォーラム（オンライ

ン開催）

【生物・生活材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

皮膚細菌叢を制御する脂質および それを活用

した企業への製品化支援
永尾寿浩

第 回産総研・産技連 合同研

究発表会（オンライン開催）

石けんからはじまるナノテクノロジー

～私の研究の脱線と発展～
中川 充

年度 東京理科大学公開講座「坊

っちゃん講座」（オンライン開催）

植物成分を利用したタンパク質の架橋 山内朝夫
化粧品開発展 アカデミックフォーラム

（大阪市）

環状オリゴ糖の“分子認識”を基盤とするスマー

ト機能材料

川野真太郎、佐藤博文、

靜間基博
（横浜市）

可溶化の科学 懸橋理枝
フレッシュマンセミナー界面（オンライン

開催）

地独 大阪産業技術研究所森之宮センターの

紹介
永尾寿浩

産議連、食品・バイオ分科会における講

演会（オンライン開催）

分子の自己組織化を利用したナノ材料の合成

技術
中川 充

東京理科大学 工業化学キャリア形成論

（オンライン開催）

株 、「生姜乳酸菌発酵エキス」の

開発に成功
桐生高明、木曽太郎、他

アグリビジネス創出フェア 東京都

江東区

皮膚細菌叢を制御する脂肪酸とそれを活用し

た企業への製品化支援
永尾寿浩

油脂実践講座 （オンライン開

催）

71



72 

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

地独 大阪産業技術研究所 森之宮センター

食品・バイオ部門の研究紹介
永尾寿浩

関西地域企業・公設試と若手研究者／

学生の交流ワークショップ（オンライン開

催）

さまざまな液体をゲル化する界面活性剤型低分

子ゲル化剤・増粘剤
東海直治、懸橋理枝

第 回化粧品開発展 東京都江東

区

植物成分を利用したタンパク質の架橋 山内朝夫 化粧品開発展 東京都江東区

油脂加工に有用な脂質分解酵素反応系と分析

法の開発
渡辺 嘉

全国食品関係試験研究場所長会令和３

年度「優良研究・指導業績表彰」受賞記

念講演（オンライン開催）

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

硫化物系全固体電池に適したシリコン負極複

合体の開発と拘束圧依存性
山本真理

セミナー「硫化物系全固体電

池の基礎と最新の技術・開発動向」（オ

ンライン開催）

クロムフリー化成処理 小林靖之
大阪府鍍金工業組合高等めっき訓練校

（大阪市）

シート型硫化物系全固体電池の高エネルギー

密度化
山本真理

技術セミナー「カーボンニュートラ

ルに貢献する電池関連技術」（大阪市）

フレキシブル基板の無電解めっきにおける密着

性向上：表面修飾による高分子／金属界面の

構造解制御

玉井聡行

高周波プリント配線板への回路形成めっ

き技術と密着性向上（技術情報協会）

（オンライン開催）

プラズマを用いたフッ素樹脂の表面改質とめっ

き・直接接着への展開
小林靖之

表面技術協会第 回講演大会（オン

ライン開催）

プラズマ表面改質技術によるフッ素樹脂と銅の

直接接着
小林靖之、池田慎吾

高分子学会 接着と塗装研究会

（オンライン開催）

大阪森之宮に先進電子材料評価センターを開

設

渡瀬星児、品川 勉、

渡辺 充

第４回５ 通信展（千葉市）

次世代高周波基板向けプラズマ表面改質によ

る接着剤・前処理フリーダイレクト接着技術

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
通信展（千葉市）

初心者から現場作業者のための基礎力養成講

座 覚えておきたい防食めっき技術
小林靖之

大阪府鍍金工業組合めっき技術短期講

習会（大阪市）

フッ素樹脂へのめっき 小林靖之

表面技術協会秋季セミナー「難処理材

へのめっき技術」（オンライン開催）

めっき皮膜の固体機器分析 小林靖之
大阪府鍍金工業組合高等めっき訓練校

（大阪市）

マグネシウム系熱電変換材料の高性能化と製

造プロセスの開発
谷 淳一

グリーン・イノベーション研究成果企業化

促進フォーラム（大阪市）

を見据えたフッ素樹脂と金属の直接接着技

術
小林靖之

コンバーテックテクノロジー総合展 東京

都江東区
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

地独 大阪産業技術研究所 森之宮センター

食品・バイオ部門の研究紹介
永尾寿浩

関西地域企業・公設試と若手研究者／

学生の交流ワークショップ（オンライン開

催）

さまざまな液体をゲル化する界面活性剤型低分

子ゲル化剤・増粘剤
東海直治、懸橋理枝

第 回化粧品開発展 東京都江東

区

植物成分を利用したタンパク質の架橋 山内朝夫 化粧品開発展 東京都江東区

油脂加工に有用な脂質分解酵素反応系と分析

法の開発
渡辺 嘉

全国食品関係試験研究場所長会令和３

年度「優良研究・指導業績表彰」受賞記

念講演（オンライン開催）

【電子材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

硫化物系全固体電池に適したシリコン負極複

合体の開発と拘束圧依存性
山本真理

セミナー「硫化物系全固体電

池の基礎と最新の技術・開発動向」（オ

ンライン開催）

クロムフリー化成処理 小林靖之
大阪府鍍金工業組合高等めっき訓練校

（大阪市）

シート型硫化物系全固体電池の高エネルギー

密度化
山本真理

技術セミナー「カーボンニュートラ

ルに貢献する電池関連技術」（大阪市）

フレキシブル基板の無電解めっきにおける密着

性向上：表面修飾による高分子／金属界面の

構造解制御

玉井聡行

高周波プリント配線板への回路形成めっ

き技術と密着性向上（技術情報協会）

（オンライン開催）

プラズマを用いたフッ素樹脂の表面改質とめっ

き・直接接着への展開
小林靖之

表面技術協会第 回講演大会（オン

ライン開催）

プラズマ表面改質技術によるフッ素樹脂と銅の

直接接着
小林靖之、池田慎吾

高分子学会 接着と塗装研究会

（オンライン開催）

大阪森之宮に先進電子材料評価センターを開

設

渡瀬星児、品川 勉、

渡辺 充

第４回５ 通信展（千葉市）

次世代高周波基板向けプラズマ表面改質によ

る接着剤・前処理フリーダイレクト接着技術

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大
通信展（千葉市）

初心者から現場作業者のための基礎力養成講

座 覚えておきたい防食めっき技術
小林靖之

大阪府鍍金工業組合めっき技術短期講

習会（大阪市）

フッ素樹脂へのめっき 小林靖之

表面技術協会秋季セミナー「難処理材

へのめっき技術」（オンライン開催）

めっき皮膜の固体機器分析 小林靖之
大阪府鍍金工業組合高等めっき訓練校

（大阪市）

マグネシウム系熱電変換材料の高性能化と製

造プロセスの開発
谷 淳一

グリーン・イノベーション研究成果企業化

促進フォーラム（大阪市）

を見据えたフッ素樹脂と金属の直接接着技

術
小林靖之

コンバーテックテクノロジー総合展 東京

都江東区
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

を見据えたフッ素樹脂と金属の直接接着技

術

小林靖之、池田慎吾、

中谷真大

新機能性材料展 東京都江東

区

未来を拓く高速通信や 関連の材料開発を

支援する先進電子材料評価センター
渡辺 充

新機能性材料展 （東京都江東区）

低誘電損失材料開発のための高周波誘電特

性評価システム
中村優志、渡瀬星児

第 回 高分子 関西 交流会（オ

ンライン開催）

フレキシブル基板の表面修飾とその無電解めっ

きへの応用：高分子／金属界面のナノ構造制

御

玉井聡行
第 回プラスチック技術講演会（大阪

市）

めっきによる繊維表面のメタライズ技術 小林靖之

第 回先端繊維素材研究委員会

（ ）公開ミニシンポジウム―スマート

テキスタイルを支える素材―（オンライン

開催）

【物質・材料研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

プラスチック初等講座 平野 寛
プラスチック材料基礎講座（東京都中央

区）

射出成形技術基礎講座 山田浩二
プラスチック基礎セミナー（東京都中央

区）

プラスチック －特性と成形加工－ 山田浩二
高分子の基礎と応用講座（オンライン開

催）

プラスチック材料（第１日目） 平野 寛
大阪府工業技術大学講座（大阪市）

樹脂ブレンド中でのカーボンナノチューブの局

在化現象と複合樹脂の特性
籠 恵太郎

第 回プラスチック技術講演会（大阪

市）

プラスチック材料（第２日目） 平野 寛
大阪府工業技術大学講座（大阪市）

プラスチック材料（第３日目） 平野 寛
大阪府工業技術大学講座（大阪市）

熱可塑性プラスチック その種類とつくり方（重

合法）を中心に
山田浩二

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

熱可塑性プラスチック その形（高次構造）と

複合化を中心に
山田浩二

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

熱可塑性プラスチック その性質を中心に 山田浩二

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

熱可塑性プラスチックの成形 山田浩二

第 回プラスチックがわかる基礎講座と

成形加工・分析評価の体験実習講習会

（大阪市）

酸塩基有機触媒による構造制御したポリ乳酸の

精密合成と接着剤への応用
門多丈治

日本接着学会次世代接着材料研究会

PARTⅧ（オンライン開催）
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

射出成形技術基礎講座 山田浩二
プラスチック基礎セミナー（東京都中央

区）

プラスチック初等講座 平野 寛
プラスチック材料基礎講座（東京都中央

区）

環境対応プラスチックの現状と精密合成法によ

る新しいポリ乳酸
門多丈治

第 回プラスチック技術講演会（大阪

市）

サーマルマネジメント材料の開発
岡田哲周、門多丈治、

平野 寛

先端材料技術展 東京都江東

区

カーボンナノチューブを用いた導電性樹脂 籠 恵太郎
先端材料技術展 東京都江東

区

の達成に有用なオールバイオマス新素材

の創製

門多丈治、岡田哲周、

平野 寛

先端材料技術展 （東京都江東区）

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

次世代のモノづくりを変える画像センシング技術

と最新事例
齋藤 守 テクニカルセミナー（大阪市）

電池反応促進のための先進炭素材料 丸山 純
技術セミナー（オンライン開催）

丸山 純、他 （オンライン開催）

ヘルスケアを支援する画像センシング技術 齋藤 守、西﨑陽平
（横浜市）

めっき試験法 野呂美智雄
第 期大阪高等めっき技術訓練校（大

阪市）

硬さ試験 野呂美智雄
第 期大阪高等めっき技術訓練校（大

阪市）

自己吸収測定方法に関する検証 北口勝久
第 回光放射計測研究会（オンライン開

催）

大阪産業技術研究所における光・画像計測の

実応用事例紹介と基盤研究紹介
西﨑陽平

大阪大学情報科学研究科情報数理学

専攻（吹田市）

【企画部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

中小企業・スタートアップと公的研究機関の間

における共同研究契約について～公的研究機

関の活用で更なる飛躍を！～

島田雅之 Café(東大阪市
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題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

射出成形技術基礎講座 山田浩二
プラスチック基礎セミナー（東京都中央

区）

プラスチック初等講座 平野 寛
プラスチック材料基礎講座（東京都中央

区）

環境対応プラスチックの現状と精密合成法によ

る新しいポリ乳酸
門多丈治

第 回プラスチック技術講演会（大阪

市）

サーマルマネジメント材料の開発
岡田哲周、門多丈治、

平野 寛

先端材料技術展 東京都江東

区

カーボンナノチューブを用いた導電性樹脂 籠 恵太郎
先端材料技術展 東京都江東

区

の達成に有用なオールバイオマス新素材

の創製

門多丈治、岡田哲周、

平野 寛

先端材料技術展 （東京都江東区）

【環境技術研究部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

次世代のモノづくりを変える画像センシング技術

と最新事例
齋藤 守 テクニカルセミナー（大阪市）

電池反応促進のための先進炭素材料 丸山 純
技術セミナー（オンライン開催）

丸山 純、他 （オンライン開催）

ヘルスケアを支援する画像センシング技術 齋藤 守、西﨑陽平
（横浜市）

めっき試験法 野呂美智雄
第 期大阪高等めっき技術訓練校（大

阪市）

硬さ試験 野呂美智雄
第 期大阪高等めっき技術訓練校（大

阪市）

自己吸収測定方法に関する検証 北口勝久
第 回光放射計測研究会（オンライン開

催）

大阪産業技術研究所における光・画像計測の

実応用事例紹介と基盤研究紹介
西﨑陽平

大阪大学情報科学研究科情報数理学

専攻（吹田市）

【企画部】（ 件）

題題目目 発発表表者者名名 発発表表会会名名 年年月月日日

中小企業・スタートアップと公的研究機関の間

における共同研究契約について～公的研究機

関の活用で更なる飛躍を！～

島田雅之 Café(東大阪市

75 

（Ｅ 研究発表会（ 件）
産業技術支援フェア ものづくり×「いのちを救う」 詳細は 章ｐ

～ （オンライン開催） パネル展示

【 環境 】

【 エネルギー 】

番番号号 発発表表題題目目 主主発発表表者者

断面加工で全固体電池内部を観察 電子材料研究部 加藤敦隆

脱炭素を目指したバイオマスのガス化発電 応用化学材料研究部 山口真平

有機薄膜太陽電池用材料の効率製造 有機材料研究部 伊藤貴敏

積層造形の製造性を考慮した最適設計 加工成形研究部 三木隆生

セラミックス・金属表面のナノ構造修飾 電子材料研究部 品川 勉

高温の一酸化炭素にも毒されない新合金 金属材料研究部 横山雄二郎

鋳ぐるみ材の高耐摩耗・長寿命化を目指して 金属材料研究部 柴田顕弘

勘の数値化による粉体製造の省エネルギー化 応用化学材料研究部 陶山 剛

人の動きをロボットで容易に再現 電子・機械システム研究部 宮島 健

【 くらし 】

番番号号 発発表表題題目目 主主発発表表者者

糖カルボン酸のバイオ技術による新規合成法 生物・生活材料研究部 桐生高明

生体内分解性を有する金属基複合材料 物質・材料研究部 渡辺博行

複雑な構造を持つ金属ナノ材料を作製 生物・生活材料研究部 中川 充

非球状ポリイミド微粒子を簡便に調製 高分子機能材料研究部 中橋明子

テラヘルツ光で次世代材料の特性を解明 高分子機能材料研究部 日置亜也子

波面センサ×ＡＩで高速波面計測 環境技術研究部 西﨑陽平

高精度 Ｄスキャナによる製品検査 加工成形研究部 川村 誠

車いす上の日常生活の活動評価で介護を支援 製品信頼性研究部 袖岡孝好

番番号号 発発表表題題目目 主主発発表表者者

廃棄羊毛の液化とその有効利用 環境技術研究部 吉村由利香

バイオ技術で環境低負荷ポリフェノール生産 環境技術研究部 駒 大輔

導電糸で静電気対策の省電力化を実現 製品信頼性研究部 平井 学

ナノ粒子製造時の貴金属の大幅削減に成功 金属表面処理研究部 西村 崇

樹脂硬化時の収縮挙動を簡便に連続測定 物質・材料研究部 平野 寛

低温プラズマでステンレス鋼皮膜を長寿命化 金属表面処理研究部 足立振一郎

空中超音波センサの高密度アレイ化を実現 電子・機械システム研究部 田中恒久
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（（８８））受受賞賞等等

優れた研究や実績に対して、 件の賞を受けた。

受受賞賞名名 授授与与機機関関 受受賞賞日日 受受賞賞者者 受受賞賞対対象象テテーーママ 内内容容

工業技術賞
一般社団法人

大阪工研協会
環境技術研究部 丸山翔平

蓄電池の高速充放電性能向上

のための簡便な充放電分布観

察手法を開発した

工業技術賞
一般社団法人

大阪工研協会
有機材料研究部 米川盛生

カリックスアレーン構造を利用し

た高機能性の熱硬化性樹脂を

開発した

溶接物理・技術

奨励賞

一般社団法人

溶接学会 溶接

法研究委員会

加工成形研究部 田中慶吾
ティグ溶接における電極近傍の

発光領域と電極消耗の関係

ヤングフェロー賞
公益社団法人

日本油化学会

生物・生活材料

研究部
川野真太郎

研究の独創性・新規性を重視

して優秀と認められた 歳未

満の若手研究者の発表に対し

て授与された

賞

公益社団法人

日本油化学会

生物・生活材料

研究部
川野真太郎

この年会の全ての英語による一

般口頭発表の内、国際発信力

があり優秀と認められた

素形材産業技術

賞奨励賞

一般財団法人

素形材センター

加工成形研究部

経営企画監

四宮徳章

白川信彦

局所加熱コイルによる高周波誘

導加熱を利用した高速温間絞

り工法の開発

ネットワークポリ

マー功労賞

合成樹脂工業

協会
企画部 松本明博

ネットワークポリマー論文集の

企画・編集、投稿、査読、及び

講演討論会での発表、座長等

を通じて、ネットワークポリマー

の発展に貢献した

優秀論⽂賞
電気材料技術

懇談会

電子・機械システム

研究部

製品信頼性研究部

村上修一

佐藤和郎

金岡祐介

津田和城

圧電型振動発電デバイスの応

用

第 回分析技

術共同研究 認

定証

産業技術連携

推進会議知的

基盤部会分析

分科会

生物・生活材料

研究部
懸橋理枝

共通試料分析（カーボンブラッ

クＡおよびカーボンブラックＢ）

において分析結果が良好であ

ったことに対して認定された

優秀

論文賞

スマートプロセス

学会
金属材料研究部 濱田真行 合金の高温変形挙動

優良研究・指導

業績表彰

全国食品関係

試験研究場所

長会

生物・生活材料

研究部
渡辺 嘉

油脂加工に有用な脂質分解酵

素反応系と分析法を開発した
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（（８８））受受賞賞等等

優れた研究や実績に対して、 件の賞を受けた。

受受賞賞名名 授授与与機機関関 受受賞賞日日 受受賞賞者者 受受賞賞対対象象テテーーママ 内内容容

工業技術賞
一般社団法人

大阪工研協会
環境技術研究部 丸山翔平

蓄電池の高速充放電性能向上

のための簡便な充放電分布観

察手法を開発した

工業技術賞
一般社団法人

大阪工研協会
有機材料研究部 米川盛生

カリックスアレーン構造を利用し

た高機能性の熱硬化性樹脂を

開発した

溶接物理・技術

奨励賞

一般社団法人

溶接学会 溶接

法研究委員会

加工成形研究部 田中慶吾
ティグ溶接における電極近傍の

発光領域と電極消耗の関係

ヤングフェロー賞
公益社団法人

日本油化学会

生物・生活材料

研究部
川野真太郎

研究の独創性・新規性を重視

して優秀と認められた 歳未

満の若手研究者の発表に対し

て授与された

賞

公益社団法人

日本油化学会

生物・生活材料

研究部
川野真太郎

この年会の全ての英語による一

般口頭発表の内、国際発信力

があり優秀と認められた

素形材産業技術

賞奨励賞

一般財団法人

素形材センター

加工成形研究部

経営企画監

四宮徳章

白川信彦

局所加熱コイルによる高周波誘

導加熱を利用した高速温間絞

り工法の開発

ネットワークポリ

マー功労賞

合成樹脂工業

協会
企画部 松本明博

ネットワークポリマー論文集の

企画・編集、投稿、査読、及び

講演討論会での発表、座長等

を通じて、ネットワークポリマー

の発展に貢献した

優秀論⽂賞
電気材料技術

懇談会

電子・機械システム

研究部

製品信頼性研究部

村上修一

佐藤和郎

金岡祐介

津田和城

圧電型振動発電デバイスの応

用

第 回分析技

術共同研究 認

定証

産業技術連携

推進会議知的

基盤部会分析

分科会

生物・生活材料

研究部
懸橋理枝

共通試料分析（カーボンブラッ

クＡおよびカーボンブラックＢ）

において分析結果が良好であ

ったことに対して認定された

優秀

論文賞

スマートプロセス

学会
金属材料研究部 濱田真行 合金の高温変形挙動

優良研究・指導

業績表彰

全国食品関係

試験研究場所

長会

生物・生活材料

研究部
渡辺 嘉

油脂加工に有用な脂質分解酵

素反応系と分析法を開発した

77 

４４ 技技術術支支援援業業務務

大阪技術研では、企業の技術課題を解決するために、研究業務等で得た成果・ノウハウをもとに技術相談、依頼試験、簡易受託研

究・受託研究、装置使用等による技術支援を行った。また、開放研究室・創業支援研究室制度を設け、企業の研究開発を支援した。

（（１１））技技術術相相談談

企業の技術開発や生産性向上を積極的に支援するため、企業から持ち込まれる技術課題に最適な専門家を選定し、迅速・的確な課

題解決を図っている。電話・メール・オンラインによる相談も受け付けている。令和３年度の件数は、次のとおりである。

担担当当部部
来来所所相相談談（（件件数数）） 電電話話

（（件件数数））

メメーールル

（（件件数数））

オオンンラライインン

（（件件数数））府府内内 他他府府県県

役員・管理監・経営企画本部

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

統合型研究開発チーム

企画部・総務部

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

物質・材料研究部

環境技術研究部

小計

合合計計
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（（２２））現現地地相相談談等等

企業からの要請に基づき、研究員が生産現場等に出向いて技術指導を行う現地相談、所外で行う一般相談のほか、企業の課題を研

究員につなぐ企業訪問を実施した。令和３年度の件数は、次のとおりである。

担担当当部部 件件数数 担担当当部部 件件数数

加工成形研究部 企画部・総務部

金属材料研究部 有機材料研究部

金属表面処理研究部 生物・生活材料研究部

電子・機械システム研究部 電子材料研究部

製品信頼性研究部 物質・材料研究部

応用材料化学研究部 環境技術研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

統合型研究開発チーム

合合計計

（（３３））依依頼頼試試験験

企業からの依頼により、材料、部品などの各種試験、分析、測定等を行うほか、特殊加工にも応じた。令和３年度の実績は次のと

おりである。

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））
府府内内 他他府府県県

顧客サービス部

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

物質・材料研究部

環境技術研究部

合合計計
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（（２２））現現地地相相談談等等

企業からの要請に基づき、研究員が生産現場等に出向いて技術指導を行う現地相談、所外で行う一般相談のほか、企業の課題を研

究員につなぐ企業訪問を実施した。令和３年度の件数は、次のとおりである。

担担当当部部 件件数数 担担当当部部 件件数数

加工成形研究部 企画部・総務部

金属材料研究部 有機材料研究部

金属表面処理研究部 生物・生活材料研究部

電子・機械システム研究部 電子材料研究部

製品信頼性研究部 物質・材料研究部

応用材料化学研究部 環境技術研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

統合型研究開発チーム

合合計計

（（３３））依依頼頼試試験験

企業からの依頼により、材料、部品などの各種試験、分析、測定等を行うほか、特殊加工にも応じた。令和３年度の実績は次のと

おりである。

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））
府府内内 他他府府県県

顧客サービス部

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

物質・材料研究部

環境技術研究部

合合計計
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（（４４））簡簡易易受受託託研研究究・・受受託託研研究究

通常の依頼試験では対応できない場合などに、簡易受託研究または受託研究制度により対応し、企業の技術課題解決を支援した。

令和３年度の実績は次のとおりである。

【 簡易受託研究 】

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））
府府内内 他他府府県県

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

統合型研究開発チーム

合合計計

【 受託研究 】

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））

内内、、受受託託研研究究員員をを受受入入れれたた
件件数数及及びび受受託託研研究究員員数数

府府内内 他他府府県県 件件数数 人人数数

有機材料研究部 （ ）

生物・生活材料研究部 （ ）

電子材料研究部 （ ）

物質・材料研究部 （ ）

環境技術研究部 （ ）

合合計計 （ ）

79



80 

（（５５））装装置置使使用用

大阪技術研が保有する機器・測定装置の内、使用方法が非常に複雑な一部の装置を除き、企業に使用していただいてい

る。令和３年度の実績は次のとおりである。 

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））
府府内内 他他府府県県

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

物質・材料研究部

環境技術研究部

合合計計

（（６６））施施設設使使用用

研修施設等を企業に使用していただいている。令和３年度の実績は次のとおりである。 

和和泉泉セセンンタターー 外外部部使使用用（（件件）） 森森之之宮宮セセンンタターー 外外部部使使用用（（件件））

ホール（定員 名） 大講堂（定員 名）

研修室 ～ （定員各 名） 小講堂（定員 名）

研修室 ～ （定員各 名） 会議室（定員 名）

談話室 ～ （定員各 名）

合合計計
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（（５５））装装置置使使用用

大阪技術研が保有する機器・測定装置の内、使用方法が非常に複雑な一部の装置を除き、企業に使用していただいてい

る。令和３年度の実績は次のとおりである。 

担担当当部部
依依頼頼企企業業のの所所在在地地

合合計計（（件件））
府府内内 他他府府県県

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

電子・機械システム研究部

製品信頼性研究部

応用材料化学研究部

高分子機能材料研究部

技術サポートセンター

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

物質・材料研究部

環境技術研究部

合合計計

（（６６））施施設設使使用用

研修施設等を企業に使用していただいている。令和３年度の実績は次のとおりである。 

和和泉泉セセンンタターー 外外部部使使用用（（件件）） 森森之之宮宮セセンンタターー 外外部部使使用用（（件件））

ホール（定員 名） 大講堂（定員 名）

研修室 ～ （定員各 名） 小講堂（定員 名）

研修室 ～ （定員各 名） 会議室（定員 名）

談話室 ～ （定員各 名）

合合計計
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（（７７））開開放放研研究究室室・・創創業業支支援援研研究究室室

研究所の諸機能を利用して、研究開発を目指す創業者や新製品開発を目指す研究開発型中小企業を対象とした支援を行っている。
また、連携協定に基づいた研究開発や企業支援の拠点として活用している。

室室 名名 場場 所所 室室面面積積㎡㎡ 使使用用企企業業数数

（（和和泉泉セセンンタターー））

開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階

開放研究室 新技術開発棟 階

開放研究室 新技術開発棟 階

開放研究室 新技術開発棟 階

開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  
開放研究室 新技術開発棟 階  

（（森森之之宮宮セセンンタターー））

第 開放研究室 研究本棟 階

第 開放研究室 研究別棟 （中間工業研究棟）

第 開放研究室 研究別棟 （中間工業研究棟）

第 創業支援研究室 研究本棟 階

第 創業支援研究室 研究本棟 階

第 創業支援研究室 研究本棟 階

第 創業支援研究室 研究本棟 階

第 創業支援研究室 研究本棟 階

第 創業支援研究室 研究本棟地階
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（（８８））公公募募型型共共同同開開発発事事業業

府内の企業等からテーマを公募し、相互に開発課題と経費を分担して、技術開発や製品開発を行う共同開発事業を下記のとおり

実施した。

題題 目目 期期 間間 共共同同開開発発事事業業者者

呼吸機能測定技術並びに訓練支援技術の開発
近畿電機株式会社
甲子化学工業株式会社

（（９９））技技術術評評価価

府内中小企業の振興・育成のために、大阪府商工労働部等が実施する優秀企業や優秀技術並びに優秀技術者等の顕彰事業において、
主に技術面での評価を行っている。令和３年度は、以下の顕彰事業に協力した。

評評価価事事業業 件件数数 担担当当部部（（件件数数））

文部科学大臣表彰（創意工夫功労者賞） 顧客サービス部（ ）

大阪府発明実施功労者表彰 研究管理主幹（ ）

大阪府発明功績者表彰
研究管理監（ ）、加工成形研究部（ ）、金属材料研究部（ ）、

電子・機械システム研究部（ ）、製品信頼性研究部（ ）

大阪府新技術開発功労者表彰 経営企画監（ ）、金属表面処理研究部（ ）

大阪府技術改善功労者表彰

マネージャー（部間調整）（ ）、経営企画部（ ）、業務推進部

（ ）、顧客サービス部（ ）、応用材料化学研究部（ ）、高分子機

能材料研究部（ ）、技術サポートセンター（ ）

合合 計計
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（（８８））公公募募型型共共同同開開発発事事業業

府内の企業等からテーマを公募し、相互に開発課題と経費を分担して、技術開発や製品開発を行う共同開発事業を下記のとおり

実施した。

題題 目目 期期 間間 共共同同開開発発事事業業者者

呼吸機能測定技術並びに訓練支援技術の開発
近畿電機株式会社
甲子化学工業株式会社

（（９９））技技術術評評価価

府内中小企業の振興・育成のために、大阪府商工労働部等が実施する優秀企業や優秀技術並びに優秀技術者等の顕彰事業において、
主に技術面での評価を行っている。令和３年度は、以下の顕彰事業に協力した。

評評価価事事業業 件件数数 担担当当部部（（件件数数））

文部科学大臣表彰（創意工夫功労者賞） 顧客サービス部（ ）

大阪府発明実施功労者表彰 研究管理主幹（ ）

大阪府発明功績者表彰
研究管理監（ ）、加工成形研究部（ ）、金属材料研究部（ ）、

電子・機械システム研究部（ ）、製品信頼性研究部（ ）

大阪府新技術開発功労者表彰 経営企画監（ ）、金属表面処理研究部（ ）

大阪府技術改善功労者表彰

マネージャー（部間調整）（ ）、経営企画部（ ）、業務推進部

（ ）、顧客サービス部（ ）、応用材料化学研究部（ ）、高分子機

能材料研究部（ ）、技術サポートセンター（ ）

合合 計計
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５５ 成成果果普普及及業業務務

大阪技術研で得られた研究成果や技術ノウハウの積極的な普及・技術移転を図るため、研究発表会、セミナー

および講習会を開催し技術普及に努めた。また、テクノレポート、企業支援成果事例集およびテクニカルシート

の発刊、展示会への出展等による情報発信を行った。さらには、オーダーメード研修、レディメード研修および

研修生の受入れ等による人材育成を行った。

（（１１））研研究究発発表表会会

産業技術支援フェア －ものづくり×「いのちを救う」－

様々な企業の方に、関西圏の公的研究機関のネットワークを知っていただく機会として、産総研、大阪技術研
をはじめとする関西圏の公設試が一堂に会する研究発表・講演会を実地および 開催によるハイブリッド形態
により開催した。

環境、エネルギー、くらしに関わるモノづくりにおいて、技術支援の視点から、「持続可能な開発目標 」
に示されている様々な社会課題の解決に展開できる技術について、参加者と共に考える場とした。

開催日：令和 年 月 日

会 場：ブリーゼプラザ（大阪市北区梅田 ブリーゼタワー 階・ 階）

＜＜講講演演会会＞＞ 会場から による同時配信も併せて実施

講講演演題題目目 所所属属機機関関 講講演演者者

新型コロナウイルスに対するワクチンの最新情報とポストコロナ時

代の 大阪・関西万博の意義
大阪大学大学院医学系研究科 森下竜一 氏

感染症の即日診断を可能とする次世代核酸検査機器の開発 産総研・阪大先端 永井秀典 氏

な技術でイノベーションを起こし“いのち”へコミット フクシマガリレイ株式会社 福島 豪 氏

サワラで煮干しを作っちゃいました
鳥取県産業技術センター

食品開発研究所
加藤 愛 氏

＜＜パパネネルル展展示示＞＞ による パネル展示も併せて実施（ パネル展示期間：令和 年 月 日～ 月 日）

環境分野 件、エネルギー分野 件、くらし分野 件、連携・機関紹介 件 合計 件

内、大阪技術研の展示 件 詳細は３章 に記載

出展機関： 国研 産業技術総合研究所、 地独 大阪産業技術研究所、福井県工業技術センター、

滋賀県工業技術総合センター、滋賀県東北部工業技術センター、京都府中小企業技術センター、

地独 京都市産業技術研究所、兵庫県立工業技術センター、奈良県産業振興総合センター、

和歌山県工業技術センター、 地独 鳥取県産業技術センター、徳島県立工業技術センター

主 催： 国研）産業技術総合研究所、 地独 大阪産業技術研究所、関西広域連合、 公財 大阪産業局、

公社 関西経済連合会、大阪商工会議所、 一社 関西経済同友会

後 援：経済産業省 近畿経済産業局、 国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 関西支部、

国研）科学技術振興機構、 独法 製品評価技術基盤機構、 独法 中小企業基盤整備機構 近畿本部

独法 工業所有権情報・研修館 近畿統括本部、 独法 日本貿易振興機構 大阪本部、

一財 日本規格協会、 公財 関西文化学術研究都市推進機構、 一財 大阪科学技術センター、

関西 プラットフォーム、 株 りそな銀行、 株 池田泉州銀行、大阪信用金庫 （順不同）
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（（２２））セセミミナナーー等等

大阪技術研で行われている各種事業を通じて得られる技術情報や、蓄積された基礎技術、ノウハウなどをセミ

ナー等の開催により成果普及を行った。令和３年度は、開催件数 件、参加人数は 名であった。

セセミミナナーー等等のの名名称称 開開催催場場所所 開開催催日日
参参加加
人人数数
（（人人））

共共催催・・連連携携・・協協力力機機関関

【ロボティクス・メカトロニクス講演会

】

地域交流ワークショップ「地域の課題への挑

戦」

オンライン開催

産業技術連携推進会議情報

通信・エレクトロニクス部会メカト

ロニクス分科会、

日本機械学会ロボティクス・メカ

トロニクス講演会 、

産業技術総合研究所

【産創館テクニカルセミナー】

次世代モノづくりを変える画像センシング技

術と最新事例

大阪産業創造館 大阪産業創造館

【 技術交流セミナー ビジネスマッチ

ングブログ第 回勉強会】

を活用した故障対策の初歩

－ を利用した異常検知・故障予

測・原因解析のご紹介－

オンライン開催

大阪府産業デザインセンター、

マスワークス合同会社、

大阪府技術協会

【 技術セミナー Café】

現場の自動化に向けたロボットシステム開

発技術

～大阪技術研における を活用

したシステム開発事例の紹介～

オンライン開催 ものづくりビジネスセンター大阪

【３ 造形技術イノベーションセンターオー

プン記念イベント】

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

【 技術セミナー】

カーボンニュートラルに貢献する電池関連

技術

～次世代蓄電池や燃料電池などの各種電

池用材料開発～

【ハイブリッド形式】

大阪産業創造館

オンライン開催

大阪産業創造館

【第 回グリーンナノフォーラム】

～ 創業、協業、新連携 スタートアップ ～

【ハイブリッド形式】

大阪産業創造館

オンライン開催

－

【 技術セミナー】

大阪府内中小企業のＳＤＧｓへの取組につ

いて

～「新型コロナウイルスの影響と企業経営に

関する調査」から～

【ハイブリッド形式】

エル・おおさか

オンライン開催

大阪府技術協会

【産創館テクニカルセミナー】

においに関する基礎知識
大阪産業創造館 大阪産業創造館

【 技術セミナー】

「身近になった音の可視化技術」
和泉センター －

【産業技術支援フェア 】

ものづくり×「いのちを救う」

【ハイブリッド形式】

ブリーゼプラザ

オンライン開催

産業技術総合研究所、

大阪産業局、

関西広域連合、

関西経済連合会、

大阪商工会議所、

関西経済同友会
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（（２２））セセミミナナーー等等

大阪技術研で行われている各種事業を通じて得られる技術情報や、蓄積された基礎技術、ノウハウなどをセミ

ナー等の開催により成果普及を行った。令和３年度は、開催件数 件、参加人数は 名であった。

セセミミナナーー等等のの名名称称 開開催催場場所所 開開催催日日
参参加加
人人数数
（（人人））

共共催催・・連連携携・・協協力力機機関関

【ロボティクス・メカトロニクス講演会

】

地域交流ワークショップ「地域の課題への挑

戦」

オンライン開催

産業技術連携推進会議情報

通信・エレクトロニクス部会メカト

ロニクス分科会、

日本機械学会ロボティクス・メカ

トロニクス講演会 、

産業技術総合研究所

【産創館テクニカルセミナー】

次世代モノづくりを変える画像センシング技

術と最新事例

大阪産業創造館 大阪産業創造館

【 技術交流セミナー ビジネスマッチ

ングブログ第 回勉強会】

を活用した故障対策の初歩

－ を利用した異常検知・故障予

測・原因解析のご紹介－

オンライン開催

大阪府産業デザインセンター、

マスワークス合同会社、

大阪府技術協会

【 技術セミナー Café】

現場の自動化に向けたロボットシステム開

発技術

～大阪技術研における を活用

したシステム開発事例の紹介～

オンライン開催 ものづくりビジネスセンター大阪

【３ 造形技術イノベーションセンターオー

プン記念イベント】

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

【 技術セミナー】

カーボンニュートラルに貢献する電池関連

技術

～次世代蓄電池や燃料電池などの各種電

池用材料開発～

【ハイブリッド形式】

大阪産業創造館

オンライン開催

大阪産業創造館

【第 回グリーンナノフォーラム】

～ 創業、協業、新連携 スタートアップ ～

【ハイブリッド形式】

大阪産業創造館

オンライン開催

－

【 技術セミナー】

大阪府内中小企業のＳＤＧｓへの取組につ

いて

～「新型コロナウイルスの影響と企業経営に

関する調査」から～

【ハイブリッド形式】

エル・おおさか

オンライン開催

大阪府技術協会

【産創館テクニカルセミナー】

においに関する基礎知識
大阪産業創造館 大阪産業創造館

【 技術セミナー】

「身近になった音の可視化技術」
和泉センター －

【産業技術支援フェア 】

ものづくり×「いのちを救う」

【ハイブリッド形式】

ブリーゼプラザ

オンライン開催

産業技術総合研究所、

大阪産業局、

関西広域連合、

関西経済連合会、

大阪商工会議所、

関西経済同友会
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セセミミナナーー等等のの名名称称 開開催催場場所所 開開催催日日
参参加加
人人数数
（（人人））

共共催催・・連連携携・・協協力力機機関関

【 技術セミナー 補助事業】

ミクロの世界を解く 観察技術セミナー
オンライン開催 －

【 技術セミナー Café】

金属 プリンタの特徴と 造形技術イノ

ベーションセンターの紹介

オンライン開催 ものづくりビジネスセンター大阪

【先進電子材料評価センター オープン記

念内覧会】
森之宮センター －

【 セミナー】中国・山東省における水

素・燃料電池関連産業の動向と日本企業

の進出可能性

オンライン開催
日本貿易振興機構大阪本部、

大阪府

【 技術セミナー 補助事業】

機械学習の基礎と実践

～ を利用したものづくりに向けて～

オンライン開催 －

【産創館テクニカルセミナー】

金属接合 － －

ものづくりを変える接合技術

大阪産業創造館 大阪産業創造館

【表面科学技術研究会 】

炭素材料の新展開

－表面で造る・表面を造る・表面を使う－

森之宮センター
表面技術協会関西支部、

日本表面真空学会関西支部

【 技術セミナー】

＜ノイズ対策のための＞接地・グランド・シー

ルド技術

オンライン開催

大阪府電磁波利用技術研究

会、

近畿 研究会

【 技術セミナー 補助事業】

ミクロの世界を解く 分析技術セミナー
オンライン開催 －

【 技術セミナー】

、蛍光 線分析の基礎と実演

～品質管理に有用な汎用分析機器の紹介

～

和泉センター －

【 技術セミナー】

第 回 材料測定技術ミニセミナー

レンズアンテナシステムによる誘電率と電波

吸収量の測定

オンライン開催 －

【 技術セミナー ビジネスマッチング

ブログ第 回勉強会】

事業者がホンネで語る！

サイト制作・運用・集客の基礎知識

オンライン開催 大阪府産業デザインセンター

【 技術セミナー】

第 回 材料測定技術ミニセミナー

空洞共振器摂動法によるマイクロ波帯にお

ける誘電率測定

オンライン開催 －

【第 回 グリーンナノフォーラム】

～ＤＸ・ＡＩ時代の現場、創発、ものづくり ～
オンライン開催 －

【 技術セミナー Café】

残留応力と測定方法の基礎知識

【ハイブリッド形式】

クリエイション・コア

東大阪

オンライン開催

ものづくりビジネスセンター大阪

【 技術セミナー プロジェクト研究報

告会】

金属積層造形 の活用状況調査と高度

化技術開発

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－
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セセミミナナーー等等のの名名称称 開開催催場場所所 開開催催日日
参参加加
人人数数
（（人人））

共共催催・・連連携携・・協協力力機機関関

【海外展開支援セミナー】

第 回 海外展開における知的財産の留

意点について

【ハイブリッド形式】

大阪工業大学梅

田キャンパス

オンライン開催

大阪工業大学

大阪信用金庫、

工業所有権情報・研修館近畿

統括本部、

日本貿易振興機構大阪本部

【 】

ものづくり人材育成セミナー

～公的機関を活用し、ものづくり人材を育

成しよう！！～

【ハイブリッド形式】

クリエイション・コア

東大阪

オンライン開催

東大阪市、

ものづくりビジネスセンター大阪、

大阪人材確保推進会議、

東大阪市産業創造勤労者支

援機構

【 技術セミナー】

プロジェクト研究報告会

ものづくりの現場で活かせる 技術とデー

タ収集事例の紹介

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

【海外展開支援セミナー】

第 回 技術流出、安全保障貿易管理に

ついて

【ハイブリッド形式】

大阪工業大学梅

田キャンパス

オンライン開催

大阪工業大学

大阪信用金庫、

工業所有権情報・研修館近畿

統括本部、

日本貿易振興機構大阪本部

【 技術セミナー】

「５軸」で実践 高精度・高品位加工

－ 金型加工用 を用いた プログラ

ム作成のポイント －

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

（（３３））技技術術講講習習会会

企業の新技術・新製品の開発あるいは生産管理、品質管理、環境保全に役立てるために、新規導入機器を中心

に技術講習会を行った。令和３年度は 件 回の講習会を開催し、延べ受講者 名に対して機器の利用技術

について講習と操作法について実習を行った。

講講習習会会のの名名称称 担担当当部部
開開催催
回回数数

延延べべ受受講講
者者数数（（名名））

傾斜型 線透視・ 装置 加工成形研究部

（オンライン接続） 金属材料研究部

リモート対応型ショットキー走査電子顕微鏡（ ） 金属材料研究部

金属材料の摩擦摩耗試験 金属材料研究部

多目的真空熱処理炉 金属材料研究部

鉄鋼材料の顕微鏡組織観察 金属材料研究部

波長分散型蛍光 線分析装置 金属表面処理研究部

ナノインデンターによる硬さ試験（室温） 金属表面処理研究部

めっきの基礎と製品トラブル事例の紹介 金属表面処理研究部

磁性材料入門 ～磁性の基礎と評価技術～ 電子・機械システム研究部

ものづくり工房 プリンタ装置 電子・機械システム研究部

マグネトロンスパッタ装置 電子・機械システム研究部

リモートコントロールによる計測の自動化 電子・機械システム研究部

製品の製造から流通過程で発生する微生物異物の解析・同定 応用材料化学研究部

レーザ回折・散乱式粒子径分布測定による粉末評価 応用材料化学研究部
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セセミミナナーー等等のの名名称称 開開催催場場所所 開開催催日日
参参加加
人人数数
（（人人））

共共催催・・連連携携・・協協力力機機関関

【海外展開支援セミナー】

第 回 海外展開における知的財産の留

意点について

【ハイブリッド形式】

大阪工業大学梅

田キャンパス

オンライン開催

大阪工業大学

大阪信用金庫、

工業所有権情報・研修館近畿

統括本部、

日本貿易振興機構大阪本部

【 】

ものづくり人材育成セミナー

～公的機関を活用し、ものづくり人材を育

成しよう！！～

【ハイブリッド形式】

クリエイション・コア

東大阪

オンライン開催

東大阪市、

ものづくりビジネスセンター大阪、

大阪人材確保推進会議、

東大阪市産業創造勤労者支

援機構

【 技術セミナー】

プロジェクト研究報告会

ものづくりの現場で活かせる 技術とデー

タ収集事例の紹介

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

【海外展開支援セミナー】

第 回 技術流出、安全保障貿易管理に

ついて

【ハイブリッド形式】

大阪工業大学梅

田キャンパス

オンライン開催

大阪工業大学

大阪信用金庫、

工業所有権情報・研修館近畿

統括本部、

日本貿易振興機構大阪本部

【 技術セミナー】

「５軸」で実践 高精度・高品位加工

－ 金型加工用 を用いた プログラ

ム作成のポイント －

【ハイブリッド形式】

和泉センター

オンライン開催

－

（（３３））技技術術講講習習会会

企業の新技術・新製品の開発あるいは生産管理、品質管理、環境保全に役立てるために、新規導入機器を中心

に技術講習会を行った。令和３年度は 件 回の講習会を開催し、延べ受講者 名に対して機器の利用技術

について講習と操作法について実習を行った。

講講習習会会のの名名称称 担担当当部部
開開催催
回回数数

延延べべ受受講講
者者数数（（名名））

傾斜型 線透視・ 装置 加工成形研究部

（オンライン接続） 金属材料研究部

リモート対応型ショットキー走査電子顕微鏡（ ） 金属材料研究部

金属材料の摩擦摩耗試験 金属材料研究部

多目的真空熱処理炉 金属材料研究部

鉄鋼材料の顕微鏡組織観察 金属材料研究部

波長分散型蛍光 線分析装置 金属表面処理研究部

ナノインデンターによる硬さ試験（室温） 金属表面処理研究部

めっきの基礎と製品トラブル事例の紹介 金属表面処理研究部

磁性材料入門 ～磁性の基礎と評価技術～ 電子・機械システム研究部

ものづくり工房 プリンタ装置 電子・機械システム研究部

マグネトロンスパッタ装置 電子・機械システム研究部

リモートコントロールによる計測の自動化 電子・機械システム研究部

製品の製造から流通過程で発生する微生物異物の解析・同定 応用材料化学研究部

レーザ回折・散乱式粒子径分布測定による粉末評価 応用材料化学研究部
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講講習習会会のの名名称称 担担当当部部
開開催催
回回数数

延延べべ受受講講
者者数数（（名名））

球面収差補正機能付走査透過電子顕微鏡 応用材料化学研究部

線回折測定装置を用いたセラミックス材料評価 応用材料化学研究部

消臭・脱臭・芳香性能試験 高分子機能材料研究部

におい識別装置（ガスセンサアレイ） 高分子機能材料研究部

腐食促進試験によるめっきの耐食性評価方法 技術サポートセンター

合合 計計

（（４４））ララボボツツアア－－

大阪技術研が保有する様々な分析装置や試験機を一同に紹介し、これらの機器の特徴をよく理解していただくため、専
門分野に特化したラボツアーを行った。令和３年度は下記のとおり 件のラボツアーを開催し、延べ受講者 名に対して
機器の利用技術について実演と見学を行った。

ララボボツツアアーーのの名名称称 担担当当部部
開開催催
回回数数

延延べべ受受講講
者者数数（（名名））

造形技術イノベーションセンター 見学会 加工成形研究部

金属の接合技術とその評価装置コース

加工成形研究部

金属材料研究部

金属表面処理研究部

腐食の基礎とさまざまな腐食試験

金属表面処理研究部

技術サポートセンター

経営企画本部

合合 計計

（（５５））テテククノノレレポポーートト

直近の研究成果、導入機器等から代表的なものを簡潔にまとめ、イラストや写真を使うことにより、技術者だ
けでなく、一般の方にも内容を理解していただけるよう工夫して編集を行い冊子にまとめた。令和３年度は 件
を掲載し、発刊を行った。

タタイイトトルル 担担当当部部

基板の高精度加工を実現！－機上放電ツルーイング－ 加工成形研究部

レーザメタルデポジションによる緻密な超硬合金の肉盛層の形成 加工成形研究部

電着樹脂含浸法を活用した の格子構造の実現 加工成形研究部

大気中でセラミックス表面を金属化 応用材料化学研究部

高性能熱電セラミックスの短時間合成に成功 電子材料研究部

金属材料と炭素繊維強化プラスチックの摩擦撹拌接合技術の確立 物質・材料研究部

分子配向緩和によるプラスチック製品の耐熱性向上 物質・材料研究部

金属材料における内部欠陥を考慮した疲労設計指針の構築 金属材料研究部

画像解析技術および分類方法を駆使した金属破断面解析の高度化 金属材料研究部

さらなる耐摩耗へ！超硬合金と鋳鉄溶湯の謎に迫る！ 金属材料研究部

コンクリート内の鉄筋腐食 金属表面処理研究部

オープンソースソフトウェアを使ったロボットシステムの構築 電子・機械システム研究部

緩衝と防振の両立を目指した緩衝材の改良方法 製品信頼性研究部
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タタイイトトルル 担担当当部部

耐候性大型土のうのベルト部の耐久性を調査 高分子機能材料研究部

少数の異常データで学習する自動製品検査アルゴリズム 環境技術研究部

使用者に負担の少ない動的体幹矯正具の改良と身体接触圧の評価 製品信頼性研究部

照明の種類による色変化が少ない色材の開発 有機材料研究部

アミノ酸の右手型と左手型を素早く分別する新しい方法 生物・生活材料研究部

哺乳動物乳に含まれる脂質の特徴を分析 生物・生活材料研究部

機能性素材３ ヒドロキシチロソールの発酵生産法 環境技術研究部

高い耐久性と優れた被成形性を持つ熱ナノインプリント用金属ガラス薄膜 金属表面処理研究部

水素化アモルファスカーボンを用いた光学干渉膜の作製 電子・機械システム研究部

高温強度に優れた 基金属間化合物の開発 応用材料化学研究部

水素製造のための低価格･高安定･高活性な触媒 応用材料化学研究部

楕円体状ポリイミド微粒子の簡便な調製 高分子機能材料研究部

硬い超耐熱樹脂の柔軟化に成功 有機材料研究部

太陽光を利用した有機薄膜太陽電池材料の合成 有機材料研究部

界面活性剤で作った鋳型による金ナノ粒子の形状制御 生物・生活材料研究部

極微量のカーボンナノチューブで樹脂に導電性を付与 物質・材料研究部

表面構造に着目して亜鉛空気電池の高性能正極を開発 環境技術研究部

次世代リチウムイオン二次電池負極材料に適した無機バインダの開発 金属表面処理研究部

スパッタ法による強磁性半導体薄膜の開発 電子・機械システム研究部

メタマテリアルの量産性向上と単位構造の小型化を達成 製品信頼性研究部

印刷による不織布への高精細電気配線の作製 高分子機能材料研究部

自在な形状で半導体デバイスを作る方法 電子材料研究部

全固体電池を構成する材料の断面を正しく観察する方法 電子材料研究部

シャルピー衝撃強度測定システム 加工成形研究部

分析機能付き走査電子顕微鏡 加工成形研究部

テスト・レシーバ 製品信頼性研究部

高調波／フリッカ測定装置 製品信頼性研究部

固体・液体試料測定用核磁気共鳴（ ）システム ―400 MHz NMR― 有機材料研究部

トリプル四重極型ガスクロマトグラフ質量分析装置 生物・生活材料研究部

キャピラリー電気泳動―質量分析システム

環境技術研究部、

生物・生活材料研究部、

有機材料研究部

全有機体炭素分析装置（ 計） 環境技術研究部

３ 造形技術イノベーションセンターを開設しました 加工成形研究部
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タタイイトトルル 担担当当部部

耐候性大型土のうのベルト部の耐久性を調査 高分子機能材料研究部

少数の異常データで学習する自動製品検査アルゴリズム 環境技術研究部

使用者に負担の少ない動的体幹矯正具の改良と身体接触圧の評価 製品信頼性研究部

照明の種類による色変化が少ない色材の開発 有機材料研究部

アミノ酸の右手型と左手型を素早く分別する新しい方法 生物・生活材料研究部

哺乳動物乳に含まれる脂質の特徴を分析 生物・生活材料研究部

機能性素材３ ヒドロキシチロソールの発酵生産法 環境技術研究部

高い耐久性と優れた被成形性を持つ熱ナノインプリント用金属ガラス薄膜 金属表面処理研究部

水素化アモルファスカーボンを用いた光学干渉膜の作製 電子・機械システム研究部

高温強度に優れた 基金属間化合物の開発 応用材料化学研究部

水素製造のための低価格･高安定･高活性な触媒 応用材料化学研究部

楕円体状ポリイミド微粒子の簡便な調製 高分子機能材料研究部

硬い超耐熱樹脂の柔軟化に成功 有機材料研究部

太陽光を利用した有機薄膜太陽電池材料の合成 有機材料研究部

界面活性剤で作った鋳型による金ナノ粒子の形状制御 生物・生活材料研究部

極微量のカーボンナノチューブで樹脂に導電性を付与 物質・材料研究部

表面構造に着目して亜鉛空気電池の高性能正極を開発 環境技術研究部

次世代リチウムイオン二次電池負極材料に適した無機バインダの開発 金属表面処理研究部

スパッタ法による強磁性半導体薄膜の開発 電子・機械システム研究部

メタマテリアルの量産性向上と単位構造の小型化を達成 製品信頼性研究部

印刷による不織布への高精細電気配線の作製 高分子機能材料研究部

自在な形状で半導体デバイスを作る方法 電子材料研究部

全固体電池を構成する材料の断面を正しく観察する方法 電子材料研究部

シャルピー衝撃強度測定システム 加工成形研究部

分析機能付き走査電子顕微鏡 加工成形研究部

テスト・レシーバ 製品信頼性研究部

高調波／フリッカ測定装置 製品信頼性研究部

固体・液体試料測定用核磁気共鳴（ ）システム ―400 MHz NMR― 有機材料研究部

トリプル四重極型ガスクロマトグラフ質量分析装置 生物・生活材料研究部

キャピラリー電気泳動―質量分析システム

環境技術研究部、

生物・生活材料研究部、

有機材料研究部

全有機体炭素分析装置（ 計） 環境技術研究部

３ 造形技術イノベーションセンターを開設しました 加工成形研究部
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（（６６））企企業業支支援援成成果果事事例例集集

大阪技術研の技術支援により、企業の新製品や技術開発に繋がった成果事例を冊子にまとめた。令和３年度は 件を
掲載し、発刊を行った。

タタイイトトルル 担担当当部部

ステンレス鋼の溶接焼け除去用高速電解中性研磨液の開発 金属表面処理研究部

環境負荷低減をめざした塗装下地用表面処理技術 電子材料研究部

冷媒用アルミニウム合金管用真鍮製機械式継手の開発 金属表面処理研究部

穀物種皮を原料とした活性炭の開発 環境技術研究部

使い捨てカイロを原料とした水質浄化剤 の開発 応用材料化学研究部

排水処理システムの水質向上 環境技術研究部

除去用消石灰を低減できる都市ごみ用集塵機の開発 応用材料化学研究部

新方式「医療・お見舞い用」防護服の開発 高分子機能材料研究部

腰サポーター付きウエストバッグ「 」の開発 物質・材料研究部

用特殊ラックの開発 技術サポートセンター

植物由来の香りを配合したバスクリーナー の洗浄力 生物・生活材料研究部

におい食品保存用チャック袋の防臭性能評価 高分子機能材料研究部

ヘアカラーした髪の状態を長く保つヘアケア化粧品 生物・生活材料研究部

イヌリン原料「Orafti®（オラフティ）」を含む食品の機能性表示食品登録 生物・生活材料研究部

ペーストタイプの硬質リライニング材 フィットリライナーの開発 有機材料研究部

イオン液体を利用した昇華精製技術の開発 高分子機能材料研究部

ポリアリレート樹脂による 用エポキシ樹脂の高性能化 有機材料研究部

扱い易さ・機能性に特化したエポキシ硬化剤 有機材料研究部

多孔質樹脂体から成る成形品の新規用途開発 電子材料研究部

熱硬化樹脂、 硬化樹脂の硬化収縮率連続測定装置の開発 物質・材料研究部

表札材料の屋外耐候性の評価 物質・材料研究部

コンクリート用超高耐候コーティング剤の開発 技術サポートセンター

フォトリソグラフィによるレジストレスでの金属めっきパターン形成 電子・機械システム研究部

プリンテッドエレクトロニクス向け印刷技術の研究と評価 電子材料研究部

「国際宇宙ステーション「きぼう」船内電源変換ケーブル」の試験 電子・機械システム研究部

過酷環境における配電盤の性能評価 製品信頼性研究部

ランプ拡散レンズ構造の検討 環境技術研究部

非ガウス型ランダム振動シミュレーション機能の開発 製品信頼性研究部

高温においてフェライト基地を有する鉄系耐浸炭材料の開発 金属材料研究部

作業時間を にするドリルねじの開発 加工成形研究部

高周波誘導による局所加熱を利用した高速温間絞り工法の開発 加工成形研究部
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（（７７））テテククニニカカルルシシーートト

大阪技術研が所有する機器の紹介、最近の技術動向および研究成果などの業務成果を サイズ 枚にまとめ

た。令和３年度は シートの発刊を行った。

タタイイトトルル 執執筆筆者者

ガス流通下における吸着特性評価

前田和紀（高分子機能材料研究部）

青戸義希（高分子機能材料研究部）

道志 智 （高分子機能材料研究部）

製品管理に活用可能な ‒ ‒ 分析

～合成ポリマー系洗浄剤を一例として～

佐藤博文（生物・生活材料研究部）

大橋博之（環境技術研究部）

ヘッドスペースサンプラー付きトリプル四重極ガスクロマトグラフィー

‒ ‒
佐藤博文（生物・生活材料研究部）

マグネトロンスパッタ装置
近藤裕佑（電子・機械システム研究部）

筧 芳治 （電子・機械システム研究部）

大気圧固体試料プローブによる食品用ラップフィルム可塑剤の迅

速質量分析

大橋博之（環境技術研究部）

佐藤博文（生物・生活材料研究部）

隅野修平（有機材料研究部）

質量分析法による混合物の測定

― 分離装置の違いによる検出化合物の比較 ―

大橋博之（環境技術研究部）

佐藤博文（生物・生活材料研究部）

隅野修平（有機材料研究部）

質量分析法を用いた差異解析

大橋博之（環境技術研究部）

佐藤博文（生物・生活材料研究部）

隅野修平（有機材料研究部）

マグネトロンスパッタ装置－基板温度制御システムについて－
筧 芳治 （電子・機械システム研究部）

近藤裕佑（電子・機械システム研究部）

全有機炭素 分析装置（固体燃焼装置付き）

福原知子（環境技術研究部）

山中勇人（環境技術研究部）

川野真太郞（生物・生活材料研究部）

レーザ回折・散乱式粒子径分布測定装置による乾式（空気中）で

の粒子径分布測定事例
陶山 剛（応用材料化学研究部）

磁性薄膜の磁歪効果評価 山田義春（電子・機械システム研究部）

簡易トイレ用凝固剤および処理袋の性能評価 喜多幸司（高分子機能材料研究部）

フーリエ変換赤外分光光度計による直接微量分析
佐藤博文（生物・生活材料研究部）

川野真太郞（生物・生活材料研究部）

糸状材料の高速引張り試験 堀口結以（高分子機能材料研究部）

を用いたアームロボット制御 モーションキャプチャを用いた

動作教示

赤井亮太（電子・機械システム研究部）

宮島 健 （電子・機械システム研究部）

温湿度環境試験装置の紹介 出水 敬（技術サポートセンター）

耐高温カラムを用いた 分析

～けん化不良石けん分析を一例として～

佐藤博文（生物・生活材料研究部）

川野真太郞（生物・生活材料研究部）

渡辺 嘉 （生物・生活材料研究部）

分析機能付き走査電子顕微鏡 山口拓人（加工成形研究部）

マシニングセンタと連携する工具撮影装置の開発

ボードコンピュータの活用
金岡祐介（電子・機械システム研究部）

雰囲気式電気炉（脱脂炉）を用いたセラミックスグリーン体の脱脂・

焼結

尾﨑友厚（応用材料化学研究部）

陶山 剛 （応用材料化学研究部）

生物由来の食品の走査電子顕微鏡観察 畠中芳郞（生物・生活材料研究部）

生物由来の食品の透過電子顕微鏡観察 畠中芳郞（生物・生活材料研究部）

データ解析入門 要約統計量と相関係数 永廣卓哉（高分子機能材料研究部）
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タタイイトトルル 執執筆筆者者

データ解析入門 主成分分析によるデータの可視化 永廣卓哉（高分子機能材料研究部）

データ解析入門 主成分分析によるデータマイニング 永廣卓哉（高分子機能材料研究部）

データ解析入門 統計量と 統計量を用いた異常検知 永廣卓哉（高分子機能材料研究部）

ミリ波対応高周波誘電特性測定システム

中村優志（電子材料研究部）

渡瀬星児（電子材料研究部）

池田慎吾（電子材料研究部）

仕事関数測定システム
渡辺 充（電子材料研究部）

品川 勉（電子材料研究部）

触針式微細表面形状測定装置
品川 勉（電子材料研究部）

渡辺 充（電子材料研究部）

薄膜試料の 線回折測定 品川 勉（電子材料研究部）

（（８８））展展示示会会・・相相談談会会

国、大阪府、各種団体等が開催する技術展示会、マッチング商談会に大阪技術研の研究並びに指導等の成果を

出展し、成果普及を行うとともに、業務の を図った。令和３年度の実績は次のとおりである。

展展示示会会名名 開開催催期期間間 場場所所

香りの技術・原料展 大阪産業創造館（大阪市）

メンテナンス・レジリエンス ～ インテックス大阪（大阪市）

（第 回国際電子回路産業展） ～ インテックス大阪（大阪市）

機能性繊維フェア ～ 大阪産業創造館（大阪市）

特殊穴加工技術展 大阪産業創造館（大阪市）

化粧品開発展 大阪 ～ インテックス大阪（大阪市）

～ パシフィコ横浜（横浜市）

衛生・感染症対策展 大阪産業創造館（大阪市）

第 回 通信展 ～ 幕張メッセ（浦安市）

けいはんなビジネスメッセ ～ オンライン開催

ビジネスフェア ～ オンライン開催

先端材料技術展 ～ 東京ビッグサイト（東京都江東区）

第 回管工機材設備総合展 ～ インテックス大阪（大阪市）

課題解決型マッチングフェア 堺商工会議所（堺市）（オンライン開催）

化粧品開発展 東京 ～ 東京ビッグサイト（東京都江東区）

ビジネスチャンス発掘フェア ～ エディオンアリーナ大阪（大阪市）

新機能性材料展 ～ 東京ビッグサイト（東京都江東区）

医療と介護の総合展 メディカルジャパン ． ～ インテックス大阪（大阪市）
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（（９９））新聞掲載・メディア配信等

令和３年度の大阪技術研に係る記事掲載等は 件であった。

日日付付 掲掲載載誌誌名名 記記事事見見出出

毎日新聞 大阪産業技術研 理事長に小林氏

新型光触媒酸化チタンを開発

天田財団ニュース
研究室訪問 「プレス機自らが考えて動く機械学習を活用した知能化成形技術の

構築」幅広い技術・知見で塑性加工の自動化に挑む

近畿化学工業界 次世代リチウムイオン二次電池の創生に向けた無機バインダの開発

化学工業日報 リグナイト、全固体電池向け負極材を開発へ、黒鉛とフェノール樹脂複合

日刊工業新聞 ティールーム 融合に手応え

水道産業新聞 画像センシングでセミナー

日本物流新聞 顕在ニーズに応え、潜在ニーズを先導 大阪産業技術研究所

コンバーテック
時代のニーズ捉える「アンテナ機能」の充実を 新理事長に小林氏、技術融合の重

要性強調

溶接ニュース 「強み」生かすマネジメントへ 大阪産技研、小林新理事長が会見

鉄鋼新聞 ３ 造形技術イノベーションセンター 大阪産業技術研究所がオープン記念イベント

ましん そ

ふと

研究室訪問「プレス機自らが考えて動く機械学習を活用した知能化成形技術の構

築」

日本物流新聞 ひと 大阪技術研 理事長 小林哲彦さん 次世代電池「１つではダメ」

建通新聞 学び、考え、社会に貢献する ダイス設計 ｔｈ

合同会社と大阪産業技術研究所が近畿化学協会「第 回化学技

術賞」を受賞

溶射技術
大阪産業技術研究所「３ 造形技術イノベーションセンター」オープン記念イベント

開催

日刊工業新聞 分析装置の遠隔利用 提供 大阪技術研、公設試で初

時事通信社

特集・「バーチャル大阪都構想」実現へ＝内部部局や研究機関を統合－府・市の

一体運営と二重行政解消

鉄鋼新聞 遠隔操作で分析装置使用 大阪産業技術研がサービス開始

化学工業日報 オール関西の旗振り役担う公的研究機関 総合力生かし企業支援

電子デバイス産業新

聞
大阪産業技術研究所 評価装置を遠隔化 公設試験機関で初

コンバーテック
企業のオフィスから分析装置をリモート操作 外出規制に配慮、遠方企業の利用も

容易に

産経新聞 夕刊 ものづくり 千里眼で活性 電子顕微鏡 リモート提供

計装 「第 回グリーンナノフォーラム」リアル＆ で開催

大阪日日新聞
地域経済リポート 脱炭素に取り組む中小企業 大阪産業技術研究所主査内村英

一郎氏に聞く

特集２ アールティ製品の活用事例

日刊工業新聞 大阪ものづくり優良企業賞

奈良新聞 経済クリップ ▶海外展開支援セミナー

鉄鋼新聞 大阪産業技術研究所が 協会と提携 ３ 造形技術の普及拡大推進

テレビ放映

日日付付 番番組組名名 内内容容

新美の巨人たち

（テレビ東京系列）

葛飾北斎「怒濤図」について銅を含む緑系絵の顔料の蛍光 線分析チャートが放

送された
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計装 「第 回グリーンナノフォーラム」リアル＆ で開催
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テレビ放映

日日付付 番番組組名名 内内容容

新美の巨人たち

（テレビ東京系列）

葛飾北斎「怒濤図」について銅を含む緑系絵の顔料の蛍光 線分析チャートが放

送された
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（（ ））オーダーメード研修

企業や団体からの要望に応えてオーダーメードの内容で研修を実施した。令和３年度は、 件、 名の人材

育成を行った。

研研修修名名 担担当当部部 受受講講者者数数（（人人））

を活用したポータルサイトの運用 顧客サービス部

「 概論」講演 電子・機械システム研究部

前処理・異常検知の基礎知識と によるコーディング 電子・機械システム研究部

振動および衝撃に関する研修 業務推進部

を活用したポータルサイトの運用 顧客サービス部

プラスチックスクール 学期実習 加工成形研究部

鉄鋼材料の金属組織観察 金属材料研究部

の評価のための 実践研修 電子・機械システム研究部

いまさら聞けない金属腐食の基礎と電気化学測定 （講義と実習） 金属表面処理研究部

年度プラスチックスクール 学期実習

加工成形研究部
応用材料化学研究部
高分子機能材料研究部

関西ゴム技術研修所 物質・材料研究部

初心者のためのバイオ実習セミナー

微生物取扱いと抗菌力試験・迅速検出の基本操作

生物・生活材料研究部
環境技術研究部

初心者のための無機材料分析・評価技術実習セミナー

－製品開発や品質管理に役立つ基礎的知識の習得－

環境技術研究部
電子材料研究部

第 回プラスチックがわかる基礎講座と成形加工・分析評価の体験

実習講習会

物質・材料研究部
有機材料研究部

初心者のための有機分析実習セミナー
有機材料研究部
生物・生活材料研究部

分析実験実習
環境技術研究部
電子材料研究部

射出成形によるポリカーボネートの成形品作製法 有機材料研究部

合合 計計

（（ ））レディメード研修

中小企業の技術力向上や技術者の養成を支援するために、実習や実技による体験学習を取り入れた少人数対象

の技術研修を実施した。令和３年度は、 件、 名の人材育成を行った。

研研修修名名 担担当当部部 受受講講者者数数（（人人））

低分子化合物の単結晶Ｘ線構造解析

結晶のサンプリングから回折測定、構造表示ソフトによる解析まで
電子材料研究部

核磁気共鳴 法の基礎と応用

試料調製から構造解析、応用測定事例まで
有機材料研究部

生物試料の走査電顕観察 生物・生活材料研究部

飲料に含まれる成分の質量分析実習

試料の前処理から含有成分の推定まで
環境技術研究部

高信頼性製品の設計に役立つ評価技術

製品の強度試験と金属材料の引張試験・硬さ試験実習
物質・材料研究部

合合 計計
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（（ ））学学生生のの技技術術指指導導

実用的な研究開発手法を身につけた技術者の人材育成を目的として、推薦のあった学生に対する研究等の指導を行った。

研修生

学学校校名名 担担当当部部 学学生生数数

大阪工業大学

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

大阪電気通信大学 電子材料研究部

関西大学 生物・生活材料研究部

近畿大学 有機材料研究部

神戸大学 生物・生活材料研究部

摂南大学 環境技術研究部

大阪工業大学大学院

有機材料研究部

生物・生活材料研究部

電子材料研究部

環境技術研究部

大阪市立大学大学院
生物・生活材料研究部

環境技術研究部

大阪大学大学院 環境技術研究部

大阪電気通信大学大学院 電子材料研究部

関西大学大学院 生物・生活材料研究部

神戸大学大学院 生物・生活材料研究部

奈良先端科学技術大学院大学 電子材料研究部

大阪府立堺工科高等学校 金属表面処理研究部

合合 計計

インターンシップ

学学校校名名 担担当当部部 学学生生数数

摂南大学
電子材料研究部

環境技術研究部

和歌山大学 電子材料研究部

合合計計

（（ ））情情報報のの提提供供

インターネットを活用したホームページでの各種情報提供、メールマガジンによる迅速な情報提供を行った。

提提供供方方法法 令令和和３３年年度度実実績績

ホームページ アクセス件数 件

メールマガジン 配信回数： 回、配信数 ： 件
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学学校校名名 担担当当部部 学学生生数数
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（（ ））情情報報のの提提供供

インターネットを活用したホームページでの各種情報提供、メールマガジンによる迅速な情報提供を行った。

提提供供方方法法 令令和和３３年年度度実実績績

ホームページ アクセス件数 件

メールマガジン 配信回数： 回、配信数 ： 件
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６６．．技技術術交交流流業業務務

大阪技術研では、産官学や異分野・業種の技術交流を推進するため、公益的な目的で設立された様々な技術分野の団体・研究会等
の行う講習会、講演会、見学会等の活動支援を行っている。

（（１１））団団体体・・研研究究会会へへのの支支援援

交流団体及び担当者 

【共催団体： 団体】大阪技術研が主体となって企画運営する団体

団団体体名名 所所 属属 担担当当者者

（一社）大阪府技術協会

経営企画部
顧客サービス部
加工成形研究部
電子・機械システム研究部

松永 崇
久米秀樹、渡辺義人、木下敏夫
足立和俊、中本貴之、本田索郎
朴 忠植

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会
経営企画監
金属材料研究部

白川信彦
星野英光、横山雄二郎

生産技術研究会
加工成形研究部
金属表面処理研究部

萩野秀樹、山口拓人
岡本 明

センシング技術応用研究会
電子・機械システム研究部
研究管理主幹

田中恒久、村上修一
宇野真由美

大阪技術開発協力会 金属表面処理研究部 山内尚彦、足立振一郎

金型綜合技術研究会
加工成形研究部
顧客サービス部

吉川忠作、奥村俊彦、渡邊幸司
南 久

繊維応用技術研究会 高分子機能材料研究部 隂地威史

大阪府電磁波利用技術研究会 製品信頼性研究部 松本元一、田中健一郎、伊藤盛通

ニューセラミックス懇話会
応用材料化学研究部

顧客サービス部

垣辻 篤、長谷川泰則、園村浩介、
陶山 剛、尾﨑友厚
久米秀樹、渡辺義人

【協力団体： 団体】大阪技術研が運営に協力している団体

団団体体名名 所所 属属 担担当当者者

（一社）日本熱処理技術協会 西部支部
理事
経営企画部
金属材料研究部

水越朋之
三浦健一
道山泰宏

（一社）日本防錆技術協会 関西支部 金属表面処理研究部
左藤眞市、西村 崇、佐谷真那実、
岩田孝二

大阪府表面処理技術研究会 高分子機能材料研究部
中島陽一、日置亜也子、舘 秀樹、
井上陽太郎、中橋明子

近畿歯車懇話会
経営企画監
加工成形研究部

白川信彦
安木誠一

電気鍍金研究会
金属表面処理研究部
技術サポートセンター
電子材料研究部

長瀧敬行、林 彰平
中出卓男
小林靖之

泉州織物構造改善工業組合 業務推進部 宮崎克彦

大阪タオル技術研究会 業務推進部 宮崎克彦

大阪タオル振興協議会 業務推進部 宮崎克彦

（公社）日本表面真空学会
経営企画部
電子・機械システム研究部

松永 崇
山田義春
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団団体体名名 所所 属属 担担当当者者

（公社）低温工学・超伝導学会 関西支部 電子・機械システム研究部 佐藤和郎、筧 芳治

（一社）表面技術協会 関西支部

金属表面処理研究部
技術サポートセンター
経営企画部
電子材料研究部

長瀧敬行
中出卓男
三浦健一
千金正也、小林靖之、池田慎吾、
品川 勉

大阪府鍍金工業組合
金属表面処理研究部
技術サポートセンター
電子材料研究部

長瀧敬行
中出卓男
小林靖之

ジオシンセティックス技術研究会 高分子機能材料研究部 西村正樹

日本カーペット工業組合
高分子機能材料研究部
製品信頼性研究部

喜多幸司、山下怜子
山本貴則

（一社）日本接着学会
高分子機能材料研究部
顧客サービス部

舘 秀樹、井上陽太郎
木本正樹

（一社）日本溶射学会 金属表面処理研究部 足立振一郎

（一社）電気加工学会
加工成形研究部
顧客サービス部

渡邊幸司、柳田大祐
南 久

関西コンバーティングものづくり研究会 加工成形研究部 吉川忠作

（公社）日本包装技術協会 製品信頼性研究部 津田和城、細山 亮

（一社）ＫＥＣ関西電子工業振興センター
研究管理監
電子・機械システム研究部

櫻井芳昭
佐藤和郎

（一社）日本タンナーズ協会 高分子機能材料研究部 隂地威史

（一社）西日本プラスチック製品工業協会 加工成形研究部 吉川忠作、奥村俊彦

（一社）日本皮革産業連合会 高分子機能材料研究部 隂地威史

日本包装学会
業務推進部
製品信頼性研究部

中嶋隆勝
津田和城、堀口翔伍

日本塑性加工学会 関西支部 加工成形研究部 四宮徳章

（一社）日本溶融亜鉛鍍金協会 西日本支部 金属表面処理研究部 左藤眞市

関西分析研究会 金属表面処理研究部 塚原秀和

プラズマ分光分析研究会 金属表面処理研究部 塚原秀和

（一社）日本鉄鋼連盟 金属表面処理研究部 塚原秀和

（一社）表面技術協会 技術サポートセンター 中出卓男

（一社）医療健康機器開発協会 電子・機械システム研究部 村上修一

（（２２））講講師師等等のの派派遣遣

【役員】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）大阪府工業協会 （公社）大阪府工業協会第 回理事会 小林哲彦

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会 金属熱処理技能検定学科試験講習会 水越朋之

（一社）日本熱処理技術協会 西部支
部

熱処理技術者のための基礎講習会 水越朋之
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団団体体名名 所所 属属 担担当当者者
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電子・機械システム研究部

櫻井芳昭
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（公社）大阪府工業協会 （公社）大阪府工業協会第 回理事会 小林哲彦

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会 金属熱処理技能検定学科試験講習会 水越朋之

（一社）日本熱処理技術協会 西部支
部

熱処理技術者のための基礎講習会 水越朋之

97 
 

【経営企画監 （和泉Ｃ） 】 （ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）大阪府工業協会 第 期大阪府工業技術大学講座 白川信彦

【研究管理監 （和泉Ｃ） 】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本電機工業会 第 回技術委員会 櫻井芳昭

【経営企画部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会 金属熱処理技能検定学科試験講習会 三浦健一

大阪府鍍金工業組合 大阪高等めっき技術訓練校 三浦健一

【加工成形研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本計算工業会
第 回計算工学講演会
工業界／公設試シンポジウム（第 回）

四宮徳章

関西ゴム技術研修所 ゴム研修所見学会 奥村俊彦

八尾商工会議所 ものづくりセミナー 山口拓人

（一社）レーザ加工学会 第 回レーザ加工学会講演会 山口拓人

大阪電気通信大学 機械工学科 年生対象講義「機械工学連携講座」 吉川忠作

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 中本貴之

公財 堺市産業振興センター 令和 年度 産業技術セミナー 吉川忠作

ナノインク懇話会 ナノインク懇話会 第 回例会 中本貴之

（一社）日本機械学会 関西支部 日本機械学会 関西支部 第 回講習会 中本貴之

（公社）日本冷凍空調学会
日本冷凍空調学会 調査研究プロジェクト委員会にお
ける特別講演

片桐一彰

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 山口拓人

（一社）西日本プラスチック製品工業
協会

令和 年度プラスチックスクール（ 学期第 回） 吉川忠作

令和 年度プラスチックスクール（ 学期第 回） 奥村俊彦

97



98 
 

【金属材料研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本熱処理技術協会 シンポジウム名「熱処理部品の疲労強度・耐摩耗性」 道山泰宏

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会
金属熱処理技能検定学科試験講習会 道山泰宏

金属熱処理技能検定実技試験特別講習会 道山泰宏

（一社）日本アルミニウム協会 アルミニウム産業中核人材育成講座 岩岡秀明

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース

横山雄二郎

柴田顕弘

平田智丈

（一社）摩擦接合技術協会 年度 第 回研究会 田中 努

公財 堺市産業振興センター 令和 年度 産業技術セミナー 濱田真行

軽金属学会関西支部 出前講座 柴田顕弘

（一社）軽金属学会 第 回シンポジウム「マルチマテリアル接合」 田中 努

【金属表面処理研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）日本包装技術協会 第 期「包装管理士講座」 左藤眞市

大阪府鍍金工業組合 令和 年度電気めっき技能検定試験（実技試験） 長瀧敬行

日本物理教育学会近畿支部 サイエンス・フェスタ 斉藤 誠

（一社）日本防錆技術協会 第 回防錆技術学校面接講義講師
左藤眞市

長瀧敬行

八尾商工会議所 ものづくりセミナー 佐谷真那実

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 小畠淳平

関西広域連合広域産業振興局
グリーン・イノベーション研究成果企業化促進フォー
ラム

西村 崇

斉藤 誠

生産技術研究会 生産技術研究会 令和 年度第 回研究会 小畠淳平

（公社）関西経済連合会
モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログ
ラム

左藤眞市
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【金属材料研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本熱処理技術協会 シンポジウム名「熱処理部品の疲労強度・耐摩耗性」 道山泰宏

大阪府鍛圧熱処理技術センター協力会
金属熱処理技能検定学科試験講習会 道山泰宏

金属熱処理技能検定実技試験特別講習会 道山泰宏

（一社）日本アルミニウム協会 アルミニウム産業中核人材育成講座 岩岡秀明

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース

横山雄二郎

柴田顕弘

平田智丈

（一社）摩擦接合技術協会 年度 第 回研究会 田中 努

公財 堺市産業振興センター 令和 年度 産業技術セミナー 濱田真行

軽金属学会関西支部 出前講座 柴田顕弘

（一社）軽金属学会 第 回シンポジウム「マルチマテリアル接合」 田中 努

【金属表面処理研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）日本包装技術協会 第 期「包装管理士講座」 左藤眞市

大阪府鍍金工業組合 令和 年度電気めっき技能検定試験（実技試験） 長瀧敬行

日本物理教育学会近畿支部 サイエンス・フェスタ 斉藤 誠

（一社）日本防錆技術協会 第 回防錆技術学校面接講義講師
左藤眞市

長瀧敬行

八尾商工会議所 ものづくりセミナー 佐谷真那実

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 小畠淳平

関西広域連合広域産業振興局
グリーン・イノベーション研究成果企業化促進フォー
ラム

西村 崇

斉藤 誠

生産技術研究会 生産技術研究会 令和 年度第 回研究会 小畠淳平

（公社）関西経済連合会
モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログ
ラム

左藤眞市
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依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

大阪府鍍金工業組合 大阪高等めっき技術訓練校 長瀧敬行

（公社）日本鋳造工学会関西支部 鋳造工学会関西支部 勉強会

小畠淳平

長瀧敬行

佐谷真那実

（公社）電気化学会 電池技術委員会 第 回電池技術委員会 斉藤 誠

東京電機大学理工学部 表面分析セミナー 西村 崇

関西広域連合
令和 年度「関西水素サプライチェーン構想実現プラ
ットフォーム」ＦＣトラック ダイアログ

西村 崇

斉藤 誠

（一社）日本防錆技術協会関西支部 講演会 左藤眞市

【電子・機械システム研究部】（ 件）

依頼者 事業名等 派遣日 派遣職員

近畿大学生物理工学部 近畿大学生物理工学部医用工学科 年次必修専門科目 朴 忠植

大阪府鍍金工業組合 大阪高等めっき技術訓練校 北川貴弘

八尾商工会議所 ものづくりセミナー 村上修一

（公社）日本表面真空学会 第 回真空技術基礎講習会 筧 芳治

応用物理学会関西支部 リフレッシュ理科教室 現代テクノロジー講座 村上修一
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依頼者 事業名等 派遣日 派遣職員

（一社）日本電機工業会 第 回技術委員会 喜多俊輔

大阪府立大学産官学共同研究会 第 回テクノラボツアー 村上修一

【製品信頼性研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）日本包装技術協会 第 回「緩衝包装設計実践コース」 津田和城

日本法科学技術学会 日本法科学技術学会第 回学術集会 山東悠介

【応用材料化学研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本接着学会 「表面・界面（抗菌）の最近の技術動向」セミナー 井川 聡

公財 堺市産業振興センター 令和 年度 産業技術セミナー 井川 聡

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 垣辻 篤

【高分子機能材料研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本接着学会関西支部 「関西接着ワークショップ 年度第 回研究会」 中橋明子

日本機械学会 研究会
第 回 「新時代の電子デバイスと電子機器にお
ける信頼性設計評価と熱設計に関する研究分科会」実
験・計測

前田和紀

大阪府鍍金工業組合 大阪高等めっき技術訓練校 中島陽一

【技術サポートセンター】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

大阪府鍍金工業組合
大阪高等めっき技術訓練校 中出卓男

令和 年度めっき技術短期講習会 中出卓男

（公財）飯塚研究開発機構 ものづくり生産性向上中核人材育成事業 中出卓男

（公社）大阪府工業協会 大阪府工業技術大学講座 中出卓男
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依頼者 事業名等 派遣日 派遣職員

（一社）日本電機工業会 第 回技術委員会 喜多俊輔

大阪府立大学産官学共同研究会 第 回テクノラボツアー 村上修一

【製品信頼性研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（公社）日本包装技術協会 第 回「緩衝包装設計実践コース」 津田和城

日本法科学技術学会 日本法科学技術学会第 回学術集会 山東悠介

【応用材料化学研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本接着学会 「表面・界面（抗菌）の最近の技術動向」セミナー 井川 聡

公財 堺市産業振興センター 令和 年度 産業技術セミナー 井川 聡

東大阪市モノづくり開発研究会 金属中堅人材育成コース 垣辻 篤

【高分子機能材料研究部】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

（一社）日本接着学会関西支部 「関西接着ワークショップ 年度第 回研究会」 中橋明子

日本機械学会 研究会
第 回 「新時代の電子デバイスと電子機器にお
ける信頼性設計評価と熱設計に関する研究分科会」実
験・計測

前田和紀

大阪府鍍金工業組合 大阪高等めっき技術訓練校 中島陽一

【技術サポートセンター】（ 件）

依依頼頼者者 事事業業名名等等 派派遣遣日日 派派遣遣職職員員

大阪府鍍金工業組合
大阪高等めっき技術訓練校 中出卓男

令和 年度めっき技術短期講習会 中出卓男

（公財）飯塚研究開発機構 ものづくり生産性向上中核人材育成事業 中出卓男

（公社）大阪府工業協会 大阪府工業技術大学講座 中出卓男

101 
 

（（３３））役役員員・・委委員員・・指指導導員員等等のの派派遣遣 対対外外的的技技術術協協力力

役員

依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（独）製品評価技術基盤機構 事故原因技術解析ワーキンググループ委員 理事長 小林哲彦

（国研）科学技術振興機構
先端的低炭素化技術開発事業（ ）推進委員会分
科会委員、未来社会創造事業「地球規模課題である
低炭素社会の実現」外部専門家

理事長 小林哲彦

（国大）大阪大学 招へい教授 理事長 小林哲彦

東大阪市 東大阪市立産業技術支援センター運営審議会委員 理事 水越朋之

（一社）大阪工研協会
理事（副会長） 理事長 小林哲彦

理事 理事 小野大助

（一社）大阪発明協会 参与 理事長 小林哲彦

（一社）大阪府技術協会
顧問 理事長 小林哲彦

理事 理事 水越朋之

（一社）化学研究評価機構 評議員 理事長 小林哲彦

（一社）近畿化学協会 監事 理事 小野大助

（一社）日本熱処理技術協会
理事、西部支部 常任幹事 理事 水越朋之

講習会開催運営補助員 理事 水越朋之

（公社）日本包装技術協会 関西支部理事 理事 水越朋之

（公社）日本油化学会関西支部 常任幹事 理事 小野大助

（一財）大阪科学技術センター 評議員 理事長 小林哲彦

（一財）大阪科学技術センター

地球環境技術推進懇談会委員 理事 水越朋之

技術開発委員会委員 理事 水越朋之

地球環境技術推進懇談会委員 理事 小野大助

技術開発委員会委員 理事 小野大助

（公財）大阪産業局 評議員 理事長 小林哲彦

（公財）堺市産業振興センター 理事 理事 水越朋之

（公財）新産業創造研究機構 アドバイザリー会議委員 理事長 小林哲彦

大阪商工会議所 参与、産業・技術振興委員会委員 理事長 小林哲彦

泉佐野市商工会議所 参与 理事 水越朋之

関西原子力懇談会 参与 理事長 小林哲彦

大阪府鍛圧熱処理技術センター
協力会

顧問
理事長 小林哲彦

理事 水越朋之

生産技術研究会 顧問 理事長 小林哲彦

石けん技術開発協会 幹事 理事 小野大助

石けん洗剤技術交流会 幹事 理事 小野大助

センシング技術応用研究会 副会長 理事長 小林哲彦
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

ニューセラミックス懇話会 副会長 理事長 小林哲彦

ナノインク懇話会 会長 理事長 小林哲彦

ファインケミカルズ研究会 顧問 理事長 小林哲彦

職員

依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（独）製品評価技術基盤機構 事故原因技術解析ワーキンググループ委員
金属材料研究部 平田智丈

製品信頼性研究部 岩田晋弥

（独）日本学術振興会

産学協力研究事業アモルファス･ナノ材料第 委
員会 第 期光電機能材料 第 分科会 委員

電子・機械システム研究部 村上修一

繊維・高分子機能加工第 委員会 賛助委員 有機材料研究部 大江 猛

（国研）科学技術振興機構 専門委員 企画部 内村英一郎

（国研）新エネルギー・産業技術
総合開発機構

技術委員 生物・生活材料研究部 渡辺 嘉

（国研）産業技術総合研究所 産総研イノベーションコーディネータ
マネージャー（研究部間
調整）

岩崎和弥

（国研）産業技術総合研究所
産総研イノベーションコーディネータ

企画部 内村英一郎

環境技術研究部 齋藤 守

協力研究員 製品信頼性研究部 平井 学

（国大）大阪大学 招へい准教授 加工成形研究部 中本貴之

（国大）京都大学 大学院工学研究科 非常勤講師 加工成形研究部 中本貴之

（国大）京都工芸繊維大学 客員教授 有機材料研究部 木村 肇

（国大）豊橋技術科学大学 客員教授 電子材料研究部 品川 勉

（国大 奈良先端科学技術大学
院大学

客員教授 電子材料研究部 高橋雅也

客員准教授
電子材料研究部 山本真理

物質・材料研究部 門多丈治

連携研究員 電子材料研究部 加藤敦隆

（国大）和歌山大学 客員教授 電子材料研究部 玉井聡行

（公大）大阪 大阪府立大学

非常勤講師 電子材料研究部 加藤敦隆

戦略的基盤技術高度化支援事業アドバイザー

加工成形研究部 四宮徳章

金属材料研究部 武村 守

金属表面処理研究部 林 彰平

客員研究員 有機材料研究部 隅野修平

（公大）大阪 大阪市立大学
客員教授

有機材料研究部 岩井利之

生物・生活材料研究部 靜間基博

生物・生活材料研究部 佐藤博文

環境技術研究部 大本貴士

非常勤講師 環境技術研究部 大本貴士
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

ニューセラミックス懇話会 副会長 理事長 小林哲彦

ナノインク懇話会 会長 理事長 小林哲彦

ファインケミカルズ研究会 顧問 理事長 小林哲彦

職員

依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（独）製品評価技術基盤機構 事故原因技術解析ワーキンググループ委員
金属材料研究部 平田智丈

製品信頼性研究部 岩田晋弥

（独）日本学術振興会

産学協力研究事業アモルファス･ナノ材料第 委
員会 第 期光電機能材料 第 分科会 委員

電子・機械システム研究部 村上修一

繊維・高分子機能加工第 委員会 賛助委員 有機材料研究部 大江 猛

（国研）科学技術振興機構 専門委員 企画部 内村英一郎

（国研）新エネルギー・産業技術
総合開発機構

技術委員 生物・生活材料研究部 渡辺 嘉

（国研）産業技術総合研究所 産総研イノベーションコーディネータ
マネージャー（研究部間
調整）

岩崎和弥

（国研）産業技術総合研究所
産総研イノベーションコーディネータ

企画部 内村英一郎

環境技術研究部 齋藤 守

協力研究員 製品信頼性研究部 平井 学

（国大）大阪大学 招へい准教授 加工成形研究部 中本貴之

（国大）京都大学 大学院工学研究科 非常勤講師 加工成形研究部 中本貴之

（国大）京都工芸繊維大学 客員教授 有機材料研究部 木村 肇

（国大）豊橋技術科学大学 客員教授 電子材料研究部 品川 勉

（国大 奈良先端科学技術大学
院大学

客員教授 電子材料研究部 高橋雅也

客員准教授
電子材料研究部 山本真理

物質・材料研究部 門多丈治

連携研究員 電子材料研究部 加藤敦隆

（国大）和歌山大学 客員教授 電子材料研究部 玉井聡行

（公大）大阪 大阪府立大学

非常勤講師 電子材料研究部 加藤敦隆

戦略的基盤技術高度化支援事業アドバイザー

加工成形研究部 四宮徳章

金属材料研究部 武村 守

金属表面処理研究部 林 彰平

客員研究員 有機材料研究部 隅野修平

（公大）大阪 大阪市立大学
客員教授

有機材料研究部 岩井利之

生物・生活材料研究部 靜間基博

生物・生活材料研究部 佐藤博文

環境技術研究部 大本貴士

非常勤講師 環境技術研究部 大本貴士
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（学）大阪工業大学 非常勤講師 環境技術研究部 駒 大輔

（学）大阪産業大学 非常勤講師 有機材料研究部 中井猛夫

（学）大阪電気通信大学 大学院 客員教授 電子材料研究部 渡瀬星児

（学）関西大学 非常勤講師 電子材料研究部 渡瀬星児

（学）京都先端科学大学 非常勤講師 生物・生活材料研究部 永尾寿浩

（学）東京理科大学 非常勤講師 生物・生活材料研究部 中川 充

（学）東大阪大学短期大学部 非常勤講師 有機材料研究部 大江 猛

大阪商工会議所 アドバイザー 企画部 内村英一郎

堺商工会議所 堺ブランド推進会議委員
マネージャー（研究部間
調整）

岩崎和弥

（一社）大阪府技術協会 企画運営委員

経営企画部 松永 崇

顧客サービス部 久米秀樹

顧客サービス部 渡辺義人

顧客サービス部 木下敏夫

加工成形研究部 中本貴之

加工成形研究部 足立和俊

加工成形研究部 本田索郎

電子・機械システム研究部 朴 忠植

（一社）大阪工研協会 参与

経営企画監 中村優三

研究管理監 千金正也

企画部 島田雅之

総務部 桑原真一

有機材料研究部 伊藤貴敏

生物・生活材料研究部 靜間基博

電子材料研究部 玉井聡行

物質・材料研究部 山田浩二

環境技術研究部 大本貴士

（一社）大阪ニュークリアサイ
エンス協会

参与 応用材料化学研究部 垣辻 篤

（一社）近畿化学協会

エレクトロニクス部会運営幹事 高分子機能材料研究部 二谷真司

機関誌編集委員会委員 高分子機能材料研究部 二谷真司

事業企画委員会委員 企画部 内村英一郎

フロー・マイクロ合成研究会 運営幹事 有機材料研究部 岩井利之

（一社）エレクトロニクス実装
学会

組織委員会 論文委員
研究管理主幹 宇野真由美

電子材料研究部 柏木行康

（一社）強化プラスチック協会 実行委員会 委員 物質・材料研究部 田中基博

（一社）軽金属学会 編集委員会 委員 物質・材料研究部 渡辺博行
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（一社） 関西電子工業振興セ
ンター

アドバイザリー委員会委員 製品信頼性研究部 山本貴則

研究専門委員会 委員
電子・機械システム研究部 佐藤和郎

セミナー企画ワーキンググループ 主査

セミナー企画ワーキンググループ 委員 環境技術研究部 北口勝久

（一社）繊維学会
関西支部 幹事 有機材料研究部 吉村由利香

繊維学会誌編集委員 有機材料研究部 大江 猛

（一社）静電気学会 静電気・高電圧・プラズマ若手研究委員 製品信頼性研究部 平井 学

（一社）電気学会

「テーラーメイドによるコンポジット絶縁材料開
発の進展と応用技術調査専門委員会」委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

電気電子・絶縁材料分野における量子化学計算の
適用調査専門委員会 委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

電気規格調査会 ＩＥＣ ＴＣ １１２ 国内委
員会委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

「パワーモジュールの電気絶縁信頼性に関する調
査専門委員会」委員

製品信頼性研究部 木谷亮太

「ナノスケール磁性体を用いた機能性材料開発調
査専門委員会」 委員

電子材料研究部 品川 勉

（一社）電気加工学会
理事 顧客サービス部 南 久

西日本支部 幹事 加工成形研究部 渡邊幸司

（一社）西日本プラスチック製品
工業協会

技術面指導及びアドバイザー
加工成形研究部 吉川忠作

加工成形研究部 奥村俊彦

（一社）日本合成樹脂技術協会 プラスチック基礎セミナー 講師
物質・材料研究部 山田浩二

物質・材料研究部 平野 寛

（一社）日本表面真空学会 関西支部 講習会運営委員

経営企画部 松永 崇

電子・機械システム研究部 山田義春

電子・機械システム研究部 筧 芳治

（一社）日本接着学会

関西支部 監事 顧客サービス部 木本正樹

関西支部 副支部長
高分子機能材料研究部 舘 秀樹

「接着の技術」誌 編集副委員長

次世代接着材料研究会 運営委員
有機材料研究部 大塚恵子

「接着の技術」誌 編集委員

日本接着学会誌 編集委員 電子材料研究部 玉井聡行

第 期評議員、事業委員 物質・材料研究部 平野 寛

第 期評議員、関西支部 幹事
物質・材料研究部 門多丈治

次世代接着材料研究会 講師

（一社）日本鉄鋼連盟 標準化センター 鉄鋼標準物質委員会委員 金属表面処理研究部 塚原秀和

（一社）日本防錆技術協会

防錆防食材料部会 顧問 金属表面処理研究部 左藤眞市

関西支部 幹事

金属表面処理研究部 左藤眞市

金属表面処理研究部 西村 崇

金属表面処理研究部 佐谷真那実
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（一社） 関西電子工業振興セ
ンター

アドバイザリー委員会委員 製品信頼性研究部 山本貴則

研究専門委員会 委員
電子・機械システム研究部 佐藤和郎

セミナー企画ワーキンググループ 主査

セミナー企画ワーキンググループ 委員 環境技術研究部 北口勝久

（一社）繊維学会
関西支部 幹事 有機材料研究部 吉村由利香

繊維学会誌編集委員 有機材料研究部 大江 猛

（一社）静電気学会 静電気・高電圧・プラズマ若手研究委員 製品信頼性研究部 平井 学

（一社）電気学会

「テーラーメイドによるコンポジット絶縁材料開
発の進展と応用技術調査専門委員会」委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

電気電子・絶縁材料分野における量子化学計算の
適用調査専門委員会 委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

電気規格調査会 ＩＥＣ ＴＣ １１２ 国内委
員会委員

製品信頼性研究部 岩田晋弥

「パワーモジュールの電気絶縁信頼性に関する調
査専門委員会」委員

製品信頼性研究部 木谷亮太

「ナノスケール磁性体を用いた機能性材料開発調
査専門委員会」 委員

電子材料研究部 品川 勉

（一社）電気加工学会
理事 顧客サービス部 南 久

西日本支部 幹事 加工成形研究部 渡邊幸司

（一社）西日本プラスチック製品
工業協会

技術面指導及びアドバイザー
加工成形研究部 吉川忠作

加工成形研究部 奥村俊彦

（一社）日本合成樹脂技術協会 プラスチック基礎セミナー 講師
物質・材料研究部 山田浩二

物質・材料研究部 平野 寛

（一社）日本表面真空学会 関西支部 講習会運営委員

経営企画部 松永 崇

電子・機械システム研究部 山田義春

電子・機械システム研究部 筧 芳治

（一社）日本接着学会

関西支部 監事 顧客サービス部 木本正樹

関西支部 副支部長
高分子機能材料研究部 舘 秀樹

「接着の技術」誌 編集副委員長

次世代接着材料研究会 運営委員
有機材料研究部 大塚恵子

「接着の技術」誌 編集委員

日本接着学会誌 編集委員 電子材料研究部 玉井聡行

第 期評議員、事業委員 物質・材料研究部 平野 寛

第 期評議員、関西支部 幹事
物質・材料研究部 門多丈治

次世代接着材料研究会 講師

（一社）日本鉄鋼連盟 標準化センター 鉄鋼標準物質委員会委員 金属表面処理研究部 塚原秀和

（一社）日本防錆技術協会

防錆防食材料部会 顧問 金属表面処理研究部 左藤眞市

関西支部 幹事

金属表面処理研究部 左藤眞市

金属表面処理研究部 西村 崇

金属表面処理研究部 佐谷真那実
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（一社）表面技術協会

評議員、関西支部 幹事

電子材料研究部 品川 勉
関西支部 第 回関西表面技術フォーラム 実行
委員

評議員、第 期（ 年度）会誌編集委員会委員

電子材料研究部 池田慎吾
関西支部 第 回関西表面技術フォーラム実行委
員

関西支部 幹事

電子材料研究部 小林靖之
関西支部 第 回関西表面技術フォーラム 実行
委員

第 回講演大会実行委員会 委員

第 回講演大会実行委員会 副委員長

研究管理監 千金正也
関西支部 第 回関西表面技術フォーラム 実行
委員

評議員 技術サポートセンター 中出卓男

関西支部 常任幹事 経営企画部 三浦健一

関西支部 幹事
金属表面処理研究部 長瀧敬行

金属表面処理研究部 小畠淳平

（一社）日本熱処理技術協会 西部支部 幹事
経営企画部 三浦健一

金属材料研究部 道山泰宏

（一社）日本溶射学会 理事、西日本支部長 金属表面処理研究部 足立振一郎

（一社）日本溶接協会 表面改質技術研究委員会幹事 顧客サービス部 榮川元雄

（一社）日本繊維機械学会
理事、ジャーナル編集委員 製品信頼性研究部 山本貴則

学会誌編集委員 高分子機能材料研究部 西村正樹

（一社）プラスチック成形加工
学会

関西支部 支部長 加工成形研究部 奥村俊彦

関西支部 副支部長 物質・材料研究部 東 青史

（一社）日本ゴム協会
関西支部 常任幹事 高分子機能材料研究部 日置亜也子

関西支部 幹事 物質・材料研究部 平野 寛

（一社）粉体粉末治金協会 代議員、参事 加工成形研究部 中本貴之

（一社）医療健康機器開発協会 理事
経営企画部 竹田裕紀

電子・機械システム研究部 村上修一

（公社）化学工学会 関西支部 副支部長 環境技術研究部 福原知子

（公社）高分子学会

関西支部 常任幹事

有機材料研究部 大塚恵子
第 回高分子学会年次大会 運営委員

第 回ポリマー材料フォーラム 運営委員

ポリマーフロンティア 講師

第 回高分子の基礎と応用講座 講師 物質・材料研究部 山田浩二

（公社）応用物理学会
年国際固体素子・材料コンファレンス 論文

委員
電子材料研究部 柏木行康

（公社）低温工学・超電導学会 関西支部 幹事
電子・機械システム研究
部

佐藤和郎

105



106 
 

依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（公社）電気化学会
関西支部 幹事

研究管理監 櫻井芳昭

環境技術研究部 丸山 純

第 回大会 実行委員 電子材料研究部 加藤敦隆

（公社）日本油化学会

洗浄・洗剤部会 幹事（副部会長） 生物・生活材料研究部 懸橋理枝

フレッシュマンセミナー界面 講師 生物・生活材料研究部 懸橋理枝

日本油化学会創立 周年記念事業準備委員会
広報委員会 委員長

生物・生活材料研究部 渡辺 嘉

（公社）日本化学会

近畿支部 幹事 高分子機能材料研究部 井上陽太郎

近畿支部 代議員 高分子機能材料研究部 井上陽太郎

コロイドおよび界面化学部会 役員会 幹事

生物・生活材料研究部 懸橋理枝
同 広報委員会 委員

同 将来構想委員会幹事

同 関西支部委員

第 回 化学フェスタ 講師 有機材料研究部 木村 肇

（公社）日本金属学会 会報編集委員会 委員 物質・材料研究部 長岡 亨

（公社）日本材料学会
高分子材料部門委員会 委員長

物質・材料研究部 東 青史
第 期企画・広報委員会 担当委員

（公社）日本生物工学会 関西支部 若手企画委員 環境技術研究部 駒 大輔

（公社）日本セラミックス協会

関西支部 役員 電子材料研究部 高橋雅也

関西支部 幹事 電子材料研究部 山本真理

関西支部 企画委員 電子材料研究部 山本真理

（公社）有機合成化学協会 代議員、関西支部 幹事 有機材料研究部 三原正稔

（公社）日本包装技術協会

関西支部運営委員 製品信頼性研究部 津田和城

「 包装―包装貨物―総合性能試験
の一般通則 改正案」作成準備分科会委員

製品信頼性研究部 細山 亮

令和３年度 国内対策委員会 第一分科
委員会 委員

製品信頼性研究部 細山 亮

「 包装―包装貨物―総合性能試験
の一般通則 改正案」作成分科会委員

製品信頼性研究部 細山 亮

「包装管理士講座」テクニカルサポーター
製品信頼性研究部 細山 亮

製品信頼性研究部 堀口翔伍

（一財）日本規格協会
「高信頼性フレキシブルプリント配線板（ ）
の折り畳み試験方法に関する標準化」における

原案作成委員会、分科会及び準備委員会委員
研究管理主幹 宇野真由美

（一財）大阪科学技術センター
フォトニクス技術フォーラム 学識委員

製品信頼性研究部 山東悠介

環境技術研究部 齋藤 守

燃料電池・ 部会 学術委員 環境技術研究部 丸山 純

（一財）機械振興協会
機械振興賞幹事会幹事 加工成形研究部 萩野秀樹

機械振興賞現地調査委員 加工成形研究部 萩野秀樹
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（公社）電気化学会
関西支部 幹事

研究管理監 櫻井芳昭

環境技術研究部 丸山 純

第 回大会 実行委員 電子材料研究部 加藤敦隆

（公社）日本油化学会

洗浄・洗剤部会 幹事（副部会長） 生物・生活材料研究部 懸橋理枝

フレッシュマンセミナー界面 講師 生物・生活材料研究部 懸橋理枝

日本油化学会創立 周年記念事業準備委員会
広報委員会 委員長

生物・生活材料研究部 渡辺 嘉

（公社）日本化学会

近畿支部 幹事 高分子機能材料研究部 井上陽太郎

近畿支部 代議員 高分子機能材料研究部 井上陽太郎

コロイドおよび界面化学部会 役員会 幹事

生物・生活材料研究部 懸橋理枝
同 広報委員会 委員

同 将来構想委員会幹事

同 関西支部委員

第 回 化学フェスタ 講師 有機材料研究部 木村 肇

（公社）日本金属学会 会報編集委員会 委員 物質・材料研究部 長岡 亨

（公社）日本材料学会
高分子材料部門委員会 委員長

物質・材料研究部 東 青史
第 期企画・広報委員会 担当委員

（公社）日本生物工学会 関西支部 若手企画委員 環境技術研究部 駒 大輔

（公社）日本セラミックス協会

関西支部 役員 電子材料研究部 高橋雅也

関西支部 幹事 電子材料研究部 山本真理

関西支部 企画委員 電子材料研究部 山本真理

（公社）有機合成化学協会 代議員、関西支部 幹事 有機材料研究部 三原正稔

（公社）日本包装技術協会

関西支部運営委員 製品信頼性研究部 津田和城

「 包装―包装貨物―総合性能試験
の一般通則 改正案」作成準備分科会委員

製品信頼性研究部 細山 亮

令和３年度 国内対策委員会 第一分科
委員会 委員

製品信頼性研究部 細山 亮

「 包装―包装貨物―総合性能試験
の一般通則 改正案」作成分科会委員

製品信頼性研究部 細山 亮

「包装管理士講座」テクニカルサポーター
製品信頼性研究部 細山 亮

製品信頼性研究部 堀口翔伍

（一財）日本規格協会
「高信頼性フレキシブルプリント配線板（ ）
の折り畳み試験方法に関する標準化」における

原案作成委員会、分科会及び準備委員会委員
研究管理主幹 宇野真由美

（一財）大阪科学技術センター
フォトニクス技術フォーラム 学識委員

製品信頼性研究部 山東悠介

環境技術研究部 齋藤 守

燃料電池・ 部会 学術委員 環境技術研究部 丸山 純

（一財）機械振興協会
機械振興賞幹事会幹事 加工成形研究部 萩野秀樹

機械振興賞現地調査委員 加工成形研究部 萩野秀樹
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

（公財）精密工学会関西支部 商議員 顧客サービス部 南 久

（公財）におい・かおり環境協
会

臭気測定認定事業所委員会および嗅覚検査委員会
委員

高分子機能材料研究部 喜多幸司

（公財）関西文化学術研究都市
推進機構

けいはんなイノベーション推進部会 データ活用
メンバー

経営企画部 竹田裕紀

経営企画部 出雲友理

けいはんなイノベーション推進部会 新プロジェ
クト・グローバル連携・スタートアップ支援
メンバー

経営企画部 竹田裕紀

経営企画部 出雲友理

大阪タオル振興協議会 幹事 顧客サービス部 宮崎克彦

大阪府工業協会 第 期大阪府工業技術大学講座 講師 物質・材料研究部 平野 寛

大阪府鍍金工業組合

技術委員会 技術サポートセンター 中出卓男

第 期大阪高等めっき技術訓練校 講師

研究管理監 千金正也

環境技術研究部 野呂美智雄

電子材料研究部 小林靖之

大阪府研究開発型企業振興会
大阪府研究開発型企業振興会（ＯＲＤ）アドバイ
ザー

経営企画部 三浦健一

大阪府鍛圧熱処理技術センター協
力会

理事 経営企画監 白川信彦

幹事
金属材料研究部 星野英光

金属材料研究部 横山雄二郎

関西ゴム技術研修所 運営委員
高分子機能材料研究部 日置亜也子

物質・材料研究部 平野 寛

近畿歯車懇話会
幹事 経営企画監 白川信彦

常任幹事 加工成形研究部 安木誠一

活性炭技術研究会

副会長 環境技術研究部 岩﨑 訓

幹事

環境技術研究部 福原知子

環境技術研究部 丸山 純

環境技術研究部 長谷川貴洋

環境技術研究部 丸山翔平

プラスチック技術協会

運営幹事長 物質・材料研究部 山田浩二

運営副幹事長 物質・材料研究部 平野 寛

運営幹事
有機材料研究部 米川盛生

物質・材料研究部 籠 恵太郎

第 回プラスチック技術講演会 講師 物質・材料研究部 門多丈治

日本プラスチック工業連盟
令和 年度高速引張法国際標準化国内分科会
（ ）委員

高分子機能材料研究部 西村正樹

炭素材料学会 常任運営委員 環境技術研究部 丸山 純

合成樹脂工業協会
ネットワークポリマー論文集編集委員会 編集委
員

有機材料研究部 大塚恵子

ジオシンセティックス技術研究
会

理事 高分子機能材料研究部 西村正樹

107



108 
 

依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

石けん洗剤技術交流会 幹事 生物・生活材料研究部

靜間基博

懸橋理枝

東海直治

佐藤博文

川野真太郎

中川 充

繊維加工技術研究会 幹事 有機材料研究部
吉村由利香

大江 猛

電気鍍金研究会

副会長、運営委員長 技術サポートセンター 中出卓男

編集委員 金属表面処理研究部 長瀧敬行

研究委員 金属表面処理研究部 林 彰平

理事、編集副委員長、運営委員、研究委員 電子材料研究部 小林靖之

ナノインク懇話会 幹事 電子材料研究部 柏木行康

日本カーペット工業組合

技術委員、インテリアファブリックス性能評価委
員会 オブザーバー委員

高分子機能材料研究部 喜多幸司

インテリアファブリックス性能評価協議会 認
定委員会委員

高分子機能材料研究部 山下怜子

技術委員 製品信頼性研究部 山本貴則

日本弁理士会
関西会 知財普及・支援委員会委員

企画部 島田雅之
パテントセミナー 講師

日本吸着学会 評議員 環境技術研究部 岩﨑 訓

ファインケミカルズ研究会

代表幹事 有機材料研究部 伊藤貴敏

幹事 有機材料研究部

岩井利之

森脇和之

三原正稔

特別会員 有機材料研究部

松元 深

中井猛夫

隅野修平

中尾秀一

ニューセラミックス懇話会

理事、行事・会誌企画委員、バイオ関連セラミック
ス分科会委員

応用材料化学研究部 垣辻 篤

理事、行事・会誌企画委員 電子材料研究部 谷 淳一

日本包装学会

副会長 業務推進部 中嶋隆勝

国際交流委員会委員 製品信頼性研究部 津田和城

編集委員会委員 製品信頼性研究部 堀口翔伍

フィラー研究会 運営委員 有機材料研究部 木村 肇

（
実行委員会

（ 実行委員会委員 製品信頼性研究部 山東悠介
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依依頼頼団団体体 従従事事職職名名 従従事事職職員員

石けん洗剤技術交流会 幹事 生物・生活材料研究部

靜間基博

懸橋理枝

東海直治

佐藤博文

川野真太郎

中川 充

繊維加工技術研究会 幹事 有機材料研究部
吉村由利香

大江 猛

電気鍍金研究会

副会長、運営委員長 技術サポートセンター 中出卓男

編集委員 金属表面処理研究部 長瀧敬行

研究委員 金属表面処理研究部 林 彰平

理事、編集副委員長、運営委員、研究委員 電子材料研究部 小林靖之

ナノインク懇話会 幹事 電子材料研究部 柏木行康

日本カーペット工業組合

技術委員、インテリアファブリックス性能評価委
員会 オブザーバー委員

高分子機能材料研究部 喜多幸司

インテリアファブリックス性能評価協議会 認
定委員会委員

高分子機能材料研究部 山下怜子

技術委員 製品信頼性研究部 山本貴則

日本弁理士会
関西会 知財普及・支援委員会委員

企画部 島田雅之
パテントセミナー 講師

日本吸着学会 評議員 環境技術研究部 岩﨑 訓

ファインケミカルズ研究会

代表幹事 有機材料研究部 伊藤貴敏

幹事 有機材料研究部

岩井利之

森脇和之

三原正稔

特別会員 有機材料研究部

松元 深

中井猛夫

隅野修平

中尾秀一

ニューセラミックス懇話会

理事、行事・会誌企画委員、バイオ関連セラミック
ス分科会委員

応用材料化学研究部 垣辻 篤

理事、行事・会誌企画委員 電子材料研究部 谷 淳一

日本包装学会

副会長 業務推進部 中嶋隆勝

国際交流委員会委員 製品信頼性研究部 津田和城

編集委員会委員 製品信頼性研究部 堀口翔伍

フィラー研究会 運営委員 有機材料研究部 木村 肇

（
実行委員会

（ 実行委員会委員 製品信頼性研究部 山東悠介
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（（４４））関関係係機機関関ととのの連連携携

わが国の科学技術及び産業技術の振興並びに、関西圏における経済活動の活発化に向けたイノベーションの推進に寄与すること、

地域産業の振興・発展に貢献することおよび中小企業の海外展開支援に資することを目的として各機関と連携協定を締結し共同研究、

技術交流、人材育成、企業支援事業等を実施した。 
（締結日順）

連連携携機機関関名名 締締結結日日

東大阪市 平成 年 月 日

堺市 平成 年 月 日

和泉市・和泉商工会議所 平成 年 月 日

関西広域連合 平成 年 月 日 （改定）

大阪府鍍金工業組合 平成 年 月 日

国立研究開発法人産業技術総合研究所 平成 年 月 日

一般財団法人化学研究評価機構 平成 年 月 日 （再締結）

フラウンホーファー （生産技術・オートメーション研究所） 平成 年 月 日 （再締結）

関西イノベーションネットワーク投資事業有限組合を通じた連携 令和元年 月 日

（（５５））大大学学ととのの連連携携

大学における教育活動の一層の充実を図るとともに、大阪技術研の研究活動の推進及びその成果の普及を促進することにより、産

業及び科学技術の発展に寄与することを目的として、各大学と連携協定を締結し、共同研究、人材育成、企業支援に関する連携事業

を実施した。

（締結日順）

連連携携機機関関名名 締締結結日日

大阪大学大学院基礎工学研究科および基礎工学部 平成 年 月 日

大阪市立大学 平成 年 月 日

和歌山大学 平成 年 月 日

桃山学院大学 平成 年 月 日 （再締結）

大阪電気通信大学 平成 年 月 日 （再締結）

奈良先端科学技術大学院大学 平成 年 月 日

大阪大学大学院工学研究科 平成 年 月 日

大阪工業大学 平成 年 月 日

大阪府立大学及び大阪府立大学工業高等専門学校 平成 年 月 日 （再締結）

大阪大学産業科学研究所 令和元 年 月 日

（（６６））金金融融機機関関ととのの連連携携

大阪のものづくり中小企業支援および地域社会の発展に貢献することを目的として、個別の金融機関と包括連携協定を締結し、企

業支援に向けた連携事業に取り組んだ。

（締結日順）

連連携携機機関関名名 締締結結日日

大阪信用金庫 平成 年 月 日

株式会社池田泉州銀行 平成 年 月 日 （再締結）
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（（７７））産産業業技技術術連連携携推推進進会会議議

産業技術連携推進会議は、全国の公設試験研究機関、国立研究開発法人産業技術総合研究所、国が相互に連携し、企業等への技術
開発支援を通じて我が国の産業の発展およびイノベーションの創出に貢献することを目的にしている。産業技術連携推進会議の組織
には、技術分野別の部会、分科会、研究会があり、技術情報の交換、共同研究の計画推進、現地研修、研究発表会等の活動が行われて
いる。令和 年度の参加実績等は以下のとおりである。

日日程程 名名称称 会会場場

第 回 産総研・産技連 合同研究発表会 （ 年）

産技連 ライフサイエンス部会 バイオテクノロジー分科会 研究成果・実用化事例発表会
オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 製造プロセス部会 第 回表面技術分科会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 第 回中部・近畿ブロック会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 令和 年度 分科会会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 ナノテク材料部会 高分子分科会 年度総会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 知的基盤部会総会計測分科会第 回光放射計測研究会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 知的基盤部会計測分科会第 回温度・熱研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 食品試験研究推進会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 定期総会 オンライン開催

（（８８））自自主主企企画画研研究究会会

技術力及び技術開発力の向上に積極的な中小企業の技術者とともに自主企画研究会を設立し、企業ニーズに的確に対応した研究開
発、製品開発、技術情報の交換の推進を実施している。

研研究究会会名名 対対象象産産業業分分野野 設設立立年年月月 会会員員数数 実実施施事事業業等等 実実施施日日等等

バイオ産業研究会 バイオ産業関連分野 名
オンライン形式での講演会（演題 題）を開催

し、 人の参加があった。

次世代光デバイス

研究会

次世代光デバイス関

連分野
名

新型コロナウィルス感染症拡大のため講習会、

講演会等は開催しなかった。
中止

食品ユニバーサル

デザイン研究会

介護食等の新しい食

品産業分野
機関

対面での講演会を企画したが、新型コロナウィ

ルス感染症拡大のため、次年度に延期した。
中止

110



110 
 

（（７７））産産業業技技術術連連携携推推進進会会議議

産業技術連携推進会議は、全国の公設試験研究機関、国立研究開発法人産業技術総合研究所、国が相互に連携し、企業等への技術
開発支援を通じて我が国の産業の発展およびイノベーションの創出に貢献することを目的にしている。産業技術連携推進会議の組織
には、技術分野別の部会、分科会、研究会があり、技術情報の交換、共同研究の計画推進、現地研修、研究発表会等の活動が行われて
いる。令和 年度の参加実績等は以下のとおりである。

日日程程 名名称称 会会場場

第 回 産総研・産技連 合同研究発表会 （ 年）

産技連 ライフサイエンス部会 バイオテクノロジー分科会 研究成果・実用化事例発表会
オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 製造プロセス部会 第 回表面技術分科会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 第 回中部・近畿ブロック会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 令和 年度 分科会会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 ナノテク材料部会 高分子分科会 年度総会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 知的基盤部会総会計測分科会第 回光放射計測研究会 オンライン開催

産業技術連携推進会議 知的基盤部会計測分科会第 回温度・熱研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 食品試験研究推進会議 オンライン開催

産業技術連携推進会議 近畿地域部会 食品・バイオ分科会 近畿日本酒研究会 オンライン開催

全国食品関係試験研究場所長会 令和 年度 定期総会 オンライン開催

（（８８））自自主主企企画画研研究究会会

技術力及び技術開発力の向上に積極的な中小企業の技術者とともに自主企画研究会を設立し、企業ニーズに的確に対応した研究開
発、製品開発、技術情報の交換の推進を実施している。

研研究究会会名名 対対象象産産業業分分野野 設設立立年年月月 会会員員数数 実実施施事事業業等等 実実施施日日等等

バイオ産業研究会 バイオ産業関連分野 名
オンライン形式での講演会（演題 題）を開催

し、 人の参加があった。

次世代光デバイス

研究会

次世代光デバイス関

連分野
名

新型コロナウィルス感染症拡大のため講習会、

講演会等は開催しなかった。
中止

食品ユニバーサル

デザイン研究会

介護食等の新しい食

品産業分野
機関

対面での講演会を企画したが、新型コロナウィ

ルス感染症拡大のため、次年度に延期した。
中止
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（（９９））ココンンソソーーシシアアムム

平成 年に設立した「おおさかグリーンナノコンソーシアム」は、大阪技術研の技術シーズを基に大阪地域のグリーン分野、ナノ
テクノロジー分野、さらにこれらをベースに次の新成長産業分野も見据え、ものづくり中小企業の支援、産業振興を図ることを目的
としている。フォーラムや展示会などのイベント、情報提供、産学官連携、企業間連携、さらに金融連携も含め研究グループ形成、
プロジェクト創生、各種企業支援などの活動を行い、当該分野において関西を代表する産学官金連携プラットフォームとなっている。
会員は、大阪技術研研究員を中核に、参加企業 社、大学等 機関が参画している。本コンソーシアムにおけるプロジェクト創生
は、本年度の新規３テーマを含めてそれぞれ研究開発のステージを進めている（累積 テーマ、進行中 テーマ）。

事事業業名名称称 開開催催場場所所 事事業業内内容容

参参加加者者数数又又はは
出出展展ブブーースス
来来場場者者数数
（（人人））

実実施施日日等等

主主
催催
事事
業業

第 回グリーンナノ

フォーラム

ハイブリッ

ト開催

テーマ「創業、協業、新連携 スタートアップ」

政策紹介 件、特別講演 件、技術紹介（ ポスタ

ー） 件

第 回グリーンナノ

フォーラム
開催

テーマ「ＤＸ・ＡＩ時代の現場、創発、ものづくり」

政策紹介 件、特別講演 件、技術紹介（ ポスタ

ー） 件

参参
画画
事事
業業

パシフィコ

横浜

創薬、個別化医療、再生医療、診断・医療機器、ヘル

スケア、環境・エネルギー、機能性食品、研究用機

器・試薬等の分野の国際展示会における情報提供、

意見交換、連携探索及び関連情報収集 出展ブース

におけるポスター展示 件

～

通信・放送

通信展
幕張メッセ

通信展は光通信、 ・ 映像技術、映像伝送

などの最新技術が一堂に出展され、特に ・無線通

信システムやデバイス部品などが対象となる展示

会。情報提供、意見交換、連携探索及び関連情報収

集。 出展ブースにおけるポスター展示 件

～

先端材料技術展
東京ビッグ

サイト

航空・宇宙分野からレジャー産業に至るまで広い分

野、更に、自動車産業用途への応用展開、またエネ

ルギー・ ・環境など、地球規模の課題の解決に役

立つ材料の集まる展示会。情報提供、意見交換、連

携探索及び関連情報収集。 出展ブースにおけるポ

スター展示 件

～

化粧品開発展 東京
東京ビッグ

サイト

原料、ＯＥＭからパッケージ、販促品までを網羅し

た、化粧品開発の専門展。最新の製品が出展するほ

か、 コロナ時代の商品企画など当該業界最大級

の展示会。情報提供、意見交換、連携探索及び関連

情報収集。 出展ブースにおけるポスター展示 件

～

新機能性材料展
東京ビッグ

サイト

各種機能性材料分野における情報提供、意見交換、

連携探索。情報提供、意見交換、連携探索及び関連

情報収集。 出展ブースにおけるポスター展示 件

～

（（ ））見見学学者者

分分 類類 件件数数 人人数数

製造業、企業組合等

金融機関、商工団体等

公設試、行政関係等

教員・学生等学校関係者

その他

総計
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７７．．職職員員のの研研修修・・留留学学  

大阪技術研業務の遂行に必要な能力開発を支援するため、各種研修を実施した。また海外留学はコロナ感染症拡大のため延期した。

開開催催日日 研研修修名名称称 主主催催 備備考考

～ 新規採用職員研修（共通） 経営企画本部

～ 新規採用職員研修（センター別） 経営企画本部、研究管理監

新規採用職員研修報告会 経営企画本部

研究機関合同新規採用職員研修 研究機関合同 オンライン研修

～ 研究倫理研修（ ラーニング） 業務推進部、企画部

競争的資金等の取扱に関する説明会 企画部 森之宮センター

科研費研修 業務推進部、企画部

レーザー光線障害防止に関する研修 レーザー機器管理委員会 森之宮センター

新主査・主任研究員研修 経営企画本部 和泉センター

著作権に関する研修 研究管理監・研究管理主幹

～ エックス線装置取扱者に対する教育 エックス線障害防止委員会 森之宮センター

① ～

② ～
役員面談研修 総務管理部 和泉センター

～ 公的研究費の執行に関する研修 業務推進部 和泉センター

、 、 線業務従事者研修 線安全委員会 和泉センター

安全衛生研修 総務管理部

人事評価者制度研修 総務管理部、総務部

計量法関連業務および報告書の作成 発行に関する研修 計量法関連業務支援委員会 森之宮センター

～ コンプライアンス研修（ ラーニング） 総務部 森之宮センター

防災研修 防災管理委員会 森之宮センター

安全衛生等に関する研修 職場安全衛生実行委員会 森之宮センター

コーチング研修（３研究機関相互研修） 研究機関合同 オンライン研修

～ コンプライアンス研修・倫理研修 総務管理部 和泉センター

企業支援強化研修 顧客サービス部 和泉センター

心肺蘇生法講習会 総務管理部 和泉センター

知財研修 業務推進部、企画部

研究機関合同ミドルマネージメント研修（管理職研修） 研究機関合同 オンライン研修

機器整備業務研修① 顧客サービス部 和泉センター

顧客サービス部研修 顧客サービス部 和泉センター

情報セキュリティ研修 顧客サービス部 和泉センター

部長補佐・主幹研究員研修 経営企画本部

～ 個人情報保護研修（ ラーニング） 総務管理部 和泉センター

女性活躍推進研修 経営企画本部

機器整備業務研修② 顧客サービス部・総務管理部 和泉センター

研修（訓練） 経営企画部・総務管理部 和泉センター
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７７．．職職員員のの研研修修・・留留学学  

大阪技術研業務の遂行に必要な能力開発を支援するため、各種研修を実施した。また海外留学はコロナ感染症拡大のため延期した。

開開催催日日 研研修修名名称称 主主催催 備備考考

～ 新規採用職員研修（共通） 経営企画本部

～ 新規採用職員研修（センター別） 経営企画本部、研究管理監

新規採用職員研修報告会 経営企画本部

研究機関合同新規採用職員研修 研究機関合同 オンライン研修

～ 研究倫理研修（ ラーニング） 業務推進部、企画部

競争的資金等の取扱に関する説明会 企画部 森之宮センター

科研費研修 業務推進部、企画部

レーザー光線障害防止に関する研修 レーザー機器管理委員会 森之宮センター

新主査・主任研究員研修 経営企画本部 和泉センター

著作権に関する研修 研究管理監・研究管理主幹

～ エックス線装置取扱者に対する教育 エックス線障害防止委員会 森之宮センター

① ～

② ～
役員面談研修 総務管理部 和泉センター

～ 公的研究費の執行に関する研修 業務推進部 和泉センター

、 、 線業務従事者研修 線安全委員会 和泉センター

安全衛生研修 総務管理部

人事評価者制度研修 総務管理部、総務部

計量法関連業務および報告書の作成 発行に関する研修 計量法関連業務支援委員会 森之宮センター

～ コンプライアンス研修（ ラーニング） 総務部 森之宮センター

防災研修 防災管理委員会 森之宮センター

安全衛生等に関する研修 職場安全衛生実行委員会 森之宮センター

コーチング研修（３研究機関相互研修） 研究機関合同 オンライン研修

～ コンプライアンス研修・倫理研修 総務管理部 和泉センター

企業支援強化研修 顧客サービス部 和泉センター

心肺蘇生法講習会 総務管理部 和泉センター

知財研修 業務推進部、企画部

研究機関合同ミドルマネージメント研修（管理職研修） 研究機関合同 オンライン研修

機器整備業務研修① 顧客サービス部 和泉センター

顧客サービス部研修 顧客サービス部 和泉センター

情報セキュリティ研修 顧客サービス部 和泉センター

部長補佐・主幹研究員研修 経営企画本部

～ 個人情報保護研修（ ラーニング） 総務管理部 和泉センター

女性活躍推進研修 経営企画本部

機器整備業務研修② 顧客サービス部・総務管理部 和泉センター

研修（訓練） 経営企画部・総務管理部 和泉センター
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８８．．知知的的財財産産

大阪技術研の令和３年度における知的財産の状況は次のとおりである。

（（１１））令令和和３３年年度度中中にに出出願願・・登登録録・・承承継継等等さされれたた知知的的財財産産

（Ａ）特許出願

ｉ 国内 （ 件）

出出願願番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

炭素繊維強化プラスチックの製造方法

片桐一彰、 山口真平、

園村浩介、 尾﨑友厚、

垣辻 篤

（大阪技術研単独）

金型、鍛造装置、および鍛造方法 四宮徳章
ハイテン工業株式会社、

公立大学法人大阪

ポリラクチドグラフト化ポリビニルアルコール系樹脂の製造方法
門多丈治、上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
三菱ケミカル株式会社

他、未公開特許出願 件

外国 （ 件）

国国名名 出出願願番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

カナダ

積層造形用銅粉末、積層造形用

銅粉末の製造方法、積層造形物

の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

中国

電子部品保護膜用アリルフェノー

ルーマレイミド共重合を生成する

ための樹脂組成物、およびその

共重合体の電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

中国

積層造形用銅粉末、積層造形用

銅粉末の製造方法、積層造形物

の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

中国 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

中国 化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

ドイツ

電子部品保護膜用アリルフェノー

ルーマレイミド共重合を生成する

ための樹脂組成物、およびその

共重合体の電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

ドイツ 化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

積層造形用銅粉末、積層造形用

銅粉末の製造方法、積層造形物

の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

韓国 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ
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国国名名 出出願願番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

アメリカ

電子部品保護膜用アリルフェノー

ルーマレイミド共重合を生成する

ための樹脂組成物、およびその

共重合体の電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

アメリカ

積層造形用銅粉末、積層造形用

銅粉末の製造方法、積層造形物

の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイ

ス、電子デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

アメリカ パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

テアニン生産菌の作製法

駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦、

大橋博之

太陽化学株式会社

セルロース複合樹脂
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

ポリ乳酸複合樹脂
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

付加製造用金属粉末、これを用い

た付加製造物の製造方法及び付

加製造物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 藤原昂太、

尾﨑友厚

東洋アルミニウム株式会社

樹脂組成物、電池用バインダー、

電池用電極合材層、電解質層、電

池用シート及び電池

加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

センシング繊維部材 宇野真由美、小森真梨子

旭化成アドバンス株式会

社、

カジナイロン株式会社

他、未公開特許出願 件

（Ｂ）特許登録

ｉ 国内 （ 件）

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ヒートシンク

四宮徳章、 中本貴之、

菅原貴広、 片桐一彰、

山口真平

（大阪技術研単独）

脂肪酸組成物およびその製造方法、ならびに該脂肪酸組成物

を含有する皮膚外用剤、医薬部外品および化粧品
永尾寿浩、 田中重光

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

ヤエガキ醗酵技研株式会社

機上ツルーイング装置および工作機械
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐
株式会社新日本テック

多孔質シリカおよびその製造方法 道志 智 新田ゼラチン株式会社

抵抗変化型温度センサおよびその製造方法 中山健吾、 宇野真由美 パイクリスタル株式会社

パイナップル残渣の処理方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

プランドゥシー・メディカル

株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材用組成物

の製造方法、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社
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国国名名 出出願願番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

アメリカ

電子部品保護膜用アリルフェノー

ルーマレイミド共重合を生成する

ための樹脂組成物、およびその

共重合体の電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

アメリカ

積層造形用銅粉末、積層造形用

銅粉末の製造方法、積層造形物

の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイ

ス、電子デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

アメリカ パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

テアニン生産菌の作製法

駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦、

大橋博之

太陽化学株式会社

セルロース複合樹脂
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

ポリ乳酸複合樹脂
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

付加製造用金属粉末、これを用い

た付加製造物の製造方法及び付

加製造物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 藤原昂太、

尾﨑友厚

東洋アルミニウム株式会社

樹脂組成物、電池用バインダー、

電池用電極合材層、電解質層、電

池用シート及び電池

加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

センシング繊維部材 宇野真由美、小森真梨子

旭化成アドバンス株式会

社、

カジナイロン株式会社

他、未公開特許出願 件

（Ｂ）特許登録

ｉ 国内 （ 件）

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ヒートシンク

四宮徳章、 中本貴之、

菅原貴広、 片桐一彰、

山口真平

（大阪技術研単独）

脂肪酸組成物およびその製造方法、ならびに該脂肪酸組成物

を含有する皮膚外用剤、医薬部外品および化粧品
永尾寿浩、 田中重光

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

ヤエガキ醗酵技研株式会社

機上ツルーイング装置および工作機械
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐
株式会社新日本テック

多孔質シリカおよびその製造方法 道志 智 新田ゼラチン株式会社

抵抗変化型温度センサおよびその製造方法 中山健吾、 宇野真由美 パイクリスタル株式会社

パイナップル残渣の処理方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

プランドゥシー・メディカル

株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材用組成物

の製造方法、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

触媒の製造方法
丸山 純、 福原知子、

丸山翔平
シャープ株式会社

粉体接触部材の粗面化方法および粉体接触部材 小栗泰造 株式会社オカノブラスト

低熱膨張部材用組成物、低熱膨張部材、電子機器、低熱膨張

部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

発電装置、送信装置及び発電方法 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイバー及びその製造方

法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

焼成型の蛍光材の製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

全固体二次電池用の添加剤、全固体二次電池及びその製造

方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

熱硬化性樹脂組成物、硬化物、成形材料、及び、成形体
大塚恵子、 木村 肇、

松本明博

住友精化株式会社、

アドバンスト・ソフトマテリア

ルズ株式会社

遮水構造 西村正樹

東洋建設株式会社、

東洋紡株式会社、

太陽工業株式会社

油増粘剤 東海直治、 懸橋理枝

株式会社コスモステクニカ

ルセンター、

日光ケミカルズ株式会社、

日本サーファクタント工業株

式会社

特許活用支援装置、特許活用支援方法およびプログラム 中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

ガラス被覆蛍光骨材およびその製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

クラッド層の製造方法 山口拓人、 萩野秀樹 公立大学法人大阪

紫外光発光材料及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

増感剤及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

金型、鍛造装置、および鍛造方法 四宮徳章
ハイテン工業株式会社、

公立大学法人大阪

コバルト－ニッケル合金材料、それを用いた連続鋳造用鋳型

の製造方法
長瀧敬行、 中出卓男 株式会社野村鍍金

打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県、

日鉄テクノロジー株式会社

芳香族化合物を産生する微生物
駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦
（大阪技術研単独）

フルオレン化合物を含有する発光体
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

立体像表示装置
山東悠介、 佐藤和郎、

北川貴弘、 川村 誠
（大阪技術研単独）
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外国 （ 件）

国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

中国
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

中国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

ドイツ
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

韓国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

韓国
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

韓国
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

韓国
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スウェーデ

ン

全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

台湾 積層造形物の製造方法

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 銅合金粉末

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社
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外国 （ 件）

国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

中国
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

中国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

ドイツ
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

韓国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

韓国
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

韓国
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

韓国
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スウェーデ

ン

全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

台湾 積層造形物の製造方法

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 銅合金粉末

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

117 
 

（Ｃ）商標登録（ 件）

出出願願番番号号 商商標標 区区分分 共共有有権権利利者者

第 類

第 類
（大阪技術研単独）

（Ｄ）プログラムの著作物承継（ 件）

著著作作物物のの名名称称
著著作作者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者 承承継継日日

ガス反応シミュレーター 山口真平 （大阪技術研単独）

破断面画像に関する画像分類ソフトウェア
濱田真行、 金岡祐介、

喜多俊輔、 平田智丈
公立大学法人大阪

（（２２））保保有有知知的的財財産産一一覧覧（（令令和和３３年年度度末末時時点点））

（Ａ）公開特許出願

ｉ 国内 （ 件）

公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

固体電解質シート及びその製造方法、全固体電池、並び

に全固体電池の製造方法

長谷川泰則、 園村浩介、

佐藤和郎、 村上修一、

櫻井芳昭

（大阪技術研単独）

無機充填剤の表面処理方法
松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
関東電化工業株式会社

ブレード加工装置及びブレード加工方法
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐

株式会社新日本テック、

株式会社東京精密

耐摩耗性皮膜及びその形成方法、並びに耐摩耗性部材 道山泰宏、 中出卓男 帝国イオン株式会社

建物用の調湿機能付き断熱材及びその製造方法 長谷川貴洋、 岩﨑 訓

城東テクノ株式会社、

金山化成株式会社、

株式会社

蓄熱性炭素繊維強化プラスチック

片桐一彰、 山口真平、

永廣卓哉、 尾﨑友厚、

園村浩介、 武村 守、

吉岡弥生、 垣辻 篤、

川北園美

国立大学法人北海道大学

金型および焼結ダイヤモンドで構成された金型の摺動面

の製造方法

柳田大祐、 渡邊幸司、

南 久
（大阪技術研単独）

ステンレス鋼の溶接スケール除去用電解研磨液
左藤眞市、 西村 崇、

佐谷真那実

株式会社日本科学エンジニ

アリング

ステンレス鋼用電解研磨液
左藤眞市、 西村 崇、

佐谷真那実

株式会社日本科学エンジニ

アリング

ステンレス鋼用電解研磨液
左藤眞市、 西村 崇、

佐谷真那実

株式会社日本科学エンジニ

アリング

偏光膜用二色性アゾ色素、および該二色性アゾ色素で染

色された偏光膜
井上陽太郎、 西村正樹 株式会社日本化学工業所

脂質および脂肪酸組成物の製造方法、ならびに脂肪酸組

成物
永尾寿浩、 田中重光

ヤエガキ醗酵技研株式会

社、

国立研究開発法人産業技

術総合研究所
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公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

β型チタン合金及びその製造方法
道山泰宏、 安木誠一、

辰巳亮太
株式会社オー・ケー・シー

ショウガ乳酸菌発酵物の製造方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

株式会社、

株式会社

製薬

静電容量式タッチセンサおよびその製造方法
中山健吾、 金岡祐介、

櫻井芳昭
ハニー化成株式会社

鉄系部材の製造方法 佐谷真那実、 左藤眞市
キレスト株式会社、

中部キレスト株式会社

歪センサ、およびその製造方法
筧 芳治、 小栗泰造、

佐藤和郎
日本リニアックス株式会社

Ｎｉ／γ－Ａｌ２Ｏ３系材料の再生方法
山口真平、 尾﨑友厚、

陶山 剛
（大阪技術研単独）

基準ビーム出射装置
山東悠介、 佐藤和郎、

萩野秀樹、 山口拓人
ＬＢコア株式会社

電子部品保護膜用アリルフェノール－マレイミド共重合体

を生成するための樹脂組成物、およびその共重合体から

なる電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

過硝酸の濃度検出方法および装置、並びに殺菌用過硝酸

の生成装置
中島陽一、 井川 聡 国立大学法人大阪大学

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

異種金属接合体の製造方法 長岡 亨 冨士端子工業株式会社

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

測定用装具、姿勢推定システム、体幹装具の設計方法、お

よび体幹装具の製造方法
木谷亮太、 山本貴則

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

社会福祉法人愛徳福祉会

蓄光微粒子粉末およびその製造方法 日置亜也子
太平洋セメント株式会社、

国立大学法人大阪大学

ケイ酸塩で被覆された蓄光材、およびその製造方法 日置亜也子
太平洋セメント株式会社、

国立大学法人大阪大学

フルオレン化合物およびその製造方法
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

遮水構造及び護岸の施工方法 西村正樹

東洋建設株式会社、

東洋紡株式会社、

太陽工業株式会社

水性防錆剤 左藤眞市、 佐谷真那実 センカ株式会社

エステル化合物、ゲル化剤、および組成物 東海直治、 懸橋理枝 株式会社日本触媒

電子部材およびその製造方法 伊藤盛通
株式会社太洋工作所、

奥野製薬工業株式会社

塗布ノズル及び塗布装置
山本真理、 加藤敦隆、

高橋雅也
タツモ株式会社

脂肪酸組成物およびその製造方法、ならびに該脂肪酸組

成物を含有する皮膚外用剤、医薬部外品および化粧品
永尾寿浩、 田中重光

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

ヤエガキ醗酵技研株式会社

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪
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公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

β型チタン合金及びその製造方法
道山泰宏、 安木誠一、

辰巳亮太
株式会社オー・ケー・シー

ショウガ乳酸菌発酵物の製造方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

株式会社、

株式会社

製薬

静電容量式タッチセンサおよびその製造方法
中山健吾、 金岡祐介、

櫻井芳昭
ハニー化成株式会社

鉄系部材の製造方法 佐谷真那実、 左藤眞市
キレスト株式会社、

中部キレスト株式会社

歪センサ、およびその製造方法
筧 芳治、 小栗泰造、

佐藤和郎
日本リニアックス株式会社

Ｎｉ／γ－Ａｌ２Ｏ３系材料の再生方法
山口真平、 尾﨑友厚、

陶山 剛
（大阪技術研単独）

基準ビーム出射装置
山東悠介、 佐藤和郎、

萩野秀樹、 山口拓人
ＬＢコア株式会社

電子部品保護膜用アリルフェノール－マレイミド共重合体

を生成するための樹脂組成物、およびその共重合体から

なる電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

過硝酸の濃度検出方法および装置、並びに殺菌用過硝酸

の生成装置
中島陽一、 井川 聡 国立大学法人大阪大学

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

異種金属接合体の製造方法 長岡 亨 冨士端子工業株式会社

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

測定用装具、姿勢推定システム、体幹装具の設計方法、お

よび体幹装具の製造方法
木谷亮太、 山本貴則

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

社会福祉法人愛徳福祉会

蓄光微粒子粉末およびその製造方法 日置亜也子
太平洋セメント株式会社、

国立大学法人大阪大学

ケイ酸塩で被覆された蓄光材、およびその製造方法 日置亜也子
太平洋セメント株式会社、

国立大学法人大阪大学

フルオレン化合物およびその製造方法
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

遮水構造及び護岸の施工方法 西村正樹

東洋建設株式会社、

東洋紡株式会社、

太陽工業株式会社

水性防錆剤 左藤眞市、 佐谷真那実 センカ株式会社

エステル化合物、ゲル化剤、および組成物 東海直治、 懸橋理枝 株式会社日本触媒

電子部材およびその製造方法 伊藤盛通
株式会社太洋工作所、

奥野製薬工業株式会社

塗布ノズル及び塗布装置
山本真理、 加藤敦隆、

高橋雅也
タツモ株式会社

脂肪酸組成物およびその製造方法、ならびに該脂肪酸組

成物を含有する皮膚外用剤、医薬部外品および化粧品
永尾寿浩、 田中重光

国立研究開発法人産業技

術総合研究所、

ヤエガキ醗酵技研株式会社

発電装置及び送信装置 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

119 
 

公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

摩擦攪拌接合ツール及び摩擦攪拌接合方法
田中 努、 平田智丈、

内田壮平、 根津将之
（大阪技術研単独）

防護柵およびその設置方法 中嶋隆勝
山崎誠、

ＮＫＣ開発株式会社

溶射皮膜の形成方法 足立振一郎
岩谷産業株式会社、

アルバックテクノ株式会社

メタノフラーレン誘導体の製造方法
隅野修平、 伊藤貴敏、

岩井利之、 松元 深
株式会社ナード研究所

ガラス繊維含有樹脂組成物、及び、硬化物
木村 肇、 大塚恵子、

米川盛生
株式会社

炭素繊維強化プラスチックの製造方法

片桐一彰、 山口真平、

園村浩介、 尾﨑友厚、

垣辻 篤

（大阪技術研単独）

ノボラック型フェノール樹脂および樹脂組成物
木村 肇、 大塚恵子、

米川盛生

国立研究開発法人森林研

究・整備機構

樹脂組成物
木村 肇、 大塚恵子、

米川盛生

国立研究開発法人森林研

究・整備機構

ＶＯＣ電気化学式浄化ユニットおよび浄化方法 山口真平、 尾﨑友厚
株式会社ノリタケカンパニ

ーリミテド

複合窒化アルミニウム粒子の製造方法、及び複合窒化ア

ルミニウム粒子

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社トクヤマ

異種金属の接合方法 長岡 亨 冨士端子工業株式会社

金属製螺子及びその締結工法 左藤眞市 ケーエム精工株式会社

超音波センサ 田中恒久 （大阪技術研単独）

レーザ光を用いた表面硬化処理方法および装置
平田智丈、 山口拓人、

横山雄二郎、 星野英光
（大阪技術研単独）

破断面解析装置、破断面解析方法、及び、機械学習用デ

ータセットの生成方法

濱田真行、 喜多俊輔、

平田智丈、 北川貴弘
（大阪技術研単独）

破断面解析装置及び破断面解析方法
濱田真行、 喜多俊輔、

平田智丈、 北川貴弘
（大阪技術研単独）

射出成形用断熱装置 上利泰幸、 山田浩二 株式会社新日本テック

電子部品保護膜用の樹脂組成物および樹脂組成物を用い

た電子部品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

ポリラクチドグラフト化ポリビニルアルコール系樹脂の製造

方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
三菱ケミカル株式会社

［６、６］メタノフラーレン誘導体の製造方法
伊藤貴敏、 岩井利之、

松元 深、 隅野修平
株式会社ナード研究所

エーテル化合物、ゲル化剤、および組成物 東海直治、 懸橋理枝 株式会社日本触媒

配線付き繊維部材及びその製造方法 宇野真由美、小森真梨子 旭化成アドバンス株式会社

テアニン生産菌の作製法

駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦、

大橋博之

太陽化学株式会社

触媒、触媒の製造方法、空気極、および空気電池 丸山 純、 丸山翔平 シャープ株式会社

異種金属の接合方法 長岡 亨 冨士端子工業株式会社
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公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

メタライズセラミックス部材及びその製造方法並びにセラミ

ックス溶接体の製造方法

園村浩介、 片桐一彰、

山口拓人、 尾﨑友厚、

長谷川泰則、 田中 努、

垣辻 篤

（大阪技術研単独）

電子デバイス
宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

増粘安定剤、及びそれを用いた電子デバイス製造用溶剤

組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

熱伝導性複合フィラーとこれを含む放熱性樹脂組成物、該

放熱性樹脂組成物からなる放熱性グリース及び放熱部材

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

放熱部材用組成物、可視光反射性放熱部材、発光デバイ

ス、発光装置

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

外国 （ 件）

国国名名 公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

カナダ

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

カナダ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

中国 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

中国
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

中国
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

中国
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

中国 塗布ノズル及び塗布装置
山本真理、 加藤敦隆、

高橋雅也
タツモ株式会社

中国

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

中国 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

中国

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

中国 化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

ドイツ
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社
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公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

メタライズセラミックス部材及びその製造方法並びにセラミ

ックス溶接体の製造方法

園村浩介、 片桐一彰、

山口拓人、 尾﨑友厚、

長谷川泰則、 田中 努、

垣辻 篤

（大阪技術研単独）

電子デバイス
宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

増粘安定剤、及びそれを用いた電子デバイス製造用溶剤

組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

熱伝導性複合フィラーとこれを含む放熱性樹脂組成物、該

放熱性樹脂組成物からなる放熱性グリース及び放熱部材

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

放熱部材用組成物、可視光反射性放熱部材、発光デバイ

ス、発光装置

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

外国 （ 件）

国国名名 公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

カナダ

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

カナダ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

中国 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

中国
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

中国
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

中国
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

中国 塗布ノズル及び塗布装置
山本真理、 加藤敦隆、

高橋雅也
タツモ株式会社

中国

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

中国 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

中国

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

中国 化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

ドイツ
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

121 
 

国国名名 公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

ドイツ

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

ドイツ 化合物及びそれを含む電池
加藤敦隆、 山本真理、

高橋雅也
出光興産株式会社

打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

インド
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

インド
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

韓国
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

韓国 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

韓国
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

韓国
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

韓国
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

韓国 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田和紀
株式会社クラレ

シンガポ

ール

銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

台湾
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

台湾
放熱部材用組成物、可視光反射性放熱

部材、発光デバイス、発光装置

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社
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国国名名 公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

台湾

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

台湾

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

台湾 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田 紀
株式会社クラレ

アメリカ
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

アメリカ

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

アメリカ

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

テアニン生産菌の作製法

駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦、

大橋博之

太陽化学株式会社

（Ｂ）特許権

ｉ 国内 （ 件）

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

球状バナジウム炭化物含有高マンガン鋳鉄材料及びその製造

方法

武村 守、 松室光昭、

橘堂 忠

株式会社岡本、

株式会社三共合金鋳造所

温風加熱器 広畑 健 株式会社万雄

履物底用静電気除去具及び静電気除去履物底 木村裕和、 豊田佳与 モリト株式会社

高熱伝導性樹脂組成物及びその製造方法 上利泰幸、 島田雅之 株式会社

めっき用不溶性陽極
中出卓男、 左藤眞市、

横井昌幸、 森河 務
株式会社大阪ソーダ

遮水板、遮水板の連結構造及び遮水壁の施工方法 赤井智幸、 松本 哲

株式会社奥村組、

嘉門雅史

錦城護謨株式会社、

五洋建設株式会社

株式会社大林組、

東亜建設工業株式会社、

東洋建設株式会社、

株式会社不動テトラ
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国国名名 公公開開番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共同同出出願願人人

台湾

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

台湾

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

台湾 パターン付繊維基材
二谷真司、 宇野真由美、

前田 紀
株式会社クラレ

アメリカ
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
増粘安定剤、及びそれを用いた電子デ

バイス製造用溶剤組成物
東海直治、 懸橋理枝 株式会社ダイセル

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社

アメリカ

電子部品保護膜用アリルフェノールー

マレイミド共重合を生成するための樹脂

組成物、およびその共重合体の電子部

品保護膜

大塚恵子、 米川盛生、

木村 肇
株式会社

アメリカ

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末

の製造方法、積層造形物の製造方法及

び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

テアニン生産菌の作製法

駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦、

大橋博之

太陽化学株式会社

（Ｂ）特許権

ｉ 国内 （ 件）

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

球状バナジウム炭化物含有高マンガン鋳鉄材料及びその製造

方法

武村 守、 松室光昭、

橘堂 忠

株式会社岡本、

株式会社三共合金鋳造所

温風加熱器 広畑 健 株式会社万雄

履物底用静電気除去具及び静電気除去履物底 木村裕和、 豊田佳与 モリト株式会社

高熱伝導性樹脂組成物及びその製造方法 上利泰幸、 島田雅之 株式会社

めっき用不溶性陽極
中出卓男、 左藤眞市、

横井昌幸、 森河 務
株式会社大阪ソーダ

遮水板、遮水板の連結構造及び遮水壁の施工方法 赤井智幸、 松本 哲

株式会社奥村組、

嘉門雅史

錦城護謨株式会社、

五洋建設株式会社

株式会社大林組、

東亜建設工業株式会社、

東洋建設株式会社、

株式会社不動テトラ
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

耐摩耗性に優れた球状バナジウム炭化物含有低熱膨張材料

及びこの製造方法

出水 敬、 武村 守、

松室光昭、 橘堂 忠

株式会社岡本、

株式会社三共合金鋳造所

受圧管一体型圧力センサ 筧 芳治、 野坂俊紀 日本リニアックス株式会社

ポリアミド微粒子及びその製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

共役脂肪酸含有モノグリセリドおよびその製造方法

永尾寿浩、 富永嘉男、

杉原耿雄、 島田裕司、

渡辺 嘉

日清オイリオグループ株式

会社

屈折率パターンの形成方法 松川公洋、 松浦幸仁 大阪ガス株式会社

金属基複合材料の製造方法及びその方法で製造された複合

材料

水内 潔、 杉岡正美、

伊丹正郎
富士電波工機株式会社

緩み止めナット 角谷秀夫 株式会社富士製作所

転倒防止装置およびこれを備えた自動販売機 中嶋隆勝 東洋ベンディング株式会社

機能性ポリアミド微粒子及びその製造方法
吉岡弥生、 舘 秀樹、

山元和彦、 浅尾勝哉
住友ベークライト株式会社

サーミスタ用材料及びその製造方法 岡本昭夫

株式会社岡野製作所、

小川倉一、

美馬宏司

共役リノール酸異性体の精製方法およびその用途
杉原耿雄、 島田裕司、

永尾寿浩、 渡辺 嘉

日清オイリオグループ株式

会社

耐亜鉛侵食性が改善された物品
中出卓男、 西村 崇、

森河 務
株式会社野村鍍金

ポリ乳酸組成物 酒井清文、 上利泰幸 大八化学工業株式会社

ポリイミド多孔体及び微粒子の製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

摩擦撹拌接合方法及び装置
杉井春夫、 谷口正志、

大川裕蔵
アイセル株式会社

球状バナジウム炭化物含有高硬度合金鋳鉄材料及びその製

造方法

出水 敬、 武村 守、

岡本 明、 松室光昭、

道山泰宏、 橘堂 忠

株式会社岡本、

株式会社三共合金鋳造所

金属皮膜を有するポリマー微粒子及びその製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

廃棄物処分場の遮水構造 赤井智幸

嘉門雅史、

太陽工業株式会社、

東洋建設株式会社

光重合性樹脂組成物およびその硬化物 松川公洋、 松浦幸仁 大阪ガス株式会社

ニッケル－モリブデン合金めっき液とそのめっき皮膜及びめっ

き物品

中出卓男、 横井昌幸、

森河 務、 北村浩司
株式会社野村鍍金

温度測定方法及びその装置 木戸博康、 谷 淳一 川惣電機工業株式会社

重合性組成物およびその硬化物 松川公洋、 松浦幸仁 大阪ガス株式会社

１０－ハロゲノ－１０Ｈ－９－オキサ－１０－ホスファフェナント

レン化合物の製造方法

石野義夫、 大野敏信、

伊藤貴敏、 三原正稔
丸菱油化工業株式会社

熱伝導性シート 上利泰幸 ニッタ株式会社

金属酸化物粒子の製造方法
中許昌美、 山本真理、

柏木行康
株式会社デンソー
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

シート同士の結合方法 赤井智幸

タキロンシーアイ株式会社、

横浜ゴム株式会社、

錦城護謨株式会社、

太陽工業株式会社

酸化物薄膜太陽電池 品川 勉、 伊崎昌伸 奥野製薬工業株式会社

亜酸化銅膜に金属銅層を形成する方法
藤原 裕、 品川 勉、

伊崎昌伸、 小林靖之
奥野製薬工業株式会社

銀酸化物膜電解形成用組成物
伊崎昌伸、 渡瀬星児、

渡辺 充、 品川 勉
奥野製薬工業株式会社

温度分布測定装置 木戸博康、 谷 淳一 川惣電機工業株式会社

膜形成用組成物及び膜の形成方法 松川公洋、 松浦幸仁 扶桑化学工業株式会社

摩擦攪拌装置、そのプローブの制御方法、制御プログラム及

び接合体の製造方法
杉井春夫 アイセル株式会社

光学素子のプレス成形シミュレーション方法及びプログラム 木下俊行

ミツエ・モールド・エンジニア

リング株式会社

相澤龍彦

金属材の加工方法および構造物 福角真男、 森貞好昭
国立大学法人大阪大学、

株式会社総合車両製作所

触媒構造体およびこれを用いたカーボンナノ構造体の製造方

法
水越朋之 住友電気工業株式会社

膜形成用組成物、その硬化物からなる硬化膜及びその製造方

法
松川公洋 扶桑化学工業株式会社

シート敷設用台船及び遮水シートの敷設施工方法 赤井智幸、 西村正樹

東洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

株式会社不動テトラ、

太陽工業株式会社、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

嘉門雅史

保護板の連結方法 赤井智幸

東洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

株式会社不動テトラ、

太陽工業株式会社、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

嘉門雅史

多孔質成形体およびその製造方法ならびにその用途 広畑 健
株式会社バルカー、

未来電池株式会社

ポリアミド絡合体及びその製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

発泡体、及びその製造方法
松川公洋、 玉井聡行、

渡辺 充
株式会社シグマックス

ポリ乳酸系樹脂積層フィルム、その製造方法、及びその易分解

化処理方法
上利泰幸、 酒井清文 大八化学工業株式会社

衝撃強さ評価方法 中嶋隆勝 全国農業協同組合連合会

熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

シート同士の結合方法 赤井智幸

タキロンシーアイ株式会社、

横浜ゴム株式会社、

錦城護謨株式会社、

太陽工業株式会社

酸化物薄膜太陽電池 品川 勉、 伊崎昌伸 奥野製薬工業株式会社

亜酸化銅膜に金属銅層を形成する方法
藤原 裕、 品川 勉、

伊崎昌伸、 小林靖之
奥野製薬工業株式会社

銀酸化物膜電解形成用組成物
伊崎昌伸、 渡瀬星児、

渡辺 充、 品川 勉
奥野製薬工業株式会社

温度分布測定装置 木戸博康、 谷 淳一 川惣電機工業株式会社

膜形成用組成物及び膜の形成方法 松川公洋、 松浦幸仁 扶桑化学工業株式会社

摩擦攪拌装置、そのプローブの制御方法、制御プログラム及

び接合体の製造方法
杉井春夫 アイセル株式会社

光学素子のプレス成形シミュレーション方法及びプログラム 木下俊行

ミツエ・モールド・エンジニア

リング株式会社

相澤龍彦

金属材の加工方法および構造物 福角真男、 森貞好昭
国立大学法人大阪大学、

株式会社総合車両製作所

触媒構造体およびこれを用いたカーボンナノ構造体の製造方

法
水越朋之 住友電気工業株式会社

膜形成用組成物、その硬化物からなる硬化膜及びその製造方

法
松川公洋 扶桑化学工業株式会社

シート敷設用台船及び遮水シートの敷設施工方法 赤井智幸、 西村正樹

東洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

株式会社不動テトラ、

太陽工業株式会社、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

嘉門雅史

保護板の連結方法 赤井智幸

東洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

株式会社不動テトラ、

太陽工業株式会社、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

嘉門雅史

多孔質成形体およびその製造方法ならびにその用途 広畑 健
株式会社バルカー、

未来電池株式会社

ポリアミド絡合体及びその製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

発泡体、及びその製造方法
松川公洋、 玉井聡行、

渡辺 充
株式会社シグマックス

ポリ乳酸系樹脂積層フィルム、その製造方法、及びその易分解

化処理方法
上利泰幸、 酒井清文 大八化学工業株式会社

衝撃強さ評価方法 中嶋隆勝 全国農業協同組合連合会

熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

アルドン酸の製造方法
村上 洋、 中野博文、

木曽太郎、 桐生高明
株式会社ダイセル

機能性ポリイミド微粒子の製造方法 吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

転倒防止装置およびこれを備えた自動販売機 中嶋隆勝 東洋ベンディング株式会社

切削時のびびり振動を抑制する減衰用部材、減衰装置及び切

削工具

杉岡正美、 水内 潔、

武内 孝、 山田信司、

森貞好昭

住友電工ハードメタル株式会

社

廃棄物被覆用のキャッピングシート 西村正樹、 赤井智幸 東洋紡株式会社

熱硬化性樹脂組成物、当該硬化物、およびこれらから誘導され

る各種物品
松川公洋 荒川化学工業株式会社

金属微粒子と無機微粒子とを含む組成物およびその製造方法 松川公洋、 松浦幸仁 大阪ガス株式会社

樹脂組成物および水性電着塗料 吉岡弥生、 舘 秀樹 株式会社シミズ

球状ポリマー微粒子被覆板状粉体およびそれを含有する化粧

料
木本正樹、 日置亜也子 大東化成工業株式会社

ポリアミド複合粒子、ポリアミド酸複合粒子及びポリイミド複合粒

子並びにこれらの製造方法
吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

還元末端にアルドン酸残基を有しα１→６グルコシド結合また

はβ１→６グルコシド結合を有するオリゴ糖の製造方法

桐生高明、 木曽太郎、

中野博文、 村上 洋
株式会社ダイセル

ポリ乳酸系樹脂フィルム及びその製造方法
上利泰幸、 酒井清文、

森芳邦彦

新生紙化工業株式会社、

大八化学工業株式会社

触媒構造体およびこれを用いたカーボンナノ構造体の製造方

法
水越朋之 住友電気工業株式会社

フルオレン骨格を有するケイ素化合物およびその重合性組成

物
松川公洋 大阪ガス株式会社

歯科用診療装置及び歯科用流体管路殺菌装置 井川 聡
国立大学法人大阪大学、

株式会社吉田製作所

紫外線硬化性樹脂組成物、当該硬化物、およびこれらから誘

導される各種物品
松川公洋 荒川化学工業株式会社

酸化チタンの特性制御方法 高橋雅也

国立大学法人大阪大学、

奥野製薬工業株式会社、

学校法人近畿大学、

公益財団法人レーザー技術

総合研究所

絶縁性熱伝導性樹脂組成物及び成形品並びにその製造方法 上利泰幸 株式会社

プライマー組成物
中許昌美、 山本真理、

柏木行康
奥野製薬工業株式会社

振動生成方法および振動生成装置 細山 亮、 中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

超硬合金の改質方法および該方法によって改質された超硬合

金

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男

株式会社 、

国立大学法人大阪大学

摩擦攪拌加工用ツール 平田智丈
公立大学法人大阪、

アイセル株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

機能性ポリアミド酸複合粒子及び機能性ポリイミド複合粒子の

製造方法
吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

ガス精製装置
岩崎和弥、 井本泰造、

宮内修平、 大山将央
株式会社モリプラント

鉄鋼材の組織微細化方法、微細組織を有する鉄鋼材および刃

物

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男

国立大学法人大阪大学、

株式会社

貯留水場、およびその形成方法 西村正樹、 赤井智幸

太陽工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

東洋紡株式会社、

五洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

東洋建設株式会社、

株式会社不動テトラ

乳酸菌によるアルドン酸の製造方法
中野博文、 村上 洋、

木曽太郎、 桐生高明
株式会社ダイセル

非ガウス特性振動制御装置 細山 亮 株式会社

野球又はソフトボール用プロテクターの緩衝構造 細山 亮 ゼット株式会社

カーボンナノチューブ撚糸およびその製造方法
喜多幸司、 西村正樹、

赤井智幸
東洋紡株式会社

固体電解質薄膜の作製方法 高橋雅也
ラサ工業株式会社、

公立大学法人大阪

歯科用診療装置及び歯科用プラズマジェット照射装置 井川 聡
国立大学法人大阪大学、

株式会社吉田製作所

工具鋼の表面処理方法および該方法によって表面処理された

工具鋼

森貞好昭、 福角真男、

長岡 亨

株式会社 、

国立大学法人大阪大学

金属超微粒子分散インキおよびその製造方法
松本明博、 大塚恵子、

木村 肇
福田金属箔粉工業株式会社

感光性樹脂組成物とその薄膜及びパターン形成方法 松川公洋 大阪ガス株式会社

レーザクラッディング方法及び工具材
萩野秀樹、 中本貴之、

山口拓人
富士高周波工業株式会社

紫外線硬化性樹脂組成物、当該硬化物、およびこれらから誘

導される各種物品
松川公洋 荒川化学工業株式会社

金属材およびその製造方法、並びに該金属材を使用したダイ
森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男
株式会社

ポリ乳酸系接着剤及びその製造方法
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛
コニシ株式会社

発熱体と、冷却部品との間のスペーサーとして使用される熱伝

導性エラストマー組成物
上利泰幸 アロン化成株式会社

新規フルオレン化合物およびその金属酸化物複合体 松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

新規フルオレン化合物及びその製造方法、並びにその金属酸

化物複合体
松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

銀－銅系混合粉末及びそれを用いた接合方法

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男、 柏木行康、

山本真理、 中許昌美

株式会社 テクノ

摩擦加工装置及び摩擦加工方法 平田智丈 アイセル株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

機能性ポリアミド酸複合粒子及び機能性ポリイミド複合粒子の

製造方法
吉岡弥生、 舘 秀樹 住友ベークライト株式会社

ガス精製装置
岩崎和弥、 井本泰造、

宮内修平、 大山将央
株式会社モリプラント

鉄鋼材の組織微細化方法、微細組織を有する鉄鋼材および刃

物

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男

国立大学法人大阪大学、

株式会社

貯留水場、およびその形成方法 西村正樹、 赤井智幸

太陽工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社奥村組、

錦城護謨株式会社、

タキロンシーアイ株式会社、

東洋紡株式会社、

五洋建設株式会社、

東亜建設工業株式会社、

東洋建設株式会社、

株式会社不動テトラ

乳酸菌によるアルドン酸の製造方法
中野博文、 村上 洋、

木曽太郎、 桐生高明
株式会社ダイセル

非ガウス特性振動制御装置 細山 亮 株式会社

野球又はソフトボール用プロテクターの緩衝構造 細山 亮 ゼット株式会社

カーボンナノチューブ撚糸およびその製造方法
喜多幸司、 西村正樹、

赤井智幸
東洋紡株式会社

固体電解質薄膜の作製方法 高橋雅也
ラサ工業株式会社、

公立大学法人大阪

歯科用診療装置及び歯科用プラズマジェット照射装置 井川 聡
国立大学法人大阪大学、

株式会社吉田製作所

工具鋼の表面処理方法および該方法によって表面処理された

工具鋼

森貞好昭、 福角真男、

長岡 亨

株式会社 、

国立大学法人大阪大学

金属超微粒子分散インキおよびその製造方法
松本明博、 大塚恵子、

木村 肇
福田金属箔粉工業株式会社

感光性樹脂組成物とその薄膜及びパターン形成方法 松川公洋 大阪ガス株式会社

レーザクラッディング方法及び工具材
萩野秀樹、 中本貴之、

山口拓人
富士高周波工業株式会社

紫外線硬化性樹脂組成物、当該硬化物、およびこれらから誘

導される各種物品
松川公洋 荒川化学工業株式会社

金属材およびその製造方法、並びに該金属材を使用したダイ
森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男
株式会社

ポリ乳酸系接着剤及びその製造方法
門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛
コニシ株式会社

発熱体と、冷却部品との間のスペーサーとして使用される熱伝

導性エラストマー組成物
上利泰幸 アロン化成株式会社

新規フルオレン化合物およびその金属酸化物複合体 松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

新規フルオレン化合物及びその製造方法、並びにその金属酸

化物複合体
松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

銀－銅系混合粉末及びそれを用いた接合方法

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男、 柏木行康、

山本真理、 中許昌美

株式会社 テクノ

摩擦加工装置及び摩擦加工方法 平田智丈 アイセル株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

カラムリアクター 松川公洋、 玉井聡行 株式会社エマオス京都

金属ナノ構造体およびその製造方法
藤原 裕、 高橋雅也、

小林靖之

奥野製薬工業株式会社、

国立大学法人京都工芸繊維

大学

接合用材料及び接合方法

森貞好昭、 長岡 亨、

福角真男、 柏木行康、

山本真理、 中許昌美

株式会社 テクノ

カーボンナノ構造物成長用触媒層形成方法、触媒層形成用液

及びカーボンナノ構造物製造方法
渡辺義人 大陽日酸株式会社

ロープ状炭素構造物及びその製法 渡辺義人 大陽日酸株式会社

カーボンナノチューブ集合体、その製造方法及びカーボンナ

ノチューブ撚糸

喜多幸司、 西村正樹、

赤井智幸
日新電機株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

銅－亜鉛合金電気めっき液 藤原 裕、 小林靖之 株式会社三栄商会

変性リグニンおよびそれを含有するフェノール樹脂成形材料
木村 肇、 大塚恵子、

松本明博
ハリマ化成株式会社

カーボンナノチューブ撚糸およびその製造方法
喜多幸司、 西村正樹、

赤井智幸
日新電機株式会社

水不溶性リグニンおよびそれを含有する熱硬化性樹脂成形材

料

木村 肇、 大塚恵子、

松本明博
ハリマ化成株式会社

複合ナノ粒子の製造方法
中許昌美、 山本真理、

柏木行康
株式会社 テクノ

銅系ナノ粒子の製造方法
中許昌美、 山本真理、

柏木行康
株式会社 テクノ

二次電池用電極材料及びそれを用いた二次電池
中許昌美、 山本真理、

柏木行康

奥野製薬工業株式会社、

公立大学法人大阪

キャッピングシートの接合方法及び接合構造 西村正樹、 赤井智幸

ユニチカ株式会社、

東洋紡株式会社、

錦城護謨株式会社、

太陽工業株式会社、

株式会社大林組、

株式会社鴻池組、

株式会社淺沼組、

株式会社奥村組、

株式会社田中、

大和紡績株式会社

熱可塑性樹脂およびその製造方法 松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

湿式触媒を用いた配向ＣＮＴ製造方法 渡辺義人 大陽日酸株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

輻射ヒーター 井本泰造 原田 齋

無電解めっきの前処理皮膜形成用組成物

藤原 裕、 松川公洋、

玉井聡行、 渡瀬星児、

小林靖之、 渡辺 充

奥野製薬工業株式会社

低抵抗金属固定抵抗器の製造方法
平田智丈、 田中 努、

森重大樹

株式会社、

株式会社特殊金属エクセル
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

リグニン添加熱硬化性樹脂
木村 肇、 大塚恵子、

松本明博
ハリマ化成株式会社

三次元構造を有する薄膜トランジスタ及びその製造方法 宇野真由美 パイクリスタル株式会社

文化財からポリビニルアルコールを除去する方法 酒井清文、 山中勇人
独立行政法人国立文化財機

構東京文化財研究所

マイクロ構造体の製造方法 櫻井芳昭、 山村昌大 ハニー化成株式会社

フルオレン化合物および金属酸化物を含む組成物 松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

歪抵抗薄膜および当該歪抵抗薄膜を用いたセンサ
筧 芳治、 岡本昭夫、

佐藤和郎、 松永 崇
日本リニアックス株式会社

透明性放熱コーティング組成物 上利泰幸 合同インキ株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈

アイセル株式会社、

学校法人近畿大学、

公立大学法人大阪

銅メタライズ配線セラミック基板及びその製造方法 品川 勉 ニッコー株式会社

ハイドロキシアパタイトシート及びその製造方法 松川公洋、 渡辺 充
尾池工業株式会社、

学校法人近畿大学

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置
四宮徳章、 白川信彦、

中本貴之
石崎プレス工業株式会社

摩擦攪拌加工用ツール及びこれを用いた摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

金属ペースト組成物

中許昌美、 大野敏信、

高橋雅也、 山本真理、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

ＣＭＰパッドコンディショナおよび当該ＣＭＰパッドコンディショ

ナの製造方法
中出卓男、 森河 務

帝国イオン株式会社、

株式会社ノリタケカンパニー

リミテド

銅合金粉末、積層造形物の製造方法および積層造形物
中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

回転ツール 森貞好昭
国立大学法人大阪大学、

住友電気工業株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

接合体の製造方法及び製造装置
平田智丈、 田中 努、

森重大樹
（大阪技術研単独）

金属多孔体の製造方法
松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
株式会社エマオス京都

新規カップリング剤およびそれを用いた無機充填剤の改質処

理方法、この無機充填剤を用いた複合材料

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
株式会社大阪ソーダ

ポリプロピレン樹脂組成物
東 青史、 笹尾茂広、

籠 恵太郎
上野製薬株式会社

焼結ダイヤモンドの放電加工方法および放電加工機 南 久、 渡邊幸司 株式会社新日本テック

導電性微粉末および導電性微粉末分散液

中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康、

斉藤大志

尾池工業株式会社

炭素同素体の製造方法 上利泰幸 株式会社アイテック
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

リグニン添加熱硬化性樹脂
木村 肇、 大塚恵子、

松本明博
ハリマ化成株式会社

三次元構造を有する薄膜トランジスタ及びその製造方法 宇野真由美 パイクリスタル株式会社

文化財からポリビニルアルコールを除去する方法 酒井清文、 山中勇人
独立行政法人国立文化財機

構東京文化財研究所

マイクロ構造体の製造方法 櫻井芳昭、 山村昌大 ハニー化成株式会社

フルオレン化合物および金属酸化物を含む組成物 松川公洋、 渡瀬星児 大阪ガスケミカル株式会社

歪抵抗薄膜および当該歪抵抗薄膜を用いたセンサ
筧 芳治、 岡本昭夫、

佐藤和郎、 松永 崇
日本リニアックス株式会社

透明性放熱コーティング組成物 上利泰幸 合同インキ株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈

アイセル株式会社、

学校法人近畿大学、

公立大学法人大阪

銅メタライズ配線セラミック基板及びその製造方法 品川 勉 ニッコー株式会社

ハイドロキシアパタイトシート及びその製造方法 松川公洋、 渡辺 充
尾池工業株式会社、

学校法人近畿大学

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置
四宮徳章、 白川信彦、

中本貴之
石崎プレス工業株式会社

摩擦攪拌加工用ツール及びこれを用いた摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

金属ペースト組成物

中許昌美、 大野敏信、

高橋雅也、 山本真理、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

ＣＭＰパッドコンディショナおよび当該ＣＭＰパッドコンディショ

ナの製造方法
中出卓男、 森河 務

帝国イオン株式会社、

株式会社ノリタケカンパニー

リミテド

銅合金粉末、積層造形物の製造方法および積層造形物
中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

回転ツール 森貞好昭
国立大学法人大阪大学、

住友電気工業株式会社

摩擦攪拌加工装置及び摩擦攪拌加工方法 平田智丈 アイセル株式会社

接合体の製造方法及び製造装置
平田智丈、 田中 努、

森重大樹
（大阪技術研単独）

金属多孔体の製造方法
松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
株式会社エマオス京都

新規カップリング剤およびそれを用いた無機充填剤の改質処

理方法、この無機充填剤を用いた複合材料

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
株式会社大阪ソーダ

ポリプロピレン樹脂組成物
東 青史、 笹尾茂広、

籠 恵太郎
上野製薬株式会社

焼結ダイヤモンドの放電加工方法および放電加工機 南 久、 渡邊幸司 株式会社新日本テック

導電性微粉末および導電性微粉末分散液

中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康、

斉藤大志

尾池工業株式会社

炭素同素体の製造方法 上利泰幸 株式会社アイテック
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

複合微粒子の製造方法

中許昌美、 大野敏信、

高橋雅也、 山本真理、

柏木行康、 斉藤大志

株式会社 テクノ

新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾオキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

マグネシウム系複合微粒子の製造方法

中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康、

斉藤大志

新日本理化株式会社

複合樹脂組成物

中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康、

斉藤大志

新日本理化株式会社

表面保護コーティング用組成物および表面保護層が形成され

た基材

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
荒川化学工業株式会社

ブレード加工装置及びブレード加工方法
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐

株式会社新日本テック、

株式会社東京精密

歪抵抗薄膜およびこれを用いた歪センサ素子

筧 芳治、 佐藤和郎、

小栗泰造、 松永 崇、

山田義春

日本リニアックス株式会社

Ｎｉ基金属間化合物焼結体およびその製造方法 垣辻 篤 公立大学法人大阪

有機無機ハイブリッド薄膜の製造方法 松川公洋
大八化学工業株式会社、

凸版印刷株式会社

２－（ヒドロキシフェニル）ベンゾオキサゾール類の製造方法

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

β型チタン合金及びその製造方法 道山泰宏 （大阪技術研単独）

食用及び／又は工業用油脂組成物及び着色剤 渡辺 嘉 エガオプラス株式会社

電子機器の遮熱構造
上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
ビッグテクノス株式会社

金属ペースト組成物
中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康
住友精化株式会社

Ｄ－グルカル酸生産菌およびＤ－グルカル酸の製造方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

単結晶の製造方法
中本貴之、 菅原貴広、

白川信彦、 山口勝己
国立大学法人大阪大学

金属酸化物分散体、金属酸化物分散体含有重合性組成物、お

よびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

銅合金粉末、積層造形物の製造方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

多層膜材接着方法 西村正樹、 赤井智幸 太陽工業株式会社

粉体離型剤、金型重力鋳造方法、及び鋳造システム 松室光昭、 武村 守 株式会社

ワーク加工装置及びワーク加工方法
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐

株式会社新日本テック、

株式会社東京精密

高屈折率透明性薄膜の製造方法及びその方法により製造され

た薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

無電解めっきの下地皮膜形成用組成物
松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
奥野製薬工業株式会社

129



130 
 

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ヒドロゲル化剤 東海直治、 懸橋理枝 シーシーアイ株式会社

電気絶縁性熱伝導樹脂組成物の製造方法
上利泰幸、 平野 寛、

岡田哲周、 門多丈治
スターライト工業株式会社

クロムめっき液、電気めっき方法及びクロムめっき液の製造方

法

林 彰平、 中出卓男、

長瀧敬行、 森河 務
帝国イオン株式会社

非ガウス性振動制御装置 細山 亮 株式会社

評価方法および評価装置 片桐真子、 櫻井芳昭 （大阪技術研単独）

抗菌性の被覆層を有する食品容器成型用シート、食品容器ま

たは食品包装フィルム、およびその応用
大本貴士、 山中勇人 ニッポー株式会社

熱伝導性樹脂成形品
上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
スターライト工業株式会社

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置 四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置 四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

透明断熱材料及びその製造方法 筧 芳治、 近藤裕佑
小川倉一、

株式会社イー・エム・ディー

複合硬質被膜を有する物品及びその製造方法
小畠淳平、 三浦健一、

四宮徳章、 森河 務
オテック株式会社

アルカリ亜鉛蓄電池
斉藤 誠、 西村 崇、

左藤眞市
積水化成品工業株式会社

無電解めっきの前処理方法 玉井聡行、 渡辺 充 奥野製薬工業株式会社

固化材料ほぐし装置 中嶋隆勝 平野整機工業株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器
岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

ワーク加工装置
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐

株式会社新日本テック、

株式会社東京精密

コーティング組成物とその前駆体組成物及び薄膜並びにこれ

らの製造方法

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大阪ガスケミカル株式会社

炭素繊維強化プラスチック強化材料及びプラスチック強化材料

片桐一彰、 奥村俊彦、

山口真平、 永廣卓哉、

川北園美

美津濃株式会社

熱伝導性複合フィラー、熱伝導性複合フィラーの製造方法、熱

伝導性樹脂および熱伝導性樹脂の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社大豊化成

糊抜きデニム製品の製造方法
大本貴士、 山中勇人、

森芳邦彦、 駒 大輔
豊和株式会社

銅合金粉末、積層造形物の製造方法および積層造形物
中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末の製造方法、積層造形

物の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

熱硬化性樹脂組成物及び熱硬化性樹脂
大塚恵子、 木村 肇、

松本明博
堺化学工業株式会社

金属間化合物合金、金属部材及びクラッド層の製造方法 山口拓人、 萩野秀樹 公立大学法人大阪

活性炭の製造方法
岩﨑 訓、 長谷川貴洋、

丸山 純
昭和産業株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ヒドロゲル化剤 東海直治、 懸橋理枝 シーシーアイ株式会社

電気絶縁性熱伝導樹脂組成物の製造方法
上利泰幸、 平野 寛、

岡田哲周、 門多丈治
スターライト工業株式会社

クロムめっき液、電気めっき方法及びクロムめっき液の製造方

法

林 彰平、 中出卓男、

長瀧敬行、 森河 務
帝国イオン株式会社

非ガウス性振動制御装置 細山 亮 株式会社

評価方法および評価装置 片桐真子、 櫻井芳昭 （大阪技術研単独）

抗菌性の被覆層を有する食品容器成型用シート、食品容器ま

たは食品包装フィルム、およびその応用
大本貴士、 山中勇人 ニッポー株式会社

熱伝導性樹脂成形品
上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
スターライト工業株式会社

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置 四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

金属部品の製造方法および金属部品の製造装置 四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

透明断熱材料及びその製造方法 筧 芳治、 近藤裕佑
小川倉一、

株式会社イー・エム・ディー

複合硬質被膜を有する物品及びその製造方法
小畠淳平、 三浦健一、

四宮徳章、 森河 務
オテック株式会社

アルカリ亜鉛蓄電池
斉藤 誠、 西村 崇、

左藤眞市
積水化成品工業株式会社

無電解めっきの前処理方法 玉井聡行、 渡辺 充 奥野製薬工業株式会社

固化材料ほぐし装置 中嶋隆勝 平野整機工業株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器
岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

ワーク加工装置
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐

株式会社新日本テック、

株式会社東京精密

コーティング組成物とその前駆体組成物及び薄膜並びにこれ

らの製造方法

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大阪ガスケミカル株式会社

炭素繊維強化プラスチック強化材料及びプラスチック強化材料

片桐一彰、 奥村俊彦、

山口真平、 永廣卓哉、

川北園美

美津濃株式会社

熱伝導性複合フィラー、熱伝導性複合フィラーの製造方法、熱

伝導性樹脂および熱伝導性樹脂の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社大豊化成

糊抜きデニム製品の製造方法
大本貴士、 山中勇人、

森芳邦彦、 駒 大輔
豊和株式会社

銅合金粉末、積層造形物の製造方法および積層造形物
中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

積層造形用銅粉末、積層造形用銅粉末の製造方法、積層造形

物の製造方法及び積層造形物

菅原貴広、 中本貴之、

三木隆生、 内田壮平
メック株式会社

熱硬化性樹脂組成物及び熱硬化性樹脂
大塚恵子、 木村 肇、

松本明博
堺化学工業株式会社

金属間化合物合金、金属部材及びクラッド層の製造方法 山口拓人、 萩野秀樹 公立大学法人大阪

活性炭の製造方法
岩﨑 訓、 長谷川貴洋、

丸山 純
昭和産業株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ステンレス鋼の溶接スケール除去用電解研磨液
左藤眞市、 西村 崇、

佐谷真那実

株式会社日本科学エンジニ

アリング

２－ＤＨＡ－リゾホスファチジルコリン含有脂質組成物及びその

製造方法
永尾寿浩、 田中重光

フィトファーマ株式会社、

国立大学法人北海道大学、

学校法人関西大学

光学素子成形用型材の製造方法 本田索郎

学校法人芝浦工業大学、

株式会社東海エンジニアリン

グサービス

電子部材およびその製造方法 伊藤盛通
株式会社太洋工作所、

奥野製薬工業株式会社

イオンプレーティング用ターゲット材料および該イオンプレー

ティング用ターゲット材料の製造方法

三浦健一、 園村浩介、

小畠淳平、 垣辻 篤、

渡辺義人、 山東悠介

（大阪技術研単独）

美白用組成物
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

プランドゥシー・メディカル株

式会社

積層造形物の製造方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

有機絶縁性薄膜、有機トランジスタ、キャパシタおよび有機絶

縁性薄膜の製造方法

金岡祐介、 中山健吾、

宇野真由美、 櫻井芳昭
ハニー化成株式会社

アクネ菌株選択的抗菌剤 永尾寿浩、 田中重光 株式会社桃谷順天館

新規なジエポキシ化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

上利泰幸、 平野 寛、

門多丈治、 岡田哲周
株式会社

環状ジペプチドを含む抗歯周病原細菌剤 井川 聡

株式会社エイ・エル・エイ、

学校法人総持学園鶴見大

学、

国立大学法人大阪大学

歪抵抗薄膜および当該歪抵抗薄膜を用いたセンサ
筧 芳治、 佐藤和郎、

小栗泰造
日本リニアックス株式会社

樹脂表面粗化用組成物
松川公洋、 柏木行康、

斉藤大志
住友精化株式会社

紫外線硬化性樹脂組成物 松川公洋、 渡辺 充 荒川化学工業株式会社

ヒートシンク

四宮徳章、 中本貴之、

菅原貴広、 片桐一彰、

山口真平

（大阪技術研単独）

脂肪酸組成物およびその製造方法、ならびに該脂肪酸組成物

を含有する皮膚外用剤、医薬部外品および化粧品
永尾寿浩、 田中重光

国立研究開発法人産業技術

総合研究所、

ヤエガキ醗酵技研株式会社

機上ツルーイング装置および工作機械
南 久、 渡邊幸司、

柳田大祐
株式会社新日本テック

多孔質シリカおよびその製造方法 道志 智 新田ゼラチン株式会社

抵抗変化型温度センサおよびその製造方法 中山健吾、 宇野真由美 パイクリスタル株式会社

パイナップル残渣の処理方法
村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明

プランドゥシー・メディカル株

式会社

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材用組成物

の製造方法、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社
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特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

触媒の製造方法
丸山 純、 福原知子、

丸山翔平
シャープ株式会社

粉体接触部材の粗面化方法および粉体接触部材 小栗泰造 株式会社オカノブラスト

低熱膨張部材用組成物、低熱膨張部材、電子機器、低熱膨張

部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

発電装置、送信装置及び発電方法 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイバー及びその製造方

法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

焼成型の蛍光材の製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

全固体二次電池用の添加剤、全固体二次電池及びその製造

方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

熱硬化性樹脂組成物、硬化物、成形材料、及び、成形体
大塚恵子、 木村 肇、

松本明博

住友精化株式会社、

アドバンスト・ソフトマテリアル

ズ株式会社

遮水構造 西村正樹

東洋建設株式会社、

東洋紡株式会社、

太陽工業株式会社

油増粘剤 東海直治、 懸橋理枝

株式会社コスモステクニカル

センター、

日光ケミカルズ株式会社、

日本サーファクタント工業株

式会社

特許活用支援装置、特許活用支援方法およびプログラム 中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

ガラス被覆蛍光骨材およびその製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

クラッド層の製造方法 山口拓人、 萩野秀樹 公立大学法人大阪

紫外光発光材料及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

増感剤及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

金型、鍛造装置、および鍛造方法 四宮徳章
ハイテン工業株式会社、

公立大学法人大阪

コバルト－ニッケル合金材料、それを用いた連続鋳造用鋳型

の製造方法
長瀧敬行、 中出卓男 株式会社野村鍍金

打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県、

日鉄テクノロジー株式会社

芳香族化合物を産生する微生物
駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦
（大阪技術研単独）

フルオレン化合物を含有する発光体
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

立体像表示装置
山東悠介、 佐藤和郎、

北川貴弘、 川村 誠
（大阪技術研単独）

132



132 
 

特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機器、放熱部材の製造方

法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

触媒の製造方法
丸山 純、 福原知子、

丸山翔平
シャープ株式会社

粉体接触部材の粗面化方法および粉体接触部材 小栗泰造 株式会社オカノブラスト

低熱膨張部材用組成物、低熱膨張部材、電子機器、低熱膨張

部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

発電装置、送信装置及び発電方法 村上修一
株式会社ダイヘン、

公立大学法人大阪

ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイバー及びその製造方

法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

焼成型の蛍光材の製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

全固体二次電池用の添加剤、全固体二次電池及びその製造

方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

熱硬化性樹脂組成物、硬化物、成形材料、及び、成形体
大塚恵子、 木村 肇、

松本明博

住友精化株式会社、

アドバンスト・ソフトマテリアル

ズ株式会社

遮水構造 西村正樹

東洋建設株式会社、

東洋紡株式会社、

太陽工業株式会社

油増粘剤 東海直治、 懸橋理枝

株式会社コスモステクニカル

センター、

日光ケミカルズ株式会社、

日本サーファクタント工業株

式会社

特許活用支援装置、特許活用支援方法およびプログラム 中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

ガラス被覆蛍光骨材およびその製造方法 日置亜也子
国立大学法人大阪大学、

太平洋セメント株式会社

クラッド層の製造方法 山口拓人、 萩野秀樹 公立大学法人大阪

紫外光発光材料及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

増感剤及びその用途
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

金型、鍛造装置、および鍛造方法 四宮徳章
ハイテン工業株式会社、

公立大学法人大阪

コバルト－ニッケル合金材料、それを用いた連続鋳造用鋳型

の製造方法
長瀧敬行、 中出卓男 株式会社野村鍍金

打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県、

日鉄テクノロジー株式会社

芳香族化合物を産生する微生物
駒 大輔、 大本貴士、

山中勇人、 森芳邦彦
（大阪技術研単独）

フルオレン化合物を含有する発光体
渡瀬星児、 御田村紘志、

中村優志
大阪ガスケミカル株式会社

立体像表示装置
山東悠介、 佐藤和郎、

北川貴弘、 川村 誠
（大阪技術研単独）
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外国 （ 件）

国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

オーストリ

ア

金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

オーストリ

ア

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

オーストリ

ア
樹脂表面粗化用組成物

柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

オーストラ

リア

グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

ベルギー
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

ベルギー
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スイス
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スイス
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

中国
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

中国 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

中国
高熱伝導性樹脂組成物及びその製造

方法
上利泰幸、 島田雅之 株式会社

中国 温風加熱器 広畑 健 株式会社万雄

中国 熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社

中国 金属ペースト組成物
中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康
住友精化株式会社

中国
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

中国
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原 稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

中国
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

中国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

中国
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

チェコ
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

ドイツ
金属酸化物分散体、金属酸化物分散体

含有重合性組成物、およびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

ドイツ
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ドイツ 熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社

ドイツ
Ｄ－グルカル酸生産菌およびＤ－グル

カル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

ドイツ
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

ドイツ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

ドイツ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

ドイツ
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

デンマー

ク

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スペイン
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スペイン
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スペイン 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

フィンランド
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

フィンランド
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

フランス
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

フランス
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守

四宮徳章

株式会社ダイヘン

フランス 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

イギリス
金属酸化物分散体、金属酸化物分散体

含有重合性組成物、およびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

イギリス
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

イギリス
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

イギリス
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

イギリス 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

ハンガリ

ー

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

ドイツ 熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社

ドイツ
Ｄ－グルカル酸生産菌およびＤ－グル

カル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

ドイツ
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

ドイツ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

ドイツ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

ドイツ
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

デンマー

ク

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スペイン
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スペイン
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スペイン 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

フィンランド
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

フィンランド
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

フランス
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

フランス
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守

四宮徳章

株式会社ダイヘン

フランス 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

イギリス
金属酸化物分散体、金属酸化物分散体

含有重合性組成物、およびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

イギリス
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

イギリス
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

イギリス
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

イギリス 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

ハンガリ

ー

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

イタリア
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

イタリア
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

韓国 熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社

韓国 金属ペースト組成物
中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康
住友精化株式会社

韓国
金属酸化物分散体、金属酸化物分散体

含有重合性組成物およびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

韓国
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

韓国
金属部品の製造方法および金属部品

の製造装置
四宮徳章、 白川信彦 石崎プレス工業株式会社

韓国
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

韓国
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

韓国
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

韓国
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

オランダ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

オランダ
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

オランダ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

ノルウェ

ー

金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

ノルウェ

ー

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

ポーランド
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スウェーデ

ン

金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

スウェーデ

ン

銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

スウェーデ

ン

全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

スロバキア
銅合金粉末の使用、積層造形物の製造

方法および積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 温風加熱器 広畑 健 株式会社万雄
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

台湾
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

台湾
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

台湾
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

台湾
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾
クロムめっき液、電気めっき方法及びク

ロムめっき液の製造方法

林 彰平、 中出卓男、

長瀧敬行、 森河 務
帝国イオン株式会社

台湾 樹脂表面粗化用組成物
松川公洋、 斉藤大志、

柏木行康
住友精化株式会社

台湾 積層造形物の製造方法

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 銅合金粉末

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材用組成物の製造方法、放

熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

台湾
新規なビス（ヒドロキシフェニル）ベンゾ

オキサゾール化合物

水野卓巳、 伊藤貴敏、

三原正稔、 岩井利之、

中井猛夫

本州化学工業株式会社

台湾
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

台湾
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

台湾
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾
クロムめっき液、電気めっき方法及びク

ロムめっき液の製造方法

林 彰平、 中出卓男、

長瀧敬行、 森河 務
帝国イオン株式会社

台湾 樹脂表面粗化用組成物
松川公洋、 斉藤大志、

柏木行康
住友精化株式会社

台湾 積層造形物の製造方法

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

台湾 銅合金粉末

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ

放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材用組成物の製造方法、放

熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
放熱部材用組成物、放熱部材、電子機

器、放熱部材の製造方法

岡田哲周、 上利泰幸、

平野 寛、 門多丈治
株式会社

アメリカ
全固体二次電池用の添加剤、全固体二

次電池及びその製造方法

高橋雅也、 山本真理、

小林靖之、 池田慎吾、

柏木行康、 斉藤大志

住友精化株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 打撃装置および固有周波数測定装置 西村正樹

株式会社島津製作所、

名古屋市、

秋田県

アメリカ
グルカル酸生産菌および グルカ

ル酸の製造方法

村上 洋、 木曽太郎、

桐生高明
塩水港精糖株式会社

アメリカ
銅合金粉末、積層造形物の製造方法お

よび積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

内田壮平、 武村 守、

四宮徳章

株式会社ダイヘン

アメリカ
ポリ乳酸グラフト化セルロースナノファイ

バー及びその製造方法

門多丈治、 上利泰幸、

平野 寛、 岡田哲周
大王製紙株式会社

アメリカ
金属粉末、積層造形物の製造方法およ

び積層造形物

中本貴之、 菅原貴広、

武村 守、 内田壮平
株式会社ダイヘン

アメリカ 樹脂表面粗化用組成物
柏木行康、 斉藤大志、

松川公洋
住友精化株式会社

アメリカ
フレキシブル基板、電子デバイス、電子

デバイスの製造方法

宇野真由美、 前田和紀、

二谷真司
パイクリスタル株式会社
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国国名名 特特許許番番号号 発発明明のの名名称称
発発明明者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者

アメリカ
球状バナジウム炭化物含有高マンガン

鋳鉄材料及びその製造方法

武村 守、 松室光昭、

橘堂 忠

株式会社岡本、

株式会社三共合金鋳造所

アメリカ
高熱伝導性樹脂組成物及びその製造

方法
上利泰幸、 島田雅之 日本科学冶金株式会社

アメリカ 耐亜鉛侵食性が改善された物品
中出卓男、 西村 崇、

森河 務
株式会社野村鍍金

アメリカ 熱伝導性エラストマー組成物 上利泰幸 アロン化成株式会社

アメリカ 回転ツール 森貞好昭
住友電気工業株式会社、

国立大学法人大阪大学

アメリカ 回転ツール 森貞好昭
住友電気工業株式会社、

国立大学法人大阪大学

アメリカ 複合ナノ粒子及びその製造方法
中許昌美、 山本真理、

柏木行康
大研化学工業株式会社

アメリカ 金属ペースト組成物
中許昌美、 大野敏信、

山本真理、 柏木行康
住友精化株式会社

アメリカ
高屈折率透明性薄膜の製造方法及び

その方法により製造された薄膜

松川公洋、 渡瀬星児、

御田村紘志
大八化学工業株式会社

アメリカ
金属酸化物分散体、金属酸化物分散体

含有重合性組成物およびその重合物
松川公洋、 渡瀬星児 大八化学工業株式会社

（Ｃ）営業秘密（ 件）

営営業業秘秘密密のの名名称称
案案出出者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者 承承継継日日

撚糸製造に関するノウハウ
喜多幸司、 西村正樹、

赤井智幸
（大阪技術研単独）

刃物の分析・評価に関するノウハウ

舘 秀樹、 山元和彦、

出水 敬、 道山泰宏、

井上陽太郎

（大阪技術研単独）

ゲル微粒子、ゲル微粒子を用いた樹脂系複合材料およびこれらの

製造方法

木本正樹、 喜多幸司、

林 寛一
企業と大阪技術研の共有

断熱金型用ジルコニア皮膜の低コスト形成法 千金正也 企業と大阪技術研の共有

ウレタンゴムローラーへの特殊形状工具による複数溝の高精度切

削加工法

安木誠一、 川村 誠、

渡邊幸司
（大阪技術研単独）

酸化ニッケル膜の形成方法
品川 勉、 千金正也、

高橋雅也
企業と大阪技術研の共有

超硬合金と炭素鋼の接合方法 長岡 亨 （大阪技術研単独）

マラセチア菌の生育を抑制する脂肪酸 永尾寿浩 （大阪技術研単独）

微粒子計測方法および装置 齋藤 守、 西﨑陽平 （大阪技術研単独）
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（Ｄ）商標登録（ 件）

商商標標番番号号 商商標標 区区分分 共共有有権権利利者者

第 類 （大阪技術研単独）

工研
第 類

第 類
（大阪技術研単独）

のマーク 第 類 （大阪技術研単独）

大阪産業技術研究所のマーク 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

大阪産業技術研究所 第 類 （大阪技術研単独）

大阪技術研 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

阪技術研 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

（Ｅ）プログラムの著作物（ 件）

著著作作物物のの名名称称
著著作作者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者 承承継継日日

打球の軌道・飛距離推定プログラム及び抗力係数・揚力係数同定

プログラム
中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

めっき加工業向 データベース連携生産管理システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

農作物トレーサビリティ支援システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

タンク容量計算システム 藤原久一、 宮内修平 （大阪技術研単独）

格子投影画像から三次元情報を計算するコンピュータプログラム 森脇耕介 （大阪技術研単独）

金属加工業に於ける汎用型生産管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

統合型農作物栽培管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

メタン発酵ガスのメタンガス濃縮システムの計算プログラム 大山将央 （大阪技術研単独）

鋳造業における汎用型生産管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

計算機ホログラムの数値設計を行うコンピュータープログラム 森脇耕介、 佐藤和郎 （大阪技術研単独）

鍍金加工業向け生産管理システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

画像に基づき微細回折格子配列を設計するコンピュータプログラム
森脇耕介、 佐藤和郎、

村上修一
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）
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（Ｄ）商標登録（ 件）

商商標標番番号号 商商標標 区区分分 共共有有権権利利者者

第 類 （大阪技術研単独）

工研
第 類

第 類
（大阪技術研単独）

のマーク 第 類 （大阪技術研単独）

大阪産業技術研究所のマーク 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

大阪産業技術研究所 第 類 （大阪技術研単独）

大阪技術研 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

阪技術研 第 類 （大阪技術研単独）

第 類 （大阪技術研単独）

（Ｅ）プログラムの著作物（ 件）

著著作作物物のの名名称称
著著作作者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者 承承継継日日

打球の軌道・飛距離推定プログラム及び抗力係数・揚力係数同定

プログラム
中嶋隆勝 （大阪技術研単独）

めっき加工業向 データベース連携生産管理システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

農作物トレーサビリティ支援システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

タンク容量計算システム 藤原久一、 宮内修平 （大阪技術研単独）

格子投影画像から三次元情報を計算するコンピュータプログラム 森脇耕介 （大阪技術研単独）

金属加工業に於ける汎用型生産管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

統合型農作物栽培管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

メタン発酵ガスのメタンガス濃縮システムの計算プログラム 大山将央 （大阪技術研単独）

鋳造業における汎用型生産管理システム 竹田裕紀、 新田 仁 （大阪技術研単独）

計算機ホログラムの数値設計を行うコンピュータープログラム 森脇耕介、 佐藤和郎 （大阪技術研単独）

鍍金加工業向け生産管理システム 新田 仁、 竹田裕紀 （大阪技術研単独）

画像に基づき微細回折格子配列を設計するコンピュータプログラム
森脇耕介、 佐藤和郎、

村上修一
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）

回折格子の光学設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）
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著著作作物物のの名名称称
著著作作者者

（（大大阪阪技技術術研研））
共共有有権権利利者者 承承継継日日

回折光学素子の設計を行うコンピュータプログラム
佐藤和郎、 村上修一、

金岡祐介、 山東悠介
（大阪技術研単独）

回折光学素子の設計を行うコンピュータプログラム
山東悠介、 金岡祐介、

佐藤和郎、 村上修一
（大阪技術研単独）

簡易ビームプロファイラ 山東悠介 （大阪技術研単独）

異物検出ソフト 山東悠介 （大阪技術研単独）

重心計算と無線通信システム
山東悠介、 朴 忠植、

金岡祐介
（大阪技術研単独）

破断面画像に関する画像分類ソフトウェア
濱田真行、 金岡祐介、

喜多俊輔、 平田智丈
（大阪技術研単独）

ガス反応シミュレーター 山口真平 公立大学法人大阪
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９９．．業業務務運運営営

（（１１））理理事事会会

大阪技術研役員及び監事で構成する理事会を設置し、中期計画・年度計画その他の知事認可事項、予算・決算など、重要事項に

ついて審議し、決定した。

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和 年度の決算について、令和 事業年度業務実績に係る小項目自己評価（案）について 等

第 回 令和 年度補正予算（案）について、令和 年度第 四半期財務状況について 等

第 回 令和 年度第 四半期財務状況について、令和 年度数値目標第 四半期実績について 等

第 回
法人第 期中期計画（案）及び令和 年度計画案について、令和 年度重点事業（案）について、

令和 年度当初予算（案）について 等

（（２２））経経営営会会議議

大阪技術研幹部で構成する経営会議を設置し、理事会における審議事項や報告事項について審議し、決定した。

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和 年度の決算について、令和 事業年度業務実績に係る小項目自己評価（案）について 等

第 回 令和 年度補正予算（案）について、令和 年度第 四半期財務状況について 等

第 回 令和 年度第 四半期財務状況について、令和 年度数値目標第 四半期実績について 等

第 回
法人第 期中期計画（案）及び令和 年度計画案について、令和 年度重点事業（案）について、

令和 年度当初予算（案）について 等

（（３３））運運営営会会議議

大阪技術研幹部で構成する運営会議を設置し、研究・支援業務等のマネジメントや報告、理事会や経営会議等で決定した重要事

項の各部・センターへの伝達等を実施した。

・ 開催：毎月 回（センターごとに開催）

・ 主な内容：研究・支援業務等の進捗に関する事項、業務課題に関する事項、その他大阪技術研の業務運営に関する事項

（（４４））大大阪阪府府市市地地方方独独立立行行政政法法人人評評価価委委員員会会

地方独立行政法人法に基づき、令和 年 月 日に開催された令和 年度第 回大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所

評価委員会（以下「評価委員会」）において、「令和 事業年度の業務実績に関する自己評価及び評価結果（案）について」等が審

議された。

令和 年 月 日に開催された第 回評価委員会において、「全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」との

知事の評価結果（案）のとおり評価することが適当であるとの知事に対する意見書が決定された。

また、評価に当たっての意見、指摘等として、以下のような内容が示された。

○ 国立研究開発法人新エネルギー産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）ムーンショット型研究開発事業に、国立研究開発法人産

業技術総合研究所等と連携提案した「光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチックの開発研究」が新たに採択されたことを

高く評価する。

○ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止した「中小企業海外展開支援セミナー」については、オンライン形式で

開催するなど工夫し、コロナ禍に応じた取組を進められたい。
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９９．．業業務務運運営営

（（１１））理理事事会会

大阪技術研役員及び監事で構成する理事会を設置し、中期計画・年度計画その他の知事認可事項、予算・決算など、重要事項に

ついて審議し、決定した。

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和 年度の決算について、令和 事業年度業務実績に係る小項目自己評価（案）について 等

第 回 令和 年度補正予算（案）について、令和 年度第 四半期財務状況について 等

第 回 令和 年度第 四半期財務状況について、令和 年度数値目標第 四半期実績について 等

第 回
法人第 期中期計画（案）及び令和 年度計画案について、令和 年度重点事業（案）について、

令和 年度当初予算（案）について 等

（（２２））経経営営会会議議

大阪技術研幹部で構成する経営会議を設置し、理事会における審議事項や報告事項について審議し、決定した。

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和 年度の決算について、令和 事業年度業務実績に係る小項目自己評価（案）について 等

第 回 令和 年度補正予算（案）について、令和 年度第 四半期財務状況について 等

第 回 令和 年度第 四半期財務状況について、令和 年度数値目標第 四半期実績について 等

第 回
法人第 期中期計画（案）及び令和 年度計画案について、令和 年度重点事業（案）について、

令和 年度当初予算（案）について 等

（（３３））運運営営会会議議

大阪技術研幹部で構成する運営会議を設置し、研究・支援業務等のマネジメントや報告、理事会や経営会議等で決定した重要事

項の各部・センターへの伝達等を実施した。

・ 開催：毎月 回（センターごとに開催）

・ 主な内容：研究・支援業務等の進捗に関する事項、業務課題に関する事項、その他大阪技術研の業務運営に関する事項

（（４４））大大阪阪府府市市地地方方独独立立行行政政法法人人評評価価委委員員会会

地方独立行政法人法に基づき、令和 年 月 日に開催された令和 年度第 回大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所

評価委員会（以下「評価委員会」）において、「令和 事業年度の業務実績に関する自己評価及び評価結果（案）について」等が審

議された。

令和 年 月 日に開催された第 回評価委員会において、「全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」との

知事の評価結果（案）のとおり評価することが適当であるとの知事に対する意見書が決定された。

また、評価に当たっての意見、指摘等として、以下のような内容が示された。

○ 国立研究開発法人新エネルギー産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）ムーンショット型研究開発事業に、国立研究開発法人産

業技術総合研究所等と連携提案した「光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチックの開発研究」が新たに採択されたことを

高く評価する。

○ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止した「中小企業海外展開支援セミナー」については、オンライン形式で

開催するなど工夫し、コロナ禍に応じた取組を進められたい。

 

141 
 

（（５５））安安全全衛衛生生委委員員会会

安全衛生委員会を設置し、職員の危険又は健康障害を防止するための対策、職員の健康保持増進のための対策等について調査審

議を行うとともに、職場巡視、安全衛生研修等を実施した。

和泉センター

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和３年度事業運営・組織体制について 等

第 回 令和３年度第 回作業環境測定の測定箇所について 等

第 回 感染拡大防止のために実施すべき策について 等

第 回 第１回職場巡視の実施について、薬品の安全点検について 等

第 回 第１回職場巡視の実施について

第 回 第１回職場巡視の結果報告について、ストレスチェック実施について 等

第 回 第１回職場巡視の改善結果について、女性検診の実施について 等

第 回 非常放送のフロ―について、ＶＤＴ作業調査について 等

第 回 令和３年度心肺蘇生法（ＡＥＤ体験）講習会の実施について 等

第 回 危険予知の講習会案について、年末の整理整頓について 等

第 回 第 回職場巡視の実施について 等

第 回 第 回職場巡視の結果について、危険予知講習会の実施結果について 等

第 回 第２回職場巡視の改善結果について 等

森之宮センター

開開 催催 年年月月日日 議議 題題

第 回 令和３年度作業環境測定実施案について 等

第 回 産業医による面接指導制度の基準の変更について 等

第 回 年休等の取得状況、時間外労働実施状況について 等

第 回 令和３年度遠心機械・圧力容器等の定期自主検査結果について 等

第 回 年休等の取得状況、時間外労働実施状況について 等

第 回 令和３年度簡易ドラフト等の導入研究室の選定について 等

第 回 第 回作業環境測定の結果について 等

第 回 令和３年度 第１回照明点検結果 等

第 回 ドラフト制御風速測定結果について 等

第 回 令和３年度ストレスチェックの受検結果について 等

第 回 年休等の取得状況、時間外労働実施状況について 等

第 回 令和４年度森之宮センター安全衛生活動計画について 等
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１１００．．中中期期目目標標・・年年度度計計画画とと業業務務実実績績のの評評価価結結果果
（（１１））第第１１期期中中期期目目標標（（概概要要））

■■ 新法人の前身である旧産技研と旧市工研は、設立以来ともに一世紀前後にわたる長い歴史を有し、公設試として

全国有数の実績をあげてきた。

■ 大阪のものづくり中小企業が市場競争力を確保し持続的な発展を遂げていくためには、大阪技術研は、多様化・

高度化する技術課題の解決をサポートしていくとともに、成長産業分野への参入や海外展開も見据えた研究開発

に取り組むものづくり中小企業の“変革と挑戦”を強力にバックアップしていかなければならない。

■ 新法人は、これまで産技研と市工研がそれぞれ培ってきた強みを損なうことなく、両研究所の得意な分野と得意

な支援を合わせ、企業の開発ステージに応じた「研究開発から製造までの一気通貫の支援」や「利用サービスのワ

ンストップ化」など、両研究所が統合することによって可能となる支援サービスの向上に着実に取り組んでいく。

■ 新法人は、ワントップマネジメントのもと、産技研は和泉センターとして、市工研は森之宮センターとして、そ

れぞれの特長を活かし支援機能を維持・向上させるとともに、両研究所の優れた技術力や強みを融合し、技術支援

や研究開発のポテンシャルを高め、企業目線に立ったシナジー効果を発揮することで、大阪産業の成長を牽引する

知と技術の支援拠点“スーパー公設試”を目指す。

前前 文文

平平成成２２９９年年４４月月１１日日かからら令令和和４４年年３３月月３３１１日日ままででのの５５年年間間
第第１１ 中中期期目目標標のの期期間間

１１ 中中小小企企業業のの成成長長をを支支ええるるたためめのの多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる技技術術支支援援
ものづくり企業の多様な技術ニーズに柔軟かつ的確に対応し、質の高いきめ細やかなサービスを提供していくた

め、新法人が有する経営資源を活かして、技術相談をはじめ依頼試験、設備機器の開放、受託研究など、技術支援の

フルメニューを提供するとともに、顧客の満足度の向上のため、支援サービスの改善等に不断に取り組む。

多様なニーズに応える技術相談の充実

多様な技術分野における高度な依頼試験と設備機器の開放

国際競争力の強化に向けた中小企業の海外展開支援

多様な企業ニーズに応える受託研究の推進

高い知的財産力を活かした企業支援の実施

インキュベーション施設を活用した起業・第二創業の支援

２２ 高高度度化化すするる企企業業のの技技術術開開発発・・製製品品開開発発にに伴伴走走すするる企企業業支支援援研研究究等等のの推推進進
企業の高度な技術的課題の解決や製品開発に貢献するため、企業と共に研究テーマを設定し、新法人が保有する知

識や技術シーズを活かし、企業と一体となって様々な課題に応じた企業支援研究（高度受託研究、共同研究）等を推

進する。

３３ 大大阪阪産産業業のの持持続続的的発発展展ののたためめのの研研究究開開発発のの戦戦略略的的展展開開
ものづくり中小企業が付加価値の高い技術・製品を生み出すための技術開発はもとより、今後成長が見込まれる産

業分野等の研究開発に取り組み、大阪産業の持続的発展に寄与していく。

多様な企業の成長を支える基盤研究の推進

実用化・技術移転を目指す発展研究の推進

大阪発の新産業の創出を目指すプロジェクト研究の推進

４４ 大大阪阪産産業業をを支支ええるる技技術術人人材材のの育育成成
ものづくり中小企業にとって、技術人材の育成は、技術力の維持・向上や円滑な事業承継の観点からも重要である

ことから、産業界や個々の企業ニーズを踏まえつつ、新法人が有する知見やノウハウ、施設等を一体的に活用して技

術人材の育成を支援するとともに、関係機関と連携して次世代の技術人材の育成に取り組む。

企業が求める技術人材の育成

関係機関との連携による次世代の産業人材等の育成

５５ 顧顧客客満満足足度度をを高高めめるる事事業業化化ままででのの一一気気通通貫貫のの企企業業支支援援
研究開発から製品開発、製造までの一気通貫の技術支援に取り組むとともに、企業や大学、研究機関等との豊富

なネットワークを活かし、人材や知識、資金を結集した場を形成することなどによって、オープンイノベーション

の取組を推進していく。また、様々な支援機関等と連携し取り組む。

一気通貫支援の充実強化に向けた産学官連携の推進

ワンストップ化、スピード化による顧客サービスの向上

企業支援のための情報収集・分析と積極的な情報発信

ネットワークの構築による企業支援の強化

第第２２ 住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる事事項項
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１１００．．中中期期目目標標・・年年度度計計画画とと業業務務実実績績のの評評価価結結果果
（（１１））第第１１期期中中期期目目標標（（概概要要））

■■ 新法人の前身である旧産技研と旧市工研は、設立以来ともに一世紀前後にわたる長い歴史を有し、公設試として

全国有数の実績をあげてきた。

■ 大阪のものづくり中小企業が市場競争力を確保し持続的な発展を遂げていくためには、大阪技術研は、多様化・

高度化する技術課題の解決をサポートしていくとともに、成長産業分野への参入や海外展開も見据えた研究開発

に取り組むものづくり中小企業の“変革と挑戦”を強力にバックアップしていかなければならない。

■ 新法人は、これまで産技研と市工研がそれぞれ培ってきた強みを損なうことなく、両研究所の得意な分野と得意

な支援を合わせ、企業の開発ステージに応じた「研究開発から製造までの一気通貫の支援」や「利用サービスのワ

ンストップ化」など、両研究所が統合することによって可能となる支援サービスの向上に着実に取り組んでいく。

■ 新法人は、ワントップマネジメントのもと、産技研は和泉センターとして、市工研は森之宮センターとして、そ

れぞれの特長を活かし支援機能を維持・向上させるとともに、両研究所の優れた技術力や強みを融合し、技術支援

や研究開発のポテンシャルを高め、企業目線に立ったシナジー効果を発揮することで、大阪産業の成長を牽引する

知と技術の支援拠点“スーパー公設試”を目指す。

前前 文文

平平成成２２９９年年４４月月１１日日かからら令令和和４４年年３３月月３３１１日日ままででのの５５年年間間
第第１１ 中中期期目目標標のの期期間間

１１ 中中小小企企業業のの成成長長をを支支ええるるたためめのの多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる技技術術支支援援
ものづくり企業の多様な技術ニーズに柔軟かつ的確に対応し、質の高いきめ細やかなサービスを提供していくた

め、新法人が有する経営資源を活かして、技術相談をはじめ依頼試験、設備機器の開放、受託研究など、技術支援の

フルメニューを提供するとともに、顧客の満足度の向上のため、支援サービスの改善等に不断に取り組む。

多様なニーズに応える技術相談の充実

多様な技術分野における高度な依頼試験と設備機器の開放

国際競争力の強化に向けた中小企業の海外展開支援

多様な企業ニーズに応える受託研究の推進

高い知的財産力を活かした企業支援の実施

インキュベーション施設を活用した起業・第二創業の支援

２２ 高高度度化化すするる企企業業のの技技術術開開発発・・製製品品開開発発にに伴伴走走すするる企企業業支支援援研研究究等等のの推推進進
企業の高度な技術的課題の解決や製品開発に貢献するため、企業と共に研究テーマを設定し、新法人が保有する知

識や技術シーズを活かし、企業と一体となって様々な課題に応じた企業支援研究（高度受託研究、共同研究）等を推

進する。

３３ 大大阪阪産産業業のの持持続続的的発発展展ののたためめのの研研究究開開発発のの戦戦略略的的展展開開
ものづくり中小企業が付加価値の高い技術・製品を生み出すための技術開発はもとより、今後成長が見込まれる産

業分野等の研究開発に取り組み、大阪産業の持続的発展に寄与していく。

多様な企業の成長を支える基盤研究の推進

実用化・技術移転を目指す発展研究の推進

大阪発の新産業の創出を目指すプロジェクト研究の推進

４４ 大大阪阪産産業業をを支支ええるる技技術術人人材材のの育育成成
ものづくり中小企業にとって、技術人材の育成は、技術力の維持・向上や円滑な事業承継の観点からも重要である

ことから、産業界や個々の企業ニーズを踏まえつつ、新法人が有する知見やノウハウ、施設等を一体的に活用して技

術人材の育成を支援するとともに、関係機関と連携して次世代の技術人材の育成に取り組む。

企業が求める技術人材の育成

関係機関との連携による次世代の産業人材等の育成

５５ 顧顧客客満満足足度度をを高高めめるる事事業業化化ままででのの一一気気通通貫貫のの企企業業支支援援
研究開発から製品開発、製造までの一気通貫の技術支援に取り組むとともに、企業や大学、研究機関等との豊富

なネットワークを活かし、人材や知識、資金を結集した場を形成することなどによって、オープンイノベーション

の取組を推進していく。また、様々な支援機関等と連携し取り組む。

一気通貫支援の充実強化に向けた産学官連携の推進

ワンストップ化、スピード化による顧客サービスの向上

企業支援のための情報収集・分析と積極的な情報発信

ネットワークの構築による企業支援の強化

第第２２ 住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる事事項項
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１１ 自自主主的的、、自自律律的的なな組組織織運運営営
企業メリットを最大化するため、柔軟で機動性の高い組織体制を整備するとともに、効果的・効率的な利用者サ

ービスが継続的に提供できるよう、自主的・自律的な組織運営を行う。

企業の利用メリットを最大化するための機動性の高い組織体制

適正な組織運営

２２ 業業務務運運営営のの継継続続的的向向上上ののたためめのの取取組組
ものづくり中小企業に対し、技術面における効率的、効果的な支援を継続的・安定的に実施できるよう、研究開発

の成果の適切な評価や機器・技術支援施設の効率的な整備など、業務内容等の改善に不断に取り組む。

業務の効率化

研究開発成果の評価と共有

機器・技術支援施設の効率的な整備

３３ 優優れれたた職職員員のの確確保保とと能能力力向向上上にに向向けけたた取取組組
研究所の最大のリソースは職員であることを基本に、優れた職員を確保し、継続的にレベルアップできる環境を

整備していく。

計画的・戦略的な職員の確保・育成

職員の意欲の喚起

情情報報シシスステテムム化化のの推推進進
事務処理の効率化だけでなく、利用者サービスの向上のため、顧客データベースなどの情報システムの整備を進

め、支援情報の共有化や電子化を推進する。

第第３３ 業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化にに関関すするる事事項項

１１ 事事業業収収入入のの確確保保
満足度の向上により顧客を拡大し、それにより得た収益を、支援機能の強化に投資し、企業に還元するという、好

循環の運営をめざす。

企業ニーズに対応した質の高いサービスを安定して継続的に提供できるよう、競争的外部資金等の外部資金を積

極的に獲得することなどにより、事業収入を確保する。

２２ 財財務務基基盤盤のの強強化化とと予予算算のの効効率率的的なな執執行行
企業ニーズに柔軟に対応した支援業務を継続できる健全な財務運営を堅持するため、セグメントごとの収支バラン

スを考慮するなど、効果的な予算執行や契約の運用を行う。

剰余金については、企業サービスの向上を第一に、研究開発の推進、設備の充実、事業の拡充など、必要性と実効

性を精査し、有効に活用する。

第第４４ 財財務務内内容容のの改改善善にに関関すするる事事項項

１１ 施施設設のの計計画画的的なな整整備備及及びび活活用用等等
施設を良好かつ安全な状態に保持し、業務を円滑に実施するため、建物の改修計画を策定し、計画的な整備を行

う。

２２ 利利用用者者のの安安全全確確保保とと職職員員のの安安全全衛衛生生管管理理
顧客へ良好かつ安全な利用環境を提供できるよう、また、職員が快適かつ安全な労働環境で業務に従事できるよ

う、安全対策と事故防止、事故発生時の対応を徹底する。

危危機機管管理理対対策策のの推推進進・・ＢＢＣＣＰＰのの策策定定
震災の発生や新興感染症の流行などによるリスクを最小限とするため、ＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、危機

事象発生時の迅速な情報伝達・意思決定など適切な初動対応ができるよう、連絡体制や責任者を明確化するととも

に、定期的に訓練を実施する。

社社会会的的責責任任のの遂遂行行
公共性を有する法人として、公正かつ適切な活動を通じ社会的責任を遂行する。

第第５５ そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要事事項項
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（（２２））令令和和３３年年度度年年度度計計画画（（概概要要））

１１ 中中小小企企業業のの成成長長をを支支ええるるたためめのの多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる技技術術支支援援
（（１１）） 多多様様ななニニーーズズにに応応ええるる技技術術相相談談のの充充実実

○ 来所相談、電話相談、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ相談、現地相談、展示会ﾌﾞｰｽ相談等多様な方法による技術相談の実施
○ アンケート調査による技術相談満足度の把握

（（２２）） 多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる高高度度なな依依頼頼試試験験のの提提供供とと設設備備機機器器のの開開放放

○ 設備機器の性能維持により、客観的かつ信頼性の高い試験結果を提供
○ 機器利用講習会、レディーメード研修、ラボツアーの開催による、設備機器の利用促進
○ 規格外の試験や特殊性能評価にも対応するオーダーメード型依頼試験の実施
○ 令和３年４月開設に向け、「３ 造形技術研究開発センター（仮称）」を整備

○ 「３ 造形技術イノベーションセンター」の開設と運用

○ 次世代通信（ ・ ）材料評価に対応する支援設備の導入

○ スマート公設試の実現に向け、外部からのリモート利用が可能な試験設備の導入と運用体制の整備

（（３３）） 国国際際競競争争力力のの強強化化にに向向けけたた中中小小企企業業のの海海外外展展開開支支援援

○ 国際規格（ ）の認定を取得した電波暗室による技術支援を実施
○ 中小企業の海外展開支援のためのセミナーの も活用した開催
○ 試験認定事業者として 電球に関する試験体制の維持

（（４４）） 多多様様なな企企業業ニニーーズズにに応応ええるる受受託託研研究究のの推推進進

○ 企業ニーズに応じた幅広い受託研究を実施
○ 受託研究における企業研究員の受け入れ
○ 受託研究終了後も職員派遣等によりフォローアップ
○ 手続が簡易な「簡易受託研究」の実施

（（５５）） 高高いい知知的的財財産産力力をを活活かかししたた企企業業支支援援のの実実施施
○ 知的財産力の更なる高度化のため研修会等の開催
○ 知財シーズ集を用いた広報により、企業の活用促進

（（６６）） イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設をを活活用用ししたた起起業業・・第第二二創創業業のの支支援援

○ 研究開発支援に加え、外部機関と連携した経営支援等の実施
○ 配置したインキュベーションコーディネーターによる入居企業の支援

２２ 高高度度化化すするる企企業業のの技技術術開開発発・・製製品品開開発発にに伴伴走走すするる企企業業支支援援研研究究等等のの推推進進
（（１１）） 企企業業支支援援研研究究（（高高度度受受託託研研究究、、共共同同研研究究））のの実実施施

○ 技術開発から製品開発に至るまでの企業伴走型研究の実施

（（２２）） 公公募募型型共共同同開開発発事事業業のの実実施施

○ 研究所が有する技術シーズを活用した「公募型共同開発事業」の実施

（（３３）） ププレレ研研究究制制度度のの運運用用
○ 課題解決の可能性を本格的な研究開始以前に検証し、研究の有効性を確認する「プレ研究制度」の活用

３３ 大大阪阪産産業業のの持持続続的的発発展展ののたためめのの研研究究開開発発のの戦戦略略的的展展開開
（（１１）） 多多様様なな企企業業成成長長をを支支ええるる基基盤盤研研究究のの推推進進

○ 地域産業界に貢献し得る 分野において「基盤研究」を実施

（（２２）） 実実用用化化・・技技術術移移転転をを目目指指すす発発展展研研究究のの推推進進
○ 基盤研究で培った研究成果の実用化・技術移転を推進する「発展研究」を実施

（（３３）） 大大阪阪発発のの新新産産業業のの創創出出をを目目指指すすププロロジジェェククトト研研究究のの推推進進

○ ハイエンドなものづくりの推進および成長分野に挑戦する企業への支援、新産業の創出を促す「プロジェク
ト研究」の実施

 

第第１１ 住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするる

たためめととるるべべきき措措置置

【プロジェクト研究として取り組む研究開発分野】

におい関連技術、次世代電池、金属積層造形（ ）技術、 移動通信関連技術、海洋生分解性プラスチック関
連技術、 関連技術
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（（２２））令令和和３３年年度度年年度度計計画画（（概概要要））

１１ 中中小小企企業業のの成成長長をを支支ええるるたためめのの多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる技技術術支支援援
（（１１）） 多多様様ななニニーーズズにに応応ええるる技技術術相相談談のの充充実実

○ 来所相談、電話相談、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ相談、現地相談、展示会ﾌﾞｰｽ相談等多様な方法による技術相談の実施
○ アンケート調査による技術相談満足度の把握

（（２２）） 多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる高高度度なな依依頼頼試試験験のの提提供供とと設設備備機機器器のの開開放放

○ 設備機器の性能維持により、客観的かつ信頼性の高い試験結果を提供
○ 機器利用講習会、レディーメード研修、ラボツアーの開催による、設備機器の利用促進
○ 規格外の試験や特殊性能評価にも対応するオーダーメード型依頼試験の実施
○ 令和３年４月開設に向け、「３ 造形技術研究開発センター（仮称）」を整備

○ 「３ 造形技術イノベーションセンター」の開設と運用

○ 次世代通信（ ・ ）材料評価に対応する支援設備の導入

○ スマート公設試の実現に向け、外部からのリモート利用が可能な試験設備の導入と運用体制の整備

（（３３）） 国国際際競競争争力力のの強強化化にに向向けけたた中中小小企企業業のの海海外外展展開開支支援援

○ 国際規格（ ）の認定を取得した電波暗室による技術支援を実施
○ 中小企業の海外展開支援のためのセミナーの も活用した開催
○ 試験認定事業者として 電球に関する試験体制の維持

（（４４）） 多多様様なな企企業業ニニーーズズにに応応ええるる受受託託研研究究のの推推進進

○ 企業ニーズに応じた幅広い受託研究を実施
○ 受託研究における企業研究員の受け入れ
○ 受託研究終了後も職員派遣等によりフォローアップ
○ 手続が簡易な「簡易受託研究」の実施

（（５５）） 高高いい知知的的財財産産力力をを活活かかししたた企企業業支支援援のの実実施施
○ 知的財産力の更なる高度化のため研修会等の開催
○ 知財シーズ集を用いた広報により、企業の活用促進

（（６６）） イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設をを活活用用ししたた起起業業・・第第二二創創業業のの支支援援

○ 研究開発支援に加え、外部機関と連携した経営支援等の実施
○ 配置したインキュベーションコーディネーターによる入居企業の支援

２２ 高高度度化化すするる企企業業のの技技術術開開発発・・製製品品開開発発にに伴伴走走すするる企企業業支支援援研研究究等等のの推推進進
（（１１）） 企企業業支支援援研研究究（（高高度度受受託託研研究究、、共共同同研研究究））のの実実施施

○ 技術開発から製品開発に至るまでの企業伴走型研究の実施

（（２２）） 公公募募型型共共同同開開発発事事業業のの実実施施

○ 研究所が有する技術シーズを活用した「公募型共同開発事業」の実施

（（３３）） ププレレ研研究究制制度度のの運運用用
○ 課題解決の可能性を本格的な研究開始以前に検証し、研究の有効性を確認する「プレ研究制度」の活用

３３ 大大阪阪産産業業のの持持続続的的発発展展ののたためめのの研研究究開開発発のの戦戦略略的的展展開開
（（１１）） 多多様様なな企企業業成成長長をを支支ええるる基基盤盤研研究究のの推推進進

○ 地域産業界に貢献し得る 分野において「基盤研究」を実施

（（２２）） 実実用用化化・・技技術術移移転転をを目目指指すす発発展展研研究究のの推推進進
○ 基盤研究で培った研究成果の実用化・技術移転を推進する「発展研究」を実施

（（３３）） 大大阪阪発発のの新新産産業業のの創創出出をを目目指指すすププロロジジェェククトト研研究究のの推推進進

○ ハイエンドなものづくりの推進および成長分野に挑戦する企業への支援、新産業の創出を促す「プロジェク
ト研究」の実施

 

第第１１ 住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするる

たためめととるるべべきき措措置置

【プロジェクト研究として取り組む研究開発分野】

におい関連技術、次世代電池、金属積層造形（ ）技術、 移動通信関連技術、海洋生分解性プラスチック関
連技術、 関連技術
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４４ 大大阪阪産産業業をを支支ええるる技技術術人人材材のの育育成成
（（１１）） 企企業業がが求求めめるる技技術術人人材材のの育育成成

○ 企業ニーズに応じたレディメード型研修、オーダーメード型研修を実施

○ 業界団体や組合と連携して資格試験に備える実習型研修の実施
（（２２）） 関関係係機機関関ととのの連連携携にによよるる次次世世代代のの産産業業人人材材等等のの育育成成

○ 業界団体・学術団体、大学等と連携したセミナー開催

○ 研究実施に際し、必要に応じて企業の研究員を受け入れる （ ）研修を実施

○ 最新 ものづくり機器（ 軸制御ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ等）の府内中小企業への普及を促進するため、業界団体と連

携し、それらに対応できる人材を育成

５５ 顧顧客客満満足足度度をを高高めめるる事事業業化化ままででのの一一気気通通貫貫のの企企業業支支援援
（（１１）） 一一気気通通貫貫支支援援のの充充実実強強化化にに向向けけたた産産学学官官連連携携のの推推進進

○ 産学官連携コーディネータとビジネスナビゲータによる一気通貫支援の推進

（（２２）） ワワンンスストトッッププ化化、、ススピピーードド化化にによよるる顧顧客客ササーービビススのの向向上上

○ ワンストップ推進チームの設置による申請手続きシステムの統一

（（３３）） 企企業業支支援援ののたためめのの情情報報収収集集・・分分析析とと積積極極的的なな情情報報発発信信

○ 最新の技術動向や研究成果をまとめた刊行物の発行

○ 学会等での講演、論文発表、展示会への出展等による成果普及

○ 産業技術総合研究所、関西広域連合等と共同で関西圏の公設試が一堂に会する「産業技術支援フェア

」を開催

（（４４）） ネネッットトワワーーククのの構構築築にによよるる企企業業支支援援のの強強化化

○ 業界団体、行政機関、金融機関、商工会議所等と連携した企業支援の実施

○ 金融機関と連携した先進技術スタートアップ事業の実施

○ 大阪スタートアップエコシステムでの技術支援

○ 革新的電池開発プロジェクトの成果応用を見据えた空の移動革命大阪ラウンドテーブルへの参画

○ バイオプラスチック等 関連の府・市施策との連携

○ ライフサイエンス・ヘルスケア等の分野における府・市施策との連携

○ 東大阪市と連携したライフサイエンス分野への新規参入促進支援

○ おおさかグリーンナノコンソーシアム事業による各種企画・運営・支援

１１ 自自主主的的、、自自律律的的なな組組織織運運営営
○ 企業が研究所を利用する際のメリットを最大化するために必要な組織体制のあり方を検討 他

○ 第二期に向けた計画づくりと「強み」を活かす運営環境の整備

２２ 業業務務運運営営のの継継続続的的向向上上ののたためめのの取取組組
○ 総務・財務システムを活用した各種事務処理の業務効率の維持・改善 他

３３ 優優れれたた職職員員のの確確保保とと能能力力向向上上にに向向けけたた取取組組
○ 柔軟な採用形態により優秀な職員の確保・育成 他

４４ 情情報報シシスステテムム化化のの推推進進
○ 企業支援に関する顧客情報データベースの両センターでの共同運用 他

第第２２ 業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめととるるべべきき措措置置

１１ 事事業業収収入入のの確確保保
○ 企業の声に応えるサービスの実現や利便性の向上等により、顧客を拡大し収入を確保

○ 企業ニーズ等を踏まえ受益者負担を前提に、中小企業に配慮した料金を設定

２２ 財財務務基基盤盤のの強強化化とと効効率率的的なな予予算算執執行行
○ 戦略的な研究資金投入や予算配分の重点化

第第３３ 財財務務内内容容のの改改善善にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめととるるべべきき措措置置

第第４４ 予予算算（（人人件件費費のの見見積積りりをを含含むむ。。））、、収収支支計計画画及及びび資資金金計計画画

第第５５ 短短期期借借入入金金のの限限度度額額
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１１ 施施設設のの計計画画的的なな整整備備及及びび活活用用等等

２２ 利利用用者者のの安安全全確確保保とと職職員員のの安安全全衛衛生生管管理理

３３ 危危機機管管理理対対策策のの推推進進・・ のの策策定定
○ 策定した各センター版 （事業継続計画）の検証作業と課題解決に向けた取組み

４４ 社社会会的的責責任任のの遂遂行行
（（１１）） 情情報報公公開開のの徹徹底底

（（２２）） 個個人人情情報報のの保保護護とと情情報報セセキキュュリリテティィ

（（３３）） ココンンププラライイアアンンススのの徹徹底底

（（４４）） 適適切切ななリリススクク管管理理

○ 業務の遂行、顧客の安全、財産管理等多角的な視点でリスク管理

（（５５）） 環環境境にに配配慮慮ししたた業業務務運運営営

第第７７ 重重要要なな財財産産をを譲譲渡渡しし、、又又はは担担保保にに供供すするる計計画画

第第８８ 剰剰余余金金のの使使途途
 
第第９９ そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要事事項項のの目目標標をを達達成成すするるたためめととるるべべきき措措置置
 

第第６６ 出出資資等等にに係係るる不不要要財財産産ととななるるここととがが見見込込ままれれるる財財産産のの処処分分にに関関すするる計計画画

１１ 施施設設及及びび設設備備機機器器にに関関すするる計計画画

２２ 人人事事にに関関すするる計計画画

３３ 中中期期目目標標期期間間をを超超ええるる債債務務負負担担

４４ 積積立立金金のの処処分分にに関関すするる計計画画

第第１１００ 地地方方独独立立行行政政法法人人大大阪阪産産業業技技術術研研究究所所のの業業務務運運営営並並びびにに財財務務及及びび会会計計

にに関関すするる大大阪阪府府市市規規約約第第４４条条でで定定めめるる事事項項
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１１ 施施設設のの計計画画的的なな整整備備及及びび活活用用等等

２２ 利利用用者者のの安安全全確確保保とと職職員員のの安安全全衛衛生生管管理理

３３ 危危機機管管理理対対策策のの推推進進・・ のの策策定定
○ 策定した各センター版 （事業継続計画）の検証作業と課題解決に向けた取組み

４４ 社社会会的的責責任任のの遂遂行行
（（１１）） 情情報報公公開開のの徹徹底底

（（２２）） 個個人人情情報報のの保保護護とと情情報報セセキキュュリリテティィ

（（３３）） ココンンププラライイアアンンススのの徹徹底底

（（４４）） 適適切切ななリリススクク管管理理

○ 業務の遂行、顧客の安全、財産管理等多角的な視点でリスク管理

（（５５）） 環環境境にに配配慮慮ししたた業業務務運運営営

第第７７ 重重要要なな財財産産をを譲譲渡渡しし、、又又はは担担保保にに供供すするる計計画画

第第８８ 剰剰余余金金のの使使途途
 
第第９９ そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要事事項項のの目目標標をを達達成成すするるたためめととるるべべきき措措置置
 

第第６６ 出出資資等等にに係係るる不不要要財財産産ととななるるここととがが見見込込ままれれるる財財産産のの処処分分にに関関すするる計計画画

１１ 施施設設及及びび設設備備機機器器にに関関すするる計計画画

２２ 人人事事にに関関すするる計計画画

３３ 中中期期目目標標期期間間をを超超ええるる債債務務負負担担

４４ 積積立立金金のの処処分分にに関関すするる計計画画

第第１１００ 地地方方独独立立行行政政法法人人大大阪阪産産業業技技術術研研究究所所のの業業務務運運営営並並びびにに財財務務及及びび会会計計

にに関関すするる大大阪阪府府市市規規約約第第４４条条でで定定めめるる事事項項
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（（３３））令令和和３３年年度度のの主主なな取取組組

１）主な取組

時代のニーズに応える取り組み

① 造形技術イノベーションセンターの開設及び

金属積層造形 技術高度化研究プロジェクトの

推進

② 次世代通信 ・ 材料評価に対応する支援設備

の導入及びポスト ・ 通信向けデバイス開発支

援プロジェクトの推進

③ 新規におい官能評価方法確立プロジェクト

④ の目指す社会構築に協同する取り組

み

○ 支援サービスの スマート化 の推進

○ 製造現場での 活用に向けたプロジェクト研

究の推進と人材育成

一気通貫の企業支援

⑤ 研究開発から事業化までの一気通貫支援の推進

大阪府・大阪市等との政策面での連携の推進

⑥ 大阪・関西万博に向けた取り組み

○ 革新的電池開発プロジェクトの推進及びその成果応用

を見据えた空の移動革命大阪ラウンドテーブルへの参

画

○ バイオプラスチック等 関連の府・市施策との連

携

○ ライフサイエンス・ヘルスケア等の分野における府・

市施策との連携

⑦ 世界に冠たるスタートアップ都市・大阪に向けた連携

○ 大阪スタートアップエコシステムでの技術支援の実施

○ おおさかグリーンナノコンソーシアム事業・先進スタ

ートアップ事業の推進

⑧ 関西広域連合域内公設試との更なる連携の強化

その他

⑨ 第二期に向けた計画づくりと「強み」を活かす運営環境

の整備

２）中期計画に定める数値目標の年度目標と実績

年年度度

目目標標値値 実実績績値値

① 技術相談満足度 以上

② 受託研究及び簡易受託研究実施件数

③ 知的財産出願・保護 件数

④ 企業支援研究実施件数

⑤ 競争的外部資金研究実施件数

⑥ 人材育成・育成人数

⑦ 製品化成果事例件数

⑧ 技術情報の発信件数

⑨ 審査の上掲載された研究成果発信件数

⑩ 事業収入額（百万円）
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（（４４））令令和和３３年年度度のの業業務務実実績績のの評評価価結結果果
地方独立行政法人大阪産業技術研究所の令和３事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法の規定により、大

阪府知事が、大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所評価委員会 以下、「評価委員会」 の意見を聴取し、大阪市

長と協議の上、評価を受けることとなっており、令和 年 月 日に評価結果が次のとおり決定された。

住民に対し

て提供する

サービスそ

の他の業務

の質の向上

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

業務運営の改

善及び効率化

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

財務内容の改
善及び効率化
その他業務運
営に関する重
要事項

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

○ 評価区分

Ｓ：特筆すべき進捗状況 Ａ：計画どおり Ｂ：おおむね計画どおり

Ｃ：やや遅れている Ｄ：重大な改善事項あり

全全体体評評価価 「「全全体体ととししてて年年度度計計画画及及びび中中期期計計画画ののととおおりり進進捗捗ししてていいるる」」

○令和３事業年度の業務実績に関する評価について、「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上」の

１から３まで、「業務運営の改善及び効率化」及び「財務内容の改善及び効率化・その他業務運営に関する重要事

項」の５つの大項目について、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

○委員会コメント

コロナ禍において活動が制限される中、多様化・高度化する企業の技術課題やニーズに対応するため、技術支

援、支援研究及び人材の育成等に積極的に取り組んで企業の課題を解決するとともに、「ＮＥＤＯ先進・革新蓄電

池材料評価技術開発（第２期）事業」の推進や競争的外部資金の積極的な獲得により技術力の高さを示したこと

を高く評価した。第２期中期目標期間においても、引き続き、和泉及び森之宮センターの優れた技術力や強みを

融合して技術支援や研究開発に取り組むとともに、コロナ禍における顧客満足度の向上及び新たなサービスの拡

充、オープンイノベーションの推進による一気通貫の企業支援など、ものづくり中小企業への支援サービスの向

上に積極的に取り組んでいくことを期待する。
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（（４４））令令和和３３年年度度のの業業務務実実績績のの評評価価結結果果
地方独立行政法人大阪産業技術研究所の令和３事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法の規定により、大

阪府知事が、大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所評価委員会 以下、「評価委員会」 の意見を聴取し、大阪市

長と協議の上、評価を受けることとなっており、令和 年 月 日に評価結果が次のとおり決定された。

住民に対し

て提供する

サービスそ

の他の業務

の質の向上

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

業務運営の改

善及び効率化

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

財務内容の改
善及び効率化
その他業務運
営に関する重
要事項

Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

○ 評価区分

Ｓ：特筆すべき進捗状況 Ａ：計画どおり Ｂ：おおむね計画どおり

Ｃ：やや遅れている Ｄ：重大な改善事項あり

全全体体評評価価 「「全全体体ととししてて年年度度計計画画及及びび中中期期計計画画ののととおおりり進進捗捗ししてていいるる」」

○令和３事業年度の業務実績に関する評価について、「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上」の

１から３まで、「業務運営の改善及び効率化」及び「財務内容の改善及び効率化・その他業務運営に関する重要事

項」の５つの大項目について、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

○委員会コメント

コロナ禍において活動が制限される中、多様化・高度化する企業の技術課題やニーズに対応するため、技術支

援、支援研究及び人材の育成等に積極的に取り組んで企業の課題を解決するとともに、「ＮＥＤＯ先進・革新蓄電

池材料評価技術開発（第２期）事業」の推進や競争的外部資金の積極的な獲得により技術力の高さを示したこと

を高く評価した。第２期中期目標期間においても、引き続き、和泉及び森之宮センターの優れた技術力や強みを

融合して技術支援や研究開発に取り組むとともに、コロナ禍における顧客満足度の向上及び新たなサービスの拡

充、オープンイノベーションの推進による一気通貫の企業支援など、ものづくり中小企業への支援サービスの向

上に積極的に取り組んでいくことを期待する。
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１１ 「「住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上」」にに関関すするる大大項項目目

（（中中小小企企業業のの成成長長をを支支ええるるたためめのの多多様様なな技技術術分分野野ににおおけけるる技技術術支支援援））

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

① 来所、電話、インターネット等の多様な相談を通じて企業の課題解決に取り組み、数値目標に掲げた「技

術相談満足度」が目標値を上回った。また、利用者アンケートの結果に基づく業務改善・利用者サービス

の質の向上に取り組んでおり、「多様なニーズに応える技術相談の充実」について年度計画を大幅に上回

って実施していると判断した。

② 基盤研究の成果と技術ノウハウを活用した様々な研究支援を組み合わせ、企業のニーズに応じた受託研究

及び簡易受託研究を実施し、企業の製品開発や困難な技術的課題の解決等に取り組み、数値目標に掲げた

「受託研究及び簡易受託研究の実施件数」が目標値を上回っており、「多様な企業ニーズに応える受託研

究の推進」について年度計画を上回って実施していると判断した。

以上２項目が計画を上回り、他の４項目も計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していること

から、大項目評価としては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

２２ 「「住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上」」にに関関すするる大大項項目目

（（高高度度化化すするる企企業業のの技技術術・・製製品品開開発発にに伴伴走走すするる企企業業支支援援研研究究のの推推進進等等））

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

③ 研究所の有する人材、研究開発力等を最大限に活用して行う基盤研究、基盤研究で培った成果を展開して

行う発展研究及び新産業の創出を目指すプロジェクト研究に取り組んだ。また、大学、研究機関等との共

同研究を積極的に進め、「先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第２期）事業」「先導研究プログラム／エ

ネルギー・環境新技術先導研究プログラム事業」「ムーンショット型研究開発事業」などのＮＥＤＯ事業を

実施し、数値目標に掲げた「競争的外部資金研究の実施件数」が目標値を大幅に上回っており、「多様な企

業成長を支える基盤研究の推進等」について年度計画を上回って実施していると判断した。

以上１項目が計画を大幅に上回り、他の１項目も計画を順調に実施し、中期計画を着実に進捗していること

から、大項目評価としては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり
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３３ 「「住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上」」にに関関すするる大大項項目目

（（大大阪阪産産業業をを支支ええるる技技術術人人材材のの育育成成等等））

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

「大阪産業を支える技術人材の育成」において、コロナ禍において活動が制限される中、感染防止対策を講じ

て企業への研修等を着実に実施するなど、企業が求める技術人材の育成等を積極的に行うとともに、最新３Ｄ

ものづくり機器（５軸制御マシニングセンター等）のＷｅｂサイトを活用した中小企業への普及促進を進めた

また、「顧客満足度を高める事業化までの一気通貫の企業支援」（一気通貫支援の充実強化に向けた産学官連

携の推進等・ネットワークの構築による企業支援の強化）において、大学、支援機関等と連携して伴走型支援

を行う拠点となるテクノイノベーションプラザによる取組を進め、両センター依頼試験等の申請手続のワン

ストップ化や顧客情報データベースの更なる共有化による法人の基盤整備を図るとともに、Ｗｅｂ会議専用

室を設けてコロナ禍における積極的な情報発信を行い、池田泉州銀行と連携した先進技術スタートアッププ

ログラムの実施や大阪大学産業科学研究所と連携した「香り・におい・ガスセンサー研究会」の活動に取り組

むなどした。

以上３項目全てが計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価につい

ては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

４４ 「「業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化」」にに関関すするる大大項項目目評評価価

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

「自主的・自律的な組織運営」において、ワンストップ支援を実現するために両センターの依頼試験、装置

使用等の申請手続の統一に取り組み、「業務運営の継続的向上のための取組」において、技術サポートセンタ

ーによる研究員の負担軽減や機器の効率的な整備を行い、「優れた職員の確保と能力向上に向けた取組」にお

いて、研究職３名と事務職２名の令和４年度の新規採用を決定し、「情報システム化の推進」に計画的に取り

組むなどした。

以上４項目全てが計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価につい

ては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり
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３３ 「「住住民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上」」にに関関すするる大大項項目目

（（大大阪阪産産業業をを支支ええるる技技術術人人材材のの育育成成等等））

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

「大阪産業を支える技術人材の育成」において、コロナ禍において活動が制限される中、感染防止対策を講じ

て企業への研修等を着実に実施するなど、企業が求める技術人材の育成等を積極的に行うとともに、最新３Ｄ

ものづくり機器（５軸制御マシニングセンター等）のＷｅｂサイトを活用した中小企業への普及促進を進めた

また、「顧客満足度を高める事業化までの一気通貫の企業支援」（一気通貫支援の充実強化に向けた産学官連

携の推進等・ネットワークの構築による企業支援の強化）において、大学、支援機関等と連携して伴走型支援

を行う拠点となるテクノイノベーションプラザによる取組を進め、両センター依頼試験等の申請手続のワン

ストップ化や顧客情報データベースの更なる共有化による法人の基盤整備を図るとともに、Ｗｅｂ会議専用

室を設けてコロナ禍における積極的な情報発信を行い、池田泉州銀行と連携した先進技術スタートアッププ

ログラムの実施や大阪大学産業科学研究所と連携した「香り・におい・ガスセンサー研究会」の活動に取り組

むなどした。

以上３項目全てが計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価につい

ては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

４４ 「「業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化」」にに関関すするる大大項項目目評評価価

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

「自主的・自律的な組織運営」において、ワンストップ支援を実現するために両センターの依頼試験、装置

使用等の申請手続の統一に取り組み、「業務運営の継続的向上のための取組」において、技術サポートセンタ

ーによる研究員の負担軽減や機器の効率的な整備を行い、「優れた職員の確保と能力向上に向けた取組」にお

いて、研究職３名と事務職２名の令和４年度の新規採用を決定し、「情報システム化の推進」に計画的に取り

組むなどした。

以上４項目全てが計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価につい

ては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり

 

151 
 

５５ 「「財財務務内内容容のの改改善善及及びび効効率率化化」」及及びび「「そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要事事項項」」にに関関すするる大大項項目目評評価価

（（１１））評評価価結結果果とと判判断断理理由由

○ 小項目評価の集計結果は、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）となる。

「事業収入の確保」、「財務基盤の強化と効率的な予算執行」、「施設の計画的な整備及び活用等」及び「利用

者の安全確保と職員の安全衛生管理」に計画的に取り組み、「危機管理対策の推進・ＢＣＰの策定」において、

両センターのＢＣＰ（事業継続計画）を統合したＢＣＰ〔地震編〕を策定するとともに、「社会的責任の遂行」

において、個人情報の保護や情報セキュリティ基本方針に基づく情報漏洩防止対策の徹底を図り、各種研修に

よる職員のコンプライアンスの徹底に関する意識向上に取り組むなどした。

以上５項目全てが計画を順調に実施しており、中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価につい

ては、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

 

評価結果
Ｓ

特筆すべき

進捗状況

Ａ

計画どおり

Ｂ

おおむね

計画どおり

Ｃ

やや

遅れている

Ｄ

重大な

改善事項あり
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（（５５））第第１１期期中中期期目目標標期期間間のの業業務務実実績績のの評評価価結結果果
（（中中期期目目標標のの期期間間：：平平成成 年年 月月 日日～～令令和和 年年 月月 日日））

地方独立行政法人大阪産業技術研究所の第１期中期目標期間（平成 年 月 日～令和 年 月 日）の業務実績につ

いては、地方独立行政法人法の規定により、大阪府知事が、大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所評価委員

会 以下、「評価委員会」 の意見を聴取し、大阪市長と協議の上、評価することとなっており、令和 年 月 日に評

価結果が次のとおり決定された。

全全体体評評価価 「「全全体体ととししてて目目標標をを十十分分にに達達成成ししてていいるる」」

○全体評価に当たって考慮した事項

・和泉及び森之宮センターの強みを活かし、得意分野に応じた研究開発から製造までの一気通貫の支援や利用サ

ービスのワンストップ化等のサービスの向上に取り組み、多様化・高度化する技術課題、成長産業分野への参

入や海外展開に取り組むものづくり中小企業を積極的に支援すること。

・両センターのネットワークや優れた技術力を融合し、産官学連携によるオープンイノベーションの推進や成長

分野の研究開発、国際基準対応の推進など、企業の成長・発展に積極的に貢献するとともに、技術支援や研究

開発のポテンシャルを高め、大阪産業の成長を牽引する知と技術の支援拠点“スーパー公設試”を目指すこと

。

・顧客満足度の向上に取り組み、顧客の拡大や効率的な業務運営で得られた収益を更なる支援に投資、企業に還

元する好循環を生み出す運営を目指すこと。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目１）

①中小企業の成長を支えるための多様な技術分野における技術支援

【特筆すべき取組】

・和泉センターに第７実験棟を建設し、国際規格に対応した電波暗室（ＥＭＣ技術開発支援センター）を開設し

、ＶＬＡＣ試験所認定を取得した。

・老朽化により使用を中止した和泉センター第３実験棟（旧電波暗室）を改修し、金属積層造形（ＡＭ）技術の

高度な研究、試験評価を実施できる国内トップクラスの総合拠点として、「３Ｄ造形技術イノベーションセン

ター」を開設した。

・誘電特性測定システム、仕事関数測定システム、半導体特性測定装置等の機器を備えて、次世代通信材料の評

価に対応する「先進電子材料評価センター」（通称：５Ｇセンター）を開設した。

・ＪＫＡ補助事業を活用して、リモート対応型ショットキー走査電子顕微鏡及び材料組織評価装置を導入し、分

析装置のリモート使用サービスを開始した。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目２）

②高度化する企業の技術開発・製品開発に伴走する企業支援研究等の推進

③大阪産業の持続的発展のための研究開発の戦略的展開

【特筆すべき取組】

・トヨタなどの大企業が参加するオールジャパンの国家プロジェクト（国研）新エネルギー・産業技術総合開発

機構（ＮＥＤＯ）先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第２期）事業に公設試験研究機関として唯一参画し、

研究開発を実施した。

・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）先導研究プログラム／エネルギー・環境新技術先導

研究プログラム事業に（国研）産業技術総合研究所等と連携提案して採択された「海洋生分解性プラスチック

の技術開発」をテーマとした研究を実施した。

・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）「ムーンショット型研究開発事業」研究開発プロジ

ェクトに（国研）産業技術総合研究所等と連携提案して採択された「光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチ

ックの開発研究」をテーマとした研究を実施した。

・経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）「フレキシブルエレクトロニクスの量産化に向けた

耐久試験装置の高度化」を実施した。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目３）

④大阪産業を支える技術人材の育成

⑤顧客満足度を高める事業化までの一気通貫の企業支援
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（（５５））第第１１期期中中期期目目標標期期間間のの業業務務実実績績のの評評価価結結果果
（（中中期期目目標標のの期期間間：：平平成成 年年 月月 日日～～令令和和 年年 月月 日日））

地方独立行政法人大阪産業技術研究所の第１期中期目標期間（平成 年 月 日～令和 年 月 日）の業務実績につ

いては、地方独立行政法人法の規定により、大阪府知事が、大阪府市地方独立行政法人大阪産業技術研究所評価委員

会 以下、「評価委員会」 の意見を聴取し、大阪市長と協議の上、評価することとなっており、令和 年 月 日に評

価結果が次のとおり決定された。

全全体体評評価価 「「全全体体ととししてて目目標標をを十十分分にに達達成成ししてていいるる」」

○全体評価に当たって考慮した事項

・和泉及び森之宮センターの強みを活かし、得意分野に応じた研究開発から製造までの一気通貫の支援や利用サ

ービスのワンストップ化等のサービスの向上に取り組み、多様化・高度化する技術課題、成長産業分野への参

入や海外展開に取り組むものづくり中小企業を積極的に支援すること。

・両センターのネットワークや優れた技術力を融合し、産官学連携によるオープンイノベーションの推進や成長

分野の研究開発、国際基準対応の推進など、企業の成長・発展に積極的に貢献するとともに、技術支援や研究

開発のポテンシャルを高め、大阪産業の成長を牽引する知と技術の支援拠点“スーパー公設試”を目指すこと

。

・顧客満足度の向上に取り組み、顧客の拡大や効率的な業務運営で得られた収益を更なる支援に投資、企業に還

元する好循環を生み出す運営を目指すこと。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目１）

①中小企業の成長を支えるための多様な技術分野における技術支援

【特筆すべき取組】

・和泉センターに第７実験棟を建設し、国際規格に対応した電波暗室（ＥＭＣ技術開発支援センター）を開設し

、ＶＬＡＣ試験所認定を取得した。

・老朽化により使用を中止した和泉センター第３実験棟（旧電波暗室）を改修し、金属積層造形（ＡＭ）技術の

高度な研究、試験評価を実施できる国内トップクラスの総合拠点として、「３Ｄ造形技術イノベーションセン

ター」を開設した。

・誘電特性測定システム、仕事関数測定システム、半導体特性測定装置等の機器を備えて、次世代通信材料の評

価に対応する「先進電子材料評価センター」（通称：５Ｇセンター）を開設した。

・ＪＫＡ補助事業を活用して、リモート対応型ショットキー走査電子顕微鏡及び材料組織評価装置を導入し、分

析装置のリモート使用サービスを開始した。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目２）

②高度化する企業の技術開発・製品開発に伴走する企業支援研究等の推進

③大阪産業の持続的発展のための研究開発の戦略的展開

【特筆すべき取組】

・トヨタなどの大企業が参加するオールジャパンの国家プロジェクト（国研）新エネルギー・産業技術総合開発

機構（ＮＥＤＯ）先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第２期）事業に公設試験研究機関として唯一参画し、

研究開発を実施した。

・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）先導研究プログラム／エネルギー・環境新技術先導

研究プログラム事業に（国研）産業技術総合研究所等と連携提案して採択された「海洋生分解性プラスチック

の技術開発」をテーマとした研究を実施した。

・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）「ムーンショット型研究開発事業」研究開発プロジ

ェクトに（国研）産業技術総合研究所等と連携提案して採択された「光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチ

ックの開発研究」をテーマとした研究を実施した。

・経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）「フレキシブルエレクトロニクスの量産化に向けた

耐久試験装置の高度化」を実施した。

○「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項」について（大項目３）

④大阪産業を支える技術人材の育成

⑤顧客満足度を高める事業化までの一気通貫の企業支援
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【特筆すべき取組】

・大阪大学産業科学研究所と研究連携協力に関する協定を締結し、ＡＩを活用した香り・におい解析技術の確立

を目指す取組を実施した。

・（国研）産業技術総合研究所、関西広域連合、大阪産業局等と「産業技術支援フェア 」を共同開催し

た。

・大阪府警察本部とサイバーセキュリティーに関する情報交換連絡会やセミナーを開催し、中小企業に対するサ

イバーセキュリティー対策の普及・啓発に取り組んだ。

○「業務運営の改善及び効率化に関する事項」について（大項目４）

【特筆すべき取組】

・両センター共通の利用者カードを発行し、法人全体で業務受付を一体的に行う体制を整備した。

・両センター共通のＩＰＫシステムを導入し、共済支払事務を一本化するなど、業務の効率化を図った。

○「財務内容の改善に関する事項」及び「その他業務運営に関する重要事項」について（大項目５）

【特筆すべき取組】

・法人ＢＣＰ（事業継続計画）「地震編」及び「パンデミック編」を策定し、職員訓練を計画的に実施した。

・新型コロナウイルス感染症の拡大により売上げが減少した府内中小企業に対して、企業の競争力の確保に必要

な研究開発費を支援するため、依頼試験、装置使用等の利用料金の ％減額事業を実施した。

・和泉センター北側用地（ ㎡）を適切に合筆・分筆し、大阪府に返還した。

○令和３事業年度の業務実績に関する評価について、「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上」の１

から３まで、「業務運営の改善及び効率化」及び「財務内容の改善及び効率化・その他業務運営に関する重要事項」

の５つの大項目について、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

◆委員会コメント

コロナ禍において活動が制限される中、多様化・高度化する企業の技術課題やニーズに対応するため、技術支

援、支援研究及び人材の育成等に積極的に取り組んで企業の課題を解決するとともに、「ＮＥＤＯ先進・革新蓄電

池材料評価技術開発（第２期）事業」の推進や競争的外部資金の積極的な獲得により技術力の高さを示したこと

を高く評価した。第２期中期目標期間においても、引き続き、和泉及び森之宮センターの優れた技術力や強みを

融合して技術支援や研究開発に取り組むとともに、コロナ禍における顧客満足度の向上及び新たなサービスの拡

充、オープンイノベーションの推進による一気通貫の企業支援など、ものづくり中小企業への支援サービスの向

上に積極的に取り組んでいくことを期待する。

◆知事の評価に当たっての意見、指摘等

・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第２期）事業

やムーンショット型研究開発事業などの取組を推進するとともに、和泉及び森之宮センターの優れた技術力や

強みを融合して技術支援や研究開発に取り組まれたい。

・ウィズコロナ、ポストコロナを見据えて、非接触技術やオンラインの活用により、技術支援の更なる拡充等に

取り組まれたい。

・法人経営や顧客サービス向上のため、企業支援に関する顧客情報データベース登録内容の更なる充実を図られ

たい。

・コロナ禍（令和元年度末以降）において活動が制限される中、全体として業務実績を大きく落とすことなく実

施した各取組を評価した。
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１１１１．．参参 考考  

（（１１））収収入入・・支支出出  

収 入
（単位：百万円）

区区 分分 予予 算算 額額 決決 算算 額額
差差 額額

（（決決算算 予予算算））
備備 考考

運営費交付金

自己収入

事業収入 ▲

外部資金研究費等

その他収入

目的積立金取崩

計

支 出
（単位：百万円）

区区 分分 予予 算算 額額 決決 算算 額額
差差 額額

（（決決算算 予予算算））
備備 考考

業務費 ▲

試験研究費 ▲

外部資金研究費等

職員人件費 ▲

施設整備費 ▲

一般管理費 ▲

計 ▲
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１１１１．．参参 考考  

（（１１））収収入入・・支支出出  

収 入
（単位：百万円）

区区 分分 予予 算算 額額 決決 算算 額額
差差 額額

（（決決算算 予予算算））
備備 考考

運営費交付金

自己収入

事業収入 ▲

外部資金研究費等

その他収入

目的積立金取崩

計

支 出
（単位：百万円）

区区 分分 予予 算算 額額 決決 算算 額額
差差 額額

（（決決算算 予予算算））
備備 考考

業務費 ▲

試験研究費 ▲

外部資金研究費等

職員人件費 ▲

施設整備費 ▲

一般管理費 ▲

計 ▲

155 

（（２２））設設 備備

（Ａ）主要新設機器

和泉センター

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

イオンミリング装置 日立ハイテク 冷温付

ワイヤ放電精密コンターマシン 大野精工

電気化学測定システム 東陽テクニカ

信号発生器 国華電機株式会社 信号発生器

薄膜応力測定装置 ヤマト科学

四重極型質量分析計 大阪真空機器製作所
真空ポンプユニット 差動排気用
他

ガスクロマトグラフ四重極飛行時間型質量分析計 アジレント・テクノロジー

誘導結合プラズマ質量分析装置 パーキンエルマージャパン

超純水製造装置

超 測定装置
日本シールドエンクロージャー
他

シールド効果測定装置 東陽テクニカ 型、 型

リモート対応型ショットキー電子顕微鏡 日立ハイテク

シリコンナイトライド 検出器 アメテック
インテグレーションシステム つ

にまとめる

用 サーバ システムズ株式会社
サーバー ー ー
他

カーボンコータ メイワフォーシス

白色干渉型表面形状測定機 東京精密

放射電磁界イミュニティ試験システム 国華電機株式会社

インテグレーションシステム アメテック 、

森之宮センター

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

ガス循環精製装置付パージ式グローブボックス ㈱美和製作所
、

超微小押し込み硬さ試験機 ㈱エリオニクス

摩擦攪拌接合装置 光陽産業㈱

大気非暴露型多元スパッタ製膜装置 ㈱エイコー・エンジニアリング

ダイナミック光散乱光度計 大塚電子㈱

カッティング・マシン メイワフォーシス㈱

多連型ジャーファメンターシステム エイブル㈱

半導体特性測定装置 社

仕事関数測定システム 社

触針式微細表面形状測定装置 ブルカージャパン㈱
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（Ｂ）主要設備機器

【 和泉センター 】

分析機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

触媒・吸着剤評価装置 マイクロトラック・ベル

細孔径分布・比表面積測定装置 マイクロトラック・ベル Ⅱ

レーザ回析・粒子径分布測定装置 ベックマン・コールター

広帯域粒子径分布測定装置 堀場製作所 計測制御部

エネルギー分散型蛍光 線分析装置 島津製作所 型

波長分散型蛍光 線分析装置 リガク Ⅳ

電界放射型 線マイクロアナリシス 日本電子 Ｉ ０９０１０ＣＰ

線分析顕微鏡 堀場製作所

線光電子分光分析装置 アルバックファイ

大気非曝露表面分析システム 日本電計
グロー放電発光分析装置用、イオンミリング装
置用トランスファーベッセル

ＩＣＰ発光分光分析装置
日立ハイテクサイエンス
ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ

ｉ

高精度型 発光分析装置 島津製作所

グロー放電発光分析装置 リガク

光電測光式発光分析装置 島津製作所 （鉄鋼系）， （非鉄系）

線回折装置 リガク

熱分析システム 日立ハイテクサイエンス

熱伝導率測定装置 アルバック理工

熱分解総合分析装置 アジレント・テクノロジー

全有機体炭素計 島津製作所

イオンクロマトグラフ ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ

液体クロマトグラフ質量分析システム サーモサイエンティフィック

高速液体クロマトグラフ 島津製作所

ゲル浸透クロマトグラフ 旭テクネイオン 型

ニオイ分析総合システム 島津製作所
ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計

におい識別装置

レオロジー特性評価装置 サーモサイエンティフィック Ⅲ

顕微ラマン分光光度計 日本分光

フーリエ変換赤外分光光度計 アジレント・テクノロジー Ａｇｉｌｅｎｔ６６０／６２０ ＦａｓｔＩｍａｇｅ ＩＲ

テラヘルツ分光システム 日邦プレシジョン

遠赤・中赤外分光分析装置 ブルカージャパン

汎用型核磁気共鳴装置 ブルカージャパン Ⅲ 型
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（Ｂ）主要設備機器

【 和泉センター 】

分析機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

触媒・吸着剤評価装置 マイクロトラック・ベル

細孔径分布・比表面積測定装置 マイクロトラック・ベル Ⅱ

レーザ回析・粒子径分布測定装置 ベックマン・コールター

広帯域粒子径分布測定装置 堀場製作所 計測制御部

エネルギー分散型蛍光 線分析装置 島津製作所 型

波長分散型蛍光 線分析装置 リガク Ⅳ

電界放射型 線マイクロアナリシス 日本電子 Ｉ ０９０１０ＣＰ

線分析顕微鏡 堀場製作所

線光電子分光分析装置 アルバックファイ

大気非曝露表面分析システム 日本電計
グロー放電発光分析装置用、イオンミリング装
置用トランスファーベッセル

ＩＣＰ発光分光分析装置
日立ハイテクサイエンス
ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ

ｉ

高精度型 発光分析装置 島津製作所

グロー放電発光分析装置 リガク

光電測光式発光分析装置 島津製作所 （鉄鋼系）， （非鉄系）

線回折装置 リガク

熱分析システム 日立ハイテクサイエンス

熱伝導率測定装置 アルバック理工

熱分解総合分析装置 アジレント・テクノロジー

全有機体炭素計 島津製作所

イオンクロマトグラフ ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ

液体クロマトグラフ質量分析システム サーモサイエンティフィック

高速液体クロマトグラフ 島津製作所

ゲル浸透クロマトグラフ 旭テクネイオン 型

ニオイ分析総合システム 島津製作所
ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計

におい識別装置

レオロジー特性評価装置 サーモサイエンティフィック Ⅲ

顕微ラマン分光光度計 日本分光

フーリエ変換赤外分光光度計 アジレント・テクノロジー Ａｇｉｌｅｎｔ６６０／６２０ ＦａｓｔＩｍａｇｅ ＩＲ

テラヘルツ分光システム 日邦プレシジョン

遠赤・中赤外分光分析装置 ブルカージャパン

汎用型核磁気共鳴装置 ブルカージャパン Ⅲ 型
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形状測定機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

白色干渉型三次元表面形状解析装置 ザイゴ

触針式表面粗さ計 ランクテーラーホブソン フォームタリサーフシリーズ

三次元形状測定装置 ミツトヨ 特

非接触 次元スキャナシステム

非接触三次元変位・ひずみ測定器 丸紅情報システムズ
非接触 ひずみ測定システム ・プ
レス成形測定システム

次元レーザ変位計 キーエンス －

超精密自由曲面形状測定システム 松下電器産業

非破壊検査用 線 システム 東芝ＩＴコントロールシステム μ

高分解能 線 装置 ユニハイトシステム － α （口 タイプ）

摩耗形態測定機 ミツトヨ

非接触三次元摩耗形態測定機 ミツトヨ

薄膜表面スキャン･プロファイラー ケーエルエー･テンコール 型

蛍光 線膜厚計 フィッシャー・インストルメンツ

顕微鏡

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

分析機能付き走査電子顕微鏡 日立ハイテク

リモート対応システム 日本電子 制御用およびリモート用

電界放出型走査電子顕微鏡（ 日立ハイテクフィールディング

球面収差補正機能付走査透過電子顕微鏡システム 日立ハイテクノロジーズ

電子線三次元表面形態解析装置 エリオニクス
ﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾐｯｼｮﾝ電子線三次元粗さ解析装置
（ ） ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｼｽ
ﾃﾑ

低真空走査電子顕微鏡 日立ハイテクノロジーズ

元素分析付高分解能電界放出型走査電子顕微鏡
日立ハイテクノロジーズ、エダッ
クスジャパン

システム、 システム

走査型プローブ顕微鏡 セイコーインスツルメンツ （表面物性評価機能付き）

共焦点顕微鏡 レーザーテック

材料強度試験機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

材料試験機計測制御装置 島津製作所 Ⅰ型用

トン材料試験機 米国インストロン 型

インストロン万能材料試験機 米国インストロン

材料強度試験機 島津製作所 、 、

二軸引張試験機 島津製作所 形

高速引張り試験機 島津製作所
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

万能材料試験機 インストロン・ジャパン

静的・動的圧力測定装置 スイス･キスラー 型､ 型､ 型､ 型 他

大型貨物圧縮試験機 島津製作所 形

箱圧縮試験機 島津製作所 型

デジタル微小硬度計 山中化学 型 荷重タイプ

全自動微小硬度試験機システム フューチュアテック 型

全自動マイクロビッカース硬さ試験機システム ミツトヨ ‐

線応力測定装置 リガク

微小部Ｘ線応力測定装置 理学電機 システム

ねじ締付け試験機 日本計測システム 、

タッピンねじ等ねじ込み試験機 べクトリックス トルクアナライザー サーボ型 型

精密ねじり試験機 島津製作所 型

摩擦摩耗試験機ピン・オン・ディスク型 神鋼造機

２軸平面しゅう動式摩擦磨耗試験機 新東科学 トライボギア

回転式摩擦摩耗試験機システム 新東科学 トライボギア

ジオシンセティックス摩擦特性評価装置 丸東製作所

シャルピー衝撃試験機 米倉製作所

シャルピー衝撃強度測定システム 東洋精機製作所 型式

緩衝材用落下衝撃試験機 Ｌａｎｓｍｏｎｔ クッションテスター

自動制御型衝撃試験装置 ボクスイ・ブラウン

ナノインデンター ハイジトロン トラボインデンター

電気計測機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

静電気試験器 日本測器
ノイズ研究所 （本体）、

（放電ガン）

電力周波数磁界イミュニティ試験装置 日本測器
マイクロウェーブ ファクトリー
（磁界発生装置）、 （磁
界測定器）

高調波 フリッカ測定装置 国華電機
（パワーアナライザ）、

回路 （ 仕様単相 三相リファ
レンスインピーダンスネットワーク）

部分放電測定装置 フジクラ・ダイヤケーブル 部分放電試験装置

走査型振動電極システム 北斗電工 型

ワイドダイナミックレンジ電気特性評価システム 東陽テクニカ 型 他

マイクロ波ネットワーク･アナライザ･システム アジレント･テクノロジー ､

イミュニティ自動計測システム

（イミュニティ／エミッション）評価・解析装置 日本測器 放射イミュニティ試験装置 他

レシーバ ローデ・シュワルツ
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

万能材料試験機 インストロン・ジャパン

静的・動的圧力測定装置 スイス･キスラー 型､ 型､ 型､ 型 他

大型貨物圧縮試験機 島津製作所 形

箱圧縮試験機 島津製作所 型

デジタル微小硬度計 山中化学 型 荷重タイプ

全自動微小硬度試験機システム フューチュアテック 型

全自動マイクロビッカース硬さ試験機システム ミツトヨ ‐

線応力測定装置 リガク
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精密ねじり試験機 島津製作所 型

摩擦摩耗試験機ピン・オン・ディスク型 神鋼造機

２軸平面しゅう動式摩擦磨耗試験機 新東科学 トライボギア

回転式摩擦摩耗試験機システム 新東科学 トライボギア

ジオシンセティックス摩擦特性評価装置 丸東製作所

シャルピー衝撃試験機 米倉製作所

シャルピー衝撃強度測定システム 東洋精機製作所 型式

緩衝材用落下衝撃試験機 Ｌａｎｓｍｏｎｔ クッションテスター

自動制御型衝撃試験装置 ボクスイ・ブラウン

ナノインデンター ハイジトロン トラボインデンター

電気計測機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

静電気試験器 日本測器
ノイズ研究所 （本体）、

（放電ガン）

電力周波数磁界イミュニティ試験装置 日本測器
マイクロウェーブ ファクトリー
（磁界発生装置）、 （磁
界測定器）

高調波 フリッカ測定装置 国華電機
（パワーアナライザ）、

回路 （ 仕様単相 三相リファ
レンスインピーダンスネットワーク）

部分放電測定装置 フジクラ・ダイヤケーブル 部分放電試験装置

走査型振動電極システム 北斗電工 型

ワイドダイナミックレンジ電気特性評価システム 東陽テクニカ 型 他

マイクロ波ネットワーク･アナライザ･システム アジレント･テクノロジー ､

イミュニティ自動計測システム

（イミュニティ／エミッション）評価・解析装置 日本測器 放射イミュニティ試験装置 他

レシーバ ローデ・シュワルツ
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

可変周波数可変電圧電源 日本電計

可変周波数可変電圧電源 菊水電子工業

妨害電力測定用クランプ

スペクトルネットワークアナライザ ローデ・シュワルツ・ジャパン

シグナルスペクトラムアナライザ ローデ・シュワルツ・ジャパン

ハイブリッドアンテナセット

アクティブループアンテナ

アンテナシステム シュワルツベック

ＡＩ用サーバーシステム ＨＰＣシステムズ

ポータブル導電率計 フィッシャー

雷サージ試験装置 ノイズ研究所、 回路設計ﾌﾞﾛｯｸ

総合測定システム アドバンテスト

電池サイクル（寿命）評価装置 エレクトロフィールド

多チャンネル高分解能オシロスコープ テレダイン・レクロイ・ジャパン ＭＤＡ 電機

環境試験機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

二酸化硫黄ガス腐食試験機（バッチ式） スガ試験機

二酸化硫黄ガス腐食試験機（連続フロー式） ファクトケイ

恒温恒湿槽 エスペック

低温型恒温恒湿槽 エスペック

小型塩水噴霧試験機 スガ試験機

大型塩水噴霧試験機 スガ試験機

小型キャス試験機 スガ試験機

複合サイクル試験機 スガ試験機

メタルハライドウェザーメータ 岩崎電気 ｱｲｽｰﾊﾟー ﾃｽﾀｰ

高照度キセノン耐候性試験装置 スガ試験機
スーパーキセノンウェザーメーター

高照度キセノンウェザーメータ スガ試験機

紫外線蛍光ランプ耐候性試験機  

大型貨物用振動試験機 振研 型

小型振動試験機 、

蓄積疲労振動試験システム

包装貨物用振動試験装置 振研 型

輸送環境用恒温恒湿槽 エスペック
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加工･製造機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

電子ビーム積層造形装置 三菱電機 特

金属粉末積層造形装置

金属粉末積層造形物用弾性研磨材ブラスト装置 不二製作所
ニューマ・ブラスター・シリウスＰ ＳＦＣＰ 型
ニューマ・ブラスター・シリウスＺ ＳＦＫＳＲＺ
型

プラスチック粉末積層造形装置

微粉末積層造形装置

超精密曲面加工機 豊田工機

塑性加工再現試験機 アサイ産業

熱間加工再現試験装置 富士電波工機㈱

ダイヤモンドワイヤーソー ムサシノ電子 ・

試料研磨機 リファインテック

乾式電解研磨装置 Ⅰ

ＡＣサーボ順送プレス装置 コマツ産機 ほか
ハイブリット サーボリングプレス
他

ワークショップ汎用工作機械（立型マシニングセンタ） 森精機

軸制御マシニングセンタ オークマ

タッピングマシン ファナック α

スクリュ･プリプラ式射出圧縮成形機 ソディック ツパール

二軸押出試験機 東洋精機製作所

多層膜製造装置 東洋精機製作所 三層フィルム製造装置

ファイバーレーザ微細加工装置 赤澤機械

微細複合加工装置 Ｓｍａｌｔｅｃ

多目的真空熱処理炉 日本テクノ

高周波誘導溶解炉 富士電波工機

マグネトロンスパッタ装置 大阪真空機器製作所

アンバランスド・マグネトロンスパッタ装置 神戸製鋼所 型

イオンプレーティング装置 日新電機 型

エアロプラスマ溶射装置 エアロプラスマ

高速シリコンディープエッチング装置 住友精密工業

高精度フォトマスク作製装置 レーザー直接描画装置

高密度プラズマアシスト薄膜作製装置 神港精機

多機能真空蒸着装置 理研

リアクティブイオンエッチング装置
サムコインターナショナル研究
所

型他

半導体熱処理装置 光洋リンドバーグ

電極薄膜作製装置 理研

半導体デバイス製造用スパッタ装置 クライオバック マグネトロンスパッタ装置ＣＲ－ＳＰ－３ＮＮ
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加工･製造機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

電子ビーム積層造形装置 三菱電機 特

金属粉末積層造形装置

金属粉末積層造形物用弾性研磨材ブラスト装置 不二製作所
ニューマ・ブラスター・シリウスＰ ＳＦＣＰ 型
ニューマ・ブラスター・シリウスＺ ＳＦＫＳＲＺ
型

プラスチック粉末積層造形装置

微粉末積層造形装置

超精密曲面加工機 豊田工機

塑性加工再現試験機 アサイ産業

熱間加工再現試験装置 富士電波工機㈱

ダイヤモンドワイヤーソー ムサシノ電子 ・

試料研磨機 リファインテック

乾式電解研磨装置 Ⅰ

ＡＣサーボ順送プレス装置 コマツ産機 ほか
ハイブリット サーボリングプレス
他

ワークショップ汎用工作機械（立型マシニングセンタ） 森精機

軸制御マシニングセンタ オークマ

タッピングマシン ファナック α

スクリュ･プリプラ式射出圧縮成形機 ソディック ツパール

二軸押出試験機 東洋精機製作所

多層膜製造装置 東洋精機製作所 三層フィルム製造装置

ファイバーレーザ微細加工装置 赤澤機械

微細複合加工装置 Ｓｍａｌｔｅｃ

多目的真空熱処理炉 日本テクノ

高周波誘導溶解炉 富士電波工機

マグネトロンスパッタ装置 大阪真空機器製作所

アンバランスド・マグネトロンスパッタ装置 神戸製鋼所 型

イオンプレーティング装置 日新電機 型

エアロプラスマ溶射装置 エアロプラスマ

高速シリコンディープエッチング装置 住友精密工業

高精度フォトマスク作製装置 レーザー直接描画装置

高密度プラズマアシスト薄膜作製装置 神港精機

多機能真空蒸着装置 理研

リアクティブイオンエッチング装置
サムコインターナショナル研究
所

型他

半導体熱処理装置 光洋リンドバーグ

電極薄膜作製装置 理研

半導体デバイス製造用スパッタ装置 クライオバック マグネトロンスパッタ装置ＣＲ－ＳＰ－３ＮＮ
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

イオンスパッタ装置 日立ハイテクフィールディング 日立 型

冷却イオンミリング装置 日立ハイテクノロジーズ

雰囲気制御炉 富士電波工業
抵抗加熱式加圧焼成炉

放電プラズマ焼結機 住友石炭鉱業

有機物蒸着装置 サンバック

その他機器

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

ワークステーション 日本

はんだぬれ性試験機 レスカ

ヘリウムリークディテクタ 島津産機システムズ

双腕ロボット アールティ

フォークリフト 豊田自動織機

大型配光特性測定装置

分光エリプソメーター ジェー・エー・ウーラム・ジャパン

ガス循環精製機付パージ式グローブボックス 美和製作所 型

循環精製装置付大気圧型グローブボックス ユニコ

オゾンクリーナー フィルジェン

振動シミュレータ

分光放射照度計 オーシャンオプティクス

光学式モーションキャプチャーシステム ほか ほか

アンモニアガス検知器・圧力調整器 理研計器 ほか ほか

【 森之宮センター 】

試験機器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

キャピラリーレオメーター 東洋精機製作所

万能材料試験機 島津製作所 オートグラフ

衝撃試験機 東洋精機製作所 シャルピー／アイゾット

洗浄力試験機 上島製作所

台所用洗剤用洗浄力試験機 東京電通 リーナッツ改良型

耐折試験機 安田精機 型

ディスクキュアテスター 神藤金属工業所

透気度試験機 安田精機 ガーレー型

引裂試験機 安田精機 エレメンドルフ型

摩耗試験機 テーバー
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

荷重たわみ温度試験機 マイズ試験機

万能材料試験機 島津製作所

万能材料試験機 ミネベア

表面性試験機 新東科学

分析機器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

イアトロスキャン 三菱化学ヤトロン

近赤外分光光度計 島津製作所

紫外可視近赤外分光光度計 日本分光

旋光度測定装置 日本分光 ポーラリメーター

微小部鏡面反射測定装置 大塚電子

分光色彩計 トプコン

分光式色差計 日本電色工業

万能倒立顕微鏡 ニコン

パルスフィールド電気泳動装置

用観察型ダイヤモンド センサーテクノロジー Ⅰ

微生物群集解析システム

二次元電気泳動システム アマシャムバイオサイエンス Ⅱ

赤外分光光度計 日本分光

紫外可視分光光度計 島津製作所

瞬間マルチ測光システム 大塚電子

光沢度計 コニカミノルタ

変角光度計 日本電色工業

自動変角絶対反射率測定装置 日本分光

プレートリーダー（吸光、蛍光、発光

全有機炭素分析計（ 分析計）
（水系試料測定用）

アナリティク・イエナ

全有機炭素分析計（ 分析計）
（固体試料測定用）

アナリティク・イエナ

加工機器・装置

器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

大型滑走式ミクロトーム ライカポリカット

高速振動試料粉砕機 シー･エム･ティ

高周波予熱機 富士電波工機

コンターマシン ワイエス工機
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

荷重たわみ温度試験機 マイズ試験機

万能材料試験機 島津製作所

万能材料試験機 ミネベア

表面性試験機 新東科学

分析機器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

イアトロスキャン 三菱化学ヤトロン

近赤外分光光度計 島津製作所

紫外可視近赤外分光光度計 日本分光

旋光度測定装置 日本分光 ポーラリメーター

微小部鏡面反射測定装置 大塚電子

分光色彩計 トプコン

分光式色差計 日本電色工業

万能倒立顕微鏡 ニコン

パルスフィールド電気泳動装置

用観察型ダイヤモンド センサーテクノロジー Ⅰ

微生物群集解析システム

二次元電気泳動システム アマシャムバイオサイエンス Ⅱ

赤外分光光度計 日本分光

紫外可視分光光度計 島津製作所

瞬間マルチ測光システム 大塚電子

光沢度計 コニカミノルタ

変角光度計 日本電色工業

自動変角絶対反射率測定装置 日本分光

プレートリーダー（吸光、蛍光、発光

全有機炭素分析計（ 分析計）
（水系試料測定用）

アナリティク・イエナ

全有機炭素分析計（ 分析計）
（固体試料測定用）

アナリティク・イエナ

加工機器・装置

器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

大型滑走式ミクロトーム ライカポリカット

高速振動試料粉砕機 シー･エム･ティ

高周波予熱機 富士電波工機

コンターマシン ワイエス工機

 

163 
 

器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

真空圧縮成形機 神藤金属工業所 型

コンタマシン（帯鋸盤）

複合材料切断機 丸東三友製作所

マイクロカッティングマシン

超小型射出成形機

トランスファ成形機 神藤金属工業所

ニーダー 森山製作所

圧縮成形プレス 神藤金属工業所 手動式（ ）

研磨機 リファインテック

ボールミル回転架台 タナカテック

ハンディラップ 日本電子データム

電気マッフル炉 アドバンテック東洋

自動面積計 林電工

圧縮成形金型 φ×

ポット型染色試験機 辻井染機工業 赤外線加熱染色機

環境試験器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

音響環境計測装置（無響室） 高山工業

ギヤー老化試験機 スガ試験機

恒温恒湿器 タバイエスペック プラチナス シリーズ

恒温恒湿器 ナガノサイエンス

恒温器 タバイエスペック

ワークオペレーション型恒温器 タバイエスペック

風速計 カスタム

恒温恒湿器 アドバンテック

乾熱滅菌機 ヤマト科学

染色摩擦堅ろう度試験機 安田精機製作所 学振型

恒温恒湿器 ヤマト科学㈱

計測機器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

位相差顕微鏡 ニコン

カールフィッシャー水分測定装置 三菱化学

起泡力測定装置 ロスマイルス法

実体顕微鏡 ニコン カメラ付
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

実体顕微鏡 オリンパス

照度計 トプコンサービス

静電気半減期測定装置 シンド静電気

接触角測定装置 協和界面科学

デュロメータ硬度計 高分子計器 型、 型

電気抵抗測定装置 横河電機

バーコール硬度計 コールマン

万能工具顕微鏡 東京光学機械

非接触ハンディ温度計 キーエンス

表面自由エネルギー測定装置 協和界面科学 （ ）

表面張力計 協和界面科学 （吊板式）

表面張力計 クルス （最大泡圧法）

分子配向計 王子計測機器

偏光ひずみ計 神港精機 ポーラリメータ

偏光顕微鏡 オリンパス 型

レーザー顕微鏡 オリンパス

ポータブルポテンシォガルバノスタット 北斗電工

無抵抗電流計 北斗電工

摩擦帯電圧測定装置 興亜商会

測定装置 タイテック

化学発光撮影装置 東洋紡績

双眼実体顕微鏡 単一倍率 倍

ｐ メーター

触針式段差・表面粗さ計 小坂研究所

アナライザ 小野測器

ガウスメーター レイクショア 型

テクスチュロメータ 全研

精密騒音計 リオン

電子天びん（国家検定付） ～ 島津製作所

分析天びん、 ～ 島津製作所

多波長アッベ屈折計 アタゴ

ロックウェル硬さ試験機 ミツトヨ

実体顕微鏡 オリンパス

自動融点測定器 メトラートレド
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機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

実体顕微鏡 オリンパス

照度計 トプコンサービス

静電気半減期測定装置 シンド静電気

接触角測定装置 協和界面科学

デュロメータ硬度計 高分子計器 型、 型

電気抵抗測定装置 横河電機

バーコール硬度計 コールマン

万能工具顕微鏡 東京光学機械

非接触ハンディ温度計 キーエンス

表面自由エネルギー測定装置 協和界面科学 （ ）

表面張力計 協和界面科学 （吊板式）

表面張力計 クルス （最大泡圧法）

分子配向計 王子計測機器

偏光ひずみ計 神港精機 ポーラリメータ

偏光顕微鏡 オリンパス 型

レーザー顕微鏡 オリンパス

ポータブルポテンシォガルバノスタット 北斗電工

無抵抗電流計 北斗電工

摩擦帯電圧測定装置 興亜商会

測定装置 タイテック

化学発光撮影装置 東洋紡績

双眼実体顕微鏡 単一倍率 倍

ｐ メーター

触針式段差・表面粗さ計 小坂研究所

アナライザ 小野測器

ガウスメーター レイクショア 型

テクスチュロメータ 全研

精密騒音計 リオン

電子天びん（国家検定付） ～ 島津製作所

分析天びん、 ～ 島津製作所

多波長アッベ屈折計 アタゴ

ロックウェル硬さ試験機 ミツトヨ

実体顕微鏡 オリンパス

自動融点測定器 メトラートレド
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その他の機器・装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

オートクレーブ 日東オートクレーブ ℓ

オートクレーブ 平山

オートクレーブ 平山

加熱ステージ （光学顕微鏡用） メトラー

高速冷却遠心機 日立 ／

交流／直流整流装置 高砂製作所

紫外線ハンドランプ スペクトロライン

真空熱処理炉 いすず製作所

真空乾燥機

超音波発生装置 久保田製作所

定電圧／定電流電源装置 高砂製作所

凍結真空乾燥機 東京理化器械

非接触三次元形状入力装置 コニカミノルタ

有機溶媒蒸気吸着装置 流通式

スピンコーター ミカサ

電子冷却恒温槽

恒温槽 アドバンテック （スターラー付き）

ホモジナイザー

コンパクトハンディークーラー アズワン

ジャーファーメンター 三ツワ理化学

フレンチプレス 大岳製作所 本体 セル

超音波細胞破砕装置

ストマッカー（ブレンダミックス） 東京エムアイ商会

温度傾斜培養機 サンキ精機

フラクションコレクター アドバンテック東洋

超音波洗浄器 アズワン

多検体細胞破砕装置 バイオメディカルサイエンス シェ－クマスター

三次元形状入出力装置 ローランドディージー

リアルタイム 装置

熱風循環式乾燥機 松井製作所

マグネトロン型イオンスパッタリング装置 日本電子

電子回路プリンタ
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ライセンス装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

食品物性測定レオメーター ユービーエム

メルトインデックステスタ 安田精機製作所

グロー放電発光分析装置 リガク

フーリエ変換赤外分光光度計

レーザーラマン分析装置 堀場製作所

濃厚系粒径アナライザー 大塚電子

ゼータ電位計
（標準セルのみライセンス対応）

大塚電子

マトリクス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質
量分析装置

島津製作所

質量分析装置（ ）
エーエムアール
島津製作所

樹脂混練・成形評価装置
小型混練機
試験片作製用射出成形機

ソーラーシミュレーターシステム 分光計器

分析型透過電子顕微鏡装置 日本電子

分析型走査電子顕微鏡 日本電子

走査電子顕微鏡 日立ハイテクノロジーズ

集束イオンビーム加工観察装置（ ） 日本電子

経済産業省関連事業による導入機器・装置

電池開発評価センター装置（蓄電デバイス作製・評価システム）

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式ななどど

電極液調整塗工装置

電極液調整装置 クラボウ マゼルスター

電極塗工装置 テスター産業

ロールプレス機 タクミ技研

定温乾燥機 アドバンテック

ラミネートセル作製装置

打ち抜き機 宝泉 型

超音波接合機

注液機

シール機 富士インパルス 、

コイン電池作製装置

打ち抜き機 宝泉
打ち抜き用金型：負極用 φ 、

正極用 φ 、
セパレータ用 φ ・φ

手動かしめ機 宝泉 用

分解機 宝泉 用

充放電測定装置

インピーダンス測定装置

高温伝導度測定システム 東陽テクニカ

真空定温乾燥機 ヤマト科学

ドライチャンバー ダイキン工業

グローブボックス
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ライセンス装置

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

食品物性測定レオメーター ユービーエム

メルトインデックステスタ 安田精機製作所

グロー放電発光分析装置 リガク

フーリエ変換赤外分光光度計

レーザーラマン分析装置 堀場製作所

濃厚系粒径アナライザー 大塚電子

ゼータ電位計
（標準セルのみライセンス対応）

大塚電子

マトリクス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質
量分析装置

島津製作所

質量分析装置（ ）
エーエムアール
島津製作所

樹脂混練・成形評価装置
小型混練機
試験片作製用射出成形機

ソーラーシミュレーターシステム 分光計器

分析型透過電子顕微鏡装置 日本電子

分析型走査電子顕微鏡 日本電子

走査電子顕微鏡 日立ハイテクノロジーズ

集束イオンビーム加工観察装置（ ） 日本電子

経済産業省関連事業による導入機器・装置

電池開発評価センター装置（蓄電デバイス作製・評価システム）

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式ななどど

電極液調整塗工装置

電極液調整装置 クラボウ マゼルスター

電極塗工装置 テスター産業

ロールプレス機 タクミ技研

定温乾燥機 アドバンテック

ラミネートセル作製装置

打ち抜き機 宝泉 型

超音波接合機

注液機

シール機 富士インパルス 、

コイン電池作製装置

打ち抜き機 宝泉
打ち抜き用金型：負極用 φ 、

正極用 φ 、
セパレータ用 φ ・φ

手動かしめ機 宝泉 用

分解機 宝泉 用

充放電測定装置

インピーダンス測定装置

高温伝導度測定システム 東陽テクニカ

真空定温乾燥機 ヤマト科学

ドライチャンバー ダイキン工業

グローブボックス

 

167 
 

傾斜切削装置付顕微

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

赤外分光光度計部 ブルカー・オプティクス

赤外顕微鏡部 ブルカー・オプティクス

試料作製用傾斜切削装置部 ダイプラ・ウィンテス

マイクロ波分解

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

マイクロ波試料前処理装置 マイルストーン

マルチチャンネル型
マルチチャンネル型高周波誘導結合
プラズマ発光分光分析装置

ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ

科学技術計算センター装置（設計支援・解析用シミュレーションシステム）

機機器器名名称称 メメーーカカーー名名 型型式式

熱流体解析シミュレータ
ハード：日本コンピューティング

システム
ソフト：

構造解析シミュレータ
ハード：日本コンピューティング

システム
ソフト：

分子設計支援シミュレータ
ハード：日本コンピューティング

システム
ソフト：

樹脂流動解析シミュレータ
ハード：日本コンピューティング

システム
ソフト：東レエンジニアリング
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（（３３））沿沿 革革

旧大阪市立工業研究所は、大阪地域における工業の発展を図るため、化学を主とした工業技術に関する公設試験

研究機関として、大正 年 月に北区牛丸町の大阪市立工業学校の構内に創立した。旧大阪府立産業技術総合研究所

は、府内工業界特に中小企業の技術指導とそのレベルアップを目的として、昭和 年 月大阪市西区江之子島に創立

した。両機関の新設合併により、平成 年 月 日に地方独立行政法人大阪産業技術研究所が設立した。

＜旧大阪府立産業技術総合研究所＞ ＜旧大阪市立工業研究所＞

大正 年 月 大阪市北区牛丸町大阪市立工業学校構

内に創立

同 年 月 市立大阪工業研究所を大阪市立工業研

究所と改称

同 年 月 大阪市北区扇町に新築移転

同 年 月 工業研究所所属の産業奨励館竣工

昭和 年 月 大阪市西区江之子島の旧大阪府庁舎に

大阪府工業奨励館を創設

同 年 月 大阪府金属材料研究所（所長：東北帝国

大学総長理学博士本多光太郎）を併設

月 天皇陛下が産業奨励のため来館される。

同 年 月 泉北郡大津町 現泉大津市 に織物試験

部大津分館を新設

同 年 月 大阪府金属材料研究所を併合

同 年 月 付属工業会館を新設し、工業図書館を併

設

同 年 月 堺市から市立工業研究所の寄付を受け、

これを拡充し堺分館とする。

同 年 月 大津分館を独立させ、大阪繊維工業指導

所を創設

昭和 年 月 赤川分室を開設

同 年 月 戦災で、大阪府工業奨励館の本館、附属

工場その他を焼失

同 年 月 今里分室を開設

同 年 月 赤川分室を廃止し、赤川総合実験場を開

設

同 年 月 工業奨励館復興促進委員会を設置し、

復興に着手

同 年 月 農産加工模範工場開設

同 年 月 赤川総合実験場を廃止

同 年 月 農産加工模範工場を市立大学に移管

同 年 月 大阪府工業奨励館に、大阪科学技術館

を併合

同 年 月 そごう分室を開設

月 大阪府工業奨励館を、大阪府立工業奨

励館に名称変更

月 大阪繊維工業指導所を、大阪府立繊維

工業指導所に名称変更

同 年 月 泉佐野市に、大阪府立繊維工業指導所

の泉佐野分所を設置

月 天皇、皇后両陛下が産業ご視察のため来

館される。

同 年 月 堺市に、大阪府立繊維工業指導所の堺

分所を設置

同 年 月 大阪市東淀川区に、大阪府立繊維工業

指導所の大阪分所を設置

同 年 月 今里分室を東成区玉堀町に移転し玉造

分室と改称

同 年 月 布施市 現東大阪市 から市立工芸指導

所の移管を受け、大阪府立工業奨励館

東大阪分館とする。
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同 年 月 大阪府立繊維工業指導所の泉大津本所

を全面改築

同 年 月 そごう分室を廃止

同 年 月 吹田市に、皮革試験所を設置

同 年 月 大阪府立工業奨励館を大阪府立工業技

術研究所に､大阪府立繊維工業指導所を

大阪府立繊維技術研究所に名称変更

同 年 月 両研究所ともに、課制を廃止し、研究室

制を敷く。

同 年 月 玉造分室を廃止

大阪市城東区森之宮（現在地）に新築移

転

開放研究室を設置

同 年 月 大阪府立繊維技術研究所の泉佐野分所

を全面改築

同 年 月 両研究所を再編整備し、大阪府立産業

技術総合研究所となる。

同 年 月 機能性複合材料開放試験室を設置

同時にデザイン関係部門は、大阪府立産

業デザイン研究センターに移管

同 年 月 大阪分所を廃止し、その業務 ニット部門

を泉大津本所に移管

平成 元年 月 組織改正を行い、 本所 部、 技術セン

ター、１試験所とする。

同 年 月 大阪繊維リソースセンター内に府有施設

を設置

平成 年 月 微量元素分析開放試験室を設置

同 年 月 大阪本所、泉大津本所、東大阪本所、堺

技術センターを統合し、和泉市あゆみ野

に新研究所を建設して移転。同時に組織

改正を行い、研究室制を廃してグループ

制を敷き、 部、１技術センター、１試験所

とする。

同 年 月 天皇、皇后両陛下がご視察のため来所さ

れる。

同

同

同

同

年

年

年

年

月

月

月

月

プロジェクト研究室を設置

最先端材料評価センターを設置

技術支援室を設置

創業支援研究室を設置

同 年 月 専門部の組織改正を行い、グループを中

規模組織の 専門系からなる 部１試験

所とする。

同 年 月 泉佐野技術センターを廃止し、その業務

を本所に移管

同 年 月 地方独立行政法人に移行

同 年 月 地方独立行政法人に移行

同 年 月 次世代光デバイス評価支援センターを設

置

同 年 月 電池開発評価センターを設置

同 年 月 皮革試験所を閉鎖し、その業務を本所に

移管

■地方独立行政法人大阪産業技術研究所

平成 年 月

同 年 月

同 年 月

同 年 月

同 年 月

令和 年 月

令和 年 月

地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所と地方独立行政法人大阪市立工業研究所の

新設合併により設立された地方独立行政法人大阪産業技術研究所に移行

本部・和泉センターにて、地方独立行政法人大阪産業技術研究所 設立記念式典を開催

森之宮センターにて、地方独立行政法人大阪産業技術研究所 設立記念講演会を開催

本部・和泉センターにて、新電波暗室竣工記念式典・講演会・見学会を開催

本部・和泉センターにおいて、 技術開発支援センターの運用を開始

本部・和泉センターにおいて、３ 造形技術イノベーションセンターの運用を開始

森之宮センターにおいて、先進電子材料評価センターの運用を開始
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（（４４））土土地地及及びび建建物物

 
所所在在地地及及びび土土地地面面積積  
 

総計：83,898.38ｍ2 

 
和泉センター

森之宮センター

和泉市あゆみ野二丁目 番 号

大阪市城東区森之宮一丁目６番５０号

ｍ

ｍ

 
 

建建物物  
 

総計：延 51,972.22ｍ2 
 
 

和和泉泉セセンンタターー

① 本館棟 延 ⑥ 第４実験棟 延

② 新技術開発棟 延 ⑦ 第５実験棟 延

③ 第 実験棟 延 ⑧ 第６実験棟 延

④ 第 実験棟 延 ⑨ 第７実験棟 延

⑤ 第 実験棟 延 その他

計
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（（４４））土土地地及及びび建建物物

 
所所在在地地及及びび土土地地面面積積  
 

総計：83,898.38ｍ2 

 
和泉センター

森之宮センター

和泉市あゆみ野二丁目 番 号

大阪市城東区森之宮一丁目６番５０号

ｍ

ｍ

 
 

建建物物  
 

総計：延 51,972.22ｍ2 
 
 

和和泉泉セセンンタターー

① 本館棟 延 ⑥ 第４実験棟 延

② 新技術開発棟 延 ⑦ 第５実験棟 延

③ 第 実験棟 延 ⑧ 第６実験棟 延

④ 第 実験棟 延 ⑨ 第７実験棟 延

⑤ 第 実験棟 延 その他

計
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森森之之宮宮セセンンタターー

 
 
 
 
 
 
 

① 研究本棟

② 研究別棟（ ）

③ 研究別棟（ ）

④ 研究別棟（ ）

⑤ その他

総 計

延

延

延

延

延

延

研究本棟
（研究棟）

研究本棟
（管理棟）

駐車場

研究別棟

玄関

入口

N

研究別棟 研究別棟
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